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「
紫
紺
の
詩
」
は
総
明
会
設
立
50
周

年
を
記
念
し
て
総
明
会
会
員
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
基
に
決

定
し
、総
明
会
名
誉
会
長
向
殿
先
生

に
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
紫
紺
の
詩
」の
「
詩
」と
い
う
文
字

は「
歌（
音
）」で
は
な
く
、総
明
会
会

員
の
皆
様
の
心
に
残
る「
詩（
言
葉
）」、

「
会
報
」
を
表
す
言
葉
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

総
明
会
と
は

　

総
明
会
と
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治
大
学
八
丈
島
高

等
学
校
、
明
治
高
等
学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し
た

こ
と
が
あ
る
も
の
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
。

　

総
明
会
の
設
立
の
起
源
は
、
1
9
1
2
年（
明
治
45
年
）開
校
時

に
あ
っ
た「
学
友
会
」に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
1
9
2
6
年（
大

正
15
年
）1
月
の
「
同
窓
会
」設
立
へ
と
続
く
。
そ
の
後
中
断
の
時

期
を
経
て
1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）有
志
に
よ
る「
明
治
中
学
校
・

高
等
学
校
同
窓
会
設
立
発
起
人
会
」
が
設
立
、
1
年
間
の
準
備
期

間
を
経
て
1
9
6
5
年（
昭
和
40
年
）
に
第
1
回
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
現
在
の
総
明
会
へ
と
続
い
て
い
る
。

　

総
明
会
の
活
動
は
、「
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図
り
、か
つ

母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
お
り
、
総

明
会
会
員
を
対
象
と
し
た
年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会

を
中
心
に
、
各
委
員
会
が
企
画
す
る
行
事
「
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会
」「
評
議
員
・
班
・
ク
ラ
ブ
O
B
・
O
G
会
」60
才
以
上

の
会
員
を
対
象
と
し
た「
明
朗
会
」な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、母
校
に
対
す
る
活
動
と
し
て
、卒
業
す
る
高
校
Ⅲ
年
生

を
対
象
と
し
、「
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
建
学
の
精
神
に

の
っ
と
り
、伝
統
あ
る
校
風
の
も
と
に
学
業
に
励
ん
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
こ
と
を
賞
す
る
」、
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）
か
ら
は
、

成
績
優
秀
者
の
み
な
ら
ず
、班
部
活
動
、対
外
活
動
、学
校
行
事
な

ど
、
学
校
生
活
全
体
を
通
し
た
活
躍
や
貢
献
し
た
も
の
へ
の
総
明

会
賞
の
授
与
、母
校
記
念
行
事
へ
の
寄
付
活
動
、ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
卒
業
生
に
対
し
て
は
、大
学
在
学
中
の
若
手

を
通
じ
て
の
総
明
会
活
動
紹
介
、
同
窓
会
開
催
支
援
や
就
職
相
談

会
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
、総
明
会
会
員
で
あ
る
明
治
大
学
、明
治
高
校
の
教
職
員

を
通
じ
て
の
組
織
基
盤
の
強
化
、「
法
曹
部
会
」に
よ
る
高
校
在
校

生
を
対
象
と
し
た
司
法
試
験
向
け
の
各
種
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
「
総
明
会
」の
名
称
で
あ
る
が
、
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）

の
第
20
回
総
会
に
お
い
て
、
初
代
校
長
鵜
澤
総
明
先
生
の
名
前
を

い
た
だ
き
、
か
つ
明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
同
期
会
と
同
窓
生
総

体
の
連
帯
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す
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も
の
と
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



〜遠い昔からある場
と こ ろ

所〜

平成９年卒
今年度幹事学年テーマ

〜ここがみんなの還る場
まなびや

所〜

総明会は今秋、60回目の「総会・懇親会」を開催する運びとなります。
そして、この会報も記念すべき発刊50号の節目を迎えました。

自分たちのような昭和生まれの世代の人間から見ると、来年2025年は数えて昭和
100年になるんだとか。鎌倉時代に鴨長明が方丈記に記した「ゆく河の流れは絶え
ずして、しかももとの水にあらず」という一節にあるように、過去から現在、そして未
来へと明治高校・中学校も幾多の変遷を遂げてきました。2008年に神田駿河台
の地から調布へと校舎が移転、ゴリゴリのバンカラだった男子校も、今ではキラキラ
と活気に満ちた共学校に生まれ変わっています。本会報の巻頭ではそんな学校の移
ろいをさまざまな角度からリポートし、先生方のインタビューも交えて紹介します。

最後に。これも恩師の受け売りですが「MEIJI」という文字の中にはI（愛♡）
がいっぱいあるんだそうで。皆さまのお口に合えばよいのですが、明治への愛
に溢れた会報を、どうぞごゆるりとお愉しみください。

《ハイブリッド会報》
幹事学年と広報委員会は、デジタルと会報の融合を目指した「ハイブリッド会報」を立ち上げました。総明会のホームページで
は、会報と連動した専用サイト「総明マガジン」をオープンし、動画などが視聴できます。より臨場感あふれるリアルさ、本誌で
は収めきれなかった記事やオフショット・スピンオフをデジタルでもお楽しみください。

No.000-2024

◎スマートフォンやタブレットから見る場合
　本誌の各ページにあるQRコードを読み取ると、ホーム
ページ「総明マガジン」内の、そのページに関連するデ
ジタル記事にアクセスする事ができます。

◎パソコンから見る場合
　ホームページ「総明マガジン」にアクセス（下記URL）し、
　https://meiji-soumeikai.com/magazine/
　QRコードの下の番号（例：000-2024）で検索、または
URLの後に番号を入れて下さい。

　例 ： https://meiji-soumeikai.com/magazine/no-000-2024/

今年度会報
裏テーマ

〜遠い昔からある場
と こ ろ

所〜



校庭

正
面
玄
関

2024年（令和6年）、今年の幹事を担う私たち「紫雲会」は
年間テーマを「おかえり〜ここがみんなの還る場

ま な び や

所〜」として活動。
1997年卒（平成9年卒）である紫雲会の私たちにとっての母校および縁

ゆかり
の地は猿楽町、

2008年以降の卒業生にとっては調布となるが総明会の一員としての思い出や連帯は
場所に囚われるものではない。

「昔の方が良かった」「今の方が良い」ではなく、過去から紡がれてきたものによって
現在があり、その先の未来につながっていく。

新旧校舎だけでなく、今と昔の流行や文化などの違いにも触れていただきたい。

猿楽町校舎は2号館と3号館の2ヵ所に表札がありました。今回の比較
をするまできちんと考えたことはありませんでしたが、あえて校門と正
面玄関を分けるなら、2号館が正面玄関、3号館が校門になるといった
ところでしょうか。言わずもがな調布校舎は立派な校門、正面玄関があ
ります。

校庭の広さは立地としか言いようがな
いですね。仕様も砂入り人工芝から通
常?の人工芝に変わっていました。また
猿楽町校舎では、運動部の練習場が物
理的に確保できなかったため、野球部や
サッカー部等、つつじが丘のグラウンド
や校外施設を利用する部活が多かった
ですね。休み時間は寸暇を惜しんでドッ
ジボールやバスケットボールに興じる生
徒で溢れていました。

企
画
・
構
成
：
羽
尾 

京
士

校
門

全
景
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調布校舎は体育館が第1、第2と二つありました。そして、武道場も
柔道場、剣道場と二つに分かれてありました。ちなみに筆者が所属
していた卓球部は格技室の半分を使って練習していました。

体育館
格技室

廊
下

ロビー

教室

人気の
部活動

生徒数

猿楽町校舎のロビーにはシューズロッ
カーが設置されていましたが、調布校舎
のシューズロッカーは入口にあり、広々
とした開放的な空間でした。筆者が訪
問した際、運動部の生徒がウォーミング
アップをしながらも、来訪者である私た
ちに「こんにちは」と元気よく挨拶をし
てくれたのが印象的でした。

てっきり黒板からホワイトボードに変
わっていると思っていたら、黒板のまま
でした。調布校舎は当初、前方に天吊
り型のテレビがあったそうですが、今は
プロジェクターとロールスクリーンに変
わったそうです。授業を受ける態度です
が、共学になったせいか、至って皆さん
まじめだそうです。授業中にこっそり?
堂々と?漫画を読んだり、休み時間に早
弁をしたりするような生徒もおらず、先
生が生徒に注意するのは、専

もっぱ
らスマホの

使用についてなんだとか。

調布校舎は廊下が明
るく広い！そして荷
物を入れるためのロッ
カーもありました。

体育館 柔道場
格技室

2023年度：280人 ※7クラス
1997年度：220人 ※5クラス
                               （1学年あたりの人数）

2023年度：	サッカー部114名、硬式テニス部110名 ※男女合算
	 バスケットボール部93名
1997年度：	バスケットボール部145名
	 軟式テニス部86名、コンピューター部59名
1997年度はまさにスラムダンク連載期間と被っていた世代ということもあ
り、バスケットボール部が圧倒的人気を博していましたが、今も変わらずです
ね。ところで今や一番部員を擁するに至ったサッカー部は1996年に私たち
紫雲会が立ち上げメンバーとして創部しました。上位3位には漏れましたが、
ダンス部があることや応援指導班のほとんどを女子が占めていることは時の
流れを感じます。

2023年：スマホ、スマートウォッチ、タブレット
1997年：ポケベル、プリクラ帳、たまごっち
高校生のマスト?アイテムも、もちろん時代とともに変わって
います。スマホがポケベルに取って代わりましたが、プリクラ
やたまごっちは仕様を変えて、今も残っていますね。ポケベル
は受信しかできなかったので携帯電話のなかった当時は休み
時間になると、メッセージを送るためにわざわざ校内の公衆電
話に列ができるという現象が発生していました。

三種の
神器?

3 総明会会報 「紫紺の詩」 2024



食堂

図書館

CD売上
ランキング

流行語

書籍年間ベストセラー
2023年：	「大ピンチずかん」 鈴木のりたけ／作　小学館
	 「小学生がたった1日で19×19までかんぺきに暗算できる本」 
	 小杉拓也／著　ダイヤモンド社
	 「汝、星のごとく」 凪良ゆう／著　講談社

1997年：	「ビストロスマップ完全レシピ」ビストロスマップ制作委員会／
	 編　フジテレビ出版 発行・扶桑社 発売
	 「永遠の法」大川隆法／著　幸福の科学出版
	 「失楽園」（上・下） 渡辺淳一／著　講談社
	 ※出典：トーハン（https://www.tohan.jp/）

「失楽園」は小説のみならず映画でもヒットし、1997年の流行語大賞に。
一方で前年には石田純一さんが「不倫は文化」と言った言わないで大炎上
するなど矛盾も。何でもかんでも時代のせいにしてはいけないのでしょう
が、今では考えられない現象ですね。

昼食のお弁当持参率は今も約7割と昔と
さほど変わらない気がします。とは言うも
のの、かつての猿楽町校舎のように食堂の
メニューが1種類かつ数量限定のため、食
堂を利用するために走るようなことは、今
はないのでしょう。猿楽町校舎に設置し
てある自販機は、基本的には牛乳だったた
め、多くの生徒が昼食時に牛乳を飲むとい
う不思議な？光景が見られました。

《2023年》
Life goes on/We are young/King & Prince（108.7万枚）
タペストリー /Snow Man（107.1万枚）
Dangerholic/Snow Man（95.9万枚）

《1997年》
CAN YOU CELEBRATE?/安室奈美恵（222.3万枚）
硝子の少年/KinKi Kids（168.6万枚）
ひだまりの詩/Le Couple（146.1万枚）
※出典：オリコン（https://www.oricon.co.jp）

音楽の聴き方は「CDを買う」から「ストリーミング」へと変化し
ていますが、現在でも100万枚以上売り上げるSTARTO社は流
石ですね。もっとも、現代はCDの売上だけでは本当のヒットは測
れないので何を指標とすべきかは難しいところでしょうが。

※出典：生涯学習のユーキャン（https://www.u-can.co.jp）
これは本当に時代に左右されますね。また選考基準に対する批判
の声も多数あり、筆者も初めて知る言葉もありますが、こんな言葉
が流行ったのかと、あらためて勉強になりました。

《2023年間大賞》
 ・アレ（A.R.E.）

《トップ10》
 ・新しい学校のリーダーズ／首振りダンス
 ・アレ（A.R.E.）
 ・OSO18 ／アーバンベア
 ・蛙化現象
 ・生成AI
 ・地球沸騰化
 ・ペッパーミル・パフォーマンス
 ・観る将
 ・闇バイト
 ・４年ぶり／声出し応援

《1997年間大賞》
 ・失楽園（する）

《トップ10》
 ・失楽園（する）
 ・たまごっち
 ・時のアセス
 ・ガーデニング
 ・日本版ビッグ・バン
 ・透明な存在
 ・もののけ（姫）
 ・パパラッチ
 ・マイブーム
 ・郵政３事業

在学中はあまり意識しま
せんでしたが、猿楽町校
舎は体育館が講堂を兼ね
ていました。

講堂
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スクールバッグ：革の学生鞄は
当校というよりも全国的に減り
つつあるようです。2019年に
リュックサックが導入されたの
は時代の流れと感じますが、サブ
バッグのデザインがほぼ変わって
いませんでした。

卒業文集・過程：卒業文集はあ
いにくありませんでしたが、過程
は今も発行されていました。私
たちの代の卒業文集は、高校Ⅲ

年の現代文の授業で
の作品を中心に、鈴
木康巳先生が主体と
なってまとめていただ
いたものでした。あら
ためて先生に感謝！

制服：共学になったので、男子の制服がてっきり
ブレザーになったと思い込んでいたら、学ランの
ままでした。また校則におけるアルバイトや染髪
の禁止は昔から変わらず。学生の本分は学業です
し、質実剛健を謳う当校ならではですね。

通学バス：主要最寄り駅から若干距離があるた
め、通学バスが導入されています。皆さん最寄り
駅までは電車で来ますが、当時は携帯電話を所持
している生徒は本当に稀かつアプリもないため、
駅で配布されていたポケット時刻表をもらって
いたものです。定期券も今のようにICカードでの
タッチ形式ではなく、磁気式の投入型でした。

変わったこと 変わらないこと

卒業アルバム：卒業アルバムの中身等は
そこまで大きな変化はないと思いますが、
当時は教員・生徒全員の氏名・住所・電
話番号が巻末に記載されていました。今
では考えられないですが、個人情報保護
法が施行されたのは2005年4月からな
ので、世間も個人情報に対して大らかな
当時だったからこそですね。

（写真左から）粟野哲也先生、田中徹太郎先生、則茂雄先生
　　　　　　インタビュー　35ページ

（写真中央左から）松井萌々子先生、駒形くみ子先生、酒本優希先生
　　　　　　　　インタビュー　47ページ

（写真左から）平田裕貴先生、内田修平先生、秋元隼風先生、
　　　　　　和田康喜先生　インタビュー 39ページ

（写真中央）上小牧正広先生　 退任教諭インタビュー  51ページ （写真左）小柴仁美先生
            退任教諭インタビュー　53ページ

今回の会報制作にあたり、お世話になっ
た先生や現職のOB・OG教諭にもインタ
ビューを実施しています。ぜひその記事の
中でも今と昔の違いを楽しんでください。
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❷

❺

❸

❹

❾

❶

❼❽
❻

猿楽町

神田明神：「神田祭」や初詣のスポッ
トとしてもちろん、今はアニメ「ラブ
ライブ!」とのコラボレーション、巨人
戦神田祭dayの開催など、これまでの
神社らしからぬ取り組みで有名。ち
なみに裏手には「男坂」がある。

❶

JR御茶ノ水駅：2012年から駅改良
工事が行われており、2023年より聖
橋口の新しい駅舎利用が開始。

❷

ライスカレーまんてん：着席と同時に
冷水にスプーン、コーヒーのスタイル、
ボリュームとコスパの良さは変わらず。

❻

1位：日本最大級の学生街
2位：ニコライ堂
3位：江戸の老舗
4位：スポーツ用品街&楽器街
5位：学生メシお茶の水編

6位：山の上ホテル
7位：レモン画翠	
8位：病院街
9位：カレー
10位：丸香&直白

筆者としてはそれなりに納得のランキングですが、
9位にカレー、10位に讃岐うどん店が入っているあ
たりは、時代の移り変わりを感じます。あいにく調
布での特集はありませんでした。
※出典：「出没！アド街ック天国」（5月4日（土）放送）
　https://www.tv-tokyo.co.jp/adomachi/

旧天丼いもや：2018年に惜しまれつつ閉店。現在
はまぜそばと担々麺専門店に。暖簾分けを受けた「天
ぷらいもや」は現在も神保町で営業中。

❽

日本武道館：コンサートの聖地であ
ることはもちろん、明治大学の入学
式・卒業式会場であることも変わら
ず。武道館がある「北の丸公園」は運
動部のランニングコース。

❾

楽器店街：「下倉楽器」「イシバシ楽
器」「クロサワ楽器」等、変わらず老舗
が軒を連ねている。

❸

旧博多龍龍軒：現在は
「直

ひたしろ
白」という都内でも有数

の讃岐うどん有名店に。お
茶ノ水駅前店も既に閉店。

❼

猿楽町校舎

古書店街：インターネットの普及等
により、古書店の数も減少傾向にはあ
りますが、独特の雰囲気は相変わらず。

❺

スポーツ用品店街：ウィンタース
ポーツの人口減少に伴い、スキー・ス
ノーボードショップから総合スポーツ
ショップに転換している店舗が多い。

❹

「天丼いもや」は神田天丼家とし
て営業を続けていたが、昨年惜し
まれながら51年の歴史に幕。

街のソウルフード「まんてん」
裏メニューのジャンボカレー
全乗せは今は注文できない。

90年代に一世を風靡した「博多
龍龍軒」固麺にんにく入りのコー
ルが定番に。
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マクドナルド：言わず
と知れたハンバーガー
チェーンの最大手。現
在税込170円のハン
バーガーは1997年は

税抜130円という安さに留まらず、期間限
定で税抜65円という破格な時期も。

調布

調布駅：2012年に地下化され、今の姿に。京
王電鉄の駅では新宿駅、渋谷駅、吉祥寺駅に次
いで4番目に乗降者数が多く、京王電鉄単独の
駅の中では最大。2017年には「映画のまち調
布」をアピールするため、駅構内案内表示や駅
名標が映画フィルムを模したデザインに変更さ
れた。言われないと恐らく気が付かない。

❶

トリエ京王調布：2017年にオープ
ン。調布の新たなランドマークとして
存在感を放つ。

❸ 

スターバックス：日本および世界でも
最大のコーヒーチェーン。スターバッ
クス トリエ京王調布店は国内でも63
店舗しかない希少なコーヒー豆を提供
する「スターバックス リザーブ®」。
※画像はお茶の水村田ビル店

❺

サイゼリヤ：今や老若男女問わず、多
くの人に愛されているファミリーレス
トラン。現在も人気の小エビのサラダ
は1997年頃にメニュー入りしたもの。

❻
❼

❹

❶

❼❺

❾
❽

❻

❸
❷

味の素スタジアム：サッカーFC東京
と東京ヴェルディの2クラブのホーム
スタジアム。

❾

深大寺：古い歴史を持ち、そばでも有
名。東京では都内最古の寺である浅
草寺に次ぐ歴史を持つ。

❽

調布パルコ：パルコと言えばかつて
は流行を発信するファッションビル
の一つだったが、調布パルコはファミ
リー層をターゲットにユニクロ、無印
良品、100円ショップといったライン
ナップ。

❹

猿楽町校舎周辺にもマクドナルドはもちろんありましたが、場所柄もあり、やはり
所
いわゆる
謂学生メシの思い出が強く記憶に残っています。ちなみにスターバックスお茶

の水村田ビル店は1996年9月にオープンしていますが、国内2号店だそうです。

現在の人気飲食店
調　布：スターバックス、サイゼリヤ、マクドナルド
猿楽町：ライスカレーまんてん、キッチンカロリー、山田屋

日活スター手形モニュメント：「映画
のまち」ならではのモニュメントとし
て、調布駅東口改札出口前に2018年
に飛田給駅から移設。

❷
調布校舎

7 総明会会報 「紫紺の詩」 2024



  

時
代
考
証
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
に

　

明
治
高
校
2
0
1
1
年（
平
成
23
年
）卒
の
三
浦

直
人
と
申
し
ま
す
。
日
本
史
学
・
日
本
語
学
の
研

究
者
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
2
0
2
4
年
度
前
期

の
N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
『
虎
に
翼
』は
、
明
治

大
学
出
身
で
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
と
な
っ
た
三

淵
嘉
子
さ
ん
を
モ
デ
ル
と
す
る
も
の
で
し
た
が
、
こ

の
作
品
で
は
私
も
、時
代
考
証
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
に

加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
虎
に
翼
』で
は
、各
分
野
の
第
一
人
者
と
し
て
知

ら
れ
る
先
生
方
が
、
考
証
・
指
導
に
携
わ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
私
だ
け
無
名
の
駆
け
出
し
研

究
者
な
の
で
、世
間
的
に
は〈
は
て
？ 

こ
の
三
浦
直

人
っ
て
一
体
誰
？
〉
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
の

で
す
が
、
ま
だ
何
者
に
も
な
っ
て
い
な
い
私
だ
か
ら

こ
そ
、
お
話
し
出
来
る
こ
と
も
少
し
は
あ
る
か
と
思

い
、今
回
取
材
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
学
院
生
時
代
か
ら
、歴
史
作
品
と
学
問
・
社
会

の
関
係
性
を
考
え
る
「
時
代
考
証
学
会
」と
い
う
学

会
で
運
営
委
員
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
、
時

代
考
証
実
務
に
も
少
し
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
虎
に
翼
』制
作
統
括
の
尾
崎
裕
和
さ
ん（
朝
ド
ラ

『
エ
ー
ル
』で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
）よ
り
、
新
し

い
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
の
で
と
、
N
H
K

に
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
の
が
、
2
0
2
2
年
11
月
。

2
0
2
3
年
2
月
の
制
作
決
定
発
表
を
経
て
、
同

年
3
月
、
正
式
に
考
証
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

以
後
プ
ロ
ッ
ト
の
段
階
か
ら
放
送
終
了
ま
で
、微

力
な
が
ら
、
作
品
世
界
を
形
づ
く
る
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
内
容
が
途
中
で
変

わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
第
15
週
ま
で
は

「
旧
字
考
証
」、
第
16
週
か
ら
は
「
風
俗
考
証
」と
い

う
肩
書
き
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
な

お
私
は
、
撮
影
現
場
に
は
立
ち
会
っ
て
お
ら
ず
、
基

本
的
に
は
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
で
し
た
。

  

18
年
間
明
治
に
在
学

 　

す
み
ま
せ
ん
、
本
題
に
入
る
前
に
、
若
干
の「
自

己
語
り
」（
若
尾
政
希
）を
。歴
史
叙
述
に
お
い
て
は
、

そ
の
描
き
手
が
何
者
で
あ
る
か
が
重
要
な
の
で
。

　

明
治
が
好
き
で
、
中
学
か
ら
大
学
院
博
士
後
期

課
程
ま
で
、
18
年
間
も
明
治
に
在
学
し
て
い
ま
し

た
。
中
高
時
代
は
、歴
史
研
究
部
に
所
属
。
大
好
き

な
明
治
で
、
受
験
も
な
く
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ

け
出
来
る
と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
最
高
の
環
境

で
し
た
。
全
員
が
同
じ
こ
と
を
頑
張
る
必
要
な
ん
て

全
く
な
い
、
ル
ー
ル
や
ゴ
ー
ル
は
多
様
で
あ
り
う
る

（
各
自
が
決
め
て
良
い
）と
い
う
大
前
提
が
、学
校
全

体
で
共
有
さ
れ
て
い
る
点
も
心
地
良
か
っ
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た（
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
）
先

生
方
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
の
で
す
が
、
歴
研
の

前
顧
問
・
粟
野
哲
也
先
生
に
は
、現
在
に
至
る
ま
で
、

人
生
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
様
々
な
ご
助
言
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
O
B
に
な
っ
て
か
ら
は
、
歴
研

の
研
修
旅
行
な
ど
で
、先
生
の
教
育
哲
学
を
直
接
伺

う
機
会
も
増
え
、〈
先
生
が
以
前
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
〉と
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
高
で
は
ど
の
先
生
も
、

小
手
先
の
知
識
で
は
な
く
、論
理
や
方
法
を
教
え
る

こ
と
に
時
間
を
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
は
、
明
治
の
文
学
部
史
学
地
理
学

科
日
本
史
学
専
攻
、
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
日
本

史
学
専
修
博
士
前
期
課
程
、
同
後
期
課
程
へ
と
進

み
、
落
合
弘
樹
先
生
の
も
と
で
、
日
本
近
現
代
史
を

学
び
ま
し
た
。
デ
ー
タ
を
詰
め
込
み
す
ぎ
た
P
C
が

固
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
、人
間
の
脳
も
、暗
記
し
た

知
識
で
容
量
を
食
っ
て
し
ま
う
と
、
肝
腎
の
思
考
が

出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
が
、
付
属
校
と

い
う
環
境
に
恵
ま
れ
、
大
学
入
学
時
点
で
、
用
語
も

年
号
も
あ
ま
り
暗
記
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、考
え
る

方
に
全
振
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。今
は
学
生
・

生
徒
さ
ん
た
ち
に
も
、
暗
記
し
た
知
識
を
「
学
び
捨

て
る（unlearn

）」こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

博
士
号
取
得
後
は
、
明
治
大
学
・
東
京
女
子
大

学
・
青
山
学
院
高
等
部
で
非
常
勤
講
師
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
、2
0
2
4
年
度
か
ら
は
、縁
あ
っ
て

明
治
大
学
文
学
部
助
教
と
し
て
、
ゼ
ミ
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す（
現
在
は
他
に
、駒
澤
大
学

非
常
勤
講
師
）。
新
米
教
員
と
し
て
は
失
敗
ば
か
り

の
日
々
で
す
が
、
職
場
の
先
生
方
か
ら
多
く
の
こ
と

を
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
実
習
の

時
も
含
め
て
、学
生
・
生
徒
さ
ん
た
ち
が
、私
に
と
っ

て
の
良
き〈
教
員
〉で
あ
り
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

  

歴
史
的
？ 

非
歴
史
的
？

　

学
生
・
生
徒
さ
ん
た
ち
に
は
、
よ
く
お
話
し
す
る

の
で
す
が
、
歴
史
学
の
基
本
的
な
発
想
は
、
あ
ら
ゆ

る
物
事
に
、
時
間
軸
を
導
入
し
て
考
え
て
あ
げ
る
こ

と
。
私
た
ち
は
と
も
す
れ
ば
、色
々
な
物
事
を
、昔
か

ら
変
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
が

ち
で
す
が
、そ
れ
ら
を
い
つ
か
の
時
点
で
始
ま
っ
た
も

の
、様
々
な
変
化
を
経
て
き
た
も
の
、い
ず
れ
は
終
わ

り
が
来
る
は
ず
の
も
の
と
し
て
捉
え
直
し
て
あ
げ
る
。

　

例
え
ば
歴
史
の
教
科
書
に
、「
縄
文
時
代
の
日
本
」・

「
弥
生
時
代
の
日
本
人
」と
か
書
い
て
あ
る
け
ど
、
そ

ん
な
昔
か
ら
日
本
と
か
日
本
人
と
か
あ
る
わ
け
な
い

で
し
ょ
、
も
っ
と
あ
と
の
時
代
に
創
ら
れ
た
も
の
で

し
ょ
…
…
と
問
い
返
し
て
み
た
り（
網
野
善
彦
）。

　

そ
う
考
え
る
と
、
現
在
私
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い

る
環
境
や
「
常
識
」が
、
別
に
絶
対
的
で
も
自
然
で

も
何
で
も
な
い
こ
と
、
歴
史
的
に
見
れ
ば
一
時
的
な

も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
分
か
っ
て
く
る
の
か
な
と

（
若
尾
政
希
の
議
論
を
参
照
）。『
虎
に
翼
』
の
描
写

と
関
連
さ
せ
る
な
ら
ば
、
家
や
結
婚
・
育
児
・
恋
愛

の
あ
り
方
、〈
女
ら
し
さ
〉や〈
男
ら
し
さ
〉だ
っ
て
、

歴
史
的
に
は
ど
こ
か
の
段
階
で
創
ら
れ
た
規
範
に

過
ぎ
ず
、固
定
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

極
端
に
言
え
ば
、「
過
去
は
外
国
で
あ
る
」
の
で

（
有
馬
学
）、
江
戸
時
代
を
生
き
た
人
々
と
昭
和
戦

前
期
を
生
き
た
人
々
、
そ
れ
か
ら
現
在
の
日
本
を
生

 

平
成
23
年
卒 

共
楽
会

三
浦 

直
人 2024年度上半期の話題をさらった朝ドラこと、NHK朝の連続テレビ

小説「虎に翼」。明治大学に縁が深い話ということで、ご覧になった
方も多かったのではないでしょうか。視聴者が自分の人生を語る
「『虎』語り」という現象を生むなど、空前の「トラつばブーム」
の陰には、明治高校卒業生の知られざる苦労がありました。
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脚
本
の
す
み
か
ら
す
み
ま
で

　
『
虎
に
翼
』で
の
私
の
仕
事
と
し
て
は
、
大
き
く
分

け
て
次
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
1
つ
目
は
、
主

と
し
て
風
俗
史
や
文
化
史
の
観
点
か
ら
、脚
本
の
内

容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
修
正
点
を
提
案
す
る
こ
と
。
2

つ
目
は
、
撮
影
に
必
要
な
小
道
具
な
ど
に
つ
い
て
、

制
作
側
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、そ
の
妥
当
性
を
判
断

す
る
こ
と
。
3
つ
目
は
、
視
聴
者
の
方
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ご
質
問
に
、考
証
担
当
の
立
場
か
ら
回
答
す

る
こ
と
で
す
。

　

1
つ
目
の
脚
本
チ
ェ
ッ
ク
。
法
律
や
制
度
、
政
治

や
戦
局
の
推
移
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
や
施
設
、
衣
食
住

や
メ
デ
ィ
ア
・
文
化
、些
細
な
し
ぐ
さ
に
至
る
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
が
チ
ェ
ッ
ク
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
少
し
前
に
改
正
さ
れ
て
い
る
か
ら

（
あ
る
い
は
ま
だ
改
正
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
）条
文
が

違
う
と
か
、
市
電
の
路
線
図
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か

と
か
。
華
族
・
桜
川
涼
子（
桜
井
ユ
キ
さ
ん
）
の
お

付
き
の
女
性
・
玉（
羽
瀬
川
な
ぎ
さ
ん
）は
ど
こ
ま
で

付
い
て
く
る
の
か
。
こ
の
年
の
新
潟
の
天
気
は
ど
う

だ
っ
た
か
。
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
に
対

す
る
認
識
の
変
遷
は
い
か
な
る
も
の
か
。
洗
濯
機
な

ど
家
電
の
機
種
は
ど
う
だ
っ
た
か
…
…
。

　

明
律
大
学
の
図
書
館
で
、
主
人
公
の
猪
爪
寅
子

（
伊
藤
沙
莉
さ
ん
）と
同
級
生
の
山
田
よ
ね
が
、本
の

貸
し
出
し
を
め
ぐ
っ
て
争
う
シ
ー
ン
。
当
初
は
、
棚

か
ら
本
を
抜
き
出
そ
う
と
し
て
、
二
人
の
手
が
重
な

り
、
ど
っ
ち
が
先
か
と
い
う

描
写
で
し
た
。
し
か
し
当
時

の
大
学
図
書
館
は
、
明
治

大
学
も
含
め
て
基
本
的
に

は
閉
架
式
だ
っ
た（
阪
田
蓉

子
）と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、

最
終
的
な
脚
本
で
は
、貸
し

出
し
票
を
ど
っ
ち
が
先
に

提
出
し
た
か
と
い
う
描
写

に
な
り
ま
し
た
。

き
る
人
々
と
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る「
常
識
」を
持
っ

て
い
る
。
人
間
の
考
え
は
、
そ
の
人
が
生
き
て
い
る

時
代
か
ら
、決
し
て
自
由
で
は
あ
り
え
な
い
ん
だ
と
。

　

一
般
的
な
印
象
と
は
全
く
逆
か
も
し
れ
な
い
の

で
す
が
、〈
昔
か
ら
今
ま
で
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
に
続

い
て
い
る
〉と
か〈
日
本
古
来
の
伝
統
〉と
か
と
い
っ

た
考
え
方
を
、歴
史
学
で
は
む
し
ろ
、〈
非
歴
史
的
〉

と
か〈
超
歴
史
的
〉
と
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
万

歳
・
初
詣
・
国
技
・
神
前
結
婚
式
な
ど
を
、
明
治
期

以
降
に
「
創
ら
れ
た
伝
統
」（
ホ
ブ
ズ
ボ
ウ
ム
）と
見

做
す
議
論
は
、
そ
の
意
味
で
と
て
も
歴
史
学
ら
し
い

と
も
言
え
ま
す（
危
う
さ
も
あ
り
ま
す
が
…
…
）。

  「
は
て
？
」を
も
た
ら
す
時
代
考
証

　

そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
歴
史
学
が
、
歴
史
作
品
に

直
接
携
わ
る
時
代
考
証
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
つ
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
ら
ゆ
る
歴
史

作
品（
例
え
ば
、
テ
レ
ビ
や
映
画
の
時
代
劇
）は
、
現

代
に
制
作
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
究

極
的
に
は
や
は
り
現
代
劇
で
あ
る
と
言
え
ま
す（
中

島
裕
昭
）。
2
0
2
4
年
に
描
か
れ
た
歴
史
作
品
に

は
、2
0
2
4
年
の「
常
識
」が
映
り
込
ん
で
い
る
。

　

だ
か
ら
、
歴
史
作
品
に
描
か
れ
る
の
は
、
基
本
的

に
は
現
代
人
の
発
想
を
持
っ
た
歴
史
上
の
人
物
で

あ
っ
て
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
話
す
言
葉
だ
っ
て

ほ
ぼ
現
代
語
。
制
作
者
は
、時
代
を
超
え
た
人
間
の

本
質
を
歴
史
作
品
の
中
に
描
き
込
も
う
と
し
、読
者

や
視
聴
者
は
そ
こ
に
共
感
を
覚
え
、自
身
を「
同
化
」

（
小
川
和
也
）さ
せ
て
い
く
わ
け
で
す（『
虎
に
翼
』の

場
合
は
、誰
も
が
主
人
公
に
共
感
出
来
る
よ
う
に
は

描
か
な
か
っ
た
点
、共
感
対
象
と
し
て
の〈
主
人
公
〉

が
複
数
い
た
点
も
上
手
か
っ
た
で
す
が
）。

　

と
こ
ろ
が
先
述
の
よ
う
に
、
歴
史
学
の
発
想
は
こ

れ
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
、
歴
史

学
が
過
去
を
見
る
場
合
に
は
、時
間
の
隔
た
り
を
自

覚
す
る
と
い
う「
異
化
」が
伴
っ
て
く
る（
小
川
和
也

曰
く
、「「
異
化
」作
用
を
と
も
な
う
」「
同
化
」）。

　

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
時
代
考
証
と
は
、「
同

化
」
作
用
の
強
い
歴
史
作
品
に
、「
異
化
」
の
観
点

を
持
ち
込
ん
で
あ
げ
る
作
業
、
あ
る
い
は
、
登
場
人

物
が
そ
の
時
代
に
縛
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
現
在

と
は
異
な
る
「
常
識
」
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
観
点

を
、歴
史
作
品
の
中
に
盛
り
込
ん
で
あ
げ
る
作
業
で

あ
る（
保
垣
孝
幸
）
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
は
て
？
」（

≒「
異
化
」）を
伴
っ
た「
な
る
ほ
ど
」（

≒

「
同
化
」）と
で
も
表
現
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
か
。

　

私
は
『
J
I
N
―
仁
―
』（
村
上
も
と
か
）と
い
う

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
時
代
劇
に
、
歴
史
叙
述
と
し
て
の

大
き
な
可
能
性
を
見
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
経
験
に
、「
同
化
」と
「
異
化
」の
双

方
が
緻
密
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

  〈
精
確
さ
〉・〈
ら
し
さ
〉・〈
分
か
り
や
す
さ
〉

　

時
代
考
証
の
成
果
を
ど
の
程
度
作
品
に
反
映
す

る
か
は
、
当
然
そ
の
作
品
の
狙
い
や
意
図
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
便
宜
上
、
時
代
考
証
の
反

映
に
は
、〈
精
確
さ
〉・〈
ら
し
さ
〉・〈
分
か
り
や
す

さ
〉
と
い
う
3
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が
関
わ
っ
て
く
る
と

整
理
し
て
い
ま
す（「
ら
し
さ
」
に
つ
い
て
は
、
大
石

学
の
議
論
を
参
照
）。〈
精
確
さ
〉と
い
う
の
は
、
学

問
的
な
精
密
さ
の
こ
と
で
す
が
、歴
史
学
で
は
別
に
、

〈
唯
一
の
〉〈
正
し
い
〉
歴
史
的
事
実
が
あ
る
と
は
考

え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、〈
正
確
さ
〉
と
い
う
表

現
は
避
け
て
み
ま
し
た
。
あ
る
研
究
者
が
主
張
す
る

〈
精
確
さ
〉と
、別
の
研
究
者
が
主
張
す
る〈
精
確
さ
〉

と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
た
め
、
時
代
考
証
ス

タ
ッ
フ
同
士
で
見
解
が
分
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

い
か
に
も
北
条
政
子
ら
し
い
、
い
か
に
も
江
戸
時

代
ら
し
い
と
い
っ
た〈
ら
し
さ
〉は
、
あ
る
歴
史
上
の

物
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
出

来
そ
う
で
す
。
歴
史
学
研
究
に
お
い
て
は
、
平
安
貴

族
が
な
よ
な
よ
し
て
い
た
り
、
坂
本
龍
馬
が
大
活
躍

し
て
い
た
り
は
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま

で
の
歴
史
作
品
や
歴
史
教
育
に
よ
っ
て
定
着
し
て

き
た
強
固
な
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
こ
れ

ら
は〈
精
確
さ
〉と
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
上
手

く
噛
み
合
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
興
味
深
い
の

は
、私
た
ち
は
し
ば
し
ば
、自
分
が〈
ら
し
く
〉な
い
と

感
じ
た
描
写
を
、〈
正
し
く
な
い
〉
と
い
う
言
葉
で

批
判
し
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
す（
中
島
裕
昭
）。

　

前
の
2
つ
と
は
異
な
る
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
、〈
分

か
り
や
す
さ
〉
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

ド
ラ
マ
で
は
、
登
場
人
物
が
多
す
ぎ
る
と
話
が
複
雑

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
歴
史
上
は
複
数
の
人
物
が

や
っ
た
こ
と
を
、
1
人
の
人
物
に
ま
と
め
て
し
ま
う

場
合
が
あ
る（
一
柳
邦
久
）。〈
分
か
り
や
す
さ
〉
は

〈
ら
し
さ
〉と
両
立
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
も

ち
ろ
ん
対
立
す
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

三
者
の
関
係
は
、
ど
れ
か
を
重
視
す
れ
ば
必
ず
ど

れ
か
が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
の
で
す

が
、い
ず
れ
に
せ
よ
、ど
の
ベ
ク
ト
ル
を
ど
の
程
度
重

視
す
る
か
に
よ
っ
て
、
選
ば
れ
る
描
写
や
時
代
考
証

が
受
け
入
れ
ら
れ
る
度
合
い
は
変
わ
っ
て
く
る
。

　

例
え
ば
、『
虎
に
翼
』
で
山
田
よ
ね（
土
居
志
央

梨
さ
ん
）
が
住
み
込
み
で
働
い
て
い
た
カ
フ
ェ
「
燈

台
」の
看
板（
❶
）。〈
精
確
さ
〉を
重
視
す
る
な
ら
、

旧
字
体
の
「
燈
臺
」
が
一
番
無
難
か
と
思
い
ま
す

が
、
制
作
側
か
ら
、「
燈
臺
」
だ
と
視
聴
者
に
伝
わ

り
に
く
い
か
も
…
…
と
の
ご
相
談
が
。〈
分
か
り
や

す
さ
〉
を
最
大
限
に
す
る
な
ら
ば
、
も
ち
ろ
ん
新
字

体
の
「
灯
台
」が
良
い
こ
と
に
な
る
。
私
と
し
て
は
、

「
燈
」と「
灯
」、「
臺
」と「
台
」が
、
単
純
な
旧
字
・

新
字
の
関
係
に
は
な
い
こ

と
、「
台
」
と
い
う
表
記
は

あ
り
う
る
が
、「
灯
」
の
方

は
避
け
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど

を
お
伝
え
し
、
結
果
と
し
て

は
、〈
精
確
さ
〉と
戦
前〈
ら

し
さ
〉、
そ
し
て〈
分
か
り
や

す
さ
〉
の
い
ず
れ
も
が
保
た

れ
る
「
燈
台
」表
記
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

❶カフェ「燈台」（明治大学博物館「虎に翼」展）
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の
資
料
か
ら
、
第
6
次
案
段
階
で
の
最
新
条
文（
一

部
）を
推
定
復
元
す
る
と
い
う
根
気
の
要
る
作
業
を

し
て
下
さ
っ
た
の
で（
つ
ま
り
、そ
も
そ
も
作
ら
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な

い
史
料
を
、
根
拠
に
基
づ
き
作
ろ
う
と
し
て
下
さ
っ

た
の
で
）、
私
も
そ
の
方
向
で
推
定
復
元
の
精
度
を

高
め
る
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

    

視
聴
者
か
ら
の
ご
質
問

　

3
つ
目
。
視
聴
者
の
方
々
か
ら
の
ご
質
問
に
つ
い

て
、
N
H
K
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
入
り
、
局
を
通
し

て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、昭
和
戦
前
期
の
シ
ー
ン
で
、寅
子
の
名
刺
に「
ビ

ル
デ
イ
ン
グ
」と
あ
っ
た
が
、
当
時
の
表
記
は「
ビ
ル

ヂ
ン
グ
」
で
は
な
い
の
か
と
い
う
ご
質
問
。「
ビ
ル
ヂ

ン
グ
」
の
表
記
は
大
正
期
に
一
時
優
勢
と
な
っ
た
の

で
す
が
、
昭
和
初
期
に
は「
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」が
優
勢

と
な
っ
て
い
る（
飯
間
浩
明
）と
お
答
え
し
ま
し
た
。

　

戦
後
す
ぐ
の
シ
ー
ン
で
、猪
爪
は
る（
石
田
ゆ
り
子

さ
ん
）
が
「
心
が
折
れ
て
」
と
言
っ
た
が
、「
心
が
折

れ
る
」
は
女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
・
神
取
し
の
ぶ（
忍
）

が
作
っ
た
言
葉
で
は
な
い
か
、『
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱

ら
れ
る
！
』
で
も
そ
う
言
っ
て
い
た
…
…
と
の
ご
質

問
。
確
か
に
こ
の
言
葉
が
一
般
化
し
た
の
は
近
年
の

こ
と
で
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
「
心
が
折
れ
る
」は
、

（
説
得
な
ど
を
受
け
て
）
気
持
ち
が
相
手
の
方
に
向

か
う
と
い
う
意
味
を
主
に
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、明
治
期
の
唱
歌「
皇
御
国
」に
、男
子
は

「
折
れ
ぬ
心
も
て
」と
い
う
歌
詞
が
あ
っ
た
り
、
坪
内

逍
遥
『
お
美
代
物
語
』に
出
て
く
る
「
心
が
折
れ
」と

い
う
表
現
を
、明
治
・
大
正
期
の
教
科
書
解
説
本
が

「
強
き
心
の
弱
く
な
る
」
こ
と
と
解
説
し
て
い
た
り
、

大
正
期
の
小
説
『
秋
雨
の
宿
』（
斎
藤
金
鶯
）に
「
ガ

ツ
ク
リ
と
折
れ
た
心
」
と
い
う
表
現
が
登
場
し
た
り

と
、
挫
折
や
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
意
味
す
る
用
例

も
一
定
数
見
ら
れ
る
の
で（
古
く
は
杜
甫
の
漢
詩
が

有
名
）、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
あ
り
う
る
使
い
方

　

戦
時
中
、
米
を
瓶
に
入
れ
て
棒
で
搗つ

い
た
い
わ
ゆ

る
瓶
搗
き
精
米
。
戦
時
中
な
ら
い
つ
で
も
良
さ
そ
う

で
す
が
、
実
は
配
給
さ
れ
た
米
が
ど
れ
く
ら
い
の
搗

き
具
合
か
に
よ
っ
て
い
る
。
回
想
記
録
な
ど
を
集
め

る
と
、
1
9
4
3
年
頃
か
ら
流
行
り
始
め
た
方
法

な
の
で
、
1
9
4
2
年
の
シ
ー
ン
で
は
若
干
早
い
。

こ
の
描
写
は
カ
ッ
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

言
葉
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
完
本
で
急
遽
差

し
替
え
ら
れ
た
台
詞
や
役
者
さ
ん
の
ア
ド
リ
ブ
部
分

は
も
ち
ろ
ん
無
理
で
す
が
、
原
則
と
し
て
は
、
台
詞

の
中
に
登
場
す
る
全
て
の
言
葉
に
つ
い
て
、
当
時
の

用
例
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
よ
う
と
心
が
け
て
い

ま
す
。「
汚
職
」
は
戦
後
朝
日
新
聞
が
作
っ
た
言
葉

な
の
で
、昭
和
戦
前
期
で
あ
れ
ば「
瀆と

く
し
ょ
く職」。一
方「
ド

ン
マ
イ
」
は
、
昭
和
戦
前
期
の
シ
ー
ン
で
使
っ
て
も

O
K
で
す
。「
一
辺
倒
」よ
り
「
一
点
張
り
」が
良
い

と
か
、「
副
市
長
」で
は
な
く「
助
役
」で
す
よ
と
か
。

  

小
道
具
が
出
来
る
ま
で

　

2
つ
目
。
助
監
督
さ
ん
た
ち
の
依
頼
を

受
け
、
文
書
を
中
心
と
す
る
小
道
具（
他

に
も
電
話
の
機
種
な
ど
）
の
妥
当
性
を
判

断
し
ま
す
。
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
・
手
紙
・

手
帳
・
名
刺
・
看
板
、
高
等
試
験
司
法
科

試
験（
今
の
司
法
試
験
）の
合
格
証
書
や
、

召
集
令
状
・
死
亡
告
知
書
な
ど
。
旧
字

旧
仮
名
遣
い
の
チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
、書
式
や
言
葉
遣

い
、
歴
史
的
背
景
の
確
認
な
ど
も
重
ね
ま
す
。
日
本

史
学
と
日
本
語
学
の
両
面
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る

の
は
、
一
つ
の
強
み
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
。
私

が
関
わ
っ
た
小
道
具
の
い
く
つ
か
は
、
明
治
大
学
博

物
館
の
「
虎
に
翼
」
展
で
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
❷
～
❹
）。

　

も
ち
ろ
ん
全
て
の
文
書
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

は
時
間
的
に
も
不
可
能
な
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
な
し
で

映
っ
て
、〈
は
て
？
〉と
な
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
考
証
担
当
者
は
、
聞
か
れ
な
か
っ
た
部
分
に

つ
い
て
は
考
証
出
来
な
い
の
で
す（
←
コ
コ
重
要
）。

最
近
は
テ
レ
ビ
の
画
質
が
良
す
ぎ
る
の
で
、〈
大
写

し
に
し
な
い
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
な
し
で
〉
と
決
ま
っ
て

い
た
文
書
が
、
実
際
に
は
結
構
鮮
明
に
映
っ
て
し

ま
っ
た
り
、〈
一
瞬
し
か
映
ら
な
い
か
ら
チ
ェ
ッ
ク

な
し
で
〉
と
な
っ
て
い
た
文
書
が
、
一
時
停
止
す
る

と
細
部
ま
で
読
め
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
。

　

私
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
雑
誌
記
事
は
旧
字
旧
仮
名

遣
い
で
当
時
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
隣

の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
記
事
が
新
字
新
仮
名
遣
い
で
、
内

容
と
し
て
も
ま
だ
そ
の
頃
な
い
も
の
が
記
載
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
な
ぁ
と
か（
そ
う
い
う
の
を
探
す
の

も
、
歴
史
作
品
を
観
る
楽
し
み
だ
と
思
う
の
で
、
ぜ

ひ
探
し
て
み
て
下
さ
い
）。
通
常
、
歴
史
作
品（
テ
レ

ビ
や
映
画
）で
旧
字
旧
仮
名
遣
い
に
関
す
る
専
門
的

な
考
証
が
入
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
の
で（
し
た
が
っ

て
詳
し
い
方
か
ら
見
れ
ば
、
多
く
の
歴
史
作
品
に
登

場
す
る
文
書
は
違
和
感
だ
ら
け
だ
っ
た
の
で
）、
自

分
が
チ
ェ
ッ
ク
し
た
部
分
の
み
を
考
え
れ
ば
、
旧
字

旧
仮
名
遣
い
が
か
な
り
し
っ
か
り
し
た
朝
ド
ラ
に

な
っ
て
い
る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
自
分
が
関
わ
っ

て
い
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
、
映
像
を
一
時
停
止
し

て
確
認
す
る
と
、
変
な
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

り
す
る
の
で
、そ
の
点
が
心
残
り
で
す
ね
…
…
。

　

物
語
序
盤
の
山
場
で
あ
っ
た
共
亜
事
件
に
つ
い

て
は
、
鶴
谷
宥
輝
さ
ん
ら
多
く
の
助
監
督
さ
ん
た
ち

と
一
緒
に
、大
量
の
新
聞
記
事
を
作
成
し
ま
し
た（
公

式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
内
の
「
助
監
督
新
聞
」
で
も
言
及

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）。
舞
台
と
な
る
時
代
と
の
整

合
性
だ
け
で
は
な
く
、
物
語
内
部
で
の
整
合
性
、
新

聞
記
事
同
士
の
整
合
性
な
ど
も
考
え
な
が
ら
考
証

を
重
ね
、脚
本
と
は
ま
た
別
の
、助
監
督
さ
ん
た
ち
に

よ
る
豊
か
な
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
築
に
、
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
法
親

族
編
・
相
続
編
の

改
正
法
案
第
6

次
案
を
作
成
す

る
と
い
う
の
は
、

歴
史
学
的
に
も

興
味
深
い
作
業

で
し
た
。
制
作
側

は
、
第
6
次
案
段

階
で
の
条
文
全

体
が
書
き
上
げ
ら

れ
た
史
料
を
探
し

て
い
ま
し
た
が
、

私
が
調
べ
た
と
こ

ろ
、
そ
の
よ
う
な

も
の
は
そ
も
そ
も

作
ら
れ
て
お
ら
ず
、〈
○
○
を
△
△
と
改
め
る
〉
と

い
う
具
合
に
変
更
箇
所
の
み
を
列
挙
し
た
文
書
が
、

第
6
次
案
の
全
て
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
推
察
さ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
助
監
督
の
西
尾
友
希
さ
ん

が
、我
妻
榮
編『
戦
後
に
お
け
る
民
法
改
正
の
経
過
』

❸法廷劇「毒饅頭殺人事件」脚本（明治大学博物館
「虎に翼」展）

❹学内新聞『明律新報』の記事（明治大学博物館「虎に翼」展）

❷猪爪はる（石田ゆり子さん）の手帳（明治大
学博物館「虎に翼」展）
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と
…
…
で
す
か
。
同
期
で
一
番
遅
く
社
会
に
出
た

と
思
わ
れ
る
私
が
、
お
伝
え
出
来
る
こ
と
な
ん
て
あ

ま
り
な
い
の
で
、こ
こ
で
も
歴
史
の
話
を
し
ま
す
ね
。

　

近
年
の
歴
史
学
で
は
、
研
究
者
だ
け
が
歴
史
に

関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
発
想
か
ら
、

朝
ド
ラ
や
大
河
ド
ラ
マ
を
観
た
り
、
旅
行
で
史
跡

に
寄
っ
た
り
、祖
父
母
の
回
想
を
聞
い
た
り
す
る
こ

と
を
も
、「
歴
史
す
る
」・「
歴
史
実
践
」と
い
っ
た

大
き
な
概
念
で
く
く
り
、
学
問
の
対
象
と
し
て
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た（
保
苅
実
）。

　

そ
の
意
味
で
は
、
中
高
時
代
の
友
人
に
会
っ
て

思
い
出
を
語
り
合
っ
た
り
、
母
校
の
恩
師
を
訪
ね

て
み
た
り
す
る
こ
と
は
、「
歴
史
す
る
」
の
一
環
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
明
治
中
高
は
、卒
業

し
て
か
ら
も
楽
し
い
学
校
で
す
。
皆
さ
ん
の
中
に

時
が
「
積
み
重
な
」り（
野
家
啓
一
）、
皆
さ
ん
の
現

在
が
、
い
つ
か
素
敵
な
過
去
と
し
て
「
物
語
ら
れ
」

（
野
家
啓
一
）ま
す
よ
う
に
。

※
本
文
中
の
写
真
は
全
て
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
虎

に
翼
」展（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
財
団
主
催
、
明
治
大
学
博
物

館
）の
展
示
品
で
す（
撮
影
は
三
浦
）。
写
真
掲
載

を
ご
許
可
下
さ
っ
た
明
治
大
学
博
物
館
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
当
日
の
司
会
・
林
直
幸
先
輩
を
は
じ
め
、取
材
や

記
事
作
成
を
ご
担
当
下
さ
っ
た
先
輩
方
、本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
文
中
で
括
弧
書
き

と
な
っ
て
い
る
人
名（
俳
優
名
を
除
く
）は
、出
典

を
表
し
て
い
ま
す
。

の
範
囲
内
で
は
と
局
側
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

猪
爪
直
治（
楠
楓
馬
さ
ん
）が
「
や
ば
い
」と
言
っ

た
の
は
、
時
代
的
に
お
か
し
い
の
で
は
と
い
う
ご
質

問
も
。
こ
の
台
詞
自
体
、
撮
影
現
場
で
の
ア
ド
リ
ブ

だ
っ
た
そ
う
な
の
で
、ま
さ
に
ご
指
摘
の
通
り
。た
だ

し
、
す
で
に
不
良
少
年
の
隠
語
と
し
て
は
定
着
し
て

い
る
た
め
、
道
男（
和
田
庵
さ
ん
）か
ら
聞
い
て
知
っ

て
い
た
可
能
性
は
あ
る（
と
は
い
え
、
直
治
自
身
は

使
わ
な
い
だ
ろ
う
）と
お
伝
え
し
て
お
き
ま
し
た
。

  

考
証
通
り
に
は
な
ら
な
い
面
白
さ

　

映
像
が
出
来
上
が
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
方
々
が

関
わ
る
わ
け
で
す
し
、
話
数
が
多
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
タ
イ
ト
な
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
こ
ち
ら
の
意

図
が
上
手
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
か
、
急
ぎ
で
作
ら

れ
た
小
道
具
な
ど
が
、時
間
が
な
く
て
考
証
担
当
の

チ
ェ
ッ
ク
に
回
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
か
い
う
場
合
も

あ
る
。
出
来
上
が
っ
た
映
像
を
見
て〈
あ
ち
ゃ
ー
、事

前
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
…
〉と
な
る
こ
と
も
。

も
ち
ろ
ん
、私
自
身
が
間
違
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
の
場
合
、
仕
事
が
遅
く
て
期
限
に
間
に
合
わ
ず
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

面
白
い
の
は
、〈
時
代
考
証
的
に
な
か
な
か
良
い

仕
事
を
し
た
の
で
は
？
〉と
自
分
で
思
っ
た
時
ほ
ど
、

演
出
上
の
都
合
で
、
作
品
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た

り
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
明
治
大
学
を

含
め
、
戦
前
の
大
学
図
書
館
で
は
、
あ
ま
り
一
般
学

生
へ
の
館
外
貸
し
出
し
は
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

（
阪
田
蓉
子
）。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
忠
実
に
再
現
す

る
と
、
女
子
部
の
メ
ン
バ
ー
が
、
甘
味
処
で
本
を
広

げ
て
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
シ
ー
ン
は
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
と
い
う
わ
け
で
、
明
律
大
学
の
図

書
館
は
、館
外
貸
し
出
し
可
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
調
査
の
過
程
で
、
戦
前
の
高
等
試
験
司
法

科
試
験
で
は
問
題
用
紙
が
配
ら
れ
ず
、大
き
な
紙
に

書
か
れ
た
問
題
文（
試
験
会
場
前
方
に
掲
げ
ら
れ

る
？
）を
、受
験
者
が
書
き
写
す
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
こ
れ
も
、
演
出
上
の
都
合（
前
方
を
映
せ
な
い

撮
影
場
所
の
構
造
。
問
題
用
紙
を
め
く
る
シ
ー
ン

を
入
れ
た
い
と
い
う
狙
い
）
で
採
用
さ
れ
ず
。
時
代

考
証
の
面
白
さ
は
、
必
ず
し
も
こ
ち
ら
の
考
証
通
り

に
は
い
か
な
い
と
い
う
点
に
こ
そ
あ
り
ま
す
。

　

む
し
ろ
、
歴
史
学
研
究
者
の
意
見
を
1
0
0
％

反
映
し
た
よ
う
な
歴
史
作
品
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ

れ
は
多
分
全
然
面
白
く
な
い
の
で
、
あ
ん
ま
り
観
た

く
な
い
気
が
し
ま
す（
笑
）。
そ
も
そ
も
、
歴
史
作
品

を
観
る
と
い
う
娯
楽
の
中
に
は
、
作
品
を
観
な
が
ら

〈
○
○
時
代
な
の
に
、
こ
ん
な
こ
と
あ
り
え
な
い
で

し
ょ
～
！
〉な
ど
と
突
っ
込
み
、あ
れ
こ
れ
議
論
・
考

察
す
る
と
い
う
、い
わ
ば〈
お
茶
の
間
時
代
考
証
〉的

な
楽
し
み
方
が
含
ま
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。

　

そ
の
点
、
吉
田
恵
里
香
さ
ん
脚
本
の『
虎
に
翼
』、

そ
れ
か
ら
三
谷
幸
喜
作
品
な
ん
か
も
そ
う
で
す
が
、

い
か
に
も
本
当
ら
し
く
思
え
る
部
分
が
作
り
話
で
、

明
ら
か
に
作
り
話
っ
ぽ
い
部
分
が
実
際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
歴
史
作
品
に
出

会
う
と
、
上
手
い
脚
本
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
す
ね
。
視

聴
者
に〈
お
茶
の
間
時
代
考
証
〉を
楽
し
ま
せ
つ
つ
、

そ
れ
を
良
い
意
味
で
裏
切
っ
て
く
る
の
で
。

  

明
治
中
高
と『
虎
に
翼
』

　

こ
こ
で
、明
治
中
高
関
係
者
に
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
い
く
つ
か
お
話
し
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
何
と
言
っ
て
も
、
明
治
大

学
専
門
部
女
子
部
の（
最
初
の
）
校
舎
。
実
業
家
・

佐
藤
慶
太
郎（
校
友
）
の
寄
付
に
よ
り
完
成
し
た
女

子
部
校
舎
の
場
所
は
、
明
治
中
高
猿
楽
町
校
舎
の

辺
り
だ
っ
た
と
言
い
ま
す（
村
上
一
博
）。
写
真
や

回
想
記
録（
石
川
美
代
子
）、年
史
な
ど
を
も
と
に
調

べ
て
み
る
と
、男
坂
を
下
り
て
右
側
が
旧
制
明
治
中

学
校
の
校
庭
、
左
側
が
女
子
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。
も
と
は
旧
制
明
治
中
学
校
の
剣
道
道
場
が

あ
っ
た
場
所
で
す
が
、道
場
を
旧
制
明
治
中
学
校
構

内
に
移
転
・
増
築
し
た
た
め
に
、
跡
地
が
空
い
て
お

り
、そ
こ
に
女
子
部
を
建
設
し
た
の
で
し
た
。

　

旧
制
明
治
中
学
校
の
初
代
校
長
で
、
総
明
会
と

い
う
名
称
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
鵜
澤
總
明
が
、

明
治
大
学
専
門
部
女
子
部
長（
の
ち
明
治
女
子
専

門
学
校
初
代
校
長
）を
務
め
た
こ
と
も
、『
虎
に
翼
』

と
明
治
中
高
と
の
不
思
議
な
縁
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

共
亜
事
件
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
帝
人
事
件
で
は
、
鵜

澤
も
弁
護
を
担
当
し
て
い
る
。

　

印
象
的
な
場
面
も
多
か
っ
た
甘
味
処
の
「
竹
も

と
」。
モ
デ
ル
は
神
田
の
「
竹
む
ら
」で
す
が
、
粟
野

先
生
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
先
代
ご
主
人
は
、
明
治
高

校
出
身
の
堀
田
喜
久
雄
先
輩
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

（
昔
の『
総
明
会
会
報
』に
も
広
告
あ
り
）。

　

ま
た
『
虎
に
翼
』の
最
後
に
、
視
聴
者
か
ら
の
写

真
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー「
わ
た
し
の
翼
」が
あ
る
の

で
す
が
、
事
前
に
完
成
映
像
を
観
て
い
て
、
そ
こ
に

歴
研
の
後
輩
が
出
て
き
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
朝
ド
ラ
の
基
礎
を
確
立
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
の
が
、
旧
制
明
治
中
学
校
卒
業
の
放
送
人
・

坂
本
朝
一
先
輩
。
の
ち
に
は
N
H
K
会
長
を
務
め

た
方（
総
明
会
の
第
4
代
会
長
も
）。大
先
輩
が
創
っ

た
朝
ド
ラ
と
い
う
場
で
、
六
十
数
年
の
時
を
経
て
明

治
大
学
が
描
か
れ
る
際
に
、明
治
中
高
の
卒
業
生
と

し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
本
当

に
光
栄
だ
な
と
。
こ
ち
ら
も
、
粟
野
先
生
か
ら
伺
っ

た
お
話
を
も
と
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、「
明
律
大
学
」と
い
う
名
称（
❺
）な

の
で
す
が
、初
期
の
案
で
は「
明
立
大
学
」と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
明
治
の
関
係
者
か
ら
す
る
と
、「
明
立
」

と
言
え
ば
明
立
戦（
対
立
教
大
学
）
で
す
し
、
立
命

館
大
学
を
連
想
し
や
す
い
文
字
列
で
も
あ
る
の
で
、

「
明
律
大
学
」に
変
わ
っ
た
時
は
、「
明
治
法
律
学
校
」

の
名
に
も
近
く
な
っ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

  

日
「々
歴
史
す
る
」後
輩
た
ち
へ

　

最
後
に
、
現
役
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
伝
え
た
い
こ

❺明律大学・同女子部の看板（明治大
学博物館「虎に翼」展）
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明治大学シンボルマーク
誕生物語
明治大学と明治高校で親しまれているMマーク。
実は今年の幹事学年として実行副委員長を務める明治高校OBがデザインし、
2001年にシンボルマークに制定されました。
このマークにまつわるエピソードを制作者の視点で振り返ります。

  　 M
マ
ー
ク
が
で
き
る
ま
で

 

き
っ
か
け
は「
広
告
論
」の
講
義

　

ミ
レ
ニ
ア
ム
目
前
の
1
9
9
9
年
、明
治
大
学

商
学
部
の
3
年
生
だ
っ
た
私
は
、大
友
純
教
授
の

「
広
告
論
」
と
い
う
授
業
を
履
修
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
講
義
の
中
で
「
C
I
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
C
I
と
は
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
」
の
略
で
「
企
業
の
文
化
や
独
自
性

を
、
統
一
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
社

会
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
価
値
を
高
め

る
企
業
戦
略
」で
す
。
こ
の
う
ち
、
イ
メ
ー
ジ
や
デ

ザ
イ
ン
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
た
戦
略
は
「
V
I

（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）」と
も
呼
ば

れ
ま
す
。
ロ
ゴ
だ
け
で
は
な
く
、カ
ラ
ー
や
フ
ォ
ン

ト
な
ど
を
含
め
て
視
覚
的
な
一
貫
性
を
高
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
の
知
名
度
と
信

頼
性
を
向
上
さ
せ
、
市
場
に
お
い
て
優
位
な
立
場

を
確
立
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

翌
年
2
0
0
0
年
、明
治
大
学
は
新
た
な
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
の
公
募
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
時
、

明
治
大
学
に
は「
校
章
」が
あ
り
ま
し
た
が
、校
章

を
見
て
も
広
く
一
般
の
人
か
ら
「
明
治
大
学
だ
」

と
す
ぐ
に
認
知
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
竣
工
を
機
に
新
た
な
明
治
大

学
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
V
I
戦
略
の

一
環
と
し
て
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
検
討
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

私
は
広
告
論
の
講
義
で
V
I
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
興
味
本
位
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、応
募
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
大
友
教
授
の
ゼ
ミ
は
大
変
人
気
が

あ
り
、
私
は
ゼ
ミ
試
験
に
通
ら
ず
入
れ
ま
せ
ん
で

　

現
在
、明
治
大
学
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
「
M
」

の
マ
ー
ク
は
、
私
が
大
学
在
学
時（
商
学
部
4
年
）

に
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
20
年
以
上
経

ち
ま
し
た
が
、
私
が
幹
事
学
年
と
な
っ
た
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
今
一
度
あ
の
頃
の
こ
と
を
思
い
返

し
、こ
の
場
を
借
り
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
明
治
大
学
H
P
の
紹
介
文
】

　

2
0
0
1
年
、
新
世
紀
の
到
来
、
そ
し
て
創
立

1
2
0
周
年
に
向
け
、
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
に
、「
1
2
0
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
新

世
紀
に
向
け
て
大
き
く
飛
躍
・
上
昇
す
る
明
治
大

学
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
学
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
案
を
公
募
し
、
そ
の
応
募
作
品

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
大
学
マ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
明
治
大

学
の
「
M
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
明

治
大
学
が
「
限
り
な
く
飛
翔
す
る
」イ
メ
ー
ジ
、
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
親
し
み
や
す
さ
」、

斬
新
な
切
り
口
に
よ
る
「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
伝
え
て
い
ま
す
。

し
た
。
い
つ
か
先
生
に
お
会
い
で
き
た
ら
、
講
義

が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
応
募
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

 

覚
え
た
て
のIllustrator

で
の
制
作
過
程

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
作
に
あ
た
り
、私
は
地
元

の
幼
馴
染
に
も
応
募
し
な
い
か
と
声
を
掛
け
ま
し

た
。
彼
は
、
公
立
の
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
一

緒
で
、高
校
は
分
か
れ
た
も
の
の
、再
び
明
治
大
学

で
一
緒
に
な
っ
た
友
人
で
す
。
私
は
彼
を
自
宅
に

招
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま
し
た
。

　

明
治
の
頭
文
字
で
あ
る
「
M
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
、
こ
れ
を
変
形
さ
せ
て「
飛
翔
」す
る
イ
メ
ー

ジ
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
に
はIllustrator

と
い
う
ソ
フ
ト
を

使
い
ま
し
た
が
、
当
時
は
今
の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン

に
触
れ
る
機
会
も
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
も
情
報
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
操
作
方
法
を
覚

え
る
の
が
大
変
で
し
た
。
特
に
ベ
ジ
ェ
曲
線
の
調

整
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
納
得
の
い
く
デ
ザ
イ

ン
に
な
る
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
友
人
は
「
M
」
を
炎
の
よ
う
な
形
に

し
た
デ
ザ
イ
ン
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

 

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
経
て
採
用
へ

　

私
と
友
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
制
作
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
郵
送
で
応
募
し
ま
し
た
。
友
人
に
は
数
週
間

後
に
不
採
用
の
通
知
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
私

に
は
特
に
連
絡
が
な
い
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
、
忘
れ

か
け
て
い
た
数
カ
月
後
に
、
採
用
の
お
知
ら
せ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
ま
で

平
成
9
年
卒
・
マ
ン
ド
リ
ン
部
O
B

2
0
2
3
年
度
P
T
A
会
⾧

岸
塚 
大
季 
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分
か
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
学
生
か
ら
応
募
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
制
作

し
た
デ
ザ
イ
ン
も
含
め
て
候
補
を
並
べ
、
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
や
教
職
員
に
も
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
て
決
定
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
し
た
こ
と
は
、
明
治

大
学
広
報（
当
時
は
学
園
だ
よ
り
）
で
も
周
知
さ

れ
ま
し
た
。

 

記
念
式
典
で
の
表
彰

　 

―
お
金
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
！

　

新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
2
0
0
1
年
4
月

頃
か
ら
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
社
会
人
1
年
目

に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
学
生
の
う
ち
に
使
用

さ
れ
て
い
る
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、同
年
11
月
1
日
の
創
立
記
念
祝
日

に
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
明
治
大
学
創
立

1
2
0
周
年
記
念
式
典
に
招
待
さ
れ
、大
学
マ
ー

ク
制
作
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
大
学
関
係
者
に
加
え
て
、
O
B
で

元
首
相
の
村
山
富
市
先
生
の
ほ
か
、
多
く
の
来
賓

が
参
列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
会
場
の
雰
囲
気

に
圧
倒
さ
れ
て
緊
張
す
る
ば
か
り
で
し
た
が
、
第

一
線
で
活
躍
す
る
先
輩
方
と
ご
挨
拶
や
名
刺
交

換
が
で
き
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

表
彰
で
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
こ
の
記
念
品
は
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
物
ば
か
り
で
す
。リ
バ
テ
ィ

タ
ワ
ー
竣
工
記
念
の
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
5
枚
セ
ッ

ト
、
明
治
大
学
の
紹
介
ビ
デ
オ（
V
H
S
）、
マ
ウ

ス
パ
ッ
ド
、
ツ
ー
ル
セ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
す
。

明治大学広報 第300号（2001年5月16日）

創立120周年記念式典・祝賀会パンフレット

リバティタワー竣工記念テレホンカード（5枚）

明治大学広報 第297号（2001年2月2日）

明治グッズや明治大学の紹介ビデオ（VHS）

こ
れ
ら
明
治
グ
ッ
ズ
に
は
、

私
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
マ
ー
ク

は
ま
だ
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ち
な
み
に
、「
M
マ
ー
ク

を
制
作
し
た
こ
と
で
ど
れ

く
ら
い
収
入
が
あ
っ
た
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
よ
く

訊
か
れ
る
の
で
す
が
、
現
金

は
1
円
た
り
と
も
頂
い
て
お

り
ま
せ
ん
。
募
集
要
項
に
賞

金
は
な
く
、
権
利
も
大
学
に
帰
属
す
る
こ
と
が
条

件
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会

に
是
非
そ
の
こ
と
を
強
調
し
て
お
伝
え
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す（
笑
）

 

制
作
者
と
し
て
の
想
い

 

モ
チ
ー
フ
は『
個
』が
翔
び
立
っ
て
ゆ
く
姿

　　

こ
の
マ
ー
ク
は
「
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い

時
代
に
向
け
て
限
り
な
く
飛
翔
す
る
」
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。
当
然
な
が
ら
、
明
治
大

学（
＝
M
）
が
飛
躍
・
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
が
、
デ
ザ

イ
ン
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
の
は

「
人
」
で
す
。
翼
の
よ
う
に
も
見
え
る
左

右
に
伸
び
て
い
る
部
分
は
、
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
翔

び
立
っ
て
ゆ
く
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し

た
。「『
個
』
を
強
く
す
る
大
学
」
と
い

う
明
治
大
学
の
理
念
に
も
通
じ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
が
使
用
さ
れ
て
か
ら
の

大学マークデザインコンテスト賞状
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明
治
大
学
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
れ

ま
で
の
バ
ン
カ
ラ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
、女

性
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
モ
ダ
ン
な
イ
メ
ー

ジ
に
変
革
し
て
お
り
、
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
明
治
高
校
に
お
い
て
も
明
治
大
学
と
同

様
に
こ
の
マ
ー
ク
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
の

制
服
の
襟
や
胸
に
も
つ
い
て
い
ま
す
。
調
布
の
地

で
共
学
校
へ
と
変
革
し
た
こ
と
で
、
明
治
高
校
の

存
在
感
が
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
母
校
の
発
展
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
マ
ー
ク

に
込
め
た
想
い
が
実
現
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
こ
の
マ
ー
ク
が
そ
う
し
た
結
果
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
制
作
者
と
し
て

本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。

 

総
明
会
の
先
輩
方
へ

　 

―
ウ
サ
ギ
の
耳
と
言
わ
な
い
で
―

　

総
明
会
の
先
輩
方
に
と
っ
て
は
、
M
マ
ー
ク
よ

り
も
野
球
部
の
「m

eiji

」（
筆
記
体
）の
方
が
馴
染

み
深
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
も
、

学
生
時
代
に
M
マ
ー
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、よ
く
理
解
で
き
ま
す
。そ
れ
で
も
、最
近
は「
あ

の
ウ
サ
ギ
の
耳
の
や
つ
ね
！
」
と
言
わ
れ
る
機
会

も
増
え
、
M
マ
ー
ク
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
当
然
で
す
が
、マ
ー
ク
は
ウ
サ
ギ

と
関
係
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）

　

こ
れ
か
ら
こ
の
マ
ー
ク
を
目
に
し
た
時
に
は
、

「
総
明
会
の
後
輩
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
だ
」と
思

い
出
し
て
い
た
だ
き
、一
層
、母
校
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
ア
イ
コ
ン
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

 

そ
の
後
も
続
い
た
マ
ー
ク
の
つ
な
が
り

 

高
校
か
ら
も
顕
彰

　

明
治
高
校
で
は
、
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
分
野
で
活
躍
し
た
卒
業
生
を
顕
彰
し
て
い
ま

す
。
明
治
高
校
創
立
1
0
0
周
年
を
契
機
に
始

ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
第
2

回
の
顕
彰
式
に
て
大
学
マ
ー
ク
制
作
者
と
し
て
表

彰
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

司
法
試
験
や
公
認
会
計
士
試
験
の
合
格
者
な

ど
受
賞
者
の
多
く
が
若
い
方
ば
か
り
で
、
当
時
、

30
代
半
ば
を
迎
え
た
私
は
か
な
り
浮
い
て
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
年
長
と
い
う
こ
と
で
、
受
賞
者

の
代
表
と
し
て
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

創
立
1
4
0
周
年
で
再
び
大
学
へ

　

コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
1
年
に
、
明
治
大
学
広
報

課
か
ら
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
M
マ
ー
ク

を
明
治
大
学
創
立
1
4
0
周
年
記
念
の
ロ
ゴ
に

ア
レ
ン
ジ
す
る
た
め
、あ
ら
た
め
て
権
利
関
係
の
手

続
き
が
必
要
と
の
こ
と
で
伺
い
ま
し
た
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
エ
ン
ブ
レ
ム
問
題
も
あ
り
、
制
定

当
時
に
比
べ
る
と
確
認
事
項
も
複
雑
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

広
報
担
当
の
上
野
正
雄
副
学
長（
現
在
の
学

長
）か
ら
詳
し
い
説
明
を
い
た
だ
き
、手
続
き
は
滞

り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
際
、
あ
り
が

た
い
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
明
治
グ
ッ
ズ
を
お
土
産

に
頂
戴
し
ま
し
た
。1
2
0
周
年
の
時
と
は
違
い
、

い
た
だ
い
た
グ
ッ
ズ
に
は
し
っ
か
り
と
M
マ
ー
ク

が
使
わ
れ
て
お
り
、
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
ま
し
た
。

広報課にいただいた明大グッズ

【
学
校
法
人
明
治
大
学 

柳
谷
孝
理
事
長
か
ら
の

 

コ
メ
ン
ト
】

　

岸
塚
さ
ん
が
制
作
さ
れ
た
Ｍ
マ
ー
ク
が
、

２
０
0
１
年
に
明
治
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
と
し
て
制
定
さ
れ
て
以
来
、
施
設
や
掲
示

物
、刊
行
物
か
ら
体
育
会
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に

至
る
ま
で
、学
内
の
様
々
な
場
面
で
利
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
在
学
中
か
ら
Ｍ
マ
ー
ク
を
目
に
し
た

世
代
に
と
っ
て
は
、一
目
で
母
校
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
存
在
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
マ
ー
ク
は
在
学
生
や
校
友
の
み

な
ら
ず
、
ご
父
母
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
も
浸
透
し
て
お
り
、
明
治

大
学
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
め
い
じ
ろ
う
」
の

胸
に
も
Ｍ
マ
ー
ク
が
大
き
く
刻
ま
れ
て
い
る
な

ど
、
本
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
、
本

学
と
多
く
の
人
々
を
つ
な
ぎ
、
明
治
高
校
・
明

治
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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半
世
紀
の
時
代
を
積
み
重
ね
50
号
の
節
目
を
迎

え
た
総
明
会
会
報
。
こ
の
機
会
に
会
報
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
新
た
な
時
代
の
会
報
を
考
え
る
趣
旨
で
記

念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企
画
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
た
の
は
他
で
も
な
く
、
会
報
草
創
期

か
ら
現
在
ま
で
を
識し

る
向
殿
政
男
総
明
会
名
誉
会

長
で
あ
る
。

　

薄
曇
り
な
が
ら
も
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
3
月

23
日（
土
）、
東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
に
あ
る
瀟
洒

な
日
本
家
屋
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
。
一
見
オ
フ
ィ
ス

と
は
思
え
な
い
緑
豊
か
な
一
軒
家
に
て
向
殿
名
誉

会
長
を
お
招
き
し
て
会
報
発
刊
50
号
記
念
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
。
一
歩
中
に
入
る
と
、
和
風
な

玄
関
の
先
に
広
々
と
し
た
窓
の
大
き
い
サ
ロ
ン
ス

ペ
ー
ス
や
ラ
ウ
ン
ジ
が
広
が
り
、
大
き
な
木
々
が
生

い
茂
る
端
正
な
日
本
庭
園
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
家
屋
は
P
．
ド
ラ
ッ
カ
ー
を
日
本
に
初
め
て

紹
介
し
『
現
代
の
経
営
』
を
翻
訳
し
た
経
営
学
者
・

野
田
一
夫
先
生
が
住
ん
で
い
た
家
で
あ
る
。『
T
H
E 

F
O
R
U
M 

世
田
谷
』
と
名
付
け
ら
れ
た
家
屋
の
１

階
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
で
は
和
洋
折
衷
の
空
間
に
、
大

き
な
窓
越
し
に
庭
園
を
眺
め
ら
れ
る
サ
ロ
ン
が
あ
り
、

テ
ー
ブ
ル
上
に
は
第
1
号
か
ら
第
49
号
ま
で
の
歴
代

会
報
が
錚そ

う
そ
う々

と
並
べ
ら
れ
た
。
真
空
管
ア
ン
プ
オ
ー

デ
ィ
オ
が
明
治
の
校
歌
を
立
体
感
あ
る
音
で
奏
で
る

中
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
の
度
総
明
会
会
報
の

歴
史
が
1
9
7
5
年（
昭

和
50
年
）
に
第
１
号
発
刊

以
来
、
本
年
2
0
2
4
年

（
令
和
6
年
）で
発
刊
第
50

号
を
迎
え
ま
す
が
率
直
な

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

向
殿　
過
去
の
会
報
の
並

ん
だ
姿
を
見
て
、
そ
し
て
形
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て

い
く
の
を
見
て
、歴
史
を
感
じ
ま
す
。

　

最
初
作
っ
て
い
た
こ
ろ
は
高
校
の
広
報
新
聞
と

同
じ
で
普
通
の
新
聞
の
形
を
し
て
い
た
ん
で
す
け

ど
、
そ
の
う
ち
に
も
っ
と
情
報
を
増
や
し
た
い
と

か
、
仲
間
の
情
報
を
載
せ
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
や
は
り
新
聞
よ
り
安
く
、

情
報
量
が
多
い
C
D
に
し
よ
う
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
際
理
事
会
で
は
時
期
尚
早
と
の
反

対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り
あ
え
ず
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
C
D
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
パ

ソ
コ
ン
が
な
く
読
め
な
い
方
も
い
ら
し
た
た
め
、
ま

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
型
に
変
え
た
り
、冊
子
型
に
変
え

た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
総
明
会
50
周
年
の
時
に「
紫
紺
の
詩
」

と
揮き
ご
う毫
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
実
に
立
派
な
会

報
が
続
い
て
い
る
の
で
、会
報
と
い
う
の
は
内
容
も

充
実
し
て
い
る
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
立
派
に
な
っ
て
お
り
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
う
ち
は
編
集
が
得
意
な
者
が
い
る
わ
け

で
も
な
く
手
間
が
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
先
輩
の
情
報
を
受
け
継
ぎ
、よ
く
こ
こ

ま
で
つ
な
い
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の

50
号
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
歴
代
の

編
集
担
当
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
内
容
的

に
も
パ
タ
ー
ン
化
し
た
も
の
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
も
の
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
の
会
長
時
代
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
試
み
の
結
果
少
し
は
内
容
の
充
実
に
役
に

立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
向
殿
名
誉
会
長
は
1
9
9
3
年（
平
成
５
年
）～

2
0
0
3
年（
平
成
15
年
）ま
で
11
年
間
総
明
会
会

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
会
長
時
代
の
会
報
へ
の

思
い
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

向
殿　

会
長
時
代
に
い
ろ
い
ろ
模
索
を
し
ま
し
た

が
、編
集
が
得
意
な
人
が
あ
ま
り
い
る
わ
け
で
は
な

い
中
、11
年
間
で
挑
戦
し
て
変
え
て
い
く
こ
と
を
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

編
集
を
中
心
に
熱
心
に
議
論
を
続
け
て
い
く
と
、

幹
事
学
年
と
し
て
の
自
覚
が
出
て
き
て
、み
ん
な
で

や
り
ま
し
ょ
う
、
寄
付
も
広
告
も
集
め
ま
し
ょ
う
、

仲
間
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
の
動
き
が
出

て
き
て
、こ
れ
は
会
報
の
編
集
発
行
と
い
う
の
は
同

期
を
ま
と
め
る
た
め
の
一
つ
の
道
具
に
も
な
り
え

る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

幹
事
学
年
で
総
会
を
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
が

編
集
の
仕
事
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　

11
年
間
編
集
に
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
当
時

は
テ
ー
マ
を
決
め
て
と
い
う
よ
り
は
学
校
の
情
報

を
紹
介
し
た
り
、同
期
会
の
情
報
を
流
し
た
り
、単

な
る
情
報
の
伝
達
機
関
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、だ

ん
だ
ん
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
進
化
し
て
い
ま
す
ね
。

　

本
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
発
展
、
脱
皮
を
し
て
い
る

と
思
い
敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
年
模
索
し
て
き

た
こ
と
も
無
駄
で
は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）
明
駿
会
が
幹
事
学

年
時
の
会
報
作
成（
会
報
第
11
号
制
作
）へ
の
思
い

出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

向
殿　

幹
事
学
年
を
務
め
た
の
は
1
9
8
5
年

（
昭
和
60
年
）で
し
た
。
こ
の
時
に
「
総
明
会
」と
い

う
名
前
を
決
め
た
ん
で
す
。

　

い
ま
ま
で
同
窓
会
会
報
の
名
称
だ
っ
た
の
を
記

念
す
べ
き
会
報
第
11
号
で
総
明
会
会
報
に
変
え
ま

し
た
。
谷
正
之
と
い
う
私
の
親
友
が
編
集
が
得
意

で
新
聞
班
出
身
で
、
仲
間
を
集
め
て
何
度
も
会
議

を
重
ね
て
内
容
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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広
告
を
や
る
仲
間
や
総
会
を
一
生
懸
命
や
る
仲

間
と
と
も
に
、
編
集
を
一
生
懸
命
や
る
体
制
が
で

き
ま
し
た
。
メ
イ
ン
を
決
め
て
役
割
分
担
す
る
と

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
親
分
を
決
め
て
み
ん
な
で
や

る
ぞ
と
い
う
の
が
い
い
。

　

同
期
で
仲
間
を
集
め
て
広
告
を
集
め
て
、
我
々

昭
和
36
年
卒
の
広
告
が
多
く
、
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
「
Ｍ
」（「
M
・
総
明
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」）

を
始
め
ま
し
た
。
お
年
寄
り
は
懐
か
し
が
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
が
、若
手
が
好
き
な
こ
と
を
言
っ
て
も

よ
い
ん
だ
と
い
う
、
学
校
の
検
閲
な
し
で
い
こ
う
と

発
行
し
ま
し
た
。

　

会
報
の
果
た
す
役
割
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

会
報
誌
は
同
窓
生
の
情
報
機
関
紙
で
あ
る
と
と

も
に
総
会
へ
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
も
の
で
も
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

幹
事
学
年
制
度
に
お
け
る
要
で
あ
る
テ
ー
マ
会

幹
事
学
年
と
し
て
１
年
間
総
会
ま
で
束
ね
る
一
丸

と
な
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
。
会
報
発
刊
活

動
自
体
が
、
総
会
に
向
け
て
幹
事
学
年
を
盛
り
上

げ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
君
た
ち
が
そ
の
求
心
力
と

な
っ
て
や
っ
て
い
く
ん
だ
よ
と
い
う
話
を
必
ず
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
先
輩
方
か
ら
教
え
て

い
た
だ
い
た
も
の
が
50
年
と
い
う
歴
史
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
私
の
代
に
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
た
と
き
に

諸
先
輩
方
か
ら
言
わ
れ
た
の
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ

た
も
の
が
入
ら
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
告
の
サ
イ
ズ
も
金
額
も
変
え
て
、当
時
は
P
C

も
あ
り
ま
し
た
が
広
告
は
切
り
貼
り
で
し
た
。
8
月

の
お
盆
休
み
に
同
期
で
集
ま
っ
て
作
業
し
ま
し
た
。

　

会
報
50
年
の
歴
史
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
中
で

同
期
の
情
報
発
信
だ
け
で
な
く
、我
々
の
や
っ
て
い

る
テ
ー
マ
会
報
の
今
後
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
つ

い
て
、ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

向
殿　

テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
と
い
う
と
、「
時
代
を
読
ん
で
い
る
」
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。

　

こ
の
50
年
で
社
会
も
変
わ
れ
ば
文
化
も
変
わ
る
。

テ
ー
マ
を
決
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
今
の
時
代
、

何
が
大
事
で
何
に
興
味
が
あ
る
の
か
を
議
論
す
る

こ
と
で
、
相
当
意
味
が
あ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
歴

史
そ
の
も
の
、
文
化
の
歴
史
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ

を
続
け
て
い
く
こ
と
は
相
当
意
味
が
あ
る
。
あ
の
当

時
は
こ
う
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
、
今
の
我
々

の
課
題
は
何
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
、
テ
ー
マ
を
決

め
て
進
め
て
い
く
と
言
う
こ
と
は
立
派
な
事
だ
と

思
い
ま
す
、ぜ
ひ
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

会
報
の
変
遷
を
ご
覧
に
な
ら
れ
て
の
ご
感
想
を
い

た
だ
け
ま
す
か
？

向
殿　

当
時
C
D
化
は
安
く
し
た
い
と
い
う
思
い

報
に
な
っ
て
か
ら
総
会
に
向
け
て
会
報
が
幹
事
学

年
の
活
動
の
一
体
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

一
昔
前
は
同
期
の
話
、
学
校
の
昔
の
歴
史
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
近
年
は
学
校
紹
介
、
先
生

紹
介
と
学
校
の
情
報
発
信
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

向
殿　
会
報
の
役
割
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

第
１
号
会
報
は
典
型
的
な
会
長
・
校
長
の
挨
拶
が

あ
っ
て
、そ
し
て
各
同
期
会
は
ど
う
い
う
状
況
と
の

情
報
発
信
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
運
動
部
の
O
B
の
話
な
ど
の
掲
載
を
ず
っ

と
や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
目
的

か
と
い
う
と
、学
校
側
と
我
々
両
方
が
見
る
こ
と
が

で
き
る
媒
体
だ
っ
た
と
い
う
意
味
が
強
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
学
校
で
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

か
を
掲
載
し
て
い
た
。

　

そ
の
う
ち
に
M
や
C
D
化
の
よ
う
に
自
分
た
ち

が
考
え
て
い
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
表
現
し
て

い
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
各
同
期
の
話
だ
け
で
は

な
く
て
、い
ろ
い
ろ
な
所
に
訪
問
し
て
話
を
聞
い
て

み
た
り
、仲
間
と
の
意
思
疎
通
を
深
く
し
よ
う
と
役

割
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
変
わ
り
方
は
本
質
的
で
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
最
初
の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
学
校
が
出

し
て
い
る
広
報
で
も
か
な
り
で
き
る
よ
う
な
内
容
で

し
た
が
総
明
会
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

学
校
と
違
う
の
は
校
友
会
、同
窓
会
は
自
由
に
活

動
し
て
い
て
、学
校
側
と
校
友
会
側
と
の
両
方
の
橋

渡
し
と
し
て
の
役
割
と
、
同
窓
会
、
総
明
会
の
中
で

い
か
に
盛
り
上
が
り
、
自
身
の
人
生
を
充
実
さ
せ
て

い
く
か
、
そ
こ
で
母
校
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
と
い

う
役
割
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

会
報
の
果
た
す
役
割
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
を
自

分
た
ち
で
見
つ
け
て
進
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
感
心
し
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

大
西
先
輩（
昭
和
52
年
卒
）
は
会
報
の
果
た
す
役

割
の
変
化
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？

大
西　

こ
こ
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
て
こ

れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
凄
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
2
0
0
4
年
に
幹
事
学
年
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
そ
の
と
き
明
紫
会（
昭
和
50
年
卒
）が
C
D

に
し
た
の
を
も
う
一
度
紙
媒
体
に
戻
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
も
明
紫
会
の
先
輩
た
ち
は
親
切
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。会
報
自
体
に
も
意
味
が
あ
り
ま
す

が
、「
会
報
を
作
る
こ
と
」
自
体
が
意
義
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
も
日
本
全
国
た
く
さ
ん
同
窓
会
は
あ

る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
こ

れ
だ
け
の
も
の
を
送
る
学
校
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
い

ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
総
明
会
は
す
ご
い
な
と
思
い

ま
す
、ま
あ
自
画
自
賛
し
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
が（
笑
）。

向
殿　

た
い
し
た
も
の
で
す
。
経
費
を
考
え
た
ら

大
変
で
す
が
明
治
高
校
の
お
か
げ
で
自
動
的
に
総

明
会
会
費
が
入
っ
て
い
る
の
で
経
費
も
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
会
員
全
員
に
送
っ
て
い
る
こ
と
は

誇
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大
西　

私
の
父
も
90
歳
を
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
送
ら
れ
て
き
た
会
報
を
ず
っ
と
読
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
卒
業
生
の
人
た
ち
に
は

楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

会
報
自
体
が
大
西
先
輩
の
代
に
変
わ
ら
れ
ま
た

関
川
先
輩（
昭
和
57
年
卒
）の
代
、明
魂
会
の
時
に
も

変
革
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
果
た
す
べ
き
役
割

の
変
化
に
つ
い
て
何
か
思
い
は
あ
り
ま
す
か
？

関
川　
私
は
昨
年
ま
で
8
年
間
理
事
、
会
報
発
刊

の
責
任
者
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
年
始
に
幹
事
学

年
が
集
う
と
、会
報
を
発
刊
す
る
だ
け
で
な
く
校
友

会
と
し
て
の
情
報
発
信
の
場
も
必
要
な
ん
で
す
が
、
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た
。
玉
置
さ
ん
、
関
川
さ
ん
、
遠
藤
さ
ん
の
よ
う
な

人
が
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
て
き
て
会
報
を
変
え
て

い
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

向
殿　

意
欲
の
あ
る
人
が
出
て
き
て
変
え
て
い
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
会
報
は
先
輩
後
輩
の
関
係
が

裏
で
つ
な
が
り
、
ず
っ
と
バ
ト
ン
が
受
け
継
が
れ

て
総
明
会
を
団
結
さ
せ
て
い
る
重
要
な
ツ
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

　

現
在
の
幹
事
学
年
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。
未
来
の
総
明
会
会
報
に
期
待
す
る
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

が
あ
り
ま
し
た
が
紙
と
電
子
媒
体
両
方
や
る
の
は

い
い
で
す
ね
。

　

お
年
寄
り
は
紙
で
じ
っ
く
り
読
み
た
い
、若
い
人

は
ス
マ
ホ
で
も
み
た
い
。
今
の
I
C
T
技
術
の
進

歩
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
は
い
い
で
す
ね
。

　

テ
ー
マ
会
報
に
つ
き
ま
し
て
お
聞
き
い
た
し
ま

す
。
現
在
の
会
報
は
幹
事
学
年
が
活
動
テ
ー
マ
を

策
定
し
、そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
特
集
を
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、ど
の
よ
う
な
記
事
に
興
味
が
あ
り
ま
す
か
？

向
殿　

一
番
面
白
か
っ
た
の
は
総
明
会
出
身
の
レ

ス
ト
ラ
ン
ガ
イ
ド「
総
明
会
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
」。

　

こ
れ
は
楽
し
か
っ
た
。
こ
ん
な
人
が
こ
ん
な
場
所

で
お
店
を
や
っ
て
る
の
か
と
。
テ
ー
マ
を
決
め
て
時

代
を
反
映
し
て
い
く
と
歴
史
的
価
値
が
出
て
く
る
。

鞄
の
中
に
入
れ
て
、
暇
が
で
き
る
と
読
ん
で
い
ま
す
。

お
年
を
召
さ
れ
た
方
は
昔
を
懐
か
し
ん
で
じ
っ
く
り

読
む
、若
い
方
は
別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
必
要
。
そ
う
い

う
幅
広
い
世
代
に
配
慮
し
た
編
集
は
必
要
で
す
ね
。

大
西　

高
校
卒
業
以
来
会
っ
て
い
な
か
っ
た
同
級

生
が
、
こ
れ
を
見
て
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

今
ま
で
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
会
報
は
あ

り
ま
す
か
？

向
殿　
「
紫
紺
の
詩
」と
題
字
を
揮
毫
し
た
時
の
会

報
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
面
白
か
っ
た
の
は
、
会
長
の
挨
拶
を

ず
っ
と
見
て
い
る
と
時
代
を
反
映
し
て
い
る
な
あ
と

思
い
ま
す
。
会
長
に
は
責
任
が
あ
る
ね
、
大
局
的
な

話
を
入
れ
て
お
か
な
い
と
い
か
ん
な
と
思
い
ま
す
。

　
会
報
の
名
前
「
紫
紺
の
詩
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
会
報
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
、玉
置
孝
一
先
輩（
昭
和 

54
年
卒
）が
当
初
幹
事
学
年
の
際
に
提
案
し
、そ
の

後
総
明
会
50
周
年
行
事
の
一
環
と
し
て
公
募
さ
れ

「
紫
紺
の
詩
」に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
紫
紺
の
詩
」を
揮
毫
さ
れ
た
の
は
向
殿
名
誉
会

長
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
想
い
で

書
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
?

向
殿　
「
紫
紺
の
詩
」
と
い
う
言
葉
は
い
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
書
家
に
任
せ
て
書
く
よ
り
か
は
、
人
に

真
似
で
き
な
い
よ
う
な
、個
性
あ
る
き
わ
め
て
特
徴

的
な
字
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
幾
つ
か

書
い
て
み
て
家
内
に
見
せ
て
ど
れ
が
良
い
か
聞
い

た
ら
一
番
最
初
の
字
が
良
い
と
の
こ
と
。
練
習
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
駄
目
で
、や
は
り
直
感
的
な
字
を
書

い
た
方
が
良
い
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ど
こ
か
に
あ
る

よ
う
な
綺
麗
な
字
は
避
け
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
最

初
に
書
い
た
字
が
勢
い
が
あ
っ
た
の
で
そ
れ
に
し

ま
し
た
。

関
川　
た
し
か
そ
の
時
、
縦
と
横
、
二
つ
書
い
て
い

た
だ
い
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

マ
ン
ド
リ
ン
部
の
玉
置
先
輩
が
総
明
会
50
周
年

の
時
に
総
明
会
と
し
て
の
会
報
名
の
一
般
公
募
を

し
て
、
色
々
候
補
が
あ
っ
た
中
で
「
紫
紺
の
詩
」を

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
「
う
た
」は
「
歌
」で
は
な
く
「
詩
」、
そ
し
て
「
校

歌
」で
は
な
く「
第
一
応
援
歌
」、ど
ん
な
時
で
も
い

の
一
番
に
歌
わ
れ
る
切
込
み
隊
長
と
し
て
の
こ
の

応
援
歌
と
、
総
会
に
向
け
て
の
会
報
の
果
た
す
役

割
を
重
ね
て
表
現
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

向
殿　
「
詩
」の
方
が
会
報
に
は
合
っ
て
い
ま
す
ね
。

選
ん
で
く
れ
た
玉
置
さ
ん
に
お
礼
を
言
い
た
い
で

す
ね
。
詩
心
の
あ
る
方
な
ん
で
す
ね
。

大
西　

玉
置
さ
ん
が
総
明
会
会
報
委
員
長
の
時

に
、
関
川
さ
ん
が
幹
事
学
年
で
会
報
編
集
長
の
時

に
B
5
版
に
変
え
て
、
遠
藤
さ
ん
が
A
4
に
変
え

向
殿　

あ
ま
り
形
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

変
え
て
い
い
ん
で
す
。
大
事
な
の
は
つ
な
が
っ
て
続

い
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
も
環
境
も
変
わ
り
調
布
移
転
、
共
学
化
し

て
卒
業
生
も
女
性
が
多
く
な
る
と
、
総
明
会
の
内

容
も
変
わ
る
け
ど
、
今
後
会
報
の
役
割
も
変
わ
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

時
代
と
と
も
に
メ
ン
バ
ー
と
共
に
変
え
て
い
き

な
が
ら
つ
な
が
る
こ
と
。
大
事
な
事
は
そ
の
時
代

に
自
分
た
ち
で
自
主
的
に
変
え
て
い
く
、「
変
化

を
伴
っ
た
継
続
」
と
い
う
も
の
が
良
い
。
い
ま
ま
で

も
そ
う
い
う
歴
史
で
す
。

　

新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出
た
ら
形
に
こ
だ
わ
ら
ず

採
用
し
て
、時
代
と
と
も
に
変
え
て
い
き
な
が
ら
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

遠
藤　

環
境
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
も
継
続
し

て
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

向
殿　

先
ほ
ど
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
な
ど
は
本
当

に
良
い
で
す
よ
。
時
代
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
発
展
で
可
能
に
な
る
。
Ｃ
Ｄ
化
を
や
っ
た
と
き

は
こ
れ
か
ら
P
C
が
主
流
で
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
が

来
る
か
ら
行
っ
た
。
そ
の
と
き
は
高
齢
者
が
い
る

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
け
ど
挑
戦

す
る
精
神
だ
け
は
買
っ
て
下
さ
い
よ
。

遠
藤　

こ
れ
か
ら
も
10
代
か
ら
80
代
の
方
が
読
ん

で
い
る
会
報
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
編
集
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

向
殿　

こ
の
よ
う
に
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
議
論
し

て
切
磋
琢
磨
す
る
の
は
い
い
こ
と
で
す
よ
。
そ
れ
が

同
窓
会
の
役
割
。
中
学
高
校
は
3
年
、
6
年
し
か

な
い
で
す
が
そ
の
後
死
ぬ
ま
で
何
年
あ
る
か
。
そ
う

い
う
卒
業
生
に
総
明
会
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
た

め
の
絆
は
こ
れ（
会
報
）し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
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終
身
会
費
創
設
を
進
言
さ
れ
、
今
日
の
明
治
大
学

校
友
会
と
連
合
父
母
会
の
財
政
基
盤
強
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
向
殿
会
長

が
明
大
校
友
会
会
長
に
就
任
さ
れ
て
10
年
、
明
治

は
一
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、大
学
の
評
価
も
さ
ら

に
高
ま
り
ま
し
た
。
伝
統
的
に
次
代
の
世
代
に
つ

な
い
で
行
く
姿
勢
は
、山
崎
会
長
の
言
わ
れ
て
い
る

私
利
私
欲
の
な
い
伝
統
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

私
も
大
学
理
事
を
4
年
間
務
め
ま
し
た
が
、
総

明
会
で
培
わ
れ
た【
伝
統
と
は
革
新
の
継
続
】を
後

輩
に
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

会
報
も
私
の
時
代
は
16
ペ
ー
ジ
の
タ
ブ
ロ
イ
ド

紙
で
広
告
宣
伝
費
・
先
輩
同
期
の
記
事
が
主
流
で

し
た
が
昭
和
50
年
卒
位
の
頃
よ
り
ポ
ケ
ッ
ト
版
・

Ａ
５
版
へ
と
、今
で
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
と
変
化
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
パ
ワ
ー
は
、
総
明
会
に
対
す
る
貢

献
・
母
校
と
仲
間
を
思
う
情
熱
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
た
ま
も
の
で
す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
時
代

を
先
取
り
す
る
後
輩
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
明
会
会
報
第
50
号
に
寄
せ
て

昭
和
51
年
卒 

明
々
会

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
・
明
治
中
学
校　

校
長

井
家
上 

哲
史

特別企画 02

総明会会報に関わりの深い先輩方に
ご寄稿をいただきました

寄稿文

総明会会報50号記念
特別企画

総明会会報50号記念
特別企画 ISSUE

50th
ISSUE
50th

会
報
50
号
に
思
う

昭
和
43
年
卒 

紫
讃
会　

 

総
明
会　

顧
問

佐
久
間 

洋
一

　

会
報
に
つ
い
て
は
、
会
長
時
代（
2
0
0
3
年

11
月
～
2
0
0
9
年
11
月
）よ
り
も
会
報
委
員
会

委
員
長
時
代（
1
9
9
9
年
～
2
0
0
3
年
）
の

ほ
う
が
心
に
残
っ
て
い
る
。
私
が
会
報
委
員
長
と

し
て
会
報
に
関
わ
る
ま
で
の
会
報
は
、い
わ
ゆ
る
タ

ブ
ロ
イ
ド
版
の
６
～
８
頁
で
記
事
よ
り
も
広
告
の

ほ
う
が
ス
ペ
ー
ス
の
多
く
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
を

娘
と
息
子
の
同
窓
会
誌
を
参
考
に
、
い
わ
ゆ
る
ポ

ケ
ッ
ト
版
の
小
冊
子
に
し
て
、
広
告
の
み
の
頁
を

や
め
、記
事
に
多
く
の
頁
を
割
く
よ
う
に
し
た
。
こ

の
小
冊
子
版
が
現
在
の
会
報
の
形
態
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

さ
ら
に
２
０
０
２
年
よ
り
、
当
時
の
幹
事
学
年

（
現
山
崎
会
長
の
学
年
）か
ら
の
熱
心
な
声
に
押
さ

れ
て
会
報
を
Ｃ
Ｄ
に
し
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
Ｃ

Ｄ
化
は
当
時
と
し
て
は
斬
新
で
、
将
来
的
に
会
報

は
Ｃ
Ｄ
が
常
態
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
た
が
、意
外
に
も
２
年
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
会
報
の
送
料
は
、
私
が
会
報
委
員
会
に

関
わ
っ
て
い
た
当
時
、
幹
事
学
年
の
負
担
で
あ
っ

た
。
こ
の
負
担
感
か
ら
か
会
報
発
刊
廃
止
を
訴
え

た
幹
事
学
年
が
あ
っ
た
。
こ
の
学
年
は
個
性
豊
か

で
私
に
と
っ
て
も
印
象
に
残
る
学
年
で
あ
り
、
そ

の
言
い
分
も
尤も

っ
とも

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
徐
々
に
改

善
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
に
総
明
会
本
部
が
全
額
負

担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

私
の
会
報
委
員
長
時
代
の
編
集
会
議
は
、
私
の

職
場
に
毎
月
１
回
、
毎
回
10
名
程
度
が
集
ま
っ
て

差
し
入
れ
の
惣
菜
等
を
つ
ま
み
に
酒
を
飲
み
な
が

ら
で
あ
っ
た
が
、
年
齢
の
壁
を
越
え
て
親
交
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
二
次
会
へ
と
流
れ
て

行
っ
た
の
も
楽
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

会
報
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
が
、
会
報
作
成
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
た
め
大
部
分
の
委
員
に
重

任
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、新
し
い
知
恵
を
吹
き
込

む
た
め
に
幹
事
学
年
終
了
直
後
の
人
も
獲
得
し
て

層
を
広
げ
た
効
果
は
あ
っ
た
と
自
賛
し
て
い
る
。

今
後
の
会
報
に
望
む
こ
と
は
、
会
報
の
年
表
記

を
西
暦
に
統
一
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
の
委
員
長

時
代
は
西
暦
に
統
一
し
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に

か
元
号
と
西
暦
が
混
在
し
て
い
る
。

総
明
会
会
報
50
号
記
念
へ

昭
和
41
年
卒 

４
１
明
友
会　

 

総
明
会　

顧
問

尾
島 

育
四
郎

総
明
会
は
戦
前
・
戦
後
の
諸
先
輩
方
の
ご
努
力
に

よ
り
会
と
し
て
成
長
・
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。
昭

和
40
年
笹
村
初
代
会
長
の
時
に
会
が
発
足
致
し
ま

し
た
。
片
岡
・
栗
原
会
長
を
経
て
坂
本
会
長
に
至
る

ま
で
が
基
礎
固
め
の
発
展
期
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

5
代
目
向
殿
会
長
の
時
に
総
明
会
に
事
務
局
長

と
し
て
参
加
致
し
ま
し
た
。
山
浦
副
会
長
・
山
崎

副
会
長
の
下
に
今
で
は
想
像
が
出
来
な
い
位
仕
事

を
致
し
ま
し
た
。
当
時
は
マ
イ
ナ
ス
財
政
を
立
て

直
す
事
が
急
務
で
あ
り
、財
政
基
盤
の
確
立
・
組
織

の
確
立
・
事
業
の
活
性
化
・
母
校
と
の
交
流
の
活

性
化
、以
上
4
点
を
目
標
に
し
て
参
り
ま
し
た
。

事
務
局
長
時
代
に
毎
月
２
回
の
ス
タ
ッ
フ
会
議

を
立
上
げ
2
年
間
討
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

当
時
は
卒
業
生
の
入
会
金
を
貯
め
て
も
4
年
ご
と

の
会
員
名
簿
発
刊
で
全
て
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
打
開
が
成
っ
た
の
は
終
身
会
費
創
設
事
業

が
叶
い
、
会
員
名
簿
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
計
り
財
政

基
盤
が
整
い
始
め
ま
し
た
。

山
浦
副
会
長
が
明
治
大
学
監
事
に
就
任
さ
れ
、

父
母
の
会
会
長
時
代
に
卒
業
生
に
よ
る
明
治
大
学
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総
明
会
の
会
報
は
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
新
聞

形
態
か
ら
小
冊
子
、
C
D
版
、
B
5
版
、
現
在
の

A
4
版
と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文
字
と

図
絵
静
止
画
の
紙
媒
体
か
ら
w
e
b
サ
イ
ト
と

連
携
し
た
動
画
を
含
む
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
報
が

近
年
出
現
し
ま
し
た
。
途
中
、
幾
度
と
な
く
、
紙

媒
体
と
し
て
の
発
行
見
直
し
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ

ン
テ
ン
ツ
と
の
棲
み
分
け
の
議
論
が
、
会
報
委
員

会
、
広
報
委
員
会
、
幹
事
学
年
で
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
当
時
会
報
委
員
会
に
い
た
私
も
そ
の
い

く
つ
か
を
知
っ
て
い
ま
す
。
色
々
な
メ
デ
ィ
ア
が

進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
同
窓
会
会
報
と
し
て

の
使
命
を
考
え
つ
つ
、総
明
会
会
報「
紫
紺
の
詩
」

も
さ
ら
に
進
化
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

「
紫
紺
の
詩
」の
誕
生

昭
和
54
年
卒 

明
誠
会

総
明
会
50
周
年
記
念
誌 

編
纂
委
員
長

玉
置 

孝
一

総
明
会
会
報
発
刊
50
号
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
報
制
作
か
ら
離
れ
て
十
数
年
が
経

ち
ま
し
た
。
私
が
会
報
委
員
会
に
在
籍
し
て
い
た

の
は
2
0
0
6
年
(平
成
18
年
︶
か
ら
2
0
1
2

年（
平
成
24
年
）
ま
で
の
7
年
間
で
し
た
。
私
が

会
報
制
作
で
心
掛
け
て
い
た
の
は
「
二
つ
の
か
ん

し
ん
」で
し
た
。

一
つ
目
は
「
関
心
」
で
す
。
こ
れ
は
卒
業
生
に

学
校
行
事
、
班
ク
ラ
ブ
活
動
、
卒
業
生
の
活
躍
な

ど
母
校
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
記
事
を
掲
載

す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
、
二
つ
目
は
「
感
心
」

で
す
。
現
在
、過
去
の
母
校
に
関
わ
る
こ
と
で「
感

心
」
す
る
記
事
。
簡
単
に
言
え
ば
「
へ
っ
ー
！
本

当
に
？
」
過
去
を
遡
り
記
事
を
探
し
て
掘
り
下
げ

る
。
こ
の
「
感
心
」
は
取
材
に
時
間
も
掛
か
り
ま

す
が
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
座
談
会
も

い
い
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
盛
り
上
が
る
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

闘
紺
会（
昭
和
60
年
卒
）
が
幹
事
学
年
で
担
当

し
た
大
学
側
と
高
校
側
と
の
座
談
会
は
い
い
内

容
で
し
た
。
時
折
、
脱
線
も
あ
り
ま
し
た
が
話
が

途
切
れ
る
こ
と
な
く
「
感
心
」「
関
心
」
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
で
し
た
。
私
は
総
明
会
50
周
年
誌
の
製

作
に
も
関
わ
り
ま
し
た
が
同
じ
学
校
で
も
時
代
が

違
え
ば
文
化
が
違
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
融
合
」
で
す
。
結
論
か
ら
言
え
ば
文

化
の
違
い
は
容
易
に
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
戦
前
と

戦
後
で
は
全
く
違
う
校
風
、
文
化
が
あ
っ
た
の
で

し
た
。

会
報
制
作
で
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
総
明

会
50
周
年
を
記
念
し
て
会
報
に
命
名
し
た
こ
と

で
す
。
私
は
か
ね
て
よ
り
決
め
て
い
た
「
紫
紺
の

詩
」を
提
案
し
ま
し
た
。
命
名
に
あ
た
り
、先
ず
明

治
で
学
ん
だ
多
く
の
卒
業
生
に
永
く
愛
さ
れ
る
名

称
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
明
治
を
感

じ
ら
れ
る
名
前
で
あ
る
こ
と
。
会
報
制
作
は
他
の

委
員
会
に
先
駆
け
て
始
動
が
早
い
委
員
会
で
す
。

そ
こ
で
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
応
援
歌「
紫
紺
の
歌
」

で
し
た
。

い
つ
如
何
な
る
時
も
先
陣
を
切
っ
て
歌
わ
れ
る

総
明
会
会
報
第
50
号
発
行
と
の
こ
と
、誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
総
明
会
の

活
動
の
な
か
で
会
報
と
の
関
わ
り
で
思
い
出
す
こ

と
を
つ
ら
つ
ら
と
書
い
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
幹
事
学
年
の
2
0
0
3
年
は
、
C
D
会
報

の
2
代
目
を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
だ
、
色
々
な
メ

デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
途
上
で
、
C
D
を
閲
覧
す
る

P
C
が
普
及
し
た
て
の
頃
で
し
た
。
初
代
C
D
版

会
報
が
前
年
に
制
作
さ
れ
、
P
C
が
手
元
に
な

い
、
あ
る
い
は
操
作
に
不
慣
れ
で
中
が
読
め
な
い

な
ど
様
々
な
課
題
を
頂
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

し
た
。
我
々
幹
事
学
年
と
会
報
委
員
会
で
対
応

を
検
討
し
、会
員
の
皆
様
に
総
会
懇
親
会
の
お
知

ら
せ
と
、
会
報
記
事
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
印
刷
し

た
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
紙
を
同
封
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
私
は
、
慣
れ
な
い
H
T
M
L
と
格
闘
し
て

コ
ン
テ
ン
ツ
を
貼
り
付
け
、
C
D
版
会
報
の
骨
格

を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
、
映
画
制
作
な
ど
を
行
っ
て

い
る
同
期
の
プ
ロ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

次
年
か
ら
は
小
冊
子
に
戻
り
、
C
D
版
と
タ
ブ

ロ
イ
ド
版
の
セ
ッ
ト
は
こ
の
回
限
り
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
総
明
会
の
50
周
年
誌
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
、
50
周
年
誌
編
纂
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
私
は
周
年
誌
の
担
当
副
会
長
を
務
め
ま
し

た
。
周
年
誌
の
編
集
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
発
行

さ
れ
た
総
明
会
会
報
が
先
輩
の
手
で
現
物
保
存

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
劣
化
紛
失
し
て
し
ま

う
前
に
総
明
会
の
歴
史
と
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
保

存
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
費
用
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
は
賛
同
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
、
紙
媒
体
は

ス
キ
ャ
ン
し
、電
子
フ
ァ
イ
ル
化
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
総
明
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
歴
代
の
総
明

会
会
報
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ

の
と
き
の
成
果
で
す
。

応
援
歌
の
切
り
込
み
隊
長
。
こ
れ
こ
そ
総
明
会
の

切
り
込
み
隊
長
、
会
報
委
員
会
で
は
な
い
か
。
そ

し
て
、
多
く
の
情
報
を
集
め
て
作
る
会
報
誌
は
卒

業
生
の
声
＝
詩
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
想
い
を
こ

め
て
「
紫
紺
の
詩
」と
な
っ
た
次
第
で
す
。
ま
た
、

そ
の
揮
毫
を
総
明
会
名
誉
会
長
の
向
殿
政
男
氏

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
魂
が
注
入
さ
れ
た

愛
称
が
完
成
し
た
の
で
す
。

過
去
の
会
報
か
ら
は
時
代
背
景
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
記
事
も
多
く
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
記
事
に
は
「
古
き
善
き
時
代
」
を
感
ぜ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
時
代
を
遡
り
、

記
事
を
書
く
こ
と
は
時
間
も
掛
か
り
ま
す
が
是
非

と
も
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
会
報
委
員

会
は
取
材
で
先
輩
方
の
同
期
会
、
学
校
行
事
、
先

生
方
へ
取
材
に
行
く
こ
と
が
多
い
委
員
会
で
す
。

明
治
の「
点
」を「
線
」で
つ
な
ぎ
、や
が
て「
面
」

に
し
て
同
窓
生
を
束
ね
る
と
い
う
一
面
を
持
っ
て

い
ま
す
。
会
報
は
情
報
を
受
け
止
め
、
発
信
し
て

い
く
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ

ら
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
私
が
50
周
年
記
念
誌
を
制
作
し
た
過

程
で
目
に
留
ま
っ
た
言
葉
を
記
し
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
は
、総
明
会
初
代
会
長
・
笹
村
越
郎
氏
の

「
同
窓
会
は
学
校
の
精
神
的
な
支
え
」
で
あ
る
と

い
う
信
念
で
す
。
こ
れ
は
総
明
会
活
動
の
根
幹
で

あ
り
、
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
伝
え
た
い
理
念

で
す
。
経
済
的
な
支
援
も
大
切
で
す
が
、
心
の
拠

り
所
に
な
る
よ
う
な
寛
容
で
安
心
で
き
る
組
織
―

そ
れ
が
総
明
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り

で
す
。
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4号 昭和53年

総
明
会
会
報
ア
ー
カ
イ
ブ

1975～2024

１
９
７
５
年（
昭
和
50
年
）に
発
刊
さ
れ
た
会
報
は
歴
史
を
重
ね
本
年
２
０
２
４
年

（
令
和
6
年
）に
発
刊
50
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
事
と
な
っ
た
。先
人
の
努
力
に
敬

意
を
表
し
つ
つ
、こ
れ
ま
で
の
会
報
の
変
遷
と
挑
戦
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

同
窓
会
会
報
創
刊
挨
拶 

抜
粋 

〜
片
岡
龍
夫
会
長

　「
戦
争
に
よ
っ
て
な
が
い
間
中
断
さ
れ
て
い
た
同
窓
会
が
、昭
和
40
年
６
月
５
日
明
治
大
学
の
記
念
館
を

借
り
て
、再
建
第
1
回
の
創
立
総
会
を
も
っ
て
以
来
、毎
年
６
月
に
開
く
総
会
も
今
年
で
第
11
回
目
を
迎
え

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
は
い
ま
基
礎
づ
く
り
が
終
わ
り
第
二
の
発
展
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。今
後
は
こ
の
会
報
を
媒

介
と
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、年
度
ク
ラ
ス
会
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
と
共
に
、母
校
と
の
連
携

を
深
め
つ
つ
同
窓
会
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
拡
大
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

　
初
代
の
幹
事
学
年
は
昭
和
17
年
卒
、明
中一七
会
に

決
定
し
た
。か
つ
て
の
同
級
生
同
士
で
、遠
慮
の
な
い

討
論
や
綿
密
な
打
合
せ
で
、大
胆
な
ア
イ
デ
ア
や
、細

か
い
配
慮
を
盛
り
込
ん
だ
、楽
し
い
も
の
に
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

総
明
会
会
報

ポ
ケ
ッ
ト
版
発
行

新
聞
タ
イ
プ
か
ら
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
冊
子
に

サ
イ
ズ
が
変
更
さ
れ
た
。

　「
同
窓
会
の
存
在
意
義
は
何
な
ん
で
し
ょ
う
。今

更
言
う
ま
で
も
な
く
、答
え
は
自
明
で
す
。大
先
輩

の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
生
徒
が
学
校
を
卒
業

し
た
と
い
う
輪
は
永
遠
で
あ
り
、学
校
側
は
卒
業
生

の
幸
福
を
祈
り
、卒
業
生
は
学
校
の
発
展
を
願
う
』

の
は
自
然
の
情
で
す
。こ
こ
に
あ
っ
て
、同
窓
会
の

目
的
は
会
員
相
互
間
の
親
睦
で
あ
る
と
共
に
、母
校

発
展
へ
の
賛
助
、す
な
わ
ち
母
校
に
対
す
る
精
神

的
、時
に
は
経
済
的
支
援
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
私
た
ち
の
会
則
に
は
、こ
れ
に
加
え
て

『
同
窓
生
の
知
的
お
よ
び
精
神
的
連
帯
の
も
と
に
』

と
い
う
付
帯
条
件
が
高
ら
か
に
謳
わ
れ
て
い
る
の

は
、総
明
会
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か

ら
が
本
番
の
第
三
ス
テ
ッ
プ
の
充
実
期
に
突
入
し

ま
す
。『
足
腰
を
強
く
し
て
、益
々
事
業
を
発
展
さ

せ
、母
校
と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
ん
に
す
る
』

こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
総
明
会
に
与
え
ら
れ
た
使
命

だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。」

総
明
会
命
名

　
〜
1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）

　
　「
総
明
会
会
報
」発
刊（
１１
号
）

　
第
20
回
総
会
で
会
の
名
称
を「
総
明
会
」と
す

る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。母
校
の
実
質
的
な
創
立

者
で
あ
り
初
代
校
長
で
あ
っ
た
故・鵜
澤
総
明

法
学
博
士
の
名
前
を
い
た
だ
き
、か
つ
明
中
高

同
期
会
お
よ
び
同
窓
生
の
総
体
と
い
う
意
味

あ
い
か
ら
、全
会一致
で
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
坂
本
朝一会
長
挨
拶
抜
粋 

「
同
窓
会
の
場
を

通
じ
て
大
い
に
語
り
合
い
、自
分
た
ち
の
子
供

や
孫
の
た
め
、力
を
つ
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。」

1号 昭和50年2号 昭和51年

3号 昭和52年

昭和34年卒 旧雨会
13号 昭和62年

昭和35年卒 珊瑚の会
14号 昭和63年

昭和46年卒 明潮会
24号 平成10年

昭和47年卒 四七四七同志酔会
25号 平成11年

昭和37年卒 三七会
15号 平成元年

昭和38年卒 二年に一会
16号 平成2年

昭和39年卒 三九会&一一七会
17号 平成3年

昭和42年卒 M41
20号 平成6年

昭和43年卒 紫讃会
21号 平成7年

昭和44年卒 男坂倶楽部
22号 平成8年

昭和45年卒 獅子の会
23号 平成9年

昭和48年卒 波の会
26号 平成12年

昭和49年卒 翼明会
27号 平成13年

昭和40年卒 明優会
18号 平成4年

昭和41年卒 41明友会
19号 平成5年

昭和31年卒 明楽会
7号 昭和56年

昭和30年卒
8号 昭和57年

昭和28年卒 明窓会
6号 昭和55年

昭和17年卒 明中一七会
5号 昭和54年

昭和29年卒 29会
9号 昭和58年

昭和32年卒 明治会
10号 昭和59年

昭和36年卒 明駿会
11号 昭和60年

昭和33年卒 三三会
12号 昭和61年

向
殿
政
男
名
誉
会
長 

会
長
就
任
挨
拶（
１9
号
）抜
粋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
1
9
9
3
年（
平
成
5
年
）

現
役
大
学
生
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
明
治
中
高
生
に
向
け
て
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て

総
明
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
Ｍ
を
発
刊
、第
11
号
ま
で
続
い
た
。

幹
事
学
年
制
が
採
用
さ
れ
る 

1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）〜

　「
こ
ん
な
こ
と
は
今
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、別
に
学
校
の
も
う一つ
の
目
的
は
、よ
い

友
達
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。こ
れ

は
、学
校
の
も
う一つ
の
大
き
な
仕
事
で
あ
り
ま
す
。」

栗
原
勝一会
長
挨
拶（
7
号
）抜
粋
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4号 昭和53年

総
明
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ア
ー
カ
イ
ブ

1975～2024

１
９
７
５
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昭
和
50
年
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刊
さ
れ
た
会
報
は
歴
史
を
重
ね
本
年
２
０
２
４
年

（
令
和
6
年
）に
発
刊
50
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
事
と
な
っ
た
。先
人
の
努
力
に
敬

意
を
表
し
つ
つ
、こ
れ
ま
で
の
会
報
の
変
遷
と
挑
戦
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

同
窓
会
会
報
創
刊
挨
拶 

抜
粋 

〜
片
岡
龍
夫
会
長

　「
戦
争
に
よ
っ
て
な
が
い
間
中
断
さ
れ
て
い
た
同
窓
会
が
、昭
和
40
年
６
月
５
日
明
治
大
学
の
記
念
館
を

借
り
て
、再
建
第
1
回
の
創
立
総
会
を
も
っ
て
以
来
、毎
年
６
月
に
開
く
総
会
も
今
年
で
第
11
回
目
を
迎
え

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
は
い
ま
基
礎
づ
く
り
が
終
わ
り
第
二
の
発
展
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。今
後
は
こ
の
会
報
を
媒

介
と
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、年
度
ク
ラ
ス
会
と
の
連
絡
を
密
に
す
る
と
共
に
、母
校
と
の
連
携

を
深
め
つ
つ
同
窓
会
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
拡
大
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。」

　
初
代
の
幹
事
学
年
は
昭
和
17
年
卒
、明
中一七
会
に

決
定
し
た
。か
つ
て
の
同
級
生
同
士
で
、遠
慮
の
な
い

討
論
や
綿
密
な
打
合
せ
で
、大
胆
な
ア
イ
デ
ア
や
、細

か
い
配
慮
を
盛
り
込
ん
だ
、楽
し
い
も
の
に
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

総
明
会
会
報

ポ
ケ
ッ
ト
版
発
行

新
聞
タ
イ
プ
か
ら
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
冊
子
に

サ
イ
ズ
が
変
更
さ
れ
た
。

　「
同
窓
会
の
存
在
意
義
は
何
な
ん
で
し
ょ
う
。今

更
言
う
ま
で
も
な
く
、答
え
は
自
明
で
す
。大
先
輩

の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
生
徒
が
学
校
を
卒
業

し
た
と
い
う
輪
は
永
遠
で
あ
り
、学
校
側
は
卒
業
生

の
幸
福
を
祈
り
、卒
業
生
は
学
校
の
発
展
を
願
う
』

の
は
自
然
の
情
で
す
。こ
こ
に
あ
っ
て
、同
窓
会
の

目
的
は
会
員
相
互
間
の
親
睦
で
あ
る
と
共
に
、母
校

発
展
へ
の
賛
助
、す
な
わ
ち
母
校
に
対
す
る
精
神

的
、時
に
は
経
済
的
支
援
に
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
私
た
ち
の
会
則
に
は
、こ
れ
に
加
え
て

『
同
窓
生
の
知
的
お
よ
び
精
神
的
連
帯
の
も
と
に
』

と
い
う
付
帯
条
件
が
高
ら
か
に
謳
わ
れ
て
い
る
の

は
、総
明
会
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か

ら
が
本
番
の
第
三
ス
テ
ッ
プ
の
充
実
期
に
突
入
し

ま
す
。『
足
腰
を
強
く
し
て
、益
々
事
業
を
発
展
さ

せ
、母
校
と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
ん
に
す
る
』

こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
総
明
会
に
与
え
ら
れ
た
使
命

だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。」

総
明
会
命
名

　
〜
1
9
8
5
年（
昭
和
60
年
）

　
　「
総
明
会
会
報
」発
刊（
１１
号
）

　
第
20
回
総
会
で
会
の
名
称
を「
総
明
会
」と
す

る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。母
校
の
実
質
的
な
創
立

者
で
あ
り
初
代
校
長
で
あ
っ
た
故・鵜
澤
総
明

法
学
博
士
の
名
前
を
い
た
だ
き
、か
つ
明
中
高

同
期
会
お
よ
び
同
窓
生
の
総
体
と
い
う
意
味

あ
い
か
ら
、全
会一致
で
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
坂
本
朝一会
長
挨
拶
抜
粋 

「
同
窓
会
の
場
を

通
じ
て
大
い
に
語
り
合
い
、自
分
た
ち
の
子
供

や
孫
の
た
め
、力
を
つ
く
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。」

1号 昭和50年2号 昭和51年

3号 昭和52年
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13号 昭和62年

昭和35年卒 珊瑚の会
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20号 平成6年
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22号 平成8年
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昭和31年卒 明楽会
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昭和30年卒
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会
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会
長
就
任
挨
拶（
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号
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粋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〜
1
9
9
3
年（
平
成
5
年
）

現
役
大
学
生
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
明
治
中
高
生
に
向
け
て
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て

総
明
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
Ｍ
を
発
刊
、第
11
号
ま
で
続
い
た
。

幹
事
学
年
制
が
採
用
さ
れ
る 

1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）〜

　「
こ
ん
な
こ
と
は
今
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、別
に
学
校
の
も
う一つ
の
目
的
は
、よ
い

友
達
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。こ
れ

は
、学
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の
も
う一つ
の
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き
な
仕
事
で
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ま
す
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Ａ
４
版
会
報
の
発
行

　
平
成
２
年
卒
明
愛
会
制
作
の
会
報
は
大
き
な
転
換
点

と
な
っ
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
へ
の
変
更
を
実
施
し
た
。カ
ラ
ー

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

特
集
記
事
を
掲
載
可
能
に
し
、広
告
サ
イ
ズ
の
変
更
は
広

告
主
に
も
読
者
に
も
大
き
く
見
や
す
い
広
告
掲
載
を
実

現
し
た
。そ
の
後
も
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
会
報
は
受
け
継
が
れ

て
い
き
数
々
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
な
特
集
が
制
作
さ
れ
、透
明
封
筒
に
て
表
紙
が
見
え
る

形
で
の
郵
送
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

第35号から
Ａ５版にリニューアル
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2013年
総明会会報

2
0
1
3
年
総
明
会
会
報

頂きを目指す
明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

繋がる伝統を世界へ

頂
き
を
目
指
す
繋
が
る
伝
統
を
世
界
へ
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2015 年総明会会報
明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

51
年
目
の
挑
戦
総
明
会
と
い
う
財
産

明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

2020 年総明会会報

前へ！

Go Meiji  !
エール

― リカバリーだ Meiji ! ―

明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会
2021年 総明会会報

２
０
２
１
年
総
明
会
会
報
『
紫
紺
の
詩
』

再
び
紙
面
と
し
て
発
行 
〜
佐
久
間
洋一会
長
挨
拶（
30
号
）抜
粋

　「
今
を
生
き
る
皆
さ
ん
が『
個
を
強
く
』し
て
仕

事
、趣
味
な
ど
の
多
方
面
に
活
動
を
拡
げ
、あ
ら
ゆ

る
垣
根
を
越
え
て
縦
横
無
尽
に
世
界
中
の
人
と
出

会
う
端
緒
を
開
く
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
、会
則
を
見
直

し
、活
動
の
広
範
囲
化
を
図
り
、よ
り
魅
力
あ
る
総

明
会
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。」

吉
田
耕
太
郎
会
長
挨
拶（
42
号
）抜
粋

2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）

　
〜
オ
ト
ナ
の
過
程
Ｍ
復
刊

　「『
若
い
人
の
参
画
』『
母
校
と
交
流
』『
財
政
基

盤
の
確
立
』を
実
現
す
る
。会
の
目
的
の一つ
で
あ

る
母
校
へ
の
賛
助
で
す
が
、母
校
と
総
明
会
は
深
く

つ
な
が
る
べ
き
で
あ
り
、現
役
支
援
と
共
に
、若
手

会
員
と
の
交
流
と
育
成
を
兼
ね
て『
調
布
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ
』や『
Ｍ（
エ
ム
）』の
復
刊
、法
曹
部
会（
組
織
委
員
会
所
属
）の
充
実
な
ど
を
通
じ
、若
手

会
員
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
で
縮
小
版
会
報
を
発
行

2
0
2
0
年（
令
和
２
年
）

　
〜
井
家
上
哲
史
会
長
挨
拶（
46
号
）抜
粋

【
総
明
会
会
報
ア
ー
カ
イ
ブ
編
集
担
当
】

平
成
5
年
卒  

明
鐘
会 

小
岩
井
賢一

　「
昭
和
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和
、ま
た
猿
楽
町
か
ら
調
布
へ

の
校
舎
移
転
や
共
学
化
に
よ
っ
て
、幹
事
学
年
や
新
入
会
員
の

気
質
や
姿
形
は
年
々
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、「『
明
治
』へ
の
想

い
」は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。」

会
報
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化

始
ま
る

　
平
成
7
年
卒
紫
縁
会
が
制
作
し
た
2
0
2
2
年
会
報

よ
り
、会
報
連
動
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ「
総
明
マ
ガ
ジ
ン
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。紙
面
に
Q
R
コ
ー
ド
を
設
け
、そ
こ
か

ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
動
画
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
な
ど
の
閲

覧
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
気

軽
に
会
報
の
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。変
化
を
恐
れ
ず
時
代
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
進
化

し
続
け
る
会
報
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、今
後
も
次
世
代
へ
と
つ
な

が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

会
報
50
号
発
刊
記
念

向
殿
名
誉
会
長
　「
変
化
を
伴
っ
た
継
続
」と
い
う
も
の
が
良

い
。新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出
た
ら
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
採
用
し

て
、時
代
と
と
も
に
変
え
て
い
き
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

玉
置
孝一氏
　（
会
報
は)

明
治
の「
点
」を「
線
」で
つ
な
ぎ
、や
が

て「
面
」に
し
て
同
窓
生
を
束
ね
る
と
い
う一面
を
持
っ
て
い
ま

す
。会
報
は
情
報
を
受
け
止
め
、発
信
し
て
い
く
重
要
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
総
明
会
会
報
50
号
発
刊
記
念
に
当
た
り
、歴
代
総
明
会
会

長
は
じ
め
、会
報
制
作
に
携
わ
っ
た
諸
先
輩
方
、総
明
会
会
員

並
び
に
明
治
高
校
関
係
者
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
厚
く
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
き
な
時
代
の
変
化
の
中
で
、試
行
錯
誤
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

重
ね
て
前
進
し
続
け
た
歴
史
そ
の
も
の
が
総
明
会
会
報
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
向
殿
名
誉
会
長
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、「
時
代
と

共
に
変
え
て
い
き
な
が
ら
つ
な
が
る
、変
化
を
伴
っ
た
継
続
が

良
い
」と
の
お
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し
た
。変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
紡
ぐ
唯
一
無
二
の
作
品
と
し
て
、人
と
人
の
つ
な

が
り
を
継
続
発
展
し
て
い
く
ツ
ー
ル
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
総

明
会
会
報
は
そ
の
存
在
意
義
に
お
い
て
輝
き
を
増
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。今
後
と
も
世
代
を
超
え
て
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ

る
会
報
誌
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
理
解

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
2
年
卒 

明
愛
会 

広
報
委
員
長 

遠
藤 

克
彦

創
立
1
0
0
周
年
記
念

2
0
1
2
年（
平
成
２４
年
）

　
〜
尾
島
育
四
郎
会
長
挨
拶（
3８
号
）抜
粋

　「『
第一級
の
人
物
た
れ
』初
代
校
長
鵜
澤
総
明
先
生
の
校
訓
は
自

由
闊
達
な
校
風
を
育
み
、麻
布・開
成・明
治
と
称
さ
れ
た
進
学
校

と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。戦
前
も一貫
し
て
英
語
教
育
を
お
こ

な
っ
た
凛
と
し
た
校
風
が
伺
え
ま
す
。戦
後
は
明
治
大
学
直
系
付

属
校
と
し
て
、文
武
両
道
に
励
み
、男
子
校
と
し
て
活
躍
し
た
華
々

し
い
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。現
在
は
男
子
校
か
ら
共
学
校
へ
と
新
た

な
伝
統
を
築
い
て
お
り
ま
す
。」

総
明
会
創
立
50
周
年

　
〜
会
報
誌
命
名「
紫
紺
の
詩
」

　
２
０
１
４
年
、設
立
50
周
年
を
迎
え
た
総
明
会
。

会
報
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、理
事
会
、評
議
員
会

を
経
て
選
考
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
総
明
会
50
周
年
行

事
の一環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　
公
募
に
よ
り
選
考
が
行
わ
れ
、「
紫
紺
」「
白
雲
」

「
総
明
」「
男
坂
」と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
い
ず
れ
か

が
含
ま
れ
る
名
前
が
相
応
し
い
と
の
意
見
に
よ
り
、

会
報
を
示
す
言
葉
を「
歌
」で
は
な
く
総
明
会
会
員

の
心
に
残
る
言
葉
を「
詩（
う
た
）」と
表
現
し
、「
紫

紺
の
詩
」に
決
定
し
た
。そ
の
後
向
殿
名
誉
会
長
が

揮
毫
さ
れ
た
。

　
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）明
紫
会
の
制
作
し
た
会
報
の
媒
体
は
Ｃ
Ｄ
で
あ
っ
た
。

　
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
校
歌
が
流
れ
、会
長
の
挨
拶
や
応
援
歌
の

音
声
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
た
。昭和50年卒 明紫会

28号 平成14年

昭和51年卒 明々会
29号 平成15年

昭和52年卒 男子校根性組
30号 平成16年

昭和53年卒 紫友会
31号 平成17年

昭和55年卒 紫魂会
33号 平成19年

昭和54年卒 明誠会
32号 平成18年

昭和56年卒 明翔会
34号 平成20年

昭和58年卒 明輪会
36号 平成22年

昭和57年卒 明魂会
35号 平成21年

平成2年卒 明愛会
43号 平成29年

平成3年卒 明仁会
44号 平成30年

平成5年卒 明鐘会
46号 令和2年

平成6年卒 隆明会
47号 令和3年

平成4年卒 快汗、どすこい塾
45号 令和元年

平成8年卒 紫誠会
49号 令和5年

平成7年卒 紫縁会
48号 令和4年

昭和62年卒 明猿会
40号 平成26年

昭和63年卒 昭和戊辰乃会
41号 平成27年

昭和61年卒 新世輝
39号 平成25年

昭和60年卒 闘紺会
38号 平成24年

会
報
Ｃ
Ｄ
版
発
行

平成元年卒 平成改元会
42号 平成28年

昭和59年卒 明心会
37号 平成23年

〜
雑
誌
サ
イ
ズ
に
し
て
さ
ら
に
読
み
や
す
く

平成9年卒 紫雲会
50号 令和6年

S O U M E I K A I  M A G A Z I N E  5 0 T H  A N N I V E R S A R Y  I S S U E 総明会会報50号記念
特別企画

総明会会報50号記念
特別企画 ISSUE

50th
ISSUE
50th

222024  総明会会報 「紫紺の詩」



Ａ
４
版
会
報
の
発
行

　
平
成
２
年
卒
明
愛
会
制
作
の
会
報
は
大
き
な
転
換
点

と
な
っ
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
へ
の
変
更
を
実
施
し
た
。カ
ラ
ー

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ん
だ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

特
集
記
事
を
掲
載
可
能
に
し
、広
告
サ
イ
ズ
の
変
更
は
広

告
主
に
も
読
者
に
も
大
き
く
見
や
す
い
広
告
掲
載
を
実

現
し
た
。そ
の
後
も
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
会
報
は
受
け
継
が
れ

て
い
き
数
々
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

か
な
特
集
が
制
作
さ
れ
、透
明
封
筒
に
て
表
紙
が
見
え
る

形
で
の
郵
送
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
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2
0
1
3
年
総
明
会
会
報

頂きを目指す
明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

繋がる伝統を世界へ

頂
き
を
目
指
す
繋
が
る
伝
統
を
世
界
へ
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2015 年総明会会報
明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

51
年
目
の
挑
戦
総
明
会
と
い
う
財
産

明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会

2020 年総明会会報

前へ！

Go Meiji  !
エール

― リカバリーだ Meiji ! ―

明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会
2021年 総明会会報

２
０
２
１
年
総
明
会
会
報
『
紫
紺
の
詩
』

再
び
紙
面
と
し
て
発
行 

〜
佐
久
間
洋一会
長
挨
拶（
30
号
）抜
粋

　「
今
を
生
き
る
皆
さ
ん
が『
個
を
強
く
』し
て
仕

事
、趣
味
な
ど
の
多
方
面
に
活
動
を
拡
げ
、あ
ら
ゆ

る
垣
根
を
越
え
て
縦
横
無
尽
に
世
界
中
の
人
と
出

会
う
端
緒
を
開
く
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
し
、会
則
を
見
直

し
、活
動
の
広
範
囲
化
を
図
り
、よ
り
魅
力
あ
る
総

明
会
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。」

吉
田
耕
太
郎
会
長
挨
拶（
42
号
）抜
粋

2
0
1
6
年（
平
成
28
年
）

　
〜
オ
ト
ナ
の
過
程
Ｍ
復
刊

　「『
若
い
人
の
参
画
』『
母
校
と
交
流
』『
財
政
基

盤
の
確
立
』を
実
現
す
る
。会
の
目
的
の一つ
で
あ

る
母
校
へ
の
賛
助
で
す
が
、母
校
と
総
明
会
は
深
く

つ
な
が
る
べ
き
で
あ
り
、現
役
支
援
と
共
に
、若
手

会
員
と
の
交
流
と
育
成
を
兼
ね
て『
調
布
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ
』や『
Ｍ（
エ
ム
）』の
復
刊
、法
曹
部
会（
組
織
委
員
会
所
属
）の
充
実
な
ど
を
通
じ
、若
手

会
員
の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
で
縮
小
版
会
報
を
発
行

2
0
2
0
年（
令
和
２
年
）

　
〜
井
家
上
哲
史
会
長
挨
拶（
46
号
）抜
粋

【
総
明
会
会
報
ア
ー
カ
イ
ブ
編
集
担
当
】

平
成
5
年
卒  

明
鐘
会 

小
岩
井
賢一

　「
昭
和
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和
、ま
た
猿
楽
町
か
ら
調
布
へ

の
校
舎
移
転
や
共
学
化
に
よ
っ
て
、幹
事
学
年
や
新
入
会
員
の

気
質
や
姿
形
は
年
々
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、「『
明
治
』へ
の
想

い
」は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。」

会
報
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化

始
ま
る

　
平
成
7
年
卒
紫
縁
会
が
制
作
し
た
2
0
2
2
年
会
報

よ
り
、会
報
連
動
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ「
総
明
マ
ガ
ジ
ン
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。紙
面
に
Q
R
コ
ー
ド
を
設
け
、そ
こ
か

ら
各
種
イ
ベ
ン
ト
動
画
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
な
ど
の
閲

覧
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
気

軽
に
会
報
の
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。変
化
を
恐
れ
ず
時
代
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
進
化

し
続
け
る
会
報
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、今
後
も
次
世
代
へ
と
つ
な

が
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

会
報
50
号
発
刊
記
念

向
殿
名
誉
会
長
　「
変
化
を
伴
っ
た
継
続
」と
い
う
も
の
が
良

い
。新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出
た
ら
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
採
用
し

て
、時
代
と
と
も
に
変
え
て
い
き
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

玉
置
孝一氏
　（
会
報
は)

明
治
の「
点
」を「
線
」で
つ
な
ぎ
、や
が

て「
面
」に
し
て
同
窓
生
を
束
ね
る
と
い
う一面
を
持
っ
て
い
ま

す
。会
報
は
情
報
を
受
け
止
め
、発
信
し
て
い
く
重
要
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
総
明
会
会
報
50
号
発
刊
記
念
に
当
た
り
、歴
代
総
明
会
会

長
は
じ
め
、会
報
制
作
に
携
わ
っ
た
諸
先
輩
方
、総
明
会
会
員

並
び
に
明
治
高
校
関
係
者
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
厚
く
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
大
き
な
時
代
の
変
化
の
中
で
、試
行
錯
誤
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

重
ね
て
前
進
し
続
け
た
歴
史
そ
の
も
の
が
総
明
会
会
報
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
向
殿
名
誉
会
長
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
は
、「
時
代
と

共
に
変
え
て
い
き
な
が
ら
つ
な
が
る
、変
化
を
伴
っ
た
継
続
が

良
い
」と
の
お
言
葉
が
心
に
響
き
ま
し
た
。変
化
に
柔
軟
に
対

応
し
な
が
ら
紡
ぐ
唯
一
無
二
の
作
品
と
し
て
、人
と
人
の
つ
な

が
り
を
継
続
発
展
し
て
い
く
ツ
ー
ル
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
総

明
会
会
報
は
そ
の
存
在
意
義
に
お
い
て
輝
き
を
増
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。今
後
と
も
世
代
を
超
え
て
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ

る
会
報
誌
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
理
解

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
2
年
卒 

明
愛
会 

広
報
委
員
長 

遠
藤 

克
彦

創
立
1
0
0
周
年
記
念

2
0
1
2
年（
平
成
２４
年
）

　
〜
尾
島
育
四
郎
会
長
挨
拶（
3８
号
）抜
粋

　「『
第一級
の
人
物
た
れ
』初
代
校
長
鵜
澤
総
明
先
生
の
校
訓
は
自

由
闊
達
な
校
風
を
育
み
、麻
布・開
成・明
治
と
称
さ
れ
た
進
学
校

と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。戦
前
も一貫
し
て
英
語
教
育
を
お
こ

な
っ
た
凛
と
し
た
校
風
が
伺
え
ま
す
。戦
後
は
明
治
大
学
直
系
付

属
校
と
し
て
、文
武
両
道
に
励
み
、男
子
校
と
し
て
活
躍
し
た
華
々

し
い
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。現
在
は
男
子
校
か
ら
共
学
校
へ
と
新
た

な
伝
統
を
築
い
て
お
り
ま
す
。」

総
明
会
創
立
50
周
年

　
〜
会
報
誌
命
名「
紫
紺
の
詩
」

　
２
０
１
４
年
、設
立
50
周
年
を
迎
え
た
総
明
会
。

会
報
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、理
事
会
、評
議
員
会

を
経
て
選
考
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
総
明
会
50
周
年
行

事
の一環
と
し
て
行
わ
れ
た
。

　
公
募
に
よ
り
選
考
が
行
わ
れ
、「
紫
紺
」「
白
雲
」

「
総
明
」「
男
坂
」と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
い
ず
れ
か

が
含
ま
れ
る
名
前
が
相
応
し
い
と
の
意
見
に
よ
り
、

会
報
を
示
す
言
葉
を「
歌
」で
は
な
く
総
明
会
会
員

の
心
に
残
る
言
葉
を「
詩（
う
た
）」と
表
現
し
、「
紫

紺
の
詩
」に
決
定
し
た
。そ
の
後
向
殿
名
誉
会
長
が

揮
毫
さ
れ
た
。

　
２
０
０
２
年（
平
成
14
年
）明
紫
会
の
制
作
し
た
会
報
の
媒
体
は
Ｃ
Ｄ
で
あ
っ
た
。

　
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
な
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
校
歌
が
流
れ
、会
長
の
挨
拶
や
応
援
歌
の

音
声
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
た
。昭和50年卒 明紫会

28号 平成14年

昭和51年卒 明々会
29号 平成15年

昭和52年卒 男子校根性組
30号 平成16年

昭和53年卒 紫友会
31号 平成17年

昭和55年卒 紫魂会
33号 平成19年

昭和54年卒 明誠会
32号 平成18年

昭和56年卒 明翔会
34号 平成20年

昭和58年卒 明輪会
36号 平成22年

昭和57年卒 明魂会
35号 平成21年

平成2年卒 明愛会
43号 平成29年

平成3年卒 明仁会
44号 平成30年

平成5年卒 明鐘会
46号 令和2年

平成6年卒 隆明会
47号 令和3年

平成4年卒 快汗、どすこい塾
45号 令和元年

平成8年卒 紫誠会
49号 令和5年

平成7年卒 紫縁会
48号 令和4年

昭和62年卒 明猿会
40号 平成26年

昭和63年卒 昭和戊辰乃会
41号 平成27年

昭和61年卒 新世輝
39号 平成25年

昭和60年卒 闘紺会
38号 平成24年

会
報
Ｃ
Ｄ
版
発
行

平成元年卒 平成改元会
42号 平成28年

昭和59年卒 明心会
37号 平成23年

〜
雑
誌
サ
イ
ズ
に
し
て
さ
ら
に
読
み
や
す
く

平成9年卒 紫雲会
50号 令和6年

S O U M E I K A I  M A G A Z I N E  5 0 T H  A N N I V E R S A R Y  I S S U E
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《会費 事前納付振込先》
11月11日（月）までに納付をお願いいたします。

明治はもう一歩、前へ！
60回を区切りに、総明会はさらに進化します。

「総会・懇親会」は装いを新たにOB・OGの皆さまをお迎えするべく、
例年のホテル開催ではなく、調布校舎を会場に選びました。

猿楽町校舎で学んだ人たちも、調布校舎で学んだ人たちも
みんなが “ONE MEIJI”の精神で
今ある立派な学び舎に集いましょう。

今年で退任される先生との触れ合いの場や、恒例の応援団ステージなど、
企画盛りだくさんで皆さまのお越しを心よりお待ちしています。

祝 第60回記念祝 第60回記念  2024年11月23日（土・祝）2024年11月23日（土・祝）

総明会「総会・懇親会」総明会「総会・懇親会」ののご案内ご案内
会 場：	 明治大学付属明治高等学校・明治中学校
	 〒182-0033 東京都調布市富士見町4-23-25
時 間：	 特別企画  13時50分開会（多目的教室）　
	 総　　会  14時30分開会（鵜澤總明ホール）
	 懇 親 会  15時40分開宴（食堂） 18時30分終了予定

今年のテーマは 『おかえり～ここがみんなの還る場
ま な び や

所～』

60回記念は60回記念は
すべてがスペシャル！すべてがスペシャル！

書道部卒業生書道部卒業生によるによる
書書のお渡しのお渡し

あの学食のあの学食の
味が復刻？味が復刻？

天
ぷ

ら
、ス

テ

ー
キ、手毬寿司・・・充実

し
た

お
食

事

天
ぷ

ら
、ス

テ

ー
キ、手毬寿司・・・充実

し
た

お
食

事

特別企画（プレイベント）
　現役生徒の活躍、母校のイマを紹介
　今の明治高校はこんなにスゴイ！現役教諭がプレゼン

　ご退職前 恩師との語りの場を用意
　みんなおいで！懇談・再会の場をセッティング

先生への寄せ書き大募集↑

01

02

並木 啓先生 吉田 重幸先生 駒形 くみ子先生 

写真は顧問の松井先生と
現役部員

NEW!

素敵なお土産！！
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《お申込み方法》
●Webからのお申し込み、または「返信ハガキ」のどちらかでお申し込みください。
　Webからのお申し込みは右記のQRコードにアクセスし、
　申込フォームに必要事項を入力してください。
●申込フォームで登録いただいた方は、返信ハガキの投函は不要です。
　（Webでのお申し込みを推奨しています）
●事前申し込みがない方でも、当日ご来場いただけますので、お気軽にお運びください。

※お振込手数料についてはご負担をお願いいたします。
※一旦納付された会費につきましては、お返しできません。予めご了承ください。当日欠席された場合も、同様にご返金できません。

貴重な浄財といたしまして、総明会活動に利用させていただきます。

お振込みの際は氏名の前後に卒業年また
は同期会名を付記してください。

今年度は、特に「共学校となった以降の若い世代からの参加を増やしていきた
い」という幹事学年の意向により、まずは今年限りの試みとしてヤング会員が
より参加しやすい金額（事前納付で3,000円）を設定しています。

アクセスのご案内

《会費 事前納付振込先》
11月11日（月）までに納付をお願いいたします。

《会　費》

例：昭和年代卒業の方：シヨ62 メイジタロウ
　　平成年代卒業の方：ヘイ9　メイジジロウ
　　同期会名記入の方：メイジハナコ シウンカイ

三菱 UFJ 銀行
支　　店  神田駅前支店（店番010）
普通口座  2212184
口座名義  キシヅカ　タイキ

会費のご案内
便利な事前納付が

お得です！

シニア会員（昭和56年以前のご卒業）	 10,000円	>	 9,000円
アダルト会員（昭和57年から平成20年までのご卒業）	12,000円	>	 11,000円
ヤング会員（平成21年以降のご卒業）	 8,000円	>	 3,000円
学生会員（大学生・大学院生） 	 3,000円	>	 3,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方）	 7,000円	>	 6,000円

当日払い 　　　　　  事前納付

❶無料送迎バスを利用する
往路は京王線「飛田給」駅、
復路は「調布」駅と「飛田給」駅まで
専用の無料送迎バスを運行します。

●バスの乗車場所、時刻表などの詳細は別紙同封のご案内チラシ、または
総明会のホームページを参照ください。

●お車でのご来校はご遠慮ください。近隣のコンビエンスストアやファミリー
レストランへの駐車は迷惑行為となりますので、絶対にお止めください。
●校舎内および周辺道路はすべて禁煙区域ですので、喫煙（電子タバコ
　を含む）は絶対にお控えください。

❷路線バスを利用する
小田急・京王バス「大沢コミュニティセンター」または
「調布中学校」下車徒歩約3分
●京王線「調布」駅中央口北側よりバス約10分
●中央線「武蔵境」駅南口よりバス約20分
●中央線「三鷹」駅南口よりバス約30分
●小田急線「狛江」駅北口よりバス約30分

❸最寄りの駅から歩いてみる
●健脚の方は最寄りの京王線「西調布」駅から徒歩でのご
　来校も可能です。約18分、ほぼ一本道です。

第
六
十
回 

総
会 

式
次
第（
案
）

一
、開
会
の
辞

二
、会
長
挨
拶

三
、議
長
選
出

四
、書
記
選
出

五
、議
事

	

・
会
務
報
告
と
事
業
予
定
に
つ
い
て

	

・
会
計
報
告
と
予
算
承
認
に
つ
い
て

	

・
監
査
報
告
に
つ
い
て

	

・
そ
の
他

六
、閉
会
の
辞

本校

調布

飛田給

西調布

矢野口

武蔵境 三鷹

● 調布中学校

● 国立天文台図書館

東八通り

人見街道

● 神代植物公園

● 電気通信大学

中央自動車道

● 武蔵野公園

● 東京調布飛行場

● 味の素スタジアム

JR中央線至八王子 至新宿

至新宿
京王線

JR南部線

人見街道
東八道路

多摩川

三
鷹
通
り

武
蔵
境
通
り

121

123

14

20

110

●調布中学校

大沢コミュニティセンター●

本校
北門

正門

調布中学校

大沢コミュニティセンター

ファミリーレストラン ●ファミリーレストラン ●

大沢コミュニティセンター●

北門

●調布中学校

大沢コミュニティセンター

※今回の総会では会計期間の変更に伴う6ヵ月の移行期間を含む18ヵ月分の会務
報告と会計報告、監査報告となります。
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設立60周年を祝して

山崎 秀樹

明治大学付属明治高等学校・明治中学校同窓会

総明会　会長

　昨年の第59回総会において選任され、総明会第10代
会長となりました昭和50年卒（明紫会）の山崎秀樹です。
どうぞよろしくお願いします。
　総明会は1965年（昭和40年）6月5日に明治大学記念
館で行われた第1回総会をもって設立され、今年60年目の
節目を迎えることとなりました。この間の活動について、総
明会50周年記念誌は『同窓会は決して安定していたわけ
ではない。脆弱な財政基盤、低調な同期会活動、同窓の融
和。これらを乗り越え50周年を迎えたのはひとえに「母校
愛」といった至って単純でわかりやすい同窓会を支える根
幹があったからだ。』と記しています。母校・恩師・友人・同
窓生に囲まれた熱き青春時代の思いを胸に、こうした同窓
会の諸課題を解決しながら活動を続けられた諸先輩方の
努力の上に総明会があります。
　現在、総明会の活動は幅を広げ、同窓生の親睦を深め
るだけでなく、母校への賛助を果たしながら、組織委員会
による「就活会」や法曹部会による「裁判傍聴会」などの機
会を通じて後輩同窓生への支援にも力を入れています。そ
して、これから先の総明会を描く上で、絶対に必要なこと
が女性会員の参加ということになります。神田猿楽町に
あった母校は、2008年に調布に移転するとともに共学校
となりました。男子校であった時代の雰囲気を持つ総明会
は共学校としての同窓会として大きく変化していかなけれ
ばならないと感じているわけです。
　このような中、本年度幹事学年である平成9年卒の紫雲
会は「おかえり～ここがみんなの還る

まなびや

場所～」をテーマに、
世代を超えてOB・OGが文化と心意気を継承していく仕
組み作りの元年にしようという想いで「総会・懇親会」の会
場を明治高校校舎として、その準備を進めているところで
す。若手や女性会員も楽しく参加できるような総明会とな
るよう努力していますので、どうかより多くの会員皆様のご
参加をお待ちしております。
　最後に、同窓会の根幹を引き継いでいただけた諸先輩
のご尽力に敬意を表するとともに、総明会設立60年を言
祝ぎ、巻頭のご挨拶と致します。

仲間へのエールを！

大六野 耕作
明治大学　学長

明治大学長の大六野耕作でございます。本来であれば、
本年11月に開催予定でありました総明会・懇親会の場で
皆さまにお目にかかり直接ご挨拶すべきところですが、コ
ロナ禍のためこれが叶いませんので、会報誌「紫紺の詩」
の紙面をお借りし、一言ご挨拶申し上げます。
明治大学は今年、創立140周年を迎えました。駿河台

キャンパス内に所在する「明治大学博物館」では、本年11
月の上旬まで、「校友山脈～明治大学の教育と人材～」と
題する特別展を開催しています。58万人を超える校友の
中から、顕著な業績を残された人々と、その方々を育んだ
本学の教育を主題としたこの展示を先日見学いたしまし
たが、各界に渡る多士済々の校友諸氏の活躍は、まさに
「山脈」の名にふさわしく、本学の輝かしい歴史として脈々
と引き継がれていることを改めて実感いたしました。もちろ
んその中には、生粋の「明治魂」を明治高等学校・中学校
で育まれた総明会会員の皆様も多くいらっしゃいます。多
感な思春期を「良い仲間たち」とともに謳歌し、卒業後も総
明会を通じてタテ・ヨコの深い絆を大切にしながら、大変
な時節にあっても互いを鼓舞し「エール」を送り合える仲
間がいること、これこそ総明会会員の皆様に与えられたか
けがえのない特権と言えるのではないでしょうか。
文部科学省においても長らく「高大接続改革」の重要性

が提唱されております。政治、経済、文化、あらゆる事柄が
世界的広がりを持ち、その影響が瞬時に他へ波及する現
代において、高等教育（明治大学）とその基礎となる中等
教育（明高中）が果たすべき役割は、今後ますます重きを
なすことでしょう。大学・高校・中学校の紐帯をさらに強固
にし、より一層充実した教育を展開して参りたいと存じま
す。総明会の皆様におかれましても、今後とも変わらぬご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたり、井家上哲史会長をはじめ、本年の幹事学

年である平成6年度「隆明会」の皆様に対し心から御礼申
し上げるとともに、総明会及び関係者の皆様の益々のご健
勝とご活躍を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

第60回総明会
「総会・懇親会」に寄せて

井家上 哲史

明治大学付属明治高等学校・明治中学校

校 長

　第60回総明会「総会・懇親会」が明治高校校舎にて開
催されるとのこと、誠におめでとうございます。自分が総明
会の一会員として幹事学年を経験したのが第39回でした
ので、21年の経過を懐かしく思い出しております。とりわけ
第60回の記念すべき機会に校長として会員の皆様を母校
にお迎えすることができ、誠に光栄に存じます。
　今年のテーマは「おかえり～ここがみんなの還る

まなび や

場所
～」と聞きました。今年の幹事学年は平成9年卒の紫雲会
の皆さん。
　実行委員長の小谷さん、副委員長の岸塚さん、事務局
長の佐藤さん、寄付広告委員長の近藤さん、会報委員の
中山さん、そして式典委員長として本校現役教諭の和田さ
んをはじめとする幹事学年の皆さんが、心を込めて準備さ
れてきました。
　特に、ホテル等と比べて何かと制約の多い学校を会場と
して総会および飲食を伴う懇親会を企画されたのは、ひと
えに若手会員を含む幅広い会員に出席いただきたいとい
う気持ちからでしょう。私も同感です。
　本校は猿楽町から調布に移転、共学となり、はや16年と
なりました。その間、4000名を超える卒業生が調布の校
舎から巣立っております。近年の学校紹介パンフレットで
は「進化する伝統校」という言葉を使用して受験生に本校
の目指すところをアピールしています。
　時代に応じて変化するところはあっても、本質は変えて
はならず、またそれはその世代の人たちによって守られて
行く。
　不易流行という言葉があります。生徒と接していて彼ら
は現代の少年少女ではありますが、変わらぬ明高生の矜
恃を感じております。
　さて、本校は昨年人工芝の張り替えが行われ、大変緑の
映える美しい校庭となりました。和田教諭をはじめ多くの
現役教諭先輩教諭が臨席の予定と聞いております。
　調布の校舎を巣立った方、調布に頻繁に来られている
方も、そうではない方も、今の学び舎を見て頂きたく、会員
の皆さんのご来場を心よりお待ちしております。

共に「前へ！」

柳谷　孝
学校法人 明治大学  理事長

　このたびはコロナ禍の困難な状況下にもかかわりませ
ず、「エール －リカバリーだ Meiji !－」を活動テーマに掲
げた平成6年卒「隆明会」の皆様のご尽力により、2021年
総明会会報『紫紺の詩』が発行されますことを、心よりお
慶び申し上げます。また、井家上会長をはじめ、総明会の
皆様方には、日頃より本学に多大なるご理解とご支援を
賜っており、厚く御礼を申し上げます。
　さて、近年の明治高校卒業生の活躍は目を見張るもの
があります。顕著な功績を挙げられた明治高校卒業生を
表彰する「卒業生顕彰式」にも毎年出席させていただいて
おりますが、総代や早期卒業者を含む各学部の学業成績
優秀者や、公認会計士試験、国家公務員総合職試験など
各種難関試験の大学在学中の合格者など、まさに明治大
学をリードする存在であります。こうした明治高等学校の
プレゼンスの向上は、安藏校長先生をはじめ、永年に亘っ
て教育の質的向上に努めてこられた教職員の皆様のご尽
力の賜物であり、また総明会の皆様のご指導とご支援のお
かげでございます。
　ところで、本年1月17日に、本学はおかげさまで「創立
140周年」を迎えました。創立140周年記念事業の一つと
して、「初年次教育」、「教養教育」、「国際教育」を展開する
“場”の創出を目的とした、和泉新教育棟「和泉ラーニング
スクエア」が来年3月に竣工予定です。各種記念事業を支
える「創立140周年記念事業募金」に対しまして、昨年11
月に総明会から100万円のご寄付を賜りました。学校法人
明治大学を代表し、心より御礼を申し上げます。
　また、本学は本年11月1日開催予定の創立140周年記
念式典の場において、第二次長期ビジョン「ME I J I 
VISION 150 ‒前へ‒」を発表いたします。次の創立150
周年、更にその先も、本学が「世界に開かれた大学」そして
「世界に発信する大学」として未来に輝き続けていくため
に、総明会の皆様と共に「前へ！」邁進してまいりたいと存
じます。
　結びになりますが、1日も早く新型コロナウイルスが終息
し、皆様と紫紺の旗の下に再び集う日が来ることを願うと
ともに、総明会のますますのご発展と会員各位のご健勝を
ご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。
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設立60周年を祝して

山崎 秀樹

明治大学付属明治高等学校・明治中学校同窓会

総明会　会長

　昨年の第59回総会において選任され、総明会第10代
会長となりました昭和50年卒（明紫会）の山崎秀樹です。
どうぞよろしくお願いします。
　総明会は1965年（昭和40年）6月5日に明治大学記念
館で行われた第1回総会をもって設立され、今年60年目の
節目を迎えることとなりました。この間の活動について、総
明会50周年記念誌は『同窓会は決して安定していたわけ
ではない。脆弱な財政基盤、低調な同期会活動、同窓の融
和。これらを乗り越え50周年を迎えたのはひとえに「母校
愛」といった至って単純でわかりやすい同窓会を支える根
幹があったからだ。』と記しています。母校・恩師・友人・同
窓生に囲まれた熱き青春時代の思いを胸に、こうした同窓
会の諸課題を解決しながら活動を続けられた諸先輩方の
努力の上に総明会があります。
　現在、総明会の活動は幅を広げ、同窓生の親睦を深め
るだけでなく、母校への賛助を果たしながら、組織委員会
による「就活会」や法曹部会による「裁判傍聴会」などの機
会を通じて後輩同窓生への支援にも力を入れています。そ
して、これから先の総明会を描く上で、絶対に必要なこと
が女性会員の参加ということになります。神田猿楽町に
あった母校は、2008年に調布に移転するとともに共学校
となりました。男子校であった時代の雰囲気を持つ総明会
は共学校としての同窓会として大きく変化していかなけれ
ばならないと感じているわけです。
　このような中、本年度幹事学年である平成9年卒の紫雲
会は「おかえり～ここがみんなの還る

まなびや

場所～」をテーマに、
世代を超えてOB・OGが文化と心意気を継承していく仕
組み作りの元年にしようという想いで「総会・懇親会」の会
場を明治高校校舎として、その準備を進めているところで
す。若手や女性会員も楽しく参加できるような総明会とな
るよう努力していますので、どうかより多くの会員皆様のご
参加をお待ちしております。
　最後に、同窓会の根幹を引き継いでいただけた諸先輩
のご尽力に敬意を表するとともに、総明会設立60年を言
祝ぎ、巻頭のご挨拶と致します。

仲間へのエールを！

大六野 耕作
明治大学　学長

明治大学長の大六野耕作でございます。本来であれば、
本年11月に開催予定でありました総明会・懇親会の場で
皆さまにお目にかかり直接ご挨拶すべきところですが、コ
ロナ禍のためこれが叶いませんので、会報誌「紫紺の詩」
の紙面をお借りし、一言ご挨拶申し上げます。
明治大学は今年、創立140周年を迎えました。駿河台

キャンパス内に所在する「明治大学博物館」では、本年11
月の上旬まで、「校友山脈～明治大学の教育と人材～」と
題する特別展を開催しています。58万人を超える校友の
中から、顕著な業績を残された人々と、その方々を育んだ
本学の教育を主題としたこの展示を先日見学いたしまし
たが、各界に渡る多士済々の校友諸氏の活躍は、まさに
「山脈」の名にふさわしく、本学の輝かしい歴史として脈々
と引き継がれていることを改めて実感いたしました。もちろ
んその中には、生粋の「明治魂」を明治高等学校・中学校
で育まれた総明会会員の皆様も多くいらっしゃいます。多
感な思春期を「良い仲間たち」とともに謳歌し、卒業後も総
明会を通じてタテ・ヨコの深い絆を大切にしながら、大変
な時節にあっても互いを鼓舞し「エール」を送り合える仲
間がいること、これこそ総明会会員の皆様に与えられたか
けがえのない特権と言えるのではないでしょうか。
文部科学省においても長らく「高大接続改革」の重要性

が提唱されております。政治、経済、文化、あらゆる事柄が
世界的広がりを持ち、その影響が瞬時に他へ波及する現
代において、高等教育（明治大学）とその基礎となる中等
教育（明高中）が果たすべき役割は、今後ますます重きを
なすことでしょう。大学・高校・中学校の紐帯をさらに強固
にし、より一層充実した教育を展開して参りたいと存じま
す。総明会の皆様におかれましても、今後とも変わらぬご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
結びにあたり、井家上哲史会長をはじめ、本年の幹事学

年である平成6年度「隆明会」の皆様に対し心から御礼申
し上げるとともに、総明会及び関係者の皆様の益々のご健
勝とご活躍を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

第60回総明会
「総会・懇親会」に寄せて

井家上 哲史

明治大学付属明治高等学校・明治中学校

校 長

　第60回総明会「総会・懇親会」が明治高校校舎にて開
催されるとのこと、誠におめでとうございます。自分が総明
会の一会員として幹事学年を経験したのが第39回でした
ので、21年の経過を懐かしく思い出しております。とりわけ
第60回の記念すべき機会に校長として会員の皆様を母校
にお迎えすることができ、誠に光栄に存じます。
　今年のテーマは「おかえり～ここがみんなの還る

まなび や

場所
～」と聞きました。今年の幹事学年は平成9年卒の紫雲会
の皆さん。
　実行委員長の小谷さん、副委員長の岸塚さん、事務局
長の佐藤さん、寄付広告委員長の近藤さん、会報委員の
中山さん、そして式典委員長として本校現役教諭の和田さ
んをはじめとする幹事学年の皆さんが、心を込めて準備さ
れてきました。
　特に、ホテル等と比べて何かと制約の多い学校を会場と
して総会および飲食を伴う懇親会を企画されたのは、ひと
えに若手会員を含む幅広い会員に出席いただきたいとい
う気持ちからでしょう。私も同感です。
　本校は猿楽町から調布に移転、共学となり、はや16年と
なりました。その間、4000名を超える卒業生が調布の校
舎から巣立っております。近年の学校紹介パンフレットで
は「進化する伝統校」という言葉を使用して受験生に本校
の目指すところをアピールしています。
　時代に応じて変化するところはあっても、本質は変えて
はならず、またそれはその世代の人たちによって守られて
行く。
　不易流行という言葉があります。生徒と接していて彼ら
は現代の少年少女ではありますが、変わらぬ明高生の矜
恃を感じております。
　さて、本校は昨年人工芝の張り替えが行われ、大変緑の
映える美しい校庭となりました。和田教諭をはじめ多くの
現役教諭先輩教諭が臨席の予定と聞いております。
　調布の校舎を巣立った方、調布に頻繁に来られている
方も、そうではない方も、今の学び舎を見て頂きたく、会員
の皆さんのご来場を心よりお待ちしております。

共に「前へ！」

柳谷　孝
学校法人 明治大学  理事長

　このたびはコロナ禍の困難な状況下にもかかわりませ
ず、「エール －リカバリーだ Meiji !－」を活動テーマに掲
げた平成6年卒「隆明会」の皆様のご尽力により、2021年
総明会会報『紫紺の詩』が発行されますことを、心よりお
慶び申し上げます。また、井家上会長をはじめ、総明会の
皆様方には、日頃より本学に多大なるご理解とご支援を
賜っており、厚く御礼を申し上げます。
　さて、近年の明治高校卒業生の活躍は目を見張るもの
があります。顕著な功績を挙げられた明治高校卒業生を
表彰する「卒業生顕彰式」にも毎年出席させていただいて
おりますが、総代や早期卒業者を含む各学部の学業成績
優秀者や、公認会計士試験、国家公務員総合職試験など
各種難関試験の大学在学中の合格者など、まさに明治大
学をリードする存在であります。こうした明治高等学校の
プレゼンスの向上は、安藏校長先生をはじめ、永年に亘っ
て教育の質的向上に努めてこられた教職員の皆様のご尽
力の賜物であり、また総明会の皆様のご指導とご支援のお
かげでございます。
　ところで、本年1月17日に、本学はおかげさまで「創立
140周年」を迎えました。創立140周年記念事業の一つと
して、「初年次教育」、「教養教育」、「国際教育」を展開する
“場”の創出を目的とした、和泉新教育棟「和泉ラーニング
スクエア」が来年3月に竣工予定です。各種記念事業を支
える「創立140周年記念事業募金」に対しまして、昨年11
月に総明会から100万円のご寄付を賜りました。学校法人
明治大学を代表し、心より御礼を申し上げます。
　また、本学は本年11月1日開催予定の創立140周年記
念式典の場において、第二次長期ビジョン「ME I J I 
VISION 150 ‒前へ‒」を発表いたします。次の創立150
周年、更にその先も、本学が「世界に開かれた大学」そして
「世界に発信する大学」として未来に輝き続けていくため
に、総明会の皆様と共に「前へ！」邁進してまいりたいと存
じます。
　結びになりますが、1日も早く新型コロナウイルスが終息
し、皆様と紫紺の旗の下に再び集う日が来ることを願うと
ともに、総明会のますますのご発展と会員各位のご健勝を
ご祈念申し上げまして、お祝いの言葉といたします。

　

明
治
大
学
付
属

明
治
高
等
学
校・明
治
中
学
校

校
長

井
家
上 

哲
史

（
明
治
大
学
理
工
学
部
教
授
）

上
野 

正
雄

柳
谷

　孝

学
校
法
人
明
治
大
学

理
事
長
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45
歳
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
総
明
会
」
の
幹
事
学

年
と
い
う
大
役
を
担
う
年
の
幕
が
開
い
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
真
冬
の

散
歩
道
、
何
か
ら
手
を
つ
け
て
い
い
や
ら
分
か
ら
ぬ

ま
ま
に
、
ま
ず
は
こ
の
会
報
を
無
事
に
発
行
さ
せ
る

た
め
、そ
し
て
秋
の
式
典（
総
会
・
懇
親
会
）を
盛
会

と
す
る
た
め
に
実
行
委
員
長
と
し
て
最
初
に
着
手

し
た
の
が
寄
付
広
告
活
動
で
し
た
。

ブ
ラ
ボ
ー
な
グ
ッ
ズ
制
作
か
ら
作
戦
開
始

　

一
口
に
「
寄
付
広
告
」と
云
っ
て
も
、
や
る
こ
と

は
幅
広
な
わ
け
で
す
が
、
具
体
的
に
手
掛
け
た
の
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
制
作
か
ら
。
決
し
て
金
稼
ぎ

を
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個

人
寄
付
の
返
礼
と
し
て
用
意
す
る
も
の
と
、
先
代
た

ち
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
期
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
「
紫
雲

会
」
と
し
て
制
作
し
た
の
は
「
真
空
ス
テ
ン
レ
ス
カ

ラ
ー
タ
ン
ブ
ラ
ー
」「
伸
縮
型
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
」「
快

適
と
と
の
う
サ
ウ
ナ
マ
ッ
ト
」の
3
種
類
。

　

こ
れ
ら
の
品
を
、
ま
る
で
海
外
に
で
も
高
飛
び
す

る
の
か
と
い
う
よ
う
な
巨
大
ト
ラ
ン
ク
に
パ
ン
パ
ン

に
詰
め
、
学
年
単
位
の
同
期
会
や
班
ク
ラ
ブ
O
B
・

O
G
会
、有
志
団
体
の
会
合
な
ど
を
週
末
ご
と
に
巡

り
ま
し
た
。
そ
の
数
は
ざ
っ
と
30
カ
所
。

　

ま
た
さ
す
が
に
こ
の
「
三
点
盛
」
だ
け
で
は
心
許

な
い
と
判
断
し
、
先
輩
か
ら
譲
り
受
け
た
過
去
の

グ
ッ
ズ
余
剰
品
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
に
、
ク
ラ

シ
カ
ル
な
ア
イ
テ
ム
を
「
白
雲
な
び
く
セ
ッ
ト
」「
血

潮
は
燃
え
て
セ
ッ
ト
」
な
ど
と
銘
打
っ
て
ご
年
配
の

方
々
の
愛
校
心
を
く
す
ぐ
り
、寄
付
を
募
り
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ド
や
注
文
伝
票
な
ん
か
も
作
っ
て
み

た
り
し
て
、
通
販
の
真
似
ご
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。

　

始
め
の
う
ち
は
寄
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
す
ら
躊

躇
し
て
い
て
、
先
輩
か
ら
「
も
っ
と
積
極
的
に
回
り

な
よ
」と
言
わ
れ
て
い
た
引
っ
込
み
思
案
の
自
分
も
、

会
を
重
ね
る
ご
と
に
馴
染
ん
で
き
て
、
後
半
と
も
な

る
と
行
商
？
も
す
っ
か
り
板
に
つ
い
た
か
、
参
加
者

の
先
輩
方
か
ら
「
あ
ま
り
に
手
慣
れ
す
ぎ
て
い
て
怖

い
」
と
か
「
ジ
ャ
〇
ネ
ッ
ト
か
ら
来
た
の
？
」
と
か

「
去
年
も
幹
事
学
年
や
っ
て
い
た
人
だ
よ
ね
？
見
た

こ
と
あ
る
」
な
ど
と
揶
揄
わ
れ
る
始
末
。
そ
れ
で
も

総
明
会
で
幹
事
学
年
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
は
1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）。
既
に
経
験
さ
れ
た
先

輩
方
、
こ
れ
か
ら
そ
の
役
割
が
訪
れ
る
若
人
た
ち
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
こ
の
会
報
を
手
に
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
お
っ
と
、進
次
郎
構
文
さ
な
が
ら
当
た
り
前
の
こ
と
を
口
走
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
幹
事
学
年
の
活
動
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
主
に
寄
付
広
告
活
動
や
就

活
会
、総
明
会
本
部
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
な
ど
を
通
じ
て
、実
行
委
員
長
目
線
で
感
じ
た
こ
と

を
体
験
談
と
し
て
書
き
留
め
て
お
き
た
い
と
筆
を
執
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
こ
の
任
を
担
う
未
来
の
幹

事
学
年
さ
ん
に
と
っ
て
、少
し
で
も
役
に
立
つ
も
の
で
あ
れ
ば
と
信
じ
て
。

幹
事
学
年
が
見
た
、昨
今
の
同
期
会
事
情
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皆
さ
ん
優
し
い
の
で
、
た
く
さ
ん
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
だ
ん
だ
ん
愉
し
く
な
っ
て
き

て
し
ま
い
、
あ
の
手
こ
の
手
グ
ッ
ズ
拡
販
大
作
戦
は

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
3
0
0
個
ず
つ
用
意
し
た
タ
ン

ブ
ラ
ー
、ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
、サ
ウ
ナ
マ
ッ
ト
は
7
月

上
旬
に
は
見
事
「
完
売
御
礼
」に
。
追
加
で
増
産
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
残
り
わ
ず
か
な

秋
冬
の
活
動
期
に
も
う
ひ
と
山
、機
運
醸
成
の
波
を

起
こ
し
た
い
と
明
治
グ
ッ
ズ
の
制
作
で
お
馴
染
み
の

大
前
実
之
先
輩（
昭
和
49
年
卒
・
翼
明
会
）の
会
社

で
あ
る
ペ
ッ
プ
・
メ
イ
ツ
㈱
へ
出
向
き
新
た
な
グ
ッ

ズ
の
開
発
も
手
掛
け
ま
し
た
。

　

新
作
ア
イ
テ
ム
は
「
手
ぬ
ぐ
い
」。
そ
れ
も
同
時

に
3
種
類
で
す
。
母
校
の
校
歌
、
第
一
應
援
歌「
紫

紺
の
歌
」、
学
生
歌「
都
に
匂
う
花
の
雲
」の
詩
を
プ

リ
ン
ト
し
た
も
の
を
こ
ち
ら
は
1
2
0
セ
ッ
ト
の
限

定
商
品
と
し
て
ご
用
意
。
た
だ
い
ま
絶
賛
申
込
受

付
中
で
す（
と
さ
り
げ
な
く
宣
伝
す
る
こ
と
も
忘
れ

ま
せ
ん
）。「
手
ぬ
ぐ
い
」は
11
月
23
日（
土
・
祝
）の

「
総
会
・
懇
親
会
」当
日
に
も
出
店
を
構
え
、寄
付
の

返
礼
品
と
し
て
ご
案
内
す
る
予
定
で
す
。

び
っ
く
り
！
現
役
最
年
長
88
歳
の
同
期
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
会
に
足
を
運
び
ま
し
た
が
、
中
で
も

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
学
年
ご
と
の
カ
ラ
ー
が
如

実
に
表
れ
る
「
同
期
会
」
で
す
。
総
じ
て
10
名
前
後

か
ら
多
い
と
こ
ろ
で
30
名
以
上
が
集
ま
っ
て
旧
交

を
温
め
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。
そ
の
輪
に
恩
師

を
招
く
学
年
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

桜
が
咲
き
、
梅
雨
を
や
り
過
ご
し
、
灼
熱
の
陽
射

し
が
降
り
注
ぐ
季
節
を
迎
え
た
頃
、寄
付
や
広
告
集

め
が
一
段
落
し
て
、
と
に
か
く
無
性
に
思
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
先
輩
方
は
長
い
年
月
を
か
け
て
、
一

体
ど
の
よ
う
に
今
の
ス
タ
イ
ル
を
築
き
上
げ
た
の
か

と
い
う
こ
と
。
と
り
わ
け
驚
い
た
の
が
、
昭
和
31
年

卒
の
「
明
楽
会
」と
同
34
年
卒
の
「
旧
雨
会
」。
い
ず

れ
も
日
本
人
男
性
の
平
均
寿
命
81

  

. 

09
歳
を
超
え
て

な
お
、
同
期
会
を
続
け
ら
れ
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
は

感
服
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。（「
明
楽
会
」
や
「
旧

雨
会
」の
同
期
会
の
様
子
は
64
ペ
ー
ジ
か
ら
の
活
動

報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

あ
る
夏
の
日
の
昼
下
が
り
。
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
「
5
年
ぶ
り
に
同
期
会
を
開
催
で
き
た
」
と
喜

ぶ
、生
き
と
し
生
け
る
レ
ジ
ェ
ン
ド「
旧
雨
会
」会
長

の
秋
山
義
昭
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
面
会
を
申
し
入

れ
、お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
オ
イ
お
前
、馬
鹿
野
郎
！
」が
合
言
葉

　
「
同
期
会
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め

に
設
立
さ
れ
た
友
情
広
場
。
懐
か
し
い
顔
、
何
年

経
っ
て
も『
オ
イ
お
前
、馬
鹿
野
郎
！
』と
、卒
業
し

て
か
ら
お
互
い
の
人
生
は
変
わ
っ
て
も
タ
メ
口
で
言

葉
を
交
わ
せ
る
の
が
同
級
生
と
い
う
も
の
。
学
園
生

活
に
戻
っ
て
語
り
合
い
た
い
と
い
う
の
が
ず
っ
と
変

わ
ら
な
い
開
会
の
主
旨
で
す
ね
。

　

寂
し
い
話
に
な
る
け
ど
も
、
こ
の
年
に
な
る
と
同

期
が
亡
く
な
っ
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と

は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
旧
雨
会
も
例
外
で
は
な
く

会
長
、
副
会
長
は
元
々
別
の
人
間
が
や
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
『
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』と
い

オシャンティな寄付返礼品「三点盛」は好評で増産することに

秋に向けて制作したオリジナルの新作グッズ「校歌・應援歌手ぬぐい」

メニューボードも作って同期会訪問

29 総明会会報 「紫紺の詩」 2024



う
使
命
感
で
8
年
ほ
ど
前
か
ら
会
長
職
を
仰
せ
つ

か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

い
ま
同
期
会
運
営
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
メ
ン
バ
ー
は
当
時
の
番
長
グ
ル
ー
プ（
笑
）。
決

し
て
み
ん
な
い
い
生
徒
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
。
そ

れ
で
も
現
代
社
会
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
陰

湿
な
い
じ
め
は
一
切
な
か
っ
た
。
札
付
き
の
ワ
ル
と

言
わ
れ
る
連
中
は
、
頭
の
良
い
子
た
ち
の
こ
と
は
必

死
で
守
っ
た
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
点
で
も
悪
ガ
キ

と
優
等
生
、
ど
ち
ら
に
も
顔
が
利
く
か
ら
適
任
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
ね
」（
秋
山
さ
ん
）

同
期
集
合
の
決
め
手
は「
名
簿
管
理
」

　
「
旧
雨
会
」
の
取
り
組
み
で
特
筆
す
べ
き
は
名
簿

管
理
を
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
個
人
情
報
の
保

護
が
叫
ば
れ
る
時
代
に
あ
え
て
「
永
久
会
員
名
簿
」

と
呼
ば
れ
る
冊
子
タ
イ
プ
の
名
簿
を
作
成
し
、変
更

が
生
じ
た
際
は
必
ず
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
と
呼
び

か
け
、
高
頻
度
で
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
ロ

グ
な
手
作
業
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、
離
れ
て
し

ま
っ
た
同
期
と
も
手
紙
や
電
話
で
い
つ
で
も
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
、
実
に
理
に
適
っ
て
い
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

多
分
に
漏
れ
ず
自
分
た
ち
「
紫
雲
会
」も
卒
業
し

て
か
ら
同
期
と
疎
遠
に
な
り
、
気
づ
け
ば
連
絡
先
が

さ
っ
ぱ
り
分
か
り
ま
せ
ん
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
幹
事
学
年
が
始
動
し
て
す
ぐ
に
直
面
し
た
壁

＝
ど
う
や
っ
て
同
期
を
再
集
結
さ
せ
ら
れ
る
か
、
と

い
っ
た
課
題
に
も
し
っ
か
り
と
答
え
を
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
「
旧
雨
会
」

が
同
期
会
を
開
催
さ
れ
た
の
と
同
じ
場
所
、東
京
メ

ト
ロ
銀
座
線
・
京
橋
駅
直
結
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
京
橋

モ
ル
チ
ェ
」で
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、平
日
の
真
っ
昼

間
か
ら
生
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
チ
ー
ズ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
つ
ま
み
な
が
ら
、
大
先
輩
と
小
谷
の
二
人
だ
け
で

赤
や
白
の
ワ
イ
ン
の
ボ
ト
ル
を
空
っ
ぽ
に
し
た
こ
と

は
内
緒
に
し
て
お
き
ま
す
。

　

ま
さ
に
自
分
の
父
親
世
代
で
あ
る
御
年
84
歳
の

名
伯
楽
の
元
気
な
こ
と
と
云
っ
た
ら
。
豪
放
磊ら

い
ら
く落

さ
に
は
た
だ
た
だ
び
っ
く
り
で
、
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。
宿
さ
れ
た
生
命
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
「
旧
雨
会
」
の
3
期
上
の
「
明
楽
会
」
も
お
元

気
に
活
動
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
も
う
、
誰

が
見
た
っ
て
全
員
優
勝
、金
メ
ダ
ル
で
し
ょ
う
。

グ
ッ
ズ
に
支
配
さ
れ
る
日
々
か
ら
解
放

　

さ
て
、
実
行
委
員
長
と
も
う
一
つ
の
顔
と
し
て
、

グ
ッ
ズ
拡
販
推
進
担
当
を
自
ら
買
っ
て
出
た
こ
と

で
、我
が
家
の
玄
関
は
明
治
グ
ッ
ズ
の
倉
庫
と
化
し

ま
し
た
。
山
積
み
の
段
ボ
ー
ル
、
週
末
ご
と
の
在
庫

チ
ェ
ッ
ク
と
棚
卸
し
に
加
え
、
個
別
ア
イ
テ
ム
の
発

送
作
業
ま
で
。
こ
ん
な
と
き
ち
ょ
っ
と
間
借
り
で
き

る
倉
庫
な
ん
ぞ
を
持
っ
た
自
営
業
の
同
期
が
近
く

に
い
た
ら
な
ぁ
な
ど
と
、
な
い
も
の
ね
だ
り
を
し
て

み
ま
し
た
が
あ
と
の
祭
り
。

　

結
果
、春
夏
期
を
通
じ
て
、率
先
し
て
同
期
会
行

脚
を
し
て
き
ま
し
た
が
「
紫
雲
会
」
全
体
で
も
延
べ

62
名
が
協
力
し
て
く
れ
、
十
分
な
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
玄
関
前
の
グ
ッ
ズ
の
タ

ワ
ー
も
だ
い
ぶ
片
付
い
た
印
象
で
す
。（「
寄
付
金

の
ご
報
告
と
御
礼
」
は
1
0
0
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
皆

さ
ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
）

同
期
の
お
店
で
乾
杯
す
る
愉
し
さ
も

　

ま
た
、
同
期
会
を
巡
っ
て
い
る
と
「
王
道
パ
タ
ー

ン
」と
で
も
呼
ぶ
べ
き
か「
勝
利
の
方
程
式
」と
云
い

た
く
な
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
も
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
特
に
昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代
の
先
輩
方

に
多
く
見
ら
れ
た
傾
向
が
、
同
期
が
営
む
お
店
で
同

期
会
を
催
す
と
い
う
ケ
ー
ス
。

　

昭
和
50
年
卒
「
明
紫
会
」は
中
野
に
あ
る
窪
寺
弘

今年2度目の同期会を「玉寿司」で行う昭和60年卒の「闘紺会」

昭和34年卒「旧雨会」の秋山会長
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匡
さ
ん
の
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
＆
バ
ー 

マ
ハ

ロ
ア
」。
60
年
卒
「
闘
紺
会
」
は
新
小
岩
に
あ
る
手

束
謙
一
さ
ん
の
「
和
食 

玉
寿
司
」。
61
年
卒
「
新
世

輝
」は
北
千
住
に
あ
る
猿
田
尚
弘
さ
ん
の
「
民
芸
茶

屋 

佐
留
丹
」。
そ
し
て
62
年
卒
「
明
猿
会
」
は
森
下

に
あ
る
永
瀬
守
さ
ん
の
「
桜
な
べ 

み
の
家
」で
開
催

さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
名
前
を
羅
列
し
た
4
つ
の
お
店
は
す
べ
て

広
告
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
一
応
断
っ
て
お
き
ま
す
け
ど
、
広
告
出
し

て
く
れ
た
か
ら
紹
介
し
て
い
る
提
灯
記
事
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ら
ね
。
そ
ん
な
邪
推
は
ご
勘
弁
で
す
。）

　

ま
た
同
学
年
の
中
で
お
店
を
や
っ
て
い
る
方
が

複
数
い
る
代
で
は
、
年
ご
と
に
輪
番
で
会
を
行
う
こ

と
も
あ
る
の
だ
と
か
。
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う

に
集
え
る
場
所
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
結
束
力
と
い

う
面
で
も
強
み
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
も
楽
し
ん
だ
も
ん
勝
ち

　

こ
の
よ
う
に
上
は
88
歳
の
「
明
楽
会
」か
ら
、
下

は
昨
年
の
幹
事
学
年
「
紫
誠
会
」ま
で
、
個
人
寄
付

や
会
報
広
告
の
お
願
い
を
し
な
が
ら
顔
を
売
り
「
総

会
・
懇
親
会
」
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
き
た
ア
イ

ア
ン
マ
ン
レ
ー
ス
の
ご
と
き
日
々
。
と
て
も
学
び
が

多
く
、未
来
の
自
分
た
ち
の
同
期
会
の
姿
を
想
起
す

る
に
余
り
あ
る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
嬉
し
か
っ
た
の
は
昭
和
57
年
卒
「
明
魂
会
」

に
お
邪
魔
し
た
と
き
の
こ
と
。
貸
切
の
お
店
の
店
内

に
は
会
の
名
称
が
入
っ
た
立
派
な
パ
ネ
ル
が
掲
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
「
明
魂
会 

総
会
・
懇
親
会
」の

下
に
「
平
成
9
年
卒
業 

幹
事
学
年
『
紫
雲
会
』
激

励
会
」
の
文
字
が
。
本
来
な
ら
ば
同
期
だ
け
で
わ
い

わ
い
楽
し
み
た
い
と
こ
ろ
、
ご
自
分
た
ち
も
通
っ
て

来
ら
れ
た
道
、顔
も
名
前
も
知
ら
な
い
幹
事
学
年
の

来
訪
を
心
か
ら
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
明
治

の
名
の
も
と
に
つ
な
が
る
の
っ
て
い
い
も
の
だ
な
ぁ

と
し
み
じ
み
。
じ
ー
ん
。

　

最
後
に
自
分
か
ら
後
輩
の
皆
さ
ん
へ
ア
ド
バ
イ

ス
、
だ
な
ん
て
と
て
も
烏お

こ滸
が
ま
し
く
て
で
き
ま
せ

ん
が「
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
、や
り
た
く
な
い
こ
と

は
や
ら
な
い
」。
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」は
ど
う
し
た
っ

て
あ
り
ま
す
か
ら
。そ
こ
は
、ど
ん
な
こ
と
も
楽
し
ん

だ
も
ん
勝
ち
の
精
神
で
や
り
き
れ
た
ら
も
う
怖
い
も

の
な
し
で
す
。
思
う
よ
う
に
同
期
が
集
ま
ら
な
か
っ

た
り
、軌
道
に
乗
る
ま
で
は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
力
を
貸
し
て
く
れ
た
仲
間
が
い
ま
す
。
そ

れ
は
き
っ
と
一
生
の
宝
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
自
分
た
ち
も
ま
た
、
卒
業
以
来
、
失
わ
れ

て
い
た
日
々
に
終
止
符
を
打
つ
べ
く
、
お
盆
真
っ
盛

り
の
8
月
10
日（
土
）に
「
紫
雲
会
」を
名
乗
っ
て
初

と
な
る
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
宴

席（
本
来
は
同
窓
会
に
公
式

も
へ
っ
た
く
れ
も
な
い
の
で

し
ょ
う
け
ど
）を
開
催
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
同
期
は
19
名
と

ま
だ
ま
だ
今
後
の
伸
び
し
ろ

に
期
待
で
す
が
定
期
開
催

の
素
地
は
作
れ
た
か
と
。
中

学
・
高
校
時
代
に
学
年
主
任

や
担
任
団
、
部
活
の
顧
問
な

ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
4
名

の
恩
師（
山
田
伸
夫
先
生
、清

水
克
悦
先
生
、
藤
田
昭
造
先

生
、前
島
研
二
先
生
）に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、同

期
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
止
ま
っ
て

い
た
時
計
が
今
、ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
ま
し
た
。

（
小
谷 

健
志
）

同窓のお店「マハロア」で同期会を開いた昭和50年卒の「明紫会」

同期会訪問のノウハウを生かして初開催した「紫雲会」（幹事学年・平成9年卒）

昭和57年卒の「明魂会」が用意されたパネルの表記に感動
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の
前
半
は
旅
行
業
界
、
商
社
、
広
告
代
理
店
の
人

事
職
と
転
職
を
重
ね
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
き
た

茂
出
木
さ
ん
が
就
活
に
向
け
て
の
心
構
え
や
、
将

来
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と
を
説
く
と
、
続
い
て
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
三
木
小
夜
子
さ
ん（
平
成
25
年

卒
）が
、自
身
の
イ
ン
タ
ー
ン
採
用
の
経
験
を
踏
ま

え
た
当
意
即
妙
で
あ
り
が
た
い
講
話
を
。
マ
シ
ン

ガ
ン
の
よ
う
な
話
術
で
畳
み
か
け
る“
金
髪
女
子
”

に
会
場
も
一
気
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
の
が
感
じ

取
れ
ま
す
。

　

三
木
さ
ん
は
、
世
界
最
高
峰
の“
カ
ン
ヌ
ラ
イ

オ
ン
ズ
”
と
い
う
広
告
賞
で
ブ
ロ
ン
ズ
を
授
賞
し

て
い
る
凄
腕
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
。
そ
ん
な
彼
女
も

ま
た
れ
っ
き
と
し
た
明
高
O
G
と
い
う
、
こ
れ
も

時
代
の
流
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

製
造
業
に
公
務
員
、業
種
も
職
種
も
多
様

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
パ
ネ
リ
ス
ト

　

休
憩
を
挟
ん
だ
後
半
の
パ
ー
ト
で
は
茂
出
木
さ

　

5
月
25
日（
土
）
今
年
度
の
「
就
活
会
」
を

T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
御
茶
ノ
水
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ル
ー
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
秋
の
「
総
会
・
懇
親
会
」
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
て
い
た
就
活
会
。
昨
今
の
就
職
活
動

の
変
化
か
ら
昨
年
は
9
月
に
前
倒
し
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
さ
ら
に
時
期
を
刷
新
。
早
期
化
の
波

が
止
ま
ら
な
い
就
活
事
情
に
刮か
つ
も
く目

し
「
夏
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
異
例

の
5
月
開
催
と
し
ま
し
た
。

申
し
込
み
初
日
に
学
生
か
ら
の
応
募
殺
到

あ
っ
と
い
う
間
に
満
員
御
礼
の
は
ず
が

　

幹
事
学
年
「
紫
雲
会
」で
就
活
会
委
員
会
の
副

委
員
長
を
務
め
る
茂
出
木
孝
祐
の
進
行
で
開
会
。

冒
頭
、総
明
会
の
山
崎
秀
樹
会
長
の
ご
挨
拶
と
明

治
高
校
・
井
家
上
哲
史
校
長
、
さ
ら
に
は
元
谷
恒

先
生
の
激
励
で
キ
ッ
ク
オ
フ
と
な
っ
た
今
年
の
就

活
会
は
、ス
タ
ー
ト
こ
そ
寂
し
い
人
数
で
し
た
が
、

徐
々
に
人
が
集
ま
り
最
終
的
に
は
32
名
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
本
来
な
ら
ば
申
し
込
み
初
日
に
応
募
が

殺
到
し
、
一
気
に
50
名
の
定
員
に
ま
で
達
し
て
い

た
の
で
す
が
、当
日
は
超
満
員
と
ま
で
は
い
か
ず
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
同
日
同
刻
に
大
学
の
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
で
N
H
K
「
土
ス
タ
」
の
テ
レ
ビ
公

開
収
録
が
あ
り
、
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
虎
に

翼
」
に
出
演
す
る
伊
藤
沙
莉
さ
ん
・
仲
野
太
賀
さ

ん
が
来
て
い
た
影
響
が
あ
っ
た
と
か
、
な
か
っ
た

と
か
。
そ
こ
は
、
良
く
も
悪
く
も
参
加
費
無
料
の

イ
ベ
ン
ト
な
ら
ば
こ
そ
の
宿
命
と
い
う
ヤ
ツ
で

し
ょ
う
か
。

広
告
業
界
の
カ
ン
ヌ
受
賞
者
が
語
る

イ
ン
タ
ー
ン
採
用
の
経
験
談
に

皆
が
聞
き
入
る

　

さ
て
本
編
に
話
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。
座
学
形
式

今
年
の「
就
活
会
」は

“
虎
に
翼
＂フ
ィ
ー
バ
ー
の
裏
番
組
で
、

会
の
在
り
方
に
一
石
を
投
じ
る
新
た
な
試
み
を
。

茂出木孝祐 就活会副委員長が独創性高いコンテンツを制作

御茶ノ水の貸し会議室で行われた「就活会」の全景
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ん
・
三
木
さ
ん
に
「
紫
雲
会
」
か
ら
木
本
隆
史
さ

ん
、
嶋
田
史
郎
さ
ん
、
林
直
幸
さ
ん
の
3
名
を
加

え
、
さ
ら
に
公
務
員
の
田
中
絢
也
さ
ん（
平
成
27

年
卒
）、
転
職
経
験
を
持
つ
営
業
職
の
見
延
里
菜

さ
ん（
平
成
30
年
卒
）
を
招
い
た
多
様
な
パ
ネ
リ

ス
ト
構
成
で
、
職
種
や
業
界
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
設

け
先
輩
た
ち
へ
の「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
。

　

全
然
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
と
ば
か
り
に
真
剣
に

質
問
を
す
る
現
役
学
生
の
表
情
と
、
そ
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
、
熱
心
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
パ
ネ
リ

ス
ト
の
姿
に
、
あ
の
頃
の
自
分
の
就
活
が
い
か
に

い
い
加
減
な
も
の
だ
っ
た
か
を
悔
い
る
ば
か
り
。

　

ま
た
昨
年
に
続
い
て
会
の
途
中
で
西
村
英
之

先
生
が
飛
び
入
り
で
お
越
し
に
な
ら
れ
、
教
え
子

た
ち
と
の
時
間
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の“
い
い
顔
”が
並
ん
だ
フ
ィ
ナ
ー
レ

秋
の
総
会
・
懇
親
会
で
の
再
会
に
期
待

　

最
後
に
本
部
組
織
委
員
会
の
福
島
維
規
委
員

長
が
総
明
会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
今
年

の
11
月
23
日（
土
・
祝
）
に
調
布
の
校
舎
で
開
催

す
る「
総
会
・
懇
親
会
」の
告
知（
も
う
一
度
、
24

〜
25
ペ
ー
ジ
の
案
内
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
）

を
行
い
、そ
れ
を
聞
き
入
る
学
生
た
ち
の
表
情
も
、

と
て
も
い
い
顔
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

人
事
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
茂
出
木
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
も
と
、
大
学
就
職
課
が
専
門
業
務
と

し
て
行
う
就
活
支
援
と
は
一
味
違
う
テ
イ
ス
ト
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
。“
高
校
の
卒
業
生
と
し
て

の
立
場
で
、現
役
学
生
に
対
し
て
何
が
で
き
る
か
”

を
考
え
た
独
創
的
な
構
成
を
試
し
た
今
年
の
就

活
会
。
総
明
会
が
行
う
「
就
活
会
」
の
開
催
方
法

や
在
り
方
を
考
え
る
意
味
で
も
、
今
後
の
運
営
に

一
石
を
投
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
会
の
事
前
準
備
か
ら
当
日
運
営
に
至
る
ま
で

ご
支
援
賜
り
ま
し
た
組
織
委
員
会
の
皆
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

パネリストで登壇した三木小夜子さん（平成25年卒）

起業家枠で2年連続の参加となった嶋田史郎さん（平成9年卒） ディスカッションでは女性参加者の積極性が目立った

「紫雲会」メンバーのアドバイスに聞き入る学生たち
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5
月
11
日（
土
）、
千
葉
県
茂
原
市
で
開
催
さ

れ
る
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会（
98
ペ
ー

ジ
参
照
）
の
運
営
補
助
と
し
て
現
地
に
向
か
っ
た

私
た
ち
は
、
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
場
所
に

立
ち
寄
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
茂
原
市
内
に
あ
る

新に
い
は
る治
小
学
校
。
山
間
に
あ
る
学
校
は
少
子
化
の

影
響
も
あ
っ
て
今
年
3
月
に
閉
校
。
事
前
に
許
可

を
得
て
、私
た
ち
は
中
へ
と
入
り
ま
し
た
。

　

五
月
晴
れ
の
暖
か
な
昼
下
が
り
、
鳥
の
さ
え
ず

り
が
響
き
渡
っ
て
、
学
校
は
の
ど
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
茂
原
市
の
太
田
一
帯
は
、
鵜
澤
家
の
惣

市
少
年
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
後
に
明
治

中
学
校
の
初
代
校
長
と
な
る
鵜
澤
総
明
先
生
を

育
ん
だ
土
地
な
の
で
す
。
明
高
生
で
あ
れ
ば
誰
し

も
が
先
生
の
胸
像
を
見
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
顕
彰
碑
ま
で
見
た
人
は
少
な
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
学
校
の
敷
地
を
進
ん
で
い
く
と
、
見
え
て
き

た
の
は
立
派
な
石
碑
。
そ
の
下
に
立
つ
と
大
人
二

人
分
を
優
に
超
え
る
高
さ
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と

れ
ま
す
。

　

刻
ま
れ
た
文
字
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鵜
澤
先
生
が
こ
の
場
所
か

ら
立
身
し
て
学
を
修
め
、
社
会
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
を
通
じ
て
、
今
年
の
幹
事
学
年
の

テ
ー
マ
「
お
か
え
り
」
が
よ
り
一
層
深
い
意
味
を

持
つ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
中
学
の
礎
を
築
か
れ
た
鵜
澤
先
生
、
そ
の

人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
場
所
に
立
ち
な
が
ら

あ
ら
た
め
て
そ
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
顕
彰

碑
を
後
に
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

 （
佐
藤 

潤
）

　
鵜
澤
先
生
は
1
8
7
2
年
に
千
葉
県
茂
原

市
で
生
を
受
け
幼
少
期
を
過
ご
し
、
わ
ず
か
13

歳
に
し
て
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
り
指
導
す

る
な
ど
、
そ
の
聡
明
さ
は
地
域
で
知
ら
れ
た
存

在
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
、の
ど
か
な
農

村
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
も
熱
心
な
学
者
に
よ
る

教
育
活
動
が
草
の
根
で
行
わ
れ
て
お
り
、
鵜
澤

先
生
も
旧
新
治
小
学
校
の
地
に
あ
っ
た
小
学
校

（
柴
名
学
校
）で
学
び
、
こ
の
地
の
私
塾
に
入
門

し
て
学
問
の
研
鑽
に
励
み
ま
し
た
。
上
京
し
た

後
も
学
び
を
深
め
、
30
歳
を
待
た
ず
に
明
治
法

律
学
校
の
教
壇
に
立
ち
、
1
9
1
2
年
に
は
明

治
中
学
校
の
初
代
校
長
に
、
そ
し
て
1
9
3
4

年
に
は
明
治
大
学
の
総
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

一
方
、学
外
で
は
弁
護
士
と
し
て
も
活
動
さ
れ
、

極
東
国
際
軍
事
裁
判
の
日
本
側
弁
護
団
長
を

務
め
、
ま
た
政
治
家
と
し
て
貴
衆
両
院
の
議
員

を
歴
任
し
ま
し
た
。
自
ら
の
利
害
や
世
評
を
顧

み
ず
信
念
を
貫
い
て
行
動
す
る
中
で
、
本
学
へ

予
期
せ
ぬ
影
響
が
及
ぶ
の
を
本
意
と
せ
ず
、
総

長
職
を
離
れ
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

聡
明
で
清
廉
な
お
人
柄
に
よ
り
校
友
や
教
職
員

か
ら
再
び
本
学
の
復
興
を
託
さ
れ
、
1
9
5
5

年
に
急
逝
さ
れ
る
そ
の
日
ま
で
、
身
命
を
賭
し

て
総
長
職
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

参
考
文
献
：『
明
治
大
学
百
年
史
』

明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会

C

OLUMN

番外編
「
お
か
え
り
」

    

惣
市
少
年
の
ふ
る
さ
と
へ

新治小学校。閉校で門は閉ざされている

校地ではゆったりとした時が流れる

緑と青空に映える顕彰碑。一帯は静かながらも、穏やかな自然の表情を感じとれる

※「2019年総明会会報」74ページにも関連記事があります。ご興味のある方は、そちらもあわせて参照ください。（過去の会報はwebでも閲覧できます）

目の前に来ると圧倒的な存在感

鵜
う ざ わ

澤 総
ふさあき

明
1872～1955
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ただいまインタビュー❶     Soumeikai Annual

学
び
舎
の
記
憶

司
会　

着
任
さ
れ
た
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い

て
、田
中
先
生
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
先
生（
以
降
、田
中
）　

勤
め
始
め
た
時
に

で
す
ね
、ま
ず
は
社
会
科
の
教
員
と
し
て
採
用
さ

れ
た
ん
で
す
け
ど
、硬
式
野
球
部
の
監
督
が
い
な

く
な
っ
て
す
ぐ
に
監
督
と
し
て
就
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
後
に
軟
式
野
球
部
の
監
督
も

い
な
い
状
態
に
な
っ
て
、そ
れ
も
や
り
な
さ
い
っ
て

こ
と
で
し
た
。夏
休
み
に
は
午
前
に
千
葉
で
軟
式

野
球
部
の
練
習
が
あ
っ
て
、午
後
に
は
車
で
そ
の

ま
ま
硬
式
野
球
部
の
つ
つ
じ
ヶ
丘
に
行
っ
た
り
と
、

当
時
は
か
な
り
忙
し
か
っ
た
で
す
ね
。

司
会　

そ
の
当
時
の
明
治
は
野
球
部
が
強
か
っ

た
で
す
よ
ね
。

田
中　

私
が
明
治
中
学
を
受
験
し
た
と
き
に

は
、既
に
甲
子
園
に
行
っ
て
ま
し
た
ね
。

司
会　

生
徒
時
代
の
話
は
あ
り
ま
す
か
。

田
中　

監
督
さ
ん
が
、明
大
野
球
部
の
助
監
督

だ
っ
た
ん
で
す
が
、も
う
一
度
甲
子
園
に
出
場
し

よ
う
と
も
の
す
ご
く
練
習
を
や
っ
て
い
ま
し
た

ね
。日
曜
日
と
か
だ
と
12
時
間
以
上
練
習
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

司
会　

粟
野
先
生
が
入
学
し
た
時
は
、田
中
先

生
と
面
識
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
か
。

粟
野
先
生（
以
降
、粟
野
）　

私
と
田
中
先
生
と

は
2
学
年
違
っ
て
い
た
の
で
、田
中
先
生
が
中
3

で
私
が
中
1
で
し
た
ね
。何
と
な
く
く
ら
い
し

か
面
識
は
な
か
っ
た
で
す
。た
だ
、大
学
の
時
に

教
職
課
程
の
科
目
で
机
を
並
べ
て
座
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、風
の
噂
で
明
治
高

校
に
勤
め
ら
れ
た
と
耳
に
し
ま
し
た
。

司
会　

意
外
と
接
点
は
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

 質実剛健の

教育者たち。   
明治高校 OB であり、 かつての名物教師である田中徹太郎先生、 粟野哲也先生、
則茂雄先生は、教育者としての熱意と知恵をもって生徒たちに道を示し、現在もその
情熱を持ち続けています。在学時代の思い出から教職への挑戦、そして調布への移転、
さらには退職後の生活までを深く語ります。

則 茂雄 先生
（2021 年ご退任）

田中 徹太郎 先生
（2018 年ご退任）

粟野 哲也 先生
（2020 年ご退任）

構成：渡邉 宏之（平成 9 年卒）　司会進行：林　直幸（平成 9 年卒）
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田
中　

放
課
後
に
な
る
と
す
ぐ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
行
っ
て
し
ま
う
の
で
、あ
ま
り
接
点
は
な
く
、

そ
れ
ほ
ど
交
流
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

司
会　

粟
野
先
生
は
歴
研
の
イ
メ
ー
ジ
で
す

ね
。在
学
中
か
ら
で
す
か
？

粟
野　

歴
研
は
教
員
に
な
っ
て
か
ら
で
、在
学
中

は
ず
っ
と
生
徒
会
本
部
だ
っ
た
ん
で
す
。

司
会　

お
ぉ
。で
は
風
紀
を
乱
す
ヤ
ツ
は
許
さ
な

いっ
て
感
じ
で
し
た
か
。

粟
野　
い
や
、そ
う
い
う
の
は
教
育
宣
伝
班
が

あ
っ
た
の
で
、そ
ち
ら
に
お
任
せ
で
す
。

司
会　

ち
な
み
に
、粟
野
先
生
と
則
先
生
は
同

期
な
ん
で
す
よ
ね
。生
徒
時
代
に
交
流
と
か
あ
っ

た
り
し
ま
し
た
か
。

粟
野　

私
は
生
徒
会
本
部
で
、則
先
生
は
吹
奏

楽
班
だ
っ
た
の
で
、在
学
中
に
は
学
校
行
事
で
随

分
い
ろ
い
ろ
と
交
流
が
あ
り
ま
し
た
よ
。

則
先
生（
以
降
、則
）　

私
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。生
徒
会
本
部
に
は
何
か
あ
る

時
に
ブ
ラ
バ
ン
に
出
演
依
頼
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

司
会　

天
文
部
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

則　

天
文
部
は
顧
問
に
な
っ
て
か
ら
携
わ
り
ま

し
た
。在
学
中
は
天
文
同
好
会
で
し
た
。私
が

赴
任
す
る
時
に
恩
師
の
樋
山
先
生
が
天
文
部
の

顧
問
で
し
た
が
、退
職
さ
れ
た
の
で
私
が
引
き
継

い
だ
形
に
な
り
ま
す
。

司
会　

天
文
台
も
古
か
っ
た
で
す
よ
ね
。

則　

私
が
在
学
中
の
時
か
ら
あ
の
天
文
台
が
あ

り
ま
し
た
。1
号
館
が
完
成
し
た
時
に
で
き
た

よ
う
で
、1
9
6
4
年
か
な
、昭
和
39
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。

　

あ
の
天
文
台
も
、当
時
メ
ー
カ
ー
で
作
ら
れ
た

複
数
台
あ
る
中
で
唯
一
生
き
残
っ
て
い
る
の
は
あ

れ
だ
け
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

司
会　

実
は
す
ご
い
設
備
を
使
っ
て
い
た
ん
で
す

ね
。私
が
在
学
中
も
、ま
だ
黒
点
観
測
と
か
で

使
え
て
い
ま
し
た
よ
。

則　

毎
年
、専
門
の
人
が
来
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。天
文
台
も
駆
動
動
力
を

電
動
に
し
た
り
と
改
良
も
さ
れ
て
ま
し
た
。で

も
、あ
る
時
か
ら
予
算
が
付
か
な
く
な
っ
て
以
降

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。

司
会　

天
文
台
が
動
い
た
と
き
は
感
動
し
ま
す

よ
ね
。ま
た
則
先
生
と
い
え
ば「
則
ベ
ラ
」で
す

が
、靴
ベ
ラ
を
使
用
し
始
め
た
き
っ
か
け
っ
て
あ

る
ん
で
す
か
。

則　

他
校
の
非
常
勤
講
師
を
や
っ
て
い
た
時
に

専
任
の
先
生
で
靴
ベ
ラ
を
使
っ
て
い
る
人
が
い
て
、

こ
れ
は
指
し
棒
と
し
て
な
か
な
か
よ
い
な
と
思
っ

て
家
に
あ
っ
た
も
の
を
使
い
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
靴
ベ
ラ
で
は
な
く「
則
棒
」に
な
り

ま
し
た
。今
は
そ
の
則
棒
は
図
書
館
に
寄
贈
し

て
い
ま
す（
笑
）。

調
布
へ
の
移
転

司
会　
「
お
か
え
り
」が
今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

私
た
ち
の
時
代
は
男
子
校
、そ
し
て
そ
の
後
共

学
に
な
り
ま
し
た
。先
生
方
も
女
子
生
徒
と
接

す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、同
じ
生
徒

で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
境
目
み
た
い
な
と
こ
ろ

で
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
し
ま
し

た
か
。

田
中　

実
は
男
女
共
学
に
な
っ
て
怯
え
て
い
た
の

は
、我
々
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
や
っ

て
み
て
わ
か
っ
た
の
は
、同
じ
人
間
と
し
て
差
を

設
け
る
こ
と
な
く
接
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う

こ
と
で
し
た
ね
。

　

猿
楽
町
校
舎
当
時
、私
は
毎
日
校
門
の
前
に

立
っ
て
い
ま
し
た
が
、移
転
し
て
も
続
け
て
い
ま

し
た
。立
っ
て
い
る
と
顔
と
名
前
を
覚
え
ら
れ
る

の
ね
。朝
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
す
る
こ
と
も
大
切
だ

し
、躾
と
い
う
よ
り
は
、人
間
と
し
て
当
た
り
前

の
こ
と
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
考
え
も
あ
り
ま

し
た
。女
子
生
徒
か
ら
は
怪
訝
な
顔
を
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。ス
カ
ー
ト
を
折
り
込
ん

で
短
く
し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も

「
ス
カ
ー
ト
を
下
ろ
し
な
さ
い
」と
注
意
し
た
ら

ま
ず
い
の
で
、た
く
し
あ
げ
な
い
よ
う
に
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

　

本
校
は
校
則
は
ち
ゃ
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
学
校
で
し
た
の
で
、調
布
に
移
転
し
て
も
、

だ
ら
し
な
い
格
好
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
と
考
え
て

い
ま
し
た
。ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
学
校
だ
と
思
っ
て

る
か
ら
続
け
て
き
た
訳
だ
け
ど
、今
の
生
徒
か

ら
す
る
と
煙
た
い
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

粟
野　

た
し
か
に
共
学
化
し
た
と
き
に
一
番
共

学
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
先
生
で
し
た
ね
。

猿
楽
町
の
最
後
の
職
員
会
で
、調
布
に
行
っ
て
も

質
実
剛
健
は
そ
の
ま
ま
で
行
き
ま
し
ょ
う
と
先

生
と
申
し
合
わ
せ
て
い
た
の
で
、そ
う
い
う
意
味

で
共
学
に
な
っ
て
も
教
育
自
体
は
変
え
る
必
要

は
な
い
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、男
子
と
女
子
で
は
受
け
止
め
方
が
違
っ

て
い
る
面
も
あ
る
の
で
、そ
う
し
た
点
は
気
を
付

け
て
い
ま
し
た
ね
。共
学
に
な
っ
た
時
で
も
、実
は

1
ク
ラ
ス
で
も
女
子
は
8
人
程
度
し
か
い
な
く

て
、し
か
も
他
の
学
年
は
み
ん
な
男
子
。だ
か
ら
、

女
子
は
男
子
校
に
乗
り
込
ん
で
く
る
覚
悟
を

持
っ
て
い
た
と
思
う
の
で
、み
ん
な
し
っ
か
り
し
て

い
ま
し
た
よ
。た
だ
、学
年
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
タ

イ
プ
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。1
年
目
は
長
女
的
な

の
で
、質
実
剛
健
の
女
子
で
あ
る
と
言
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

質実剛健の教育者たち。

毎朝、校門の前に立ち続けた田中先生

猿楽町第一校舎の屋上にあった天文台は今も健在

362024  総明会会報 「紫紺の詩」



ただいまインタビュー❶     Soumeikai Annual

生
徒
と
の
絆

司
会　

生
徒
の
話
に
移
り
ま
す
。教
え
子
の
褒

め
た
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

田
中　

私
は
経
済
の
授
業
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

な
る
べ
く
卒
業
す
る
ま
で
に
は
た
と
え
ば
金
利

が
ど
う
い
う
風
に
動
い
て
る
か
っ
て
い
う
よ
う
に
、

経
済
を
読
み
解
い
て
、な
お
か
つ
国
の
色
々
な
政

策
を
見
抜
い
て
ほ
し
いっ
て
考
え
が
あ
っ
た
の
。そ

の
た
め
に
は
、生
の
デ
ー
タ
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、ま
ず
朝
イ
チ
で
関
係
す
る
デ
ー
タ

を
全
部
確
認
し
て
、そ
れ
を
解
説
す
る
と
い
う

形
に
切
り
替
え
た
ん
で
す
。そ
の
よ
う
に
、レ
ベ
ル

を
上
げ
た
ら
、思
い
の
ほ
か
生
徒
が
食
い
付
い
て

く
る
っ
て
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
。レ
ベ
ル
を
高
く
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
つ
い
て
く
る
。日
経
新
聞
の
記
事

に
関
し
て
生
徒
が
解
説
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
す
ご
い
と
感
じ
ま
し
た
。こ
ん
な
に
優
れ
た

生
徒
は
い
な
い
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。私
専
用

の
教
科
書
を
作
っ
て
全
員
に
配
付
す
る
よ
う
に

な
っ
た
け
ど
、大
学
入
っ
て
か
ら
役
立
っ
た
と
い
う

話
を
聞
い
た
時
も
嬉
し
か
っ
た
ね
。あ
と
、本
校

の
生
徒
は
人
柄
が
よ
い
け
ど
、自
信
が
な
い
と
い

う
か
自
己
肯
定
感
が
低
い
よ
う
に
感
じ
て
い
た

の
で
、僕
は
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、周

り
と
一
緒
に
切
り
開
い
て
い
け
る
と
。そ
う
い
う

こ
と
を
部
活
で
言
い
続
け
て
き
た
気
が
す
る
ん

で
す
。そ
う
し
た
話
を
今
で
も
覚
え
て
く
れ
て

い
る
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

粟
野　

中
3
の
修
学
旅
行
で
初
め
て
の
班
別
自

由
見
学
で
す
ね
。そ
れ
ま
で
は
一
日
貸
切
バ
ス
で

団
体
行
動
で
あ
っ
た
の
で
、ど
う
な
る
も
の
か
と

心
配
し
、手
探
り
だ
っ
た
た
め
担
任
の
先
生
方
と

議
論
し
ま
し
た
が
、最
終
的
に
は
実
施
し
よ
う

と
な
っ
た
。昼
ご
飯
以
降
は
自
由
行
動
で
夕
方

に
宿
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
う
。私
は
宿
で
待
機
す

る
役
で
し
た
が
、戻
っ
て
く
る
生
徒
た
ち
は
皆
や

り
遂
げ
た
と
い
う
い
い
顔
を
し
て
い
た
。結
局
、

事
故
も
な
け
れ
ば
遅
刻
も
な
か
っ
た
。当
時
の

生
徒
も
責
任
感
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
た
も
の

と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
見
事
に
や
り
遂
げ
て
く

れ
た
。そ
れ
が
今
も
ず
っ
と
続
い
て
、本
校
の
伝

統
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。自
分
の
手
か
ら
離
れ

た
後
に
、生
徒
た
ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
の

は
、教
師
と
し
て
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

司
会　

三
浦
さ
ん（「
虎
に
翼
」制
作
秘
話
）か
ら

は
、粟
野
先
生
の
言
葉
で
強
く
心
に
残
っ
て
い
る

言
葉
が
あ
る
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
コ
ラ
ム
）

粟
野　

よ
く
覚
え
て
い
た
ね
。彼
が
教
育
実
習

で
来
た
時
に
お
互
い
に
教
員
と
い
う
こ
と
で
、教

員
の
心
構
え
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
で
す
ね
。

司
会　

則
先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

則　
いっ
ぱ
い
あ
り
す
ぎ
る
ね
。生
徒
に
最
後
全

部
任
せ
た
よ
と
な
っ
た
ら
、そ
れ
以
上
の
こ
と
を

や
っ
て
く
れ
た
り
す
る
。根
本
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
の
で
、頭
で
理
解
し
て
行
動
で
き
る
の
が
す

ご
い
と
思
う
。で
も
、当
時
褒
め
ち
ゃ
う
と
図
に

乗
る
で
し
ょ
。だ
か
ら
、ま
だ
足
り
な
い
、足
り
な

い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

退
任
後
の
生
活

司
会　

先
生
方
は
ご
退
職
さ
れ
て
し
ば
ら
く
経

ち
ま
す
が
、今
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
ら
れ

て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

私
は
生
涯
学
習
講
座
の
早
稲
田
の
エ
ク

ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
授
業
を
受
け
に
行
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
経
済
、も
う
一
つ
は
禅
宗
を
学
生
と
し
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。

司
会　

ず
っ
と
教
員
を
さ
れ
て
き
て
教
え
ら
れ

る
立
場
に
な
る
の
は
ど
う
い
う
感
じ
で
す
か
。

田
中　

学
校
で
学
ん
で
君
た
ち
に
教
え
る
の
は

そ
れ
な
り
の
レ
ベ
ル
で
し
か
な
い
の
で
、経
済
っ
て

お
金
が
絡
ん
で
、金
利
が
絡
ん
で
、そ
れ
を
実
際

に
動
か
す
っ
て
い
う
こ
と
に
実
務
と
し
て
携
わ
っ

て
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、そ
の
人
た
ち
が
ど
う

今
の
経
済
を
見
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
や
、実

務
面
が
わ
か
っ
て
非
常
に
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。ま
た
、禅
宗
に
つ
い
て
は
元
々
臨
済
宗

に
興
味
が
あ
っ
て
10
年
く
ら
い
勉
強
し
て
い
た
の

で
あ
ら
た
め
て
学
ん
で
い
ま
す
。

司
会　

田
中
先
生
は
、昔
か
ら
道
元
の
話
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
ね
。

田
中　

臨
済
宗
の
一
番
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、人
間

肯
定
だ
と
思
っ
て
い
て
、教
え
と
し
て
お
も
し
ろ

い
で
す
ね
。

司
会　

私
た
ち
が
生
徒
の
頃
、体
育
館
で
の
全

校
集
会
で
生
徒
た
ち
が
う
る
さ
い
時
に
、田
中

先
生
が
壇
上
に
立
っ
て
私
た
ち
を
見
て
い
る
ん
で

す
よ
。ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
る
の
が
だ
ん
だ
ん
シ
ー

ン
と
な
っ
た
時
に
出
た
先
生
の
一
言
目
が「
道
元

と
い
う
僧
が
居
ま
し
た
」っ
て
切
り
出
し
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。あ
れ
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
っ

た
ん
で
す
か
。

田
中　

お
そ
ら
く
格
好
つ
け
た
ん
で
し
ょ
う
。今

は
、道
元
よ
り
も
、臨
済
宗
に
魅
力
を
感
じ
て
い

ま
す
。「
臨
済
録
」は
人
間
の
大
肯
定
よ
り
成
立

「虎に翼」に活きる粟野先生との対話
" 教育とは一緒に階段を登り直すこと "

「虎に翼」制作秘話（8 ページ参照）、三浦直人さ
んとの打合せの中で、歴研でお世話になった粟野
先生に関して、次のようなお話がありました。
田中徹太郎先生、粟野哲也先生、則茂雄先生、いず
れも、中学・高校時代に直接教えていただいた先生
方でして、さまざまな影響を受けておりますが、歴
史研究部ということで、粟野先生から教えていただ
いたことを少しだけ書かせていただきます。
明治中学に入学してから今日まで、20 年近く粟
野先生にお世話になっております。生徒として
粟野先生に学んだことはもちろんなのですが、私
自身、歴研のコーチなどで、卒業後も中高と関わ
ることが多かったため、授業や教育に関する先生
の哲学自体を折に触れてお話しいただく機会に恵
まれました。私が教育実習生として母校の教壇に
立った際、粟野先生が「教育というのは、一度階
段を上まで登った人間（教員）が、階段を降り
て、生徒と一緒にもう一度登ることだ」という趣
旨のことを教えて下さって、粟野先生が、何度も
私たちと一緒に階段を登り続けて下さっているこ
とを、あらためて実感しました。卒業後もさまざ
まな立場として、粟野先生からアドバイスをいた
だいてきた私は、おそらく、最も多く粟野先生に
階段を一緒に登っていただいた（いただいている）
一人なのではないかと思っています。

粟野先生の教えは多くの生徒に影響を与えた
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し
て
い
ま
す
。ま
た
、盤ば

ん
け
い
ぜ
ん
じ

珪
禅
師
の
不
生
禅
も
同

様
に
素
晴
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、も
う
一つ
。明
治
大
学
教
育
会
の
会
長

を
し
て
い
ま
す
。教
職
課
程
の
先
生
と
一
緒
に
使

命
感
を
持
っ
た
先
生
を
育
て
よ
う
と
い
う
こ
と

と
、明
大
を
出
た
現
職
の
先
生
が
5
0
0
0
人

程
度
い
ま
す
の
で
そ
こ
の
親
睦
会
も
兼
ね
て
や
っ

て
い
ま
す
。た
と
え
ば
月
1
回
優
秀
な
先
生
を

呼
ん
で
そ
の
授
業
を
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
、ど
う

い
う
観
点
で
や
っ
て
い
る
の
か
を
学
ん
で
も
ら
っ

た
り
、あ
と
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
い
い
教
育

を
さ
れ
て
い
る
先
生
を
お
呼
び
し
て
実
体
験
を

話
し
て
も
ら
っ
た
り
、そ
う
い
う
活
動
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

粟
野　

私
は
い
ろ
ん
な
高
校
の
社
会
科
の
先
生

方
に
よ
る
研
究
会
の
副
会
長
を
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
で
は
私
は
会
の
運
営
の
他
に
各
校
の
先

生
方
が
研
修
さ
れ
る
お
手
伝
い
と
し
て
、た
と

え
ば
歴
史
的
に
有
名
な
場
所
に
つ
い
て
コ
ー
ス
を

作
っ
て
案
内
す
る
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
資
料
集
を
作
っ
た
り
事
前
に
下
見

も
し
、当
日
は
朝
10
時
く
ら
い
か
ら
夕
方
ま
で

実
地
で
先
生
方
に
説
明
案
内
す
る
と
い
う
活
動

で
す
。そ
れ
に
関
連
し
た
調
査
の
た
め
図
書
館

や
博
物
館
に
行
く
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

則　

退
職
後
も
実
は
ま
だ
明
治
と
つ
な
が
っ
て

ま
し
て
、具
体
的
に
は
地
学
部
と
鉄
道
研
究
部

で
す
。こ
の
二
つ
の
部
の
監
督
を
し
て
い
ま
す
。特

に
、地
学
部
で
は
校
外
研
修
や
合
宿
を
私
も
計

画
を
立
て
た
り
し
て
い
ま
す
が
、結
局
私
が
行

き
た
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
た
り
し
て（
笑
）そ
ん

な
形
で
や
っ
て
ま
す
ね
。去
年
の
夏
合
宿
で
は
4

月
く
ら
い
か
ら
予
定
を
組
ん
で
い
て
、富
山
を
計

画
し
て
い
た
ら
能
登
で
地
震
が
あ
っ
た
の
で
、急

遽
場
所
を
琵
琶
湖
に
変
更
し
た
り
。阪
神
淡
路

大
震
災
の
跡
地
を
巡
る
計
画
も
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
は
実
際
の
現
場
を
見
て
、過
去
に
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
と
い
う
の
を
感
じ
て
く
れ
ま

す
。ち
な
み
に
、三
宮
に
行
っ
た
時
に
は
六
甲
山

ま
で
登
っ
て
夜
景
も
見
よ
う
と
い
う
の
も
あ
り

ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、縁
が
あ
っ
て
神
奈
川
県
の

県
立
高
校
の
非
常
勤
講
師
も
し
て
い
ま
す
。県

立
高
校
で
は
校
則
が
そ
こ
ま
で
厳
し
く
な
い
の

で
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョッ
ク
と
い
う
の
か
ギ
ャ
ッ
プ
と

言
う
べ
き
か
、明
治
と
は
違
っ
た
生
徒
も
い
て
、

新
し
い
刺
激
を
受
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

今
は
靴
ベ
ラ
は
持
た
な
い
ん
で
す
か
。

則　

も
う
持
た
な
い
で
す
よ
。

司
会　

天
気
図
ノ
ー
ト
は
ど
う
で
す
か
。

則　

天
気
図
ノ
ー
ト
も
今
は
な
い
で
す
ね
。毎

日
新
聞
を
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
も
ら
っ
て
ま
し
た

が
、今
で
は
ど
の
家
庭
で
も
新
聞
自
体
を
と
っ
て

な
い
で
す
か
ら
ね
、時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
ね
。

司
会　

少
し
角
度
を
変
え
て
、先
生
方
は
余
暇

を
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

田
中　

孫
が
来
た
時
に
、話
し
た
り
遊
ん
だ
り

す
る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
。3
歳
と
1
歳
の
孫
。

そ
れ
く
ら
い
の
年
齢
だ
と
、で
き
る
こ
と
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
く
る
時
期
で
す
ね
。そ
う
、だ
か
ら

一
緒
に
遊
ん
で
、野
球
や
っ
た
り
ね
。

司
会　

そ
ん
な
小
さ
い
頃
か
ら
野
球
と
は
さ
す

が
田
中
先
生
の
お
孫
さ
ん
で
す
ね
。粟
野
先
生

は
い
か
が
で
す
か
。

粟
野　

今
一
番
の
楽
し
み
は
や
っ
ぱ
り
旅
行
で
す

か
ね
。泊
り
が
け
も
3
ヵ
月
に
1
回
程
度
行
っ
て

い
ま
す
。新
幹
線
に
乗
っ
た
り
。新
幹
線
に
乗
っ
て

い
る
と
東
京
か
ら
新
橋
あ
た
り
を
す
ぎ
る
と
不

思
議
と
急
に
体
調
が
よ
く
な
る
ん
で
す
、こ
れ
は

勤
め
て
い
た
こ
ろ
か
ら
そ
う
だ
っ
た（
笑
）。や
っ
ぱ

り
健
康
の
た
め
に
も
い
い
と
思
う
。

司
会　

最
近
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
は
。

粟
野　

最
近
行
っ
た
と
こ
ろ
で
一
番
だ
っ
た
の
は
、

展
覧
会
で
行
っ
た
奈
良
で
す
ね
。日
本
全
国
の

展
覧
会
の
情
報
と
か
、あ
と
は
ぜ
ひ
見
て
お
き
た

い
国
宝
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、そ
れ
を
一つ
ず
つ

ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
な
と
。

　

コ
ロ
ナ
の
時
は
な
か
な
か
行
け
な
か
っ
た
で
す

が
、そ
の
時
に
計
画
し
て
い
た
も
の
を
今
一
気
に

実
現
し
て
い
る
感
じ
で
す
。

司
会　

則
先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

則　

私
は
で
す
ね
、退
職
す
る
10
年
前
く
ら
い

か
ら
、退
職
し
た
後
の
こ
と
を
考
え
て
準
備
を

し
て
お
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
ま
し
た
。そ
れ
な

ら
と
、茅
ケ
崎
に
住
ん
で
い
て
鎌
倉
が
近
い
の
で
、

鎌
倉
巡
り
を
始
め
た
ん
で
す
が
、だ
い
ぶ
知
っ
た

と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
、コ
ロ
ナ
で
馴
染
み

の
店
が
随
分
閉
店
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
度
は
横
浜
近
辺
も
散
策
し
て
中
華
街
で

も
行
き
つ
け
の
店
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。あ

と
、地
形
的
な
も
の
を
見
る
こ
と
も
好
き
な
の

で
坂
道
が
あ
れ
ば
あ
ち
こ
ち
行
き
ま
す
し
、路

線
バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け
た
り
も
し
ま
す
。ち
な

み
に
、横
浜
市
営
バ
ス
っ
て
6
0
0
円
で
一
日
じ
ゅ

う
乗
り
放
題
な
ん
で
す
よ
。な
の
で
バ
ス
で
あ
ち

こ
ち
降
り
て
散
策
し
た
り
す
る
と
元
が
取
れ

ち
ゃ
う
ん
で
す
。

司
会　
で
は
、そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
に
な
り
ま
す
。

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、楽
し
い
お
話
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

質実剛健の教育者たち。

靴ベラを活用して授業を行った則先生

3先生とのインタビューに立ち会った幹事学年
（後列左から）渡邉宏之、佐藤潤、宗石勘九郎

田中先生 粟野先生 則先生

【WEB コンテンツ】
取材協力の先生方から、卒業生への
メッセージが届いています！
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司
会　

ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
田
先
生（
以
降
、和
田
）　

1
9
9
1
年
に

明
治
中
学
に
入
学
、1
9
9
7
年
に
明
治
高
校

を
卒
業
し
、明
治
大
学
の
文
学
部
史
学
地
理
学

科
地
理
学
専
攻
に
入
学
し
、そ
の
後
大
学
院
を

経
て
、千
代
田
区
の
男
子
校
で
17
年
間
教
員
を

務
め
ま
し
た
。2
0
2
0
年
、40
歳
の
時
に
明

治
高
校
の
教
員
に
着
任
す
る
機
会
を
頂
戴
し

ま
し
た
。担
当
は
社
会
科
で
す
。

秋
元
先
生（
以
降
、秋
元
）　

2
0
0
2
年
に

明
治
中
学
に
入
学
し
ま
し
た
。入
学
後
は
山
田

伸
夫
先
生
に
騙
さ
れ
応
援
指
導
班
で
6
年
間

部
活
を
続
け
、高
Ⅲ
の
時
に
団
長
と
し
て
活
動

し
ま
し
た
。卒
業
後
は
、明
治
大
学
の
農
学
部
の

農
芸
化
学
科
に
進
学
、そ
の
ま
ま
明
治
大
学
大

学
院
の
農
学
研
究
科
に
進
学
を
し
て
、修
士
課

程
を
修
了
し
て
、2
0
1
4
年
4
月
か
ら
本
校

の
講
師
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、ち
ょっ
と
寄
り
道
す
る
機
会
も
必
要

だ
な
と
い
う
こ
と
で
、一
昨
年
に
教
員
を
辞
め
、実

家
の
電
気
工
事
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。電
気

工
事
士
の
資
格
も
取
り
1
年
間
や
っ
た
ん
で
す

け
ど
、教
員
へ
の
未
練
が
出
て
き
て
し
ま
い
、現
在

こ
の
よ
う
に
運
良
く
母
校
の
教
員
と
し
て
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。担
当
は
理
科
で
、則
茂
雄

先
生
の
後
任
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
り
ま
す
。

和
田　

ち
な
み
に
、私
の
代
は
高
校
時
代
の
学

年
主
任
が
山
田
先
生
で
、中
学
時
代
に
は
担
任

と
し
て
則
先
生
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

秋
元　

時
代
を
感
じ
ま
す
ね
。

内
田
先
生（
以
降
、内
田
）　

私
は
2
0
0
7

年
に
明
治
高
校
に
入
学
し
ま
し
た
。猿
楽
町
の

校
舎
か
ら
移
転
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
状
態

で
入
学
し
て
、古
い
校
舎
で
1
年
間
だ
け
過
ご

 明治に学び 
明治に還す。

明治中学・高校で学び、その後教師として母校に戻ってきた現職の先生たちが自身
の経歴や経験から移転前後の変化を語ります。

平田 裕貴 先生
	 2005 年明治中学入学
	 2018年より現職
	 	 社会科担当
	 	 高校入学時に移転

内田 修平 先生
	 2007 年明治高校入学
	 2014年より現職
	 	 国語科担当
	 	 高Ⅱ進級時に移転

秋元 隼風 先生
	 2002 年明治中学入学
	 2023年より現職
	 	 理科担当
	 	 高校卒業後に移転

和田 康喜 先生
	 1991 年明治中学入学
	 2020年より現職
	 	 社会科担当
	 	 就職後に移転

構成：渡邉 宏之（平成 9 年卒）　司会進行：羽尾京士（平成 9 年卒）

39 総明会会報 「紫紺の詩」 2024 



し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら（
調
布
）の
新
し
い
校
舎
で
2
年
間
を

過
ご
し
、2
0
1
0
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。明
治

大
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
攻
に
進
み
、

2
0
1
4
年
4
月
か
ら
本
校
に
勤
め
ま
し
た
。

平
田
先
生（
以
降
、平
田
）　

私
は
ち
ょ
う
ど

内
田
先
生
の
1
個
下
な
ん
で
す
け
ど
、私
は

2
0
0
5
年
に
中
学
か
ら
入
学
し
ま
し
た
。

1
9
9
2
年
生
ま
れ
な
の
で
、ち
ょ
う
ど
和
田

先
生
が
入
学
し
て
ち
ょ
っ
と
し
て
か
ら
生
ま
れ

た
形
に
な
り
ま
す
。私
の
場
合
は
中
学
3
年
間

が
駿
河
台
、高
校
3
年
間
が
調
布
と
い
う
ち
ょ

う
ど
移
転
の
ど
真
ん
中
の
学
年
で
し
た
。中
学

受
験
を
し
て
い
る
時
に
明
治
中
学
・
高
校
が
移

転
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
文
化
祭
に
実
際
に
行
っ
て
み

て
、楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
受
験
し
ま
し
た
。

駿
河
台
か
ら
調
布
へ

司
会　

移
転
前
後
の
変
化
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
か
。

内
田　

高
Ⅰ
の
と
き
は
男
子
校
で
し
て
、一
発
芸

大
会
が
よ
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
で
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。調
布
に
来
て
か
ら
の
2
年
間

は
、校
舎
内
に
女
子
も
い
て
、そ
の
こ
と
を
意
識

し
始
め
ま
し
た
が
、一
方
で
自
分
の
学
年
は
女
子

が
い
な
い
の
で
、何
か
変
な
感
じ
で
し
た
ね
。ち
ょ

う
ど
平
田
先
生
が
一
つ
下
の
代
で
し
た
が
、女
子

が
い
て
す
ご
く
楽
し
そ
う
に
見
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
て
僕
ら
は
体
育
の
後
は
教
室
が
汗

臭
い
し
、何
だ
ろ
う
み
た
い
な
こ
と
を
ず
っ
と
感

じ
て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

平
田　

中
学
3
年
間
は
駿
河
台
で
し
た
が
、同

じ
よ
う
に
一
発
芸
と
か
あ
り
ま
し
た
。野
球
部
の

練
習
が
終
わ
っ
た
後
に
M

－1
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
少
し
鍛
え
ら
れ
た
の
か
な
っ
て
い
う
男
子
校

の
時
代
で
し
た
。中
学
を
卒
業
し
た
時
に
調
布

に
移
り
、高
校
か
ら
共
学
に
な
り
ま
し
た
。だ
か

ら
、男
子
校
と
共
学
と
両
方
経
験
し
た
世
代
で

ち
ょ
う
ど
高
校
の
共
学
の一
期
生
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
初
代
チ
ア
や
野
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
自
分
の
同
級
生
で
す
。

会
報
委
員
一
同　

お
ー
、す
ご
い
。

和
田　

最
初
の
時
は
女
子
の
方
が
少
な
か
っ
た

ん
で
す
よ
ね
。ど
う
い
う
比
率
で
し
た
か
。

平
田　

た
し
か
男
子
が
30
人
、女
子
9
人
く
ら

い
で
し
た
。最
初
は
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば
い
い

の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、高
Ⅱ
ぐ
ら
い
か

ら
ち
ょっ
と
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

和
田　

当
時
の
先
生
方
は
ど
う
で
し
た
か
。

平
田　

先
生
も
慣
れ
て
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

内
田　

教
員
と
し
て
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、も
う

完
全
に「
共
学
」に
な
っ
て
い
ま
し
た
。一
発
芸
な

ん
て
や
る
男
子
も
い
な
い
し
、お
と
な
し
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
ね
。

和
田　

戻
っ
て
き
た
と
き
の
会
報
の
新
任
教
諭

コ
ラ
ム
に
、浦
島
太
郎
の
気
持
ち
が
分
か
る
と
コ

メ
ン
ト
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、私
が
い
た
頃

と
は
ま
っ
た
く
別
の
学
校
だ
と
思
い
ま
し
た
。

司
会　

共
学
に
な
っ
て
、先
生
が
急
に
優
し
く

な
っ
た
と
か
、そ
う
い
う
話
は
あ
っ
た
り
し
ま
し

た
か
。

和
田　

大
き
い
声
で
注
意
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

な
く
な
り
ま
し
た
よ
ね
。も
し
そ
う
な
る
と
、

よ
っ
ぽ
ど
何
か
大
事
件
が
起
き
た
の
か
っ
て
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

影
響
を
受
け
た
先
生

司
会　

教
師
に
な
る
の
に
、恩
師
か
ら
の
影
響
は

あ
っ
た
り
し
ま
し
た
か
。

和
田　

私
は
地
理
が
専
門
な
の
で
、櫻
井
正
美

先
生
の
影
響
を
す
ご
く
受
け
ま
し
た
。具
体
的

に
こ
の
授
業
で
こ
う
い
う
教
え
方
の
影
響
を
受

け
た
と
い
う
よ
り
は
、空
気
と
い
う
か
雰
囲
気
に

感
化
さ
れ
た
と
い
っ
た
方
が
適
切
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。私
が
地
理
に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
だ
っ
た
櫻
井
先
生
は
、「
こ
う
い
う
本
が
あ
り

ま
す
よ
」と
か「
こ
の
よ
う
な
地
図
を
見
て
み
る

と
よ
い
で
す
よ
」な
ど
と
紹
介
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、気
に
掛
け
て
く
だ
さ
り
、大
変
あ
り
が
た
く

思
い
ま
し
た
。人
を
育
て
る
と
は
こ
う
い
う
こ
と

な
の
か
な
と
心
に
刻
ま
れ
、自
分
も
そ
う
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。昨
年
ち
ょ
う
ど
櫻
井
先

生
の
米
寿
の
お
祝
い
会
を
明
治
高
校
で
挙
行
し

た
の
で
す
が
、そ
こ
で
櫻
井
先
生
と
由
井
将
雄

先
生
と
一
緒
に
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
時

は
本
当
に
感
無
量
で
し
た
。そ
の
写
真
は
職
員

室
の
私
の
机
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

秋
元　

私
の
場
合
は
、家
族
で
も
そ
の
話
が
た

ま
に
出
て
く
る
ん
で
す
け
ど
、英
語
の
大
野
正

隆
先
生
に
中
学
の
時
に
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
た

の
で
す
が
、英
語
の
授
業
な
の
に
英
語
で
は
な
い

単
語
が
す
ご
く
残
っ
て
い
て
、よ
く「
い
つ
ま
で
も

あ
る
と
思
う
な
親
と
金
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。母
が
授
業
参
観
に
来
た
時
に
そ
の
言
葉

明治に学び 明治に還す。

校舎移転前後の変化を語る先生たち　

生徒の出入りは少なかった旧校舎の正面玄関 
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内
田　

自
分
が
学
生
の
頃
剣
道
部
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、す
ご
く
熱
中
し
て
あ
っ
と
い
う
間
の
3

年
間
だ
っ
た
ん
で
す
。本
校
は
そ
れ
が
で
き
る
環

境
だ
と
思
う
し
、同
じ
よ
う
に
生
徒
に
も
熱
中

で
き
る
も
の
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。見
つ
け
た
子
に
対
し
て
は
全
力
で
応
援
し
た

い
し
、何
か
し
ら
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
問
の
面
白
さ
そ
の
も
の
を
高
校
の
う
ち
か

ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
本
当
に
魅
力
的
な

環
境
で
す
の
で
、種
ま
き
の
よ
う
に
、授
業
で
何

か
し
ら
の
き
っ
か
け
を
生
徒
に
与
え
ら
れ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
在
学
中
に
花
開
か

な
く
て
も
、卒
業
後
に
何
ら
か
の
形
で
話
が
つ
な

が
っ
た
り
実
を
結
ん
で
く
れ
た
り
す
れ
ば
そ
れ

で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
田　

本
校
は
付
属
校
だ
か
ら
こ
そ
勉
強
の
面

白
み
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
し
た
い
と
い
う
の
が
教
員
に
な
る
き
っ
か

け
で
し
た
の
で
、先
生
に
な
る
な
ら
明
治
が
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

を
聞
い
て
、す
ご
く
い
い
言
葉
だ
っ
た
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。英
語
じ
ゃ
な
く
て
申
し

訳
な
い
ん
で
す
け
ど
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、当
時
の
学
校
の
授
業
と
か
思
い
返
す

と
、そ
の
先
生
が
す
ご
く
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
っ

て
い
う
の
を
喋
ら
れ
て
た
な
っ
て
思
っ
て
い
て
、た

と
え
ば
、粟
野
先
生
に
中
2
の
時
に
歴
史
を
習
っ

た
ん
で
す
け
ど
、1
学
期
期
末
ま
で
行
っ
て
、よ

う
や
く
飛
鳥
時
代
。そ
こ
ま
で
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

す
ご
か
っ
た
で
す
。3
学
期
に
な
っ
て
、明
治
時

代
に
突
入
し
ま
し
た
が
、近
代
史
を
ど
う
す
る

の
か
聞
い
た
ら
、中
3
で
や
り
ま
す
と
の
こ
と
。

継
続
す
る
ん
で
す
か
と
伺
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。自
分
の
知
識
が
深
い
と
こ
ろ
っ
て
い
う
の
を
、

い
ろ
ん
な
先
生
た
ち
が
深
く
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。

内
田　

自
分
も
生
徒
指
導
と
教
科
指
導
の
二
つ

の
面
で
影
響
を
受
け
た
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
い
ま

す
。生
徒
指
導
の
面
で
影
響
を
受
け
た
の
は
、剣

道
部
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
北
村
純
先
生
で

す
。厳
し
い
稽
古
も
あ
り
ま
し
た
が
、日
々
の
会

話
の
中
で
部
員
た
ち
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
理

解
し
て
い
た
だ
け
て
、私
た
ち
も
そ
の
気
持
ち
に

応
え
た
い
と
い
う
一
心
で
稽
古
に
励
ん
で
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。ビ
シ
ッ
と
言
わ
れ
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、部
員
た
ち
の
思
い
を
尊
重

し
て
委
ね
て
い
た
だ
け
て
、信
頼
さ
れ
て
い
る
安

心
感
を
当
時
無
意
識
の
う
ち
に
感
じ
て
い
ま
し

た
。私
も
教
員
に
な
る
な
ら
こ
の
よ
う
な
関
わ

り
方
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、教
科
指
導
の
面
で
影
響
を
受
け
た
の

は
坂
口
泰
通
先
生
で
す
。先
生
の
影
響
で
文
学

の
道
に
進
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い

く
ら
い
で
し
た
。文
学
に
つ
い
て
深
い
と
こ
ろ
ま

で
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
、そ
の
中
に
時
折
先
生
の

お
人
柄
が
出
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
り
、

何
よ
り
先
生
自
身
が
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。今
も
自
分
は
そ
れ
を
す

ご
く
意
識
し
て
い
ま
す
。授
業
を
や
る
時
に
も

自
分
が
熱
く
語
る
と
か
、な
ん
か
先
生
楽
し
そ

う
っ
て
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
授
業
を
目
指
し

て
い
ま
す
。と
は
い
え
そ
こ
ま
で
簡
単
に
で
き
る

も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、自
分
は
そ

の
影
響
を
受
け
た
の
で
今
後
も
意
識
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
田　

私
も
い
ろ
ん
な
先
生
の
影
響
を
受
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、中
で
も
宮
下
崇
先
生
に

お
世
話
に
な
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、そ
の
影

響
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。担
任
も
2
回
受
け

持
っ
て
い
た
だ
い
て
社
会
の
授
業
も
担
当
さ
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。野
球
部
で
は
前
島
研
二

先
生
か
ら
人
間
教
育
的
な
指
導
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
先
生
の

影
響
も
あ
り
、社
会
に
自
ら
貢
献
で
き
る
人
物

を
育
て
た
い
、そ
の
た
め
に
社
会
に
出
て
必
要
な

こ
と
を
教
え
た
い
、そ
の
よ
う
な
思
い
で
最
終
的

に
社
会
の
教
員
に
な
っ
た
感
じ
で
す
。

和
田　

先
生
方
の
お
話
を
伺
っ
て
あ
ら
た
め
て

思
っ
た
の
は
、先
生
が
そ
の
分
野
が
好
き
で
熱
く

語
る
と
こ
ろ
に
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
ね
。

内
田　

実
際
、卒
業
生
た
ち
が
学
校
に
遊
び
に

来
た
際
に
話
を
聞
く
の
で
す
が
、彼
ら
が
覚
え

て
い
る
の
っ
て
、脱
線
し
た
よ
う
な
話
で
あ
っ
て
も

実
際
に
は
こ
ち
ら
が
伝
え
た
い
こ
と
が
含
ま
れ

て
い
る
部
分
だ
っ
た
り
す
る
の
で
、そ
れ
な
ら
や

る
価
値
は
あ
っ
た
か
な
と
。

和
田　

そ
う
で
す
よ
ね
。明
治
高
校
の
良
い
伝

統
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。た
だ
、勘
違
い
や

誤
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
し
ま
う
と
怖
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
還
る
場ま

な
び
や所

司
会　

今
回
我
々
幹
事
学
年
の
テ
ー
マ
が「
お

か
え
り
〜
こ
こ
が
み
ん
な
の
還
る
場ま

な
び
や所

〜
」で
す

が
、実
際
に
戻
っ
て
き
て
ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

和
田　

前
職
も
や
り
が
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
し
て
み
た
い
な
と
の
思
い

も
抱
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、た
ま
た
ま
本
校
へ
の
採
用
の
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。培
っ
て
き
た
も
の
を
還
元
で
き
る
と
し
た

ら
他
校
で
は
な
く
、母
校
が
良
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
、縁
が
あ
っ
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。5
年
目

に
な
る
の
で
す
が
、今
で
も
母
校
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
た
こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
生
徒
の
皆
さ
ん
は
後
輩
に
も
な
る
の

で
、卒
業
後
、明
治
高
校
に
在
学
し
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、そ
の

よ
う
な
気
持
ち
で
、普
段
も
接
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。他
の
先
生
方
も
生
徒
に
対
し

て
皆
さ
ん
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
の
か
、自
分
も

ち
ょっ
と
興
味
あ
る
の
で
す
が
ど
う
で
す
か
。

秋
元　

と
り
あ
え
ず
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。自
分
は
こ
の
学
校

で
6
年
間
男
子
校
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
が
、

そ
の
生
活
の
中
で
も
色
々
と
あ
っ
て
、自
分
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。そ

れ
を
生
徒
も
こ
の
6
年
間
で
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、そ
う
い
っ
た
経
験
を
さ
せ
て

あ
げ
ら
れ
れ
ば
、自
分
の
経
験
も
含
め
て
還
元

で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
母
校

の
教
員
に
な
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け
で
し
た
。
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う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
、実
現
し
た
い
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
成
長
さ
せ
ら
れ
る
場
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司
会　

先
生
の
楽
し
さ
や
先
生
に
な
っ
て
良
か
っ

た
な
と
思
う
と
こ
ろ
を
あ
ら
た
め
て
聞
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

和
田　

生
徒
が
い
ろ
ん
な
経
験
や
学
校
内
の
あ

ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
て
、変
わ
っ
て
い
く
姿
を
見

る
こ
と
は
、本
当
に
嬉
し
い
で
す
。今
後
も
そ
の

よ
う
な
生
徒
の
体
験
に
少
し
で
も
関
与
で
き
た

ら
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
と
き
、ど
れ
だ

け
我
慢
で
き
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
ん
で
す
よ
。部
活
な
ど
で
も
、役
職
と
い
う
か

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
す
ご
く
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
育

て
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
中
学
生
で
あ
り
な
が
ら
部
長
を
や
っ

て
、最
初
は
と
ん
で
も
な
い
失
敗
ば
か
り
す
る
の

で
す
が
、そ
こ
を
我
慢
し
て
1
年
間
し
の
ぐ
と
、

失
敗
を
教
訓
に
し
て
考
え
、動
く
こ
と
が
で
き

る
。そ
の
1
年
間
を
全
然
ダ
メ
だ
よ
と
言
っ
て
し

ま
っ
た
り
、結
果
が
出
な
い
こ
と
を
ど
れ
だ
け
我

慢
で
き
る
か
が
肝
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

内
田　

卒
業
生
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る
と
き
が

一
つ
の
答
え
合
わ
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。卒
業

し
て
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
て
、大
学
で
こ
う
い
う

こ
と
を
や
っ
た
と
報
告
し
て
く
れ
た
り
、行
事
ご

と
に
顔
を
出
し
て
後
輩
の
様
子
を
見
に
来
て
く

れ
た
り
、そ
う
い
う
や
り
取
り
が
で
き
る
の
は
、

あ
る
意
味
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
に
大
き
な

間
違
い
は
な
か
っ
た
と
確
認
で
き
る
場
面
と
言

え
ま
す
ね
。

平
田　

大
学
に
入
っ
て
、高
校
の
時
に
こ
れ
を
勉

強
し
て
よ
か
っ
た
で
す
、み
た
い
な
こ
と
を
言
わ

れ
る
と
や
は
り
嬉
し
い
で
す
ね
。

秋
元　

先
生
の
時
の
教
材
を
ま
だ
使
っ
て
ま
す
、

と
か
も
あ
り
ま
す
。

内
田　

中
学
か
ら
高
校
ま
で
6
年
間
持
ち
上
が

れ
た
り
卒
業
後
も
交
流
が
あ
る
の
は
す
ご
く
価

値
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
し
、付
属
校
だ
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
ま
す
。和
田
先
生
が
コ
メ
ン
ト
さ
れ

た
、お
祝
い
の
会
の
開
催
は
異
動
が
あ
る
公
立
の

学
校
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

司
会　

最
後
に
現
役
の
生
徒
や
後
輩
の
方
々
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
田　

学
生
時
代
に
精
い
っ
ぱ
い
、や
り
た
い
こ

と
に
取
り
組
み
、と
こ
と
ん
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、何
か
あ
っ
た
ら
還
っ
て
こ
ら
れ
る

場
所
と
し
て
明
治
高
校
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
い
て
も
ら
え
た
ら
。そ
の
よ
う
な
場
所
だ
っ

た
り
、環
境
を
私
た
ち
が
守
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

秋
元　

中
学
か
ら
で
あ
れ
ば
6
年
間
、高
校
か

ら
で
あ
れ
ば
3
年
間
し
か
生
活
は
な
い
の
で
、や

り
た
い
こ
と
を
ま
ず
や
る
。勉
強
で
も
部
活
で

も
よ
い
の
で
、そ
れ
に
す
べ
て
を
注
い
で
も
ら
っ
て

明
治
大
学
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
し
て
か
ら
は
学
校
と
い
ろ
ん
な
関
わ
り
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、教
員
の
話
で
も
出
て
き

た
よ
う
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
母
校
に
還
元
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　

な
の
で
、卒
業
し
て
か
ら
も
ぜ
ひ
学
校
に
足
を

運
ん
で
も
ら
っ
て
い
ろ
ん
な
経
験
を
話
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。部
活
を
見
に
来
て
も
ら
う

の
で
も
よ
い
の
で
、自
分
が
在
籍
し
て
い
た
学
年

が
卒
業
す
る
ま
で
は
ぜ
ひ
と
も
見
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。皆
さ
ん
が
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

内
田　

中
学
高
校
の
時
期
は
一
生
に
1
回
し
か

な
い
の
で
、自
分
の
好
き
な
こ
と
、や
り
た
い
こ
と

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。自

分
が
好
き
な
も
の
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
場
合
も

当
然
あ
る
と
思
う
の
で
、そ
う
い
う
時
に
は
と
り

あ
え
ず
目
の
前
の
こ
と
に
一
生
懸
命
向
き
合
っ
て

ほ
し
い
で
す
。こ
れ
は
面
白
く
な
い
と
や
る
前
か

ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
し
ま
う
の
は
本
当
に

も
っ
た
い
な
い
で
す
。意
外
に
面
白
い
と
後
に
な
っ

て
か
ら
気
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。と
り
あ

え
ず
目
の
前
の
こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
く
と
、

お
の
ず
と
好
き
な
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。が
む
し
ゃ
ら
に
や
り

切
っ
た
っ
て
思
え
れ
ば
、そ
こ
が
た
ぶ
ん
自
分
の

居
場
所
に
も
な
り
ま
す
。そ
れ
が
明
治
高
校
、

明
治
中
学
校
で
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

よ
く
卒
業
生
に
向
け
て
言
う
の
は
、母
校
の

「
こ
う
」は
学
校
の「
校
」で
は
な
く
て「
港
」。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
て
、ま
た
い
つ
か
戻
っ

て
き
て
ほ
し
い
で
す
。ち
ょ
っ
と
港
で
休
ん
で
も

い
い
し
、そ
れ
で
も
う
1
回
海
に
出
て
っ
て
い
う
、

母
校
が
そ
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
よ
う
に
卒
業
生
に

と
っ
て
戻
り
た
い
学
校
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
、

自
分
も
貢
献
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

平
田　

付
属
は
受
験
勉
強
に
縛
ら
れ
な
い
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
と
思
う

の
で
、そ
れ
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。最
低
限
だ
け
や
っ
て
、大

学
に
さ
え
行
け
れ
ば
い
い
や
と
い
う
考
え
で
は
な

く
、部
活
や
委
員
会
で
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

環
境
な
の
で
そ
れ
に
積
極
的
に
自
分
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、そ
こ
か
ら
も
学
ん
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。た
だ
与
え
ら
れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
て
、ち
ょ
っ
と
辛
い
か
な
と
思
う
こ
と
で
も
こ

TEL. 03-3701-1691   E-mail: masao@g03.itscom.net

祝 第60回総明会総会・懇親会
総明会名誉会長 （昭和36年卒）
明治大学顧問・名誉教授

向　殿　政　男

〒299-0102 千葉県市原市青柳2－1－23　TEL.0436-21-8100（代）

取締役会長 山崎 敬生 （S32卒）　代表取締役社長 山崎 秀樹 （S50卒）

環境づくりのパートナー

総明会元会長

URL  http://www.ginzamiyuki-law.com

〒
一
一
六
ー
〇
〇
〇
三

荒
川
区
南
千
住
二
ー
三
四
ー
四

電

　話
（
三
八
〇
一
）
六
八
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
三
八
〇
七
）
三
七
三
七

明
治
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問

明
治
白
駿
会

重  

盛  

元  

也

祝 総明会総会

祝 第60回総明会総会・懇親会
総明会顧問 （昭和41年卒・４１明友会）
明治大学 評議員

代表取締役会長

昭和38年卒昭和37年卒
吉田  信行 増田  利明

平成29年卒
矢島  泰雅

令和4年卒
矢島  太耀

東京都台東区西浅草2-1-1
TEL 03-3844-2141
FAX 03-3844-6730

宮 本 卯之助
（昭和35年卒業）

ホームページQRコード

明治に学び 明治に還す。

【WEB コンテンツ】

取材協力の先生方から、
卒業生へのメッセージが
届いています！

4人の先生とのインタビューに立ち会った幹事学年
（左から）中村武史、渡邉宏之、羽尾京士（右から２番目）、木本隆史（一番右）
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代表取締役社長  田島 実
昭和44年卒  男坂倶楽部

肉の田じま

3階 すき焼き・しゃぶしゃぶ・ステーキ Tel. 03-3699-5529 営業時間：17～22時 定休日：月（祭日の場合は翌日）
2階 焼肉 Tel. 03-3699-8929 営業時間：11～23時 定休日：月（祭日の場合は翌日）
1階 ミート＆デリカ Tel. 03-3649-4419 営業時間：10～19時 定休日：日・祝日

〒135-0011　東京都江東区扇橋 1-4-1　Tel. 03-3647-2984   Fax.03-3699-7229

ネット通販
全国へ配送承ります。

http://www.nikunotajima.com
《東陽町店》 松阪牛 田じま TEL 03-6666-2129
《カメイドクロック店》 肉の田じま TEL 03-5858-6914

糀谷本店•京急蒲田店•蒲田店•大森駅前店•大森店•大井町店•雪が谷店
本社　東京都大田区西糀谷4-28-18　TEL 03－3742－7177

（昭和39年卒　三九会＆一一七会）代表取締役会長 佐藤 仁
株式会社シティ・ハウジング
城南地域で40年　15,000件以上の豊富な管理専任実績

http://www.ts-horiuchi.co.jp/

水新菜館
みず    しん

中華
料理

TEL 03-3861-0577
東京都台東区浅草橋2-1-1

寺田規行
（昭和43年卒 紫讃会）

昭和38年卒　二年に一会

03-6264-8253
東京都中央区東日本橋 3-9-2

サンクビル 1F

水泳部OB

イタリアン
トラットリア リンシエメ

代表取締役

阿 部 正 行
（昭和40年卒／明優会）

総務部

深 井 重 男
（平成２年卒／明愛会）

本社：千代田区外神田 6-10-11 東京支店：足立区中央本町 4-10-2
T E L   0 3（ 3 8 3 4） 1 3 2 9 T E L   0 3（ 3 8 4 0） 0 2 6 1

スコッチのシングルモルトと
カクテル中心のお店です。 赤坂 オールドタイム

東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606
横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）

代表取締役

大塚清和

昭和40年卒　明優会
マンドリンクラブ

ＪＲＣ

浦安市猫実4-6-28 1101
TEL. 047-355-6633（代）

（株）

総明会  顧問

明
治
大
学
法
曹
会  

会
長

弁
護
士

60

昭和44年卒
男坂倶楽部

藁谷　豊
代表取締役会長

株式会社

より良き住まいのために

ワイシー企画
建物のリフォーム・
新築の設計・施工 〒359-0007  埼玉県所沢市北岩岡263‒1

TEL. 04-2990-5111  FAX. 04-2990-5005
e-mail: yutaka0912@ah.wakwak.com

東京都中央区東日本橋3-10-13
TEL   03-3661-8536

昭和45年卒  獅子の会
硬式野球部

河 田  勇

夫婦二人でサービス精神と
元気さを売りにしています。

蛇の目寿司

祝 第60回総明会総会
昭和38年卒

〒135-0005
東京都江東区高橋14-20-801
TEL/FAX 03-3631-2008
E-mail sekido-e@amail.plala.or.jp

代表幹事　渡邉  昭宏
　連絡先　関戸  淳一

松本  和臣

祝 第60回総明会総会

白山

祝 第60回 総明会 総会
昭和46年卒

白雲なびく・紫紺魂

株式会社
ライトハウス・コミュニケーションズ

〒135-0042
東京都江東区木場3-10-7-1101
TEL. 03-3641-5986  H.P. 090-3332-8807
Mail : k.sight@lighthousecom.co.jp
               

k-saito@lighthousecom.co.jp

祝 第 60 回 総明会

銀座オフィス

〒104-0061
中央区銀座5-4-3 対鶴館8階
TEL 03-6826-1222

古庄一夫税理士事務所
四七四七同志酔会

古庄一夫
（昭和47年卒／吹奏楽班）
東京都墨田区菊川2-5-12
菊川ジョイタワー301号
TEL:03-3635-7070
FAX:03-3635-7081
kazuo.f.ao.2003@fancy.ocn.ne.jp

浅草の隠れた名店
スペシャルヒレカツサンド

昭和48年卒 波の会 剣道部OB

大澤 保男
TEL. 03-5825-4129
東京都台東区浅草 5-71-9

KING’S TABLE
キングステーブル
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代表取締役　山口　隆
（昭和48年卒）

〒143-0016
東京都大田区大森北1-17-2
TEL  03-3761-4838

　山口孝明
（平成26年卒）

総合研究
大学院大学

60

炭遊酒菜
旅籠（はたご） 東京都新宿区西新宿1-23-1 かどやホテルB1F  TEL. 03-3344-3144

竹川観光株式会社
竹川　茂（昭和47年卒）新宿で一番美味しい炭火鶏焼きのお店

大小7個の個室完備。新宿駅西口徒歩3分

TEL. 03-5858-9909 

60

昭和49年卒　翼明会

駿台会計人倶楽部
会  長　岩 田 俊 一　（昭和49年卒 翼明会）

〒113-0034 東京都文京区湯島4丁目6番11号
湯島ハイタウン A棟502号

－会員募集－

tiwata@silver.plala.or.jp

TEL 03-3815-1272（代）
FAX 03-3815-1404
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ただいまインタビュー❸     Soumeikai Annual

共学化から早16年。女性卒業生も次々と社会へ羽ばたいていく中で、母校に女性教師として帰ってくる卒業生も
現れてきました。男子校時代しか知らないOB世代からすると、隔世の感があります。
先生として母校に帰ってきて感じたこと、元男子校の明治に着任して感じたことなどを、猿楽町時代から教鞭を
執る駒形くみ子先生と、自ら生徒として調布で学んで今は母校で後輩を指導する酒本優希先生、松井萌々子先生
との間で、新旧の視点からの対話を実施いただきました。

司
会　

今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。猿

楽
町
の
男
子
校
時
代
に
着
任
さ
れ
た
駒
形
先
生

が
見
て
き
た
明
治
と
、共
学
化
し
て
か
ら
入
学

さ
れ
、ま
た
教
師
と
し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
酒
本

先
生
、松
井
先
生
の
見
て
い
る
明
治
は
、き
っ
と

違
っ
た
景
色
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。こ
れ
ま

で
先
生
方
も
お
互
い
に
そ
う
し
た
感
想
を
口
に

す
る
機
会
は
な
か
な
か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、今
日
は
ぜ
ひ
ご
自
身
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。ま
ず
は
定
番
の
質
問
で
、教
師
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

駒
形
先
生（
以
下「
駒
形
」）　

私
は
良
い
先
生

に
出
会
っ
た
こ
と
が
理
由
の一つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。私
の
世
代
は
金
八
先
生
が
ど
真
ん
中
で
す

の
で
、学
園
ド
ラ
マ
の
影
響
も
あ
っ
た
か
も
。で

も
、何
よ
り
子
ど
も
が
好
き
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

私
は
明
治
の
卒
業
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、実

は
高
校
時
代
に
明
治
と
縁
が
あ
り
ま
し
た
。当

時
、他
校
の
マ
ン
ド
リ
ン
部
に
所
属
し
て
い
た
の

で
す
が
、部
活
の
コ
ー
チ
に
明
治
出
身
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
て
。そ
の
方
に
感
謝
し
て
も
し

き
れ
な
い
ぐ
ら
い
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。あ
ん

な
に
も
献
身
的
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い

る
の
か
と
思
う
く
ら
い
に
色
々
と
教
え
て
い
た
だ

き
、今
で
も
感
謝
の
気
持
ち
は
薄
れ
て
い
な
い
で

す
。お
世
話
に
な
っ
た
恩
を
胸
に
、今
は
そ
の
恩

返
し
を
し
て
い
る
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。マ
ン
ド

リ
ン
部
の
顧
問
は
大
変
で
あ
っ
て
も
、そ
の
気
持

ち
が
あ
る
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

司
会　

な
る
ほ
ど
。そ
の
縁
が
あ
っ
て
明
治
の
教

師
と
な
る
こ
と
を
選
択
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

駒
形　
い
え
、実
は
本
校
だ
け
で
は
な
く
、い
ろ

ん
な
学
校
を
受
け
ま
く
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、落

ち
ま
く
っ
て
い
た
ん
で
す（
笑
）。本
校
も
駄
目

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、受
か
り
ま
し

て
。不
思
議
な
縁
で
す
ね
。で
す
の
で
、当
時
は

明
治
が
男
子
校
と
い
う
こ
と
を
そ
こ
ま
で
意
識

せ
ず
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

司
会　

そ
の
言
い
方
か
ら
す
る
と
、特
に
男
子

校
の
教
師
を
目
指
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
よ
ね
。実
際
に
男
子
校
に
着
任

し
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
?

駒
形　

正
直
、シ
マ
ッ
タ
と
思
い
ま
し
た（
笑
）。

生
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、先
生
に
も
女
性
が
ほ

と
ん
ど
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
。以
前
に
共
学
校

で
教
え
て
い
た
経
験
も
あ
っ
た
の
で
、男
子
校
で

あ
っ
た
と
し
て
も
同
じ
学
生
が
相
手
な
の
だ
か

ら
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
軽
い
気
持
ち
が

あ
り
ま
し
た
。た
だ
、共
学
校
の
男
子
生
徒
と

男
子
校
の
男
子
生
徒
は
明
ら
か
に
違
う
の
で
す

よ
!　

環
境
が
違
う
か
ら
か
、び
っ
く
り
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。共
学
校
で
は
、先
生
が
男

性
で
も
女
性
で
も
、先
生
は
先
生
な
ん
で
す
。で

も
男
子
校
で
は
女
性
の
先
生
っ
て
感
じ
な
の
で

す
。女
性
と
し
て
扱
わ
れ
る
空
気
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

司
会　

自
分
た
ち
は
本
校
で
駒
形
先
生
に
教

わ
っ
た
最
初
の
世
代
で
す
の
で
、先
生
が
お
話
し

さ
れ
た
光
景
が
、ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
出
さ
れ
ま
す

（
笑
）。も
し
か
し
て
、そ
の
影
響
で
当
初
は
男
子

校
に
嫌
な
印
象
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

駒
形　
い
え
、そ
ん
な
こ
と
は
な
く
。面
白
か
っ

た
で
す
。で
も
、大
変
で
し
た
よ
。当
時
は
今
で
は

『
不
適
切
』と
さ
れ
る
言
葉
も
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
し
。言
葉
だ
け
で
な
く
行
動
も
あ
り
ま
し

た
。落
書
き
と
か
も
。た
と
え
ば
、世
界
史
で
古

代
エ
ジ
プ
ト
を
教
え
る
時
に
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
を
見

おかえり、母校へ！
〜卒業生教師とベテラン教師の座談会〜
　  構成・司会進行　大西 貴之（平成 9 年卒）
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せ
よ
う
と
思
っ
て
資
料
集
を
回
し
た
ん
で
す
。そ

れ
で
、資
料
集
が
戻
っ
て
く
る
と
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
で

何
か
が
書
か
れ
て
い
た
ん
で
す
。何
だ
ろ
う
と
解

読
し
た
ら
、「
コ
ラ
!
」と
注
意
し
た
く
な
る
よ

う
な
言
葉
で
し
た
。授
業
の
感
想
を
書
か
せ
た

際
も
、半
分
く
ら
い
は
変
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
苦
笑
）。

司
会　

な
ん
と
な
く
思
い
当
た
る
節
も
ち
ら

ほ
ら
。そ
の
節
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

（
汗
）。そ
れ
で
は
続
け
て
、酒
本
先
生
が
先
生

を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

酒
本
先
生（
以
下
「
酒
本
」
）　

実
は
私
は
中

学
・
高
校
の
先
生
は
ま
っ
た
く
目
指
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。た
だ
、幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た

か
っ
た
ん
で
す
。子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
の
が
好

き
だ
っ
た
の
で
。中
学
受
験
を
し
た
時
に
幼
稚
園

の
免
許
が
取
れ
る
学
校
も
受
験
し
て
合
格
し
て

い
ま
し
た
。た
だ
、そ
の
学
校
は
女
子
校
だ
っ
た

の
で
す
。自
分
に
は
共
学
が
向
い
て
い
る
か
な
と

い
う
思
い
が
あ
り
、本
校
を
選
び
ま
し
た
。

司
会　

酒
本
先
生
が
明
治
に
入
る
頃
に
は
既
に

共
学
だ
っ
た
の
で
す
ね
。と
は
い
え
、本
校
に
来

て
も
幼
稚
園
の
先
生
を
目
指
す
道
が
な
か
っ
た

訳
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
本
校
の

先
生
に
な
っ
た
の
に
は
何
か
特
別
な
理
由
が
あ

り
ま
し
た
か
。

酒
本　

本
校
で
の
生
活
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た

の
が
理
由
で
す
。私
は
人
と
話
す
の
が
好
き
な

の
で
、教
員
と
い
う
選
択
肢
も
元
よ
り
自
分
の

中
に
は
あ
り
ま
し
た
。本
校
っ
て
、面
白
い
先
生

が
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
の
た
め
私
も
本
校

の
先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

司
会　

最
初
、中
学
・
高
校
の
先
生
は
ま
っ
た
く

目
指
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、話

を
伺
っ
て
い
る
と
先
生
と
い
う
職
種
自
体
は
進

む
道
と
し
て
な
ん
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た

感
じ
で
す
ね
。

酒
本　

言
わ
れ
て
み
る
と
、そ
う
で
す
ね
。で

も
、き
っ
と
松
井
先
生
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
で
す
。

司
会　

そ
う
な
の
で
す
か
。で
は
、続
き
ま
し
て

松
井
先
生
が
先
生
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

松
井
先
生（
以
下「
松
井
」）　

私
は
本
校
の
学

生
時
代
の
書
道
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
し

た
。中
高
の
6
年
間
書
道
部
に
所
属
し
、書
道

が
好
き
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
国
語
の
教

師
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
た
め

に
大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
格
を
取
っ
て
、ま
た

教
育
学
研
究
科
の
あ
る
他
校
の
大
学
院
に
進
学

し
、で
き
る
な
ら
ば
本
校
で
働
き
た
い
と
思
い
続

け
て
き
ま
し
た
。そ
の
夢
は
無
事
に
叶
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、ま
だ
夢
の
途
中

に
い
る
感
じ
で
す
。実
際
に
教
師
と
し
て
働
い
て

み
る
と
、想
像
以
上
に
新
た
に
知
る
こ
と
の
多
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。大
変
な
仕
事
で
は
あ

り
ま
す
が
、自
分
が
目
指
し
て
き
た
こ
と
な
の

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

在
学
中
に
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
て
い

た
の
で
す
ね
。

松
井　

は
い
。私
が
着
任
し
た
初
年
度
、駒
形

先
生
が
担
任
を
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
の
副
担
任

に
な
り
ま
し
た
。駒
形
先
生
は
大
変
経
験
豊
富

で
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ

の
2
学
期
か
ら
は
私
も
担
任
と
な
っ
た
の
で
す

が
、そ
の
頃
の
教
え
が
今
の
私
の
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。本
校
に
戻
っ
て
き
て
、以
前
自
分
が
所
属

し
て
い
た
書
道
部
の
顧
問
に
し
て
い
た
だ
け
た

こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。先
ほ
ど
も
述
べ
ま

し
た
が
、書
道
部
で
の
経
験
が
私
の
進
む
道
を

決
め
ま
し
た
。学
生
時
代
に
書
道
部
で
出
会
っ

た
大
迫
宏
美
先
生
と
の
縁
が
、人
生
の
岐
路
の一

つ
で
し
た
。大
迫
先
生
は「
か
な
書
道
」の
大
家

と
し
て
知
ら
れ
る
高
木
東
扇
氏
に
師
事
し
て
お

り
、私
が
在
学
中
に
書
道
部
で
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
の
縁
か
ら
私
は
今
も
書
道
を
続
け

て
お
り
、松
井
萌
芳
と
い
う
雅
号
も
頂
き
、日
本

三
大
書
展
で
の
入
賞
も
叶
え
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
も
書
道
も
教
師
も
両
立
し
、自
身
の
研
鑽
を

積
み
な
が
ら
書
道
部
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
23
日（
土
・
祝
）に
行
わ
れ
る
総
明
会
の

懇
親
会
で
は
、書
道
部
の
卒
業
生
に
も
協
力
い

た
だ
き
、来
場
さ
れ
た
方
が
希
望
す
る
文
字
を

書
に
し
て
お
渡
し
す
る
企
画
を
予
定
し
て
い
ま

す
。現
在
、書
道
部
の
部
員
は
29
名
い
ま
し
て
、

と
て
も
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。先
輩
方
に
も
今
の

新
し
い
書
道
部
を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

松
井
先
生
は
本
校
と
の
縁
が
と
て
も
深

い
の
で
す
ね
。ま
た
、そ
の
縁
を
活
か
し
て
夢
を

叶
え
て
い
る
姿
に
、と
て
も
尊
敬
の
念
を
覚
え
ま

し
た
。懇
親
会
で
の
企
画
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。先
生
方
は
先
生
に
な
る
と
い
う
夢
を
持
っ
て

教
師
に
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、本
校
の

教
師
に
な
っ
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
ま

し
た
か
。

駒
形　

私
は
先
ほ
ど
述
べ
た
話
に
通
じ
ま
す

が
、男
子
校
時
代
は
真
面
目
だ
け
ど
は
っ
ち
ゃ
け

て
い
た
と
い
う
印
象
で
す
ね
。共
学
化
し
て
か
ら

は
、ど
ん
ど
ん
お
と
な
し
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

酒
本　

私
も
同
じ
印
象
で
す
。自
分
が
在
学
し

て
い
た
頃
も
明
る
く
て
真
面
目
な
学
生
が
多
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、今
の
方
が
さ
ら
に
真
面

目
で
お
と
な
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。こ

の
傾
向
は
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。

駒
形　

今
は
ね
、チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
時
点
で
生
徒

が
全
員
座
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

司
会　

た
し
か
に
私
た
ち
の
世
代
は
先
生
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
座
っ
て
い
な
か
っ
た
印

象
が
あ
り
ま
す
ね
。

松
井　

私
は
ち
ょ
う
ど
全
学
年
に
女
子
が
入
っ

た
共
学
化
3
年
目
の
世
代
だ
っ
た
の
で
、男
女
比

率
が
2
対
1
だ
っ
た
の
で
す
。40
人
学
級
で
女

子
が
16
名
、残
り
が
男
子
と
い
う
感
じ
で
す
。当

おかえり、母校へ！

作品の前で微笑む松井先生、書道展にて
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時
は
男
子
が
多
か
っ
た
の
で
男
子
の
雰
囲
気
が

強
か
っ
た
で
す
。今
は
1
対
1
に
な
っ
た
の
で
、こ

の
違
い
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
と
い
う
の

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

駒
形　

た
し
か
に
男
子
が
多
い
と
、は
っ
ち
ゃ
け

た
傾
向
に
な
り
が
ち
で
す
ね
。

松
井　

実
際
に
私
が
中
1
の
と
き
、文
化
祭
の

最
後
の
閉
会
式
で
盛
り
上
が
り
す
ぎ
て
し
ま

い
、勢
い
余
っ
て
備
品
を
壊
し
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
到
底
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
り
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。

駒
形　
で
も
、学
生
が
真
面
目
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
の
は
何
も
本
校
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
て

他
校
で
も
聞
き
ま
す
ね
。時
代
の
流
れ
も
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

司
会　

ち
な
み
に
、酒
本
先
生
と
松
井
先
生
は

学
生
時
代
に
、駒
形
先
生
と
の
接
点
は
あ
り
ま

し
た
か
。あ
っ
た
と
し
た
ら
、当
時
は
ど
ん
な
印

象
で
し
た
か
。

駒
形　

私
は
酒
本
先
生
の
代
は
担
当
し
て
い
た

の
で
す
が
、松
井
先
生
の
代
は
担
当
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
接
点
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、松
井

先
生
は
書
道
で
よ
く
表
彰
さ
れ
て
い
た
の
で
、名

前
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。酒
本
先
生
は「
超
」が
付

く
ほ
ど
真
面
目
な
印
象
で
し
た
ね
。そ
し
て
、提

出
物
の
字
が
と
て
も
綺
麗
な
生
徒
さ
ん
で
し
た
。

た
だ
、お
と
な
し
い
印
象
だ
っ
た
の
で
、先
生
に
な

る
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

酒
本　

は
い
。当
時
の
担
任
の
先
生
に
も
、先
生

に
は
一
番
な
ら
な
い
タ
イ
プ
と
言
わ
れ
た
く
ら
い

で
す（
笑
）。

司
会　

駒
形
先
生
の
感
想
に
、な
ん
と
な
く
酒

本
先
生
が
嬉
し
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
微
笑
ま

し
い
で
す
。も
う
一つ
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
お

尋
ね
し
ま
す
が
、猿
楽
町
か
ら
調
布
へ
の
変
化
と

い
う
点
で
は
い
か
が
で
す
か
。こ
れ
は
駒
形
先
生

し
か
お
答
え
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

駒
形　

そ
う
で
す
ね
。生
徒
の
変
化
は
話
し
た

通
り
で
す
が
、先
生
も
一
段
と
真
面
目
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。猿
楽
町
っ
て
空
き
時
間
に
周
辺

ま
で
す
ぐ
に
食
べ
に
行
け
た
ん
で
す
。美
味
し
い

お
店
も
あ
っ
た
の
で
、テ
ス
ト
の
日
な
ん
て
み
ん
な

で
ご
飯
に
行
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
が
、今
は
コ

コ
ス
と
ロ
ー
ソ
ン
で
喜
ん
で
い
る
時
代
で
す
。

　

ま
た
、猿
楽
町
は
周
り
に
文
化
を
感
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
で
す
が
、そ
れ
に
比
べ
る

と
こ
ち
ら
は
ち
ょ
っ
と
陸
の
孤
島
感
が
あ
り
ま

す
ね
。部
活
も
猿
楽
町
な
ら
夜
8
時
く
ら
い
ま

で
練
習
し
て
い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
時
刻
を
見
な
が
ら
で
す
か
ら
ね
。

猿
楽
町
時
代
は
生
徒
が
全
員
帰
っ
た
か
確
認
す

る
に
も
、隠
れ
て
残
っ
て
い
る
生
徒
が
い
て
心
配

も
多
か
っ
た
で
す
。校
舎
も
複
雑
な
構
造
で
し

た
の
で
。

司
会　

あ
の
頃
の
部
活
は
大
会
前
に
な
る
と
先

生
に
隠
れ
て
練
習
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、今
は
さ
す
が
に
な
さ
そ
う
で
す
ね
。

駒
形　

良
く
も
悪
く
も
、そ
う
し
た
余
白
の
部

分
が
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。今
は
昔
よ
り

課
題
に
ず
っ
と
追
わ
れ
て
い
る
感
じ
だ
と
思
い
ま

す
。大
学
へ
の
進
学
の
た
め
にT

O
E

IC

４
５
０
点

や
英
検
2
級
も
必
要
な
時
代
で
す
。真
面
目
に

暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

司
会　
一
長
一
短
で
す
ね
。た
と
え
ば
私
は
卒
業

し
て
か
ら
も
部
活
を
通
じ
て
母
校
と
の
縁
が
続

い
て
い
ま
し
た
。こ
う
し
た
つ
な
が
り
の
形
が
今

後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

駒
形　

世
の
流
れ
で
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

他
の
付
属
校
で
も
、本
校
と
同
じ
よ
う
な
基
準

を
作
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。そ
れ
が
企
業
な
ど

社
会
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る

現
実
が
あ
る
の
で
仕
方
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
。

出
来
る
な
ら
ば
生
徒
が
伸
び
伸
び
と
生
活
で
き

る
環
境
で
あ
る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。少
し

男
子
校
時
代
の
話
に
戻
り
ま
す
が
、あ
の
頃
に

は
処
分
案
件
で
職
員
会
議
が
多
か
っ
た
世
代
も

あ
り
ま
し
た
。こ
れ
自
体
は
良
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、一
方
で
そ
の
世
代
は
社
会
に
出
て
面

白
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
。今

後
、そ
う
い
う
人
が
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
と
気

に
は
な
り
ま
す
。

司
会　

真
面
目
な
生
徒
が
増
え
た
こ
と
で
、卒

業
生
の
社
会
に
お
け
る
在
り
方
が
変
わ
っ
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

駒
形　

今
は
少
な
く
と
も
生
徒
指
導
で
問
題

に
な
る
話
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、そ
れ
は
そ
れ

で
良
い
こ
と
で
す
。た
だ
、生
徒
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
先
生
方
の
た
め
に
し
っ
か
り
と
残
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

変
化
と
い
う
点
ば
か
り
に
着
目
し
て
い

ま
し
た
が
、そ
れ
と
は
反
対
に
変
わ
っ
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

駒
形　

質
実
剛
健
を
意
識
し
て
い
る
の
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、毳け

ば
け
ば々

し
い
生
徒
は
今
も
少
な
い
で
す

よ
ね
。あ
と
、母
校
愛
の
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

酒
本　

私
た
ち
は
カ
ラ
オ
ケ
の
最
後
に
校
歌
を

歌
う
こ
と
が
定
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。部
屋
の
片
付

け
を
し
な
が
ら
校
歌
を
み
ん
な
で
歌
って
い
ま
す
。

松
井　

校
歌
や
応
援
団
の
ス
テ
ー
ジ
で
チ
ャ
ン
ス

パ
タ
ー
ン
メ
ド
レ
ー
が
始
ま
る
と
、生
徒
た
ち
は

一
気
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
は

昔
も
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。新
入

生
歓
迎
会
で
も
、応
援
団
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、

み
ん
な
本
当
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
よ
ね
。

駒
形　

そ
う
で
す
ね
。新
入
生
歓
迎
会
で
、こ
ん

な
に
楽
し
い
学
校
に
来
た
ん
だ
と
感
じ
て
も
ら
え

る
の
は
、と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会　

母
校
愛
の
強
さ
が
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い

う
の
は
、本
当
に
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、卒
業
す
る
と
ど
う
し
て
も
母
校
と
の
接

点
が
あ
ま
り
な
く
、縁
が
薄
れ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。酒
本
先
生
や
松
井

先
生
は
卒
業
し
て
か
ら
そ
こ
ま
で
時
間
が
経
っ

て
い
な
い
で
す
が
、そ
の
よ
う
な
印
象
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

酒
本　
い
え
、卒
業
生
は
、文
化
祭
に
は
よ
く
来

て
く
れ
ま
す
よ
。ま
た
、就
職
が
決
ま
っ
た
ら
報

告
に
来
て
く
れ
た
り
も
し
ま
す
。

駒形先生が語る、学校の昔と今
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ま
し
た
が
、そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。私
も
29
年
や
っ
て
き
て
、そ
れ
ら
を
全

部
貫
け
た
訳
で
は
な
い
で
す
が
、こ
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、伝
統
は
大
切
で
す
が
、前

例
踏
襲
だ
け
が
伝
統
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、常

に
見
直
し
て
、何
を
残
す
か
は
緊
張
感
を
も
っ
て

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。自
分

た
ち
が
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
気
持

ち
も
大
切
で
す
。時
代
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
は
変

え
て
い
く
と
い
う
気
構
え
を
持
っ
て
、擦
り
合
わ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。私
は
こ
れ

ま
で
言
い
た
い
こ
と
は
言
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。若
い
先
生
方
も
遠
慮
せ
ず
に
、ど
ん
ど
ん
前

へ
出
て
いっ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

本
日
は
貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。今
回
の
機
会
は
私
た
ち
に
と
っ
て

も
母
校
と
の
つ
な
が
り
を
再
び
得
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。今
の
母
校
を
知
り
、校
舎
が
変

わ
っ
て
も
本
校
が
母
校
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

松
井　

た
し
か
に
、大
学
生
は
い
っ
ぱ
い
来
ま
す

ね
。な
る
ほ
ど
、男
子
校
時
代
に
は
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
す
ね
。

駒
形　

学
校
に
来
な
く
て
も
、同
期
1
0
0
名

規
模
で
二
十
歳
の
年
に
集
ま
っ
た
り
、大
学
を
卒

業
し
て
か
ら
も
各
代
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。多
い

学
年
は
そ
こ
か
ら
3
回
く
ら
い
集
ま
っ
て
い
ま
す

ね
。そ
う
い
う
場
に
は
先
生
に
も
声
が
掛
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

司
会　

そ
う
な
の
で
す
ね
。卒
業
生
が
母
校
と

の
つ
な
が
り
を
感
じ
に
く
い
の
は
、も
し
か
し
た

ら
猿
楽
町
時
代
の
O
B
に
特
有
の
こ
と
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。若
い
世
代
は
、よ
り
つ
な
が

り
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

駒
形　

そ
う
で
す
ね
。若
い
世
代
は
、つ
な
が

り
を
保
つ
た
め
に
自
ら
企
画
を
立
て
た
り
、積

極
的
に
動
い
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。た

と
え
ば
、総
明
会
でInstagram

を
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。今
の
世
代
は

F
acebook

を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、LIN

E

な
ど

で
つ
な
が
っ
て
い
る
人
が
多
い
で
す
し
、S
N
S

を
通
じ
て
卒
業
後
も
つ
な
が
り
を
維
持
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

司
会　

確
か
に
、今
は
S
N
S
の
お
か
げ
で
、人

と
の
つ
な
が
り
が
保
ち
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

ね
。当
時
は
連
絡
手
段
が
電
話
く
ら
い
し
か
な

か
っ
た
の
で
、卒
業
後
に
母
校
と
連
絡
を
取
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
た
め

猿
楽
町
時
代
の
O
B
に
は
、今
の
母
校
の
こ
と

を
知
ら
な
い
人
も
多
い
で
す
。酒
本
先
生
と
松

井
先
生
は
、猿
楽
町
時
代
の
O
B
に
伝
え
た
い

学
校
の
自
慢
話
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

松
井　

何
よ
り
施
設
に
恵
ま
れ
て
い
る
点
で
す

ね
。開
放
的
で
ど
の
学
校
よ
り
も
施
設
が
良
い

と
思
い
ま
す
。鵜
澤
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
大
き
な

ホ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
学
校
も
少
な
い
の
で
は
。

日
常
的
に
あ
れ
だ
け
大
き
な
ホ
ー
ル
を
使
え
る

の
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

あ
と
、勉
強
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

は
い
え
、大
学
の
付
属
校
と
い
う
こ
と
で
、受
験

勉
強
と
か
に
時
間
を
費
や
す
必
要
が
な
い
の
は

魅
力
で
す
。そ
の
た
め
、私
た
ち
の
授
業
で
も
他

の
学
校
よ
り
教
え
ら
れ
る
選
択
肢
も
増
え
ま

す
。自
分
も
学
生
の
時
に
そ
れ
が
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。受
験
勉
強
の
時
間
を
ど
う
使
う
か

考
え
る
こ
と
が
で
き
て
、私
は
そ
れ
で
書
道
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

酒
本　

私
も
本
校
で
の
授
業
は
楽
し
か
っ
た
で

す
。小
学
生
の
時
は
国
語
が
得
意
だ
か
ら
好
き

で
し
た
。で
も
、中
学
に
入
っ
て
か
ら
は
国
語
の

面
白
さ
を
知
っ
て
よ
り
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

国
語
は
い
ろ
ん
な
解
釈
が
で
き
る
か
ら
楽
し
さ

が
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

駒
形　

本
校
の
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
人
は

増
え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す

ね
。自
分
の
子
ど
も
を
入
れ
た
い
と
言
う
人
も

い
て
、最
高
に
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

司
会　

最
後
に
、ベ
テ
ラ
ン
の
駒
形
先
生
か
ら
後

輩
の
先
生
方
に
伝
え
た
い
こ
と
や
、母
校
へ
の
期

待
な
ど
を
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

駒
形　
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
の一つ

は
、生
徒
相
手
で
も
常
に
敬
意
を
も
っ
て
接
す

る
こ
と
で
す
。彼
ら
に
は
教
え
る
ば
か
り
で
は
な

く
、自
分
が
学
ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。そ
れ

が
楽
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
。他
者
に
敬
意
を

払
う
の
は
人
間
関
係
の
基
本
な
の
で
、生
徒
に

も
そ
れ
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

　

先
生
に
な
っ
て
大
変
な
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
り

駒形先生 松井先生

【WEB コンテンツ】
取材協力の先生方から、卒業生へのメッセージ
が届いています！

おかえり、母校へ！

3先生とのインタビューに立ち会った幹事学年　（左から）佐藤潤、大西貴之、杉野佳（右から2番目）、中山智之（一番右）
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ただいまインタビュー❹     Soumeikai Annual

で
も
こ
っ
ち
は
10
年
間
も
準
備
し
て
、教
え
る

自
信
が
あ
る
か
ら
、「
お
前
ら
何
こ
れ
。誰
が
書

い
た
な
ん
て
そ
ん
な
つ
ま
ん
な
い
こ
と
聞
か
な
い

け
ど
、1
年
終
わ
っ
た
と
き
に
先
生
の
授
業
は
ど

う
い
う
授
業
だ
っ
た
か
感
想
を
言
っ
て
ご
ら
ん
」っ

て
。1
年
経
っ
て
か
ら
言
い
な
さ
い
よ
っ
て
。1
年

も
う
教
え
ま
く
っ
て
。

ど
ん
な
成
績
の
低
い
や
つ
で
も
興
味
を
持
た

せ
る
よ
う
な
話
し
方
、話
題
ね
、抽
象
的
な
数

学
の
話
じ
ゃ
な
く
て
日
常
生
活
か
ら
持
っ
て
く
る

よ
う
な
さ
。た
と
え
ば
方
程
式
の
問
題
で
さ
、ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
1
個
1
5
0
円
、チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー

1
8
0
円
と
か
出
て
く
る
と
き「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

1
5
0
円
っ
て
、高
ぇ
よ
な
こ
の
店
!
」と
か

さ
、ま
ず
そ
っ
か
ら
始
め
る
の
。「
1
0
0
円
と

1
2
0
円
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
こ
れ
?
」と
か
言

う
と
さ
、数
学
苦
手
な
や
つ
で
も
聞
く
じ
ゃ
ん
。

長
き
に
わ
た
り
明
治
高
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ

た
上
小
牧
正
広
先
生
、小
柴
仁
美
先
生
が
3
月

を
も
っ
て
ご
退
任
さ
れ
ま
し
た
。2
月
17
日（
土
）、

明
治
高
校
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
、そ
れ

ぞ
れ
約
1
2
0
分
間
に
わ
た
り
、こ
れ
ま
で
の
歩

み
や
胸
の
内
を
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

実
は
中
学
1
年
生
の
と
き
に
も
う
学
校
の
数

学
の
先
生
に
な
る
っ
て
決
め
ち
ゃっ
て
た
の
。た
ま

た
ま
中
学
1
年
生
の
と
き
に
教
え
方
の
上
手
い

津
久
井
先
生
っ
て
い
う
数
学
の
先
生
が
い
て
、そ

の
先
生
の
方
程
式
の
授
業
で
7
〜
8
分
時
間
が

余
っ
た
ん
で「
お
前
ら
絶
対
で
き
な
い
と
思
う
け

ど
、こ
の
問
題
や
っ
て
み
」っ
て
問
題
出
し
た
の
。

そ
ん
で
、た
ま
た
ま
俺
は
解
き
方
を
パ
ッ
と

気
が
つ
い
て
、3
分
か
4
分
ぐ
ら
い
で
解
い
た
の

ね
。他
の
や
つ
は
ま
だ
考
え
て
る
中
、俺
が
静
か

に
し
て
る
と
、そ
の
先
生
が「
な
ん
だ
上
小
牧
、

な
ん
で
解
か
な
い
ん
だ
」っ
て
い
う
か
ら「
い
や
、

解
け
た
ん
で
す
け
ど
」っ
て
見
せ
た
ら「
お
っ
、解

け
て
ん
じ
ゃ
ん
!　

よ
く
お
前
こ
れ
気
が
つ
い

た
な
。こ
れ
普
通
気
が
つ
か
な
い
ん
だ
け
ど
」っ

て
言
っ
て
、そ
の
先
生
が
ま
あ
半
分
冗
談
で「
お

ま
え
数
学
の
先
生
に
な
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
?
」っ
て
言
っ
た
ん
だ
よ
。も
う
ね
、そ
れ
を
言

わ
れ
た
と
き
に
は
、（
え
っ
、俺
な
れ
る
ん
だ
!
）っ

て
。（
こ
の
先
生
が
言
っ
て
ん
だ
か
ら
な
れ
る
ん
だ

な
）と
思
っ
て
、そ
の
後
は
ず
ー
っ
と
数
学
の
先
生

に
な
る
た
め
の
授
業
の
受
け
方
を
し
て
た
。

す
ん
げ
え
嫌
な
生
徒
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、

（
あ
の
教
え
方
は
違
う
な
、あ
れ
じ
ゃ
わ
か
ん

ね
ー
よ
）と
か
ね
。授
業
終
わ
る
と
、も
う
友
達

に「
あ
の
説
明
で
わ
か
っ
た
?
」と
か
聞
い
て「
あ

の
説
明
じ
ゃ
わ
か
ん
な
い
よ
な
、こ
う
や
っ
て
こ
う

説
明
す
る
べ
き
だ
よ
な
」と
か
言
っ
て
さ
。で
、「
コ

マ
キ
の
説
明
は
す
ご
い
わ
か
り
や
す
い
わ
!
」っ

2
0
2
4
年
（
令
和
6
年
）
退
任

上
小
牧
正
広
先
生 

ご
退
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

上小牧 正広 先生
（数学科）

て
。だ
か
ら
中
学
高
校
ず
ー
っ
と
教
え
方
だ
け

聞
い
て
た
。

数
学
っ
て
の
は
難
し
い
の
は
わ
か
る
ん
だ
け

ど
、こ
っ
ち
が
頑
張
っ
て
1
0
0
%
理
解
で
き
る

よ
う
に
っ
て
工
夫
し
て
教
え
よ
う
と
し
続
け
れ

ば
絶
対
に
わ
か
る
は
ず
だ
っ
て
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
ん
で
、も
う
と
に
か
く
教
え
た
か
っ
た
。だ

か
ら
も
し
大
学
行
か
な
く
て
高
校
卒
業
し
た
だ

け
で
中
高
教
え
ら
れ
る
教
員
免
許
が
取
れ
る
ん

だ
っ
た
ら
、私
は
大
学
行
っ
て
な
い
で
す
よ
。早
く

教
え
た
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
ね
、か
っ
こ
い
い
例
え
で
、私
が
好
き

な
佐
野
元
春
っ
て
人
が
い
る
ん
で
す
け
ど
、テ
レ

ビ
か
何
か
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
ど
う
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
ん
で
す
か
」っ
て
聞
か
れ
て
、そ
の
と

き
の
か
っ
こ
い
い一
言「
心
が
破
け
そ
う
だ
っ
た
か

ら
」っ
て
。そ
の
と
き
に
僕
は
そ
の
気
持
ち
が
よ

く
わ
か
っ
た
。教
え
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。こ
の

気
持
ち
を
も
う
止
め
ら
れ
な
い
。早
く
教
え
た

い
ん
だ
っ
て
。気
持
ち
が
そ
う
い
う
状
態
で
、し

か
も
中
1
か
ら
大
学
4
年
ま
で
10
年
間
教
え

る
勉
強
し
て
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。だ
か
ら

も
う
十
分
で
し
ょ
。10
年
準
備
し
て
た
ん
だ
か

ら
も
う
デ
ビ
ュ
ー
で
き
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

着
任
当
時
の
思
い
出

僕
は
早
稲
田
出
身
な
ん
で
す
け
ど
、僕
が
入

る
ま
で
は
早
慶
の
教
員
っ
て
一
人
も
い
な
か
っ
た

ん
だ
よ
。だ
か
ら
入
っ
た
と
き
に
は
、な
ん
て
い
う

か
そ
う
い
う
目
で
見
ら
れ
る
か
ら
さ
。仮
想
敵

国
で
見
ら
れ
る
か
ら
。始
業
式
が
終
わ
っ
て
最
初

の
授
業
の
と
き
に
も
う
黒
板
に「
上
小
牧
帰
れ 

早
稲
田
◯
ね
」っ
て
全
ク
ラ
ス
書
い
て
あ
っ
て
。

冒頭から“上小牧節”が炸裂した
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い
き
な
り「
こ
れ
が
は
い
こ
れ
で
、こ
の
数
を
X 

と
し
て
は
い
こ
れ
が
Y
で
」と
か
っ
て
話
し
て
い
っ

た
っ
て
さ
、日
常
の
会
話
を
ま
ず
最
初
に
入
れ
て

か
ら
数
学
の
話
に
持
っ
て
か
な
い
と
さ
、そ
れ
を

し
な
い
と
駄
目
な
ん
だ
よ
。要
す
る
に
数
学
が

実
社
会
か
ら
切
れ
ち
ゃ
う
。勉
強
の
た
め
の
勉
強

に
な
っ
ち
ゃ
う
。

で
、ま
あ
い
ろ
い
ろ
一
生
懸
命
や
っ
て
1
年
間
終

わ
っ
た
と
き
に
、全
ク
ラ
ス
の
生
徒
が「
先
生
の

授
業
が
一
番
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」っ
て
言
っ
た
ん

で
す
よ
、や
っ
ぱ
り
。「
今
ま
で
受
け
た
授
業
の

中
で
一
番
先
生
の
授
業
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
」っ
て
。で
、俺
は「
当
た
り
前
だ
」っ
て
言
っ
た

の
。そ
の
と
き
に
初
め
て「
中
1
か
ら
大
学
ま
で

ず
っ
と
先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
10
年
間
用
意
し

て
た
ん
だ
」っ
て
話
を
し
ま
し
た
よ
。（
そ
れ
だ
っ

た
ら
そ
う
か
）っ
て
い
う
顔
を
生
徒
た
ち
は
し
ま

し
た
よ
。そ
ん
だ
け
準
備
し
て
る
わ
け
な
ん
だ

か
ら
っ
て
ね
。う
ん
。そ
れ
以
降
は
も
う
全
然
問

題
な
か
っ
た
で
す
よ
。

1
年
目
か
ら
そ
う
い
う
感
じ
で
、で
2
年
目

に
並
木
啓
先
生
が
英
語
の
先
生
と
し
て
入
っ
て

き
て
、並
木
先
生
が
初
め
て
慶
應
で
。そ
の
と
き

に
並
木
先
生
と
一
緒
に
入
っ
て
き
た
の
が
小
柴
仁

美
先
生
で
、今
ま
で
体
育
の
先
生
は
筑
波
と
か

し
か
採
っ
て
な
か
っ
た
の
が
、小
柴
先
生
が
日
体

大
か
ら
入
っ
て
。そ
う
や
っ
て
僕
の
年
か
ら
い
ろ
ん

な
学
校
の
先
生
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

部
活
の
思
い
出

自
分
自
身
の
ス
ポ
ー
ツ
歴
と
し
て
は
、小
学
校

で
野
球
、中
学
校
で
卓
球
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、大

学
は
硬
式
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
ま
し
た
。明
治
に
就

職
し
て
し
ば
ら
く
し
て
、テ
ニ
ス
は
も
う
そ
ん
な

に
な
と
思
っ
て
た
と
き
に
、テ
ニ
ス
仲
間
が
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
を
し
て
て
、そ
の
自
転
車
が
か
っ
こ
い

い
と
思
っ
た
の
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
始
め
た
き
っ

か
け
。2
年
く
ら
い
で
大
会
に
出
て
、た
し
か
そ

の
2
〜
3
年
後
に
長
野
く
ん
が
陸
上
部
作
り
た

い
っ
て
言
っ
て
き
た
。長
野
く
ん
と
、あ
と
石
井

く
ん
が
来
て
、ど
こ
で
嗅
ぎ
つ
け
た
か
上
小
牧
先

生
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
っ
て
て
、長
距
離
を
走
る

の
は
得
意
ら
し
い
か
ら
、ク
ラ
ブ
作
り
た
い
ん
で

ぜ
ひ
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て
く
れ
な
い
か
っ
て
言
わ

れ
て
。囃
し
立
て
ら
れ
る
と
ね
、俺
は
ブ
ラ
バ
ン
の

顧
問
で
も
や
っ
ち
ゃっ
た
く
ら
い
だ
か
ら（
笑
）

で
も
ル
ー
ル
と
か
を
変
え
る
の
も
す
ご
く
嫌

い
な
学
校
だ
か
ら
、何
か
新
し
い
ク
ラ
ブ
を
作
る

と
か
、そ
ん
な
も
ん
駄
目
な
ん
だ
よ
。そ
れ
で
な

く
て
も
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
2
面
分
の
校
庭
し
か
な

か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。新
し
い
ク
ラ
ブ
が
で
き

た
ら
ま
す
ま
す
取
り
合
い
に
な
る
だ
ろ
う
と
。

だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
そ
れ
計
算
し
て
、こ
こ
の
校
庭

で
や
ら
な
い
で
、桜
田
門
の
と
こ
ろ
で
練
習
し
ま

す
か
ら
っ
て
言
っ
て
、大
会
前
は
江
戸
川
陸
上
競

技
場
に
行
っ
て
練
習
し
ま
す
か
ら
っ
て
い
う
風
に

言
っ
て
、絶
対
校
舎
に
は
迷
惑
か
け
ま
せ
ん
し
っ

て
言
っ
た
ん
だ
け
ど
、な
ん
か
ダ
メ
ダ
メ
ダ
メ
っ
て

の
が
3
年
間
続
い
た
ん
で
す
ね
。3
年
目
さ
す
が

に
長
野
く
ん
が
キ
レ
て
さ
、生
徒
会
室
の
す
べ
て

の
ロッ
カ
ー
の
蓋
が
へ
こ
ん
だ
っ
て（
笑
）。

そ
れ
で
次
の
年
、4
年
目
に
し
て
よ
う
や
く

陸
上
競
技
部
が
で
き
た
。櫻
井
く
ん
が
主
将
の

と
き
だ
ね
。う
ん
。

あ
の
と
き
は
俺
も
ま
だ
走
れ
た
か
ら
さ
、

1
5
0
0
m
は
何
本
で
も
5
分
切
っ
て
走
っ
て

た
か
ら
、合
宿
の
5
0
0
0
m
の
練
習
で
は
俺

が
引
っ
張
っ
て
た
ろ
?　

絶
対
つ
い
て
こ
い
よ
っ

て
。あ
れ
だ
け
走
れ
た
ん
だ
よ
ね
、あ
の
と
き

は
。陸
上
部
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、他
に
も
記
憶

に
残
っ
て
い
る
よ
。い
ろ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ね
。

あ
と
、自
分
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
全
盛
期
の
、

当
時
の
話
の
派
生
で
、明
治
の
生
徒
が
他
校
の

生
徒
に
恐
喝
さ
れ
た
っ
て
報
告
が
あ
っ
て
北
村

純
先
生
と
一
緒
に
捕
ま
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。現

場
に
行
っ
た
ら
そ
い
つ
ら
二
人
が
ま
だ
い
て
、体
格

の
良
い
方
は
北
村
先
生
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で

足
払
い
を
し
て
捕
ま
え
た
。で
、も
う
一
人
が
走
っ

て
逃
げ
た
ん
で
、俺
が
走
っ
て
追
い
か
け
た
。相

手
は
速
く
て
、キ
ロ
3
分
半
か
ら
4
分
く
ら
い
の

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
逃
げ
続
け
た
け
ど
、曲
が
り
角

を
8
回
曲
が
っ
た
ぐ
ら
い
か
ら
よ
う
や
く
相
手

の
ス
タ
ミ
ナ
が
な
く
な
っ
て
き
て
追
い
つ
い
て
捕

ま
え
た
。「
俺
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
や
っ
て
る

ん
だ
。42
キ
ロ
逃
げ
て
み
ろ
、捕
ま
え
て
や
る
か

ら
」っ
て
。あ
と
で
聞
い
た
ら
、サ
ッ
カ
ー
部
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
の
生
徒
だ
っ
た
そ
う
で
、だ
か
ら
速
か
っ

た
の
か
と
思
っ
た（
笑
）。

（
エ
ピ
ソ
ー
ド
全
編
は
次
ペ
ー
ジ
に
）

共
学
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

女
子
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
だ
い
ぶ
変
わ
る
か

な
と
心
配
し
て
た
ら
、も
う
全
然
取
り
越
し
苦

労
で
し
た
ね
。女
子
に
は
ノ
ー
ト
を
集
め
さ
せ
た

り
重
い
も
の
を
持
た
せ
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
か
話
し
て
い
た
ら
隣
り
の
女
性
の
先
生
が「
何

言
っ
て
ん
で
す
か
」と
、「
女
子
高
ど
う
す
ん
で
す

か
」っ
て
言
っ
て
て
、そ
り
ゃ
そ
う
だ
な
と
。実
際
、

生
徒
と
し
て
は
何
で
も
全
然
普
通
に
で
き
て
て

2024 年（令和 6 年）退任の先生

インタビューには陸上競技部OBなど大勢が駆けつけた

取材に立ち会った（左から）櫻井勝也さん（平成7年卒）、幹事学年の中山智之、
中村武史（右から2番目）、金井威士さん（平成8年卒、一番右）
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ん
で
た
ら
、関
東
学
院
大
学
の
O
B
が
通
り
か

か
っ
て
、「
君
ら
何
年
や
っ
て
ん
の
？
」み
た
い
な
感

じ
で
。一
緒
に
や
ら
な
い
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
か
ら

友
達
が
始
め
て
。私
は
高
3
の
と
き
に
、器
械
体

操
部
も
２
年
の
と
き
に
引
退
し
て
た
か
ら
、一
緒

に
や
ろ
う
っ
て
い
う
と
こ
か
ら
始
め
た
。

そ
こ
の
O
B
た
ち
が
や
っ
て
い
る
チ
ー
ム
は
、

横
浜
市
の
草
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
所
属
し
て

て
、大
学
時
代
は
そ
こ
で
や
っ
た
り
も
し
て
た
ん

だ
け
ど
も
、そ
こ
の
リ
ー
グ
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
バ
ッ
ク
と
し
て
選
ば
れ
た
。で
、た
ま
た

ま
オ
ー
ル
ス
タ
ー
の
監
督
を
や
っ
て
い
た
人
が
シ
ル

バ
ー
オ
ッ
ク
ス
っ
て
い
う
チ
ー
ム
の
監
督
だ
っ
た
ん

で
す
よ
ね
。

そ
の
チ
ー
ム
が
草
フ
ッ
ト
か
ら
一
段
階
上
の
社

会
人
リ
ー
グ
に
今
度
入
る
っ
て
い
う
か
ら
、一
緒
に

や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
っ
て
言
っ
て
、そ
の
チ
ー
ム
に

入
っ
た
と
。そ
う
い
う
経
緯
な
ん
だ
よ
。だ
か
ら

仕
事
し
な
が
ら
35
歳
ま
で
や
っ
て
た
か
ら
、フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
歴
は
長
い
よ
ね
、本
当
に
。ク
ラ
ブ
チ
ー

2
0
2
4
年
（
令
和
6
年
）
退
任

小
柴
仁
美
先
生 

ご
退
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小柴 仁美 先生
（保健体育科）

男
子
女
子
も
関
係
な
い
。必
要
以
上
の
配
慮
も

要
ら
な
か
っ
た
。数
学
や
理
科
が
男
子
よ
り
苦

手
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ら
、そ
ん
な
こ
と

も
な
い
。成
績
面
で
も
上
位
20
人
の
う
ち
16
人

ぐ
ら
い
女
子
な
ん
だ
よ
。

や
っ
ぱ
り
女
子
が
す
ご
い
な
と
思
う
の
は
、文

化
祭
準
備
委
員
長
と
か
球
技
大
会
委
員
長
、

修
学
旅
行
委
員
長
と
か
も
み
ん
な
女
子
が
や
る

ん
だ
よ
。そ
れ
と
あ
と
は
各
学
期
が
終
わ
る
と

終
業
式
の
と
き
に
表
彰
っ
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。特
に
文
化
的
な
賞
は
み
ん
な
、作
文
だ
と
か

俳
句
だ
と
か
何
だ
と
か
っ
て
み
ん
な
女
子
。

退
任
に
あ
た
っ
て

43
年
間
仕
事
し
終
わ
っ
て
、さ
あ
こ
れ
か
ら
リ

タ
イ
ア
す
る
と
い
う
人
間
の
気
分
は
ね
、二
つ
し

か
な
い
。一
つ
目
は
、43
年
間
は
長
か
っ
た
と
い
う

こ
と
。二
つ
目
の
思
い
は
、そ
の
長
い
間
、自
分
は

よ
く
が
ん
ば
っ
た
。こ
れ
に
尽
き
る
。

ち
な
み
に
4
月
か
ら
は
新
し
い
仕
事
を
始
め

る
け
ど
何
を
や
る
か
は
秘
密
ね
。記
事
に
な
っ
た

頃
に
は
分
か
っ
ち
ゃっ
て
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

【WEB コンテンツ】
上小牧先生と北村先生が恐喝犯
を捕まえたエピソード全文

教
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

中
1
の
と
き
に
ね
、公
立
の
中
学
だ
っ
た
ん
だ

け
ど
も
最
初
の
担
任
の
先
生
が
体
育
の
先
生

で
、日
本
体
育
大
学
出
身
だ
っ
た
ん
で
す
。バ
ス

ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
い
た
人
で
、そ
の
先
生
に
憧
れ
て

と
い
う
か
。そ
れ
で
、日
体
大
っ
て
い
う
学
校
が

あ
る
こ
と
も
そ
こ
で
知
っ
た
し
、そ
の
先
生
は
選

手
と
し
て
も
県
と
か
の
代
表
に
な
っ
て
た
か
ら
、

そ
の
先
生
に
憧
れ
て
、体
育
の
道
、や
っ
ぱ
り
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
な
ん
で
ね
。だ
か
ら
、そ
の
道
を

や
っ
て
も
い
い
の
か
な
っ
て
い
う
の
は
も
う
そ
の
と

き
に
は
何
と
な
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

中
学
校
の
友
達
が
た
ま
た
ま
ア
メ
フ
ト
を
見

様
見
真
似
で
公
園
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
ね
、自
分

た
ち
で
何
と
な
く
始
め
た
ん
だ
よ
。横
浜
の
金

沢
区
に
い
た
ん
だ
け
ど
ね
。た
ま
た
ま
そ
こ
で
遊

ム
の
と
き
は
バ
ブ
ル
の
時
代
で
ス
ポ
ン
サ
ー
も
つ
い

て
て
上
か
ら
下
ま
で
全
部
支
給
さ
れ
て
、恵
ま

れ
て
ま
し
た
ね
。

演
劇
も
良
い
糧
に

若
い
先
生
は
知
ら
な
い
け
ど
、演
劇
も
や
っ
て

た
ん
で
す
よ
。高
校
3
年
生
の
秋
か
ら
2
年
間
、

養
成
所
に
入
っ
て
た
。ブ
ル
ー
ス
リ
ー
や
千
葉
真

一
み
た
い
な
ア
ク
シ
ョ
ン
系
に
憧
れ
て
、そ
う
い
う

の
に
な
り
た
い
っ
て
い
う
の
も
ち
ょっ
と
あ
っ
た
ん

だ
ろ
う
な
。母
親
が
た
ま
た
ま
新
聞
か
何
か
で

こ
う
い
う
養
成
所
が
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
を
知
っ

て「
あ
ん
た
受
け
て
み
た
ら
」っ
て
、受
け
た
ら
受

か
っ
ち
ゃ
っ
て
。日
体
荏
原
高
校
の
3
年
生
の
秋

だ
け
ど
一
応
日
体
大
の
推
薦
枠
に
は
入
っ
て
い
た

か
ら
。大
学
で
は
演
劇
の
た
め
に
１
年
休
学
し

て
、そ
の
間
は
ち
ょっ
と
頑
張
っ
て
や
っ
て
。何
曜

日
だ
か
の
サ
ス
ペ
ン
ス
劇
場
に
ち
ょ
ろ
っ
と
ち
ょ
い

役
で
、何
に
も
セ
リ
フ
は
な
か
っ
た
け
ど
、一
応
エ
ン

ド
ロ
ー
ル
で
名
前
も
出
ま
し
た
ね
。そ
ん
な
こ
と

も
や
っ
て
た
ん
で
す
よ
。

演
劇
も
、や
っ
ぱ
り
教
員
に
な
っ
て
か
ら
の
良
い

糧
に
は
な
っ
て
る
ね
。人
前
で
話
す
と
か
、行
事

で
司
会
や
っ
た
り
、発
声
と
か
そ
う
い
う
こ
と
も

ね
、い
ろ
ん
な
こ
と
勉
強
し
て
き
て
る
し
。教
師

だ
っ
て
や
っ
ぱ
り
何
か
舞
台
じ
ゃ
な
い
け
ど
教
室

で
生
徒
を
演
出
す
る
わ
け
だ
よ
ね
。

だ
か
ら
、監
督
っ
て
い
う
か
さ
、プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
っ
て
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
よ
ね
。教
室
っ

て
ね
。だ
か
ら
そ
う
い
う
経
験
も
し
た
こ
と
は

非
常
に
私
の
教
師
人
生
に
は
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
ね
。
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着
任
当
時
の
思
い
出

こ
の
学
校
に
は
、演
劇
を
や
め
て
復
学
し
て
、

自
分
で
ち
ゃ
ん
と
日
体
大
の
就
職
課
で
紹
介
さ

れ
て
、就
職
活
動
し
て
合
格
し
ま
し
た
。ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
も
い
い
か
な
と
は
思
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、

や
っ
ぱ
り
何
を
や
り
た
い
か
っ
て
言
っ
た
ら
教
員

か
な
と
思
っ
た
の
で
。

着
任
し
た
頃
の
思
い
出
は
、一
番
最
初
の
頃
、

放
課
後
に
教
室
か
ら
3
号
館
1
階
の
体
育
研

究
室
の
着
替
え
る
場
所
に
行
っ
た
と
き
に
、高
Ⅲ

の
生
徒
が
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
着
て
た
か
ら
注
意
を
し

た
ん
だ
よ
ね
。当
時
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
っ
て
着
て
き

ち
ゃ
だ
め
で
し
ょ
。そ
し
た
ら
、何
人
か
で
俺
を

取
り
囲
ん
で
き
て
。私
は「
お
、こ
い
つ
ら
、な
か

な
か
面
白
い
な
」と
思
っ
て
。「
そ
ん
な
簡
単
に
お

前
ら
に
や
ら
れ
る
わ
け
ね
え
だ
ろ
」み
た
い
な
感

じ
で（
笑
） 

向
こ
う
は
品
定
め
を
し
に
来
た
ん
だ

ろ
う
ね
。私
が
ど
ん
な
教
員
な
の
か
。怖
い
の
か

ど
う
か
。こ
っ
ち
は
な
ん
に
も
ビ
ビ
る
こ
と
も
な

く「
な
ん
だ
？　

お
前
ら
っ
」つっ
て
。多
分
や
っ
ぱ

り
ち
ょっ
と
や
ん
ち
ゃ
な
高
Ⅲ
だ
っ
た
し
な
。ま
あ

入
っ
た
当
初
は
ね
、い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
中
で
そ
ん
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
よ
。

部
活
の
思
い
出

バ
ス
ケ
部
の
顧
問
は
前
任
の
教
員
で
山
口
先

生
っ
て
い
う
先
生
が
勇
退
す
る
と
き
に
引
き
継

い
で
、中
村
監
督
と
一
緒
に
や
っ
て
い
た
。何
年
か

し
て
前
島
研
二
先
生
が
入
っ
て
き
て
、私
は
10
年

ち
ょっ
と
や
っ
た
か
な
。関
東
大
会
に
も
連
れ
て
っ

た
ね
、前
島
先
生
と
一
緒
に
や
り
な
が
ら
。結
局
、

私
自
身
も
ア
メ
フ
ト
を
や
り
な
が
ら
バ
ス
ケ
部
だ

か
ら
、も
う
休
み
な
く
ほ
と
ん
ど
付
き
添
い
で
、

家
族
連
れ
て
バ
ス
ケ
部
の
大
会
に
行
っ
た
り
と

か
、フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
会
場
に
も
連
れ
て
行

く
し
、そ
ん
な
感
じ
で
ず
っ
と
忙
し
か
っ
た
ね
。

で
も
、当
時
の
ア
メ
フ
ト
の
監
督
に「
好
き
で

や
っ
て
ん
だ
か
ら
、家
庭
と
か
仕
事
と
か
、そ
の

他
の
も
の
も
大
切
に
し
て
や
れ
」っ
て
い
う
風
な

こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
よ
。社
会
人
で
も
ア
メ
フ

ト
も
真
剣
に
や
っ
て
ま
し
た
し
、教
員
も
ち
ゃ
ん

と
や
り
な
が
ら
部
活
も
見
れ
る
と
き
は
見
て
。

で
も
ど
う
し
て
も
や
っ
ぱ
り
、自
分
の
練
習
と
か

試
合
が
優
先
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、バ
ス
ケ
部
顧

問
は
前
島
先
生
に
お
願
い
を
し
て
。だ
か
ら
副

顧
問
の
方
が
長
い
で
す
よ
ね
。

あ
と
は
調
布
へ
移
っ
て
か
ら
私
、実
は
硬
式
テ

ニ
ス
部
の
初
代
顧
問
だ
っ
た
。軟
式
は
昔
か
ら
あ

る
け
ど
ね
、硬
式
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

が
や
っ
ぱ
受
験
生
の
親
御
さ
ん
も
多
い
の
ね
。あ

と
在
校
生
も
ね
。だ
か
ら
学
校
が
作
る
っ
て
い
う

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
。じ
ゃ
顧
問
は
誰
が
や
る
の

か
？　

と
い
う
話
に
な
っ
て
、専
門
が
い
な
い
わ

け
で
。で
、私
は
た
ま
た
ま
ア
メ
フ
ト
引
退
し
た

後
に
、40
代
で
テ
ニ
ス
を
ち
ょっ
と
始
め
た
。テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
入
っ
た
り
、そ
れ
な
り
に
は
打
て
た
か
ら

さ
。で
、生
徒
指
導
主
任
を
安
部
友
己
先
生
が

や
って
い
て「
小
柴
ぁ
、お
前
や
れ
ぇ
」って
あ
の
口
調

で
言
わ
れ
て
さ（
笑
） 

そ
ん
な
い
き
な
り
言
わ
れ
て

も
っ
て
、そ
れ
も
だ
っ
て
3
月
の
終
業
式
だ
よ
？　

来
年
か
ら
始
ま
る
っ
て
い
う
の
に
さ（
笑
） 

そ
れ
で

し
ょ
う
が
な
い
か
ら
引
き
受
け
た
け
ど
も
。

初
年
度
の
生
徒
た
ち
も
い
た
し
、硬
式
テ
ニ
ス

部
が
な
か
っ
た
か
ら
他
の
部
に
入
っ
て
た
在
校
生

で
や
り
た
い
っ
て
い
う
子
も
い
っ
ぱ
い
い
た
わ
け
。

だ
か
ら
い
き
な
り
1
4
0
人
以
上
だ
よ
。合
宿

だ
っ
て
バ
ス
3
台
、ち
ょっ
と
し
た
学
年
引
率
で
す

よ
。ほ
ら
、合
宿
所
だ
っ
て
何
の
計
画
も
し
て
な

い
で
し
ょ
。俺
自
分
で
研
究
日
に
業
者
さ
ん
か
ら

紹
介
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
に
車
で
行
っ
て
、施

設
見
た
り
し
て
菅
平
に
し
た
ん
だ
け
ど
、大
変

で
し
た
。最
初
は
高
校
生
を
主
に
見
て
た
け
ど

も
高
校
生
な
ん
か
や
っ
ぱ
勝
て
な
い
の
よ
。他
校

は
選
手
層
も
厚
い
し
。だ
か
ら
、こ
れ
は
無
理
だ

な
と
思
っ
て
、俺
は
ま
ず
中
学
生
を
強
く
し
よ

う
と
思
っ
て
、ど
っ
ち
か
と
い
う
と
中
学
の
方
の

練
習
を
見
る
よ
う
に
し
た
。で
、発
足
し
て
3
年

目
、こ
こ
へ
来
て
3
年
で
関
東
大
会
に
行
っ
ち
ゃっ

た
。東
京
都
５
位
で
す
よ
。私
の
教
員
人
生
の
中

で
2
回
目
の
関
東
大
会
ね
。二
つ
の
部
活
で
関

東
ま
で
行
っ
て
る
の
は
私
だ
け
っ
て
聞
い
て
る
。

練
習
は
厳
し
か
っ
た
で
す
よ
。相
当
走
ら
せ
た

り
。そ
の
子
た
ち
は
中
学
校
の
体
育
祭
の
と
き
の

1
0
0
0
m
走
で
も
や
っ
ぱ
り
上
位
に
入
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
ね
。

体
力
も
す
ご
か
っ
た
し
、ち
っ
ち
ゃ
い
子
ば
っ
か

だ
っ
た
け
ど
、そ
れ
で
も
一
生
懸
命
。シ
ン
グ
ル
ス

は
負
け
る
ん
で
す
。で
も
ダ
ブ
ル
ス
は
団
体
戦

で
全
然
落
と
さ
な
か
っ
た
。い
ろ
い
ろ
作
戦
教
え

て
、こ
う
い
う
風
に
あ
あ
し
ろ
こ
う
し
ろ
っ
て
。だ

か
ら
や
っ
ぱ
り
能
力
っ
て
い
う
と
う
ち
の
生
徒
は

フ
ィ
ジ
カ
ル
低
い
け
ど
も
、ダ
ブ
ル
ス
な
ら
ば
ま
だ

勝
て
る
ん
で
す
よ
ね
、頭
は
あ
る
か
ら
。そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
う
ま
く
き
ち
っ
と
考
え
て
、フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
、教
え
て
い
け
ば

勝
て
る
っ
て
わ
け
ね
。

共
学
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

駿
河
台
の
男
子
校
の
と
き
は
と
に
か
く
汚

か
っ
た
よ
ね
。こ
っ
ち
の
校
舎
は
、4
月
前
に
バ
ス

で
み
ん
な
で
視
察
に
来
て
、校
舎
の
ト
イ
レ
と
か

見
て
、「
ホ
テ
ル
み
た
い
だ
な
っ
」つっ
て
。今
だ
っ
て

女
子
は
や
っ
ぱ
り
学
校
が
綺
麗
だ
か
ら
っ
て
選
ぶ

子
も
い
る
ぐ
ら
い
ね
。

と
に
か
く
今
の
校
舎
と
駿
河
台
の
校
舎
は
も

う
全
然
違
う
。そ
れ
と
や
っ
ぱ
り
あ
と
は
生
徒

の
質
が
変
わ
っ
た
。偏
差
値
が
高
い
分
よ
く
勉
強

す
る
。本
当
に
驚
く
ね
。休
み
時
間
と
か
も
そ

こ
の
教
員
室
前
の
丸
テ
ー
ブ
ル
の
と
こ
ろ
で
先
生

と
一
緒
に
さ
、勉
強
し
て
教
わ
っ
た
り
し
て
る
姿

は
日
常
だ
も
ん
。高
校
か
ら
大
学
の
推
薦
は
英

検
2
級
を
最
低
で
も
取
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、

T
O

E
IC

も
４
５
０
点
ね
。そ
う
い
う
推
薦
基
準会
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貴
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会

明治高校バスケットボール部 OB・OG会
会　長　並木　功（S58卒）
副会長　米田晴彦（S53卒）
　　　　山下康彦（H5卒）
総務部　小柳貴裕（S63卒）
事業部　山下康彦（H5卒）
財務部　門川隆之（S58卒）

バスケ部OB・OGの皆さん
現役の試合を見てみませんか？
あの頃の熱い気持ちが蘇ります。
ぜひ応援にお出かけください！！

2024 年（令和 6 年）退任の先生

さまざまな部活で顧問を歴任

新米教員だった20代の頃
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が
で
き
ち
ゃっ
た
け
ど
、そ
れ
は
も
う
当
た
り
前

の
よ
う
に
し
て
取
れ
る
か
ら
ね
。英
検
１
級
と
か

も
い
る
し
。

共
学
に
な
る
と
き
に
、ち
ょ
っ
と
抵
抗
感
を

持
っ
て
い
た
先
生
と
か
も
い
ま
し
た
け
ど
、私
は

全
然
抵
抗
な
か
っ
た
で
す
。ウ
チ
は
娘
が
二
人
な

ん
で
、そ
う
い
う
の
も
あ
る
し
ね
、女
の
子
を
一
応

育
て
上
げ
た
か
ら
さ
、も
う
別
に
女
の
子
は
こ
う

い
う
感
じ
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
は
わ
か
っ
て
る

し
、そ
も
そ
も
こ
こ
へ
来
て
か
ら
、私
は
女
子
し

か
教
え
て
な
い
ぐ
ら
い
。や
っ
ぱ
ね
、女
子
に
教

え
る
の
に
向
い
て
る
先
生
と
、そ
う
じ
ゃ
な
い
先

生
っ
て
い
る
よ
ね
。女
子
は
ほ
ら
運
動
能
力
低
い

と
、体
育
が
嫌
い
に
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
。だ
か
ら

私
は
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
な
る
べ
く
プ
ロ
セ
ス

か
ら
ち
ゃ
ん
と
練
習
さ
せ
て
段
階
踏
ん
で
教
え

る
か
ら
、下
手
な
子
で
も
自
分
で
目
標
を
持
っ
て

や
れ
る
か
ら
、自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
け
ど

意
外
と
そ
う
い
う
面
で
は
女
子
の
生
徒
か
ら
は

評
判
は
高
い
と
思
う
ね
。「
先
生
に
体
育
を
持
っ

て
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
」っ
て
い
う
子
と
か
、

「
来
年
は
誰
に
な
る
ん
で
す
か
。先
生
が
や
っ
て

く
だ
さ
い
」と
か
ね
、そ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て

く
れ
る
よ
ね
。だ
か
ら
、そ
う
い
う
面
で
は
男
子

と
女
子
の
教
え
方
っ
て
の
は
違
う
。い
ろ
ん
な
委

員
会
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、文
化
祭
で
も
何
で

も
さ
。女
子
の
方
が
多
く
委
員
長
に
な
っ
て
い
た

り
、仕
事
で
き
る
。頭
も
い
い
し
女
子
は
。そ
ん

な
と
こ
で
す
よ
。

退
任
後
の
過
ご
し
方

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
辞
め
た
後
に
僕

は
ね
、ア
ウ
ト
ド
ア
、結
構
や
っ
て
た
ん
で
す
よ
。

幼
な
じ
み
の
ア
メ
フ
ト
の
友
達
も
先
に
引
退
し
て

グ
ル
ー
プ
作
っ
て
て
。そ
こ
の
や
つ
ら
と
カ
ヌ
ー
や
っ

た
り
、普
通
の
キ
ャ
ン
プ
し
た
り
、と
に
か
く
そ

う
い
う
ア
ウ
ト
ド
ア
を
や
り
始
め
て
、35
歳
以
降

ね
。自
分
で
も
相
当
い
ろ
ん
な
こ
と
や
っ
て
、シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
も
持
っ
て
る
し
、リ
バ
ー
も
湖
も
当
然
や

る
し
ね
。さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
40
代
で
は
テ
ニ
ス

を
始
め
た
し
、ゴ
ル
フ
も
や
り
始
め
て
。実
は
一
昨

年
股
関
節
に
人
工
関
節
入
れ
た
ん
だ
よ
。リ
ハ
ビ

リ
し
て
昨
年
あ
た
り
か
ら
少
し
ず
つ
動
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。今
年
は
も
う
大
丈
夫
だ
か
ら
、ま

た
テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
ね
。

あ
と
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
も
行
っ
て
た
し
、前
は
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
を
持
っ
て
て
、北
海
道
を
女
房
と

周
っ
た
り
と
か
ね
。バ
イ
ク
も
40
代
で
免
許
取
っ

て
、大
型
の
ア
メ
リ
カ
ン
の
バ
イ
ク
で
テ
ン
ト
を

持
っ
て
旅
し
た
り
、い
ろ
い
ろ
や
っ
て
ま
す
よ
。趣
味

は
す
ご
い
豊
富
だ
よ（
笑
）。実
は
今
年
の
1
月
に

ま
た
新
し
い
車
を
買
っ
て
ね
、車
2
台
持
つ
の
は

さ
、ち
ょっ
と
リ
ス
ク
が
高
い
か
ら
、1
台
で
キ
ャ
ン

ピ
ン
グ
カ
ー
仕
様
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ろ
い
ろ

探
し
て
、ノ
ア
っ
て
い
う
ワ
ゴ
ン
ベ
ー
ス
の
を
。

あ
と
ね
、北
海
道
に
別
荘
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

自
分
の
人
生
を
自
分
で
謳
歌
す
る
た
め
に
っ
て

思
っ
て
北
海
道
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、そ
の
と
き

に
は
も
う
旅
し
て
た
り
し
た
か
ら
ね
。だ
か
ら

退
職
後
は
多
分
今
年
の
6
月
後
半
ぐ
ら
い
か
ら

か
な
、女
房
と
犬
を
連
れ
て
、車
で
大
洗
か
ら
フ
ェ

リ
ー
に
乗
っ
て
、夏
場
は
ず
っ
と
向
こ
う
に
ね
。

で
、11
月
ぐ
ら
い
に
ま
た
こ
っ
ち
の
横
浜
、あ
ざ
み

野
の
自
宅
に
戻
っ
て
く
る
っ
て
い
う
生
活
に
な
る

の
か
な
。

上
小
牧
先
生
、小
柴
先
生
と
も
に
、誌
面
の
都

合
上
、載
せ
き
れ
な
か
っ
た
お
話
や「
こ
こ
だ
け

の
話
」と
し
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
お
話
な

ど
、大
変
内
容
の
濃
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。

明
治
高
校
の
教
師
と
し
て
、長
い
間
多
く
の

生
徒
を
指
導
、育
成
し
て
く
だ
さ
り
、本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聞
き
手・編
集  

中
村 

武
史

（
平
成
9
年
卒・紫
雲
会
）

会
長

　
山
崎
　
秀
樹

 

昭
和
五

〇
年
卒
　
明
紫
会

副
会
長

　
衛
藤
　
雅
一

 

昭
和
五
六
年
卒
　
明
翔
会

副
会
長

　
平
野
　
一
哉

 

昭
和
五
九
年
卒
　
明
心
会

副
会
長

　
土
田
　
正
昭

 

昭
和
六
一
年
卒
　
新
世
輝

専
務
理
事

　
尾
崎
　
博
之

 

昭
和
六
三
年
卒
　
昭
和
戊
辰
乃
会

常
務
理
事

　
近
藤
　
敏
彦

 

昭
和
五

〇
年
卒
　
明
紫
会

常
務
理
事

　
島
村
　
武
史

 

昭
和
五
九
年
卒
　
明
心
会

会
　
計

　
田
中
　
重
幸

 

昭
和
五
九
年
卒
　
明
心
会

事
務
局
長

　
小
柳
　
貴
裕

 

平
成
元
年
卒
　
平
成
改
元
会

副
事
務
局
長

　
嶋
田
　
剛
久

 

平
成
元
年
卒
　
平
成
改
元
会

副
事
務
局
長

　
三
谷
　
知
弘

 

平
成
六
年
卒
　
　
隆
明
会

明治高校バスケットボール部 OB・OG会
会　長　並木　功（S58卒）
副会長　米田晴彦（S53卒）
　　　　山下康彦（H5卒）
総務部　小柳貴裕（S63卒）
事業部　山下康彦（H5卒）
財務部　門川隆之（S58卒）

バスケ部OB・OGの皆さん
現役の試合を見てみませんか？
あの頃の熱い気持ちが蘇ります。
ぜひ応援にお出かけください！！

取材を終えて幹事学年の中山智之（写真右）と

30代で既にこの貫禄が
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　【4月】	○入学式（6日）
	 ○始業式（8日）
	 ○新入生歓迎会（8日）
	 ○オリエンテーション（9日・10日）
	 ○健康診断（25日）
	 ○六大学野球観戦（27日）
	 ○第1回 避難訓練（30日）

　【5月】	○生徒総会（13日）
	 ○中間考査（21日〜24日）
	 ○中3・修学旅行（奈良・京都）
	 （28日〜31日）
	 ○高Ⅰ・林間学校（群馬県水上）
	 ○中1・林間学校（菅平）
	 　（高Ⅰ・中1：29日〜31日）
	 ○中2・移動教室（静岡・伊豆方面）
	 　（30日〜31日）
	 ○高Ⅱ・高Ⅲ 学年学級活動（31日）

　【6月】	○教育実習・前期（3日〜22日）
	 ○授業参観（7日・8日）
	 ○高校スポーツ大会（11日）
	 ○イングリッシュ・プレゼンテーション
	 　コンテスト（18日）
	 ○オープンキャンパス（22日）

　【7月】	○期末考査（5日〜10日）
	 ○終業式（20日）
	 ○夏期補習（22日〜27日）
	 ○高大連携サマーセミナー（〜8月）

　【8月】	○夏期国内英語研修（13日〜15日）

　【9月】	○始業式（2日）
	 ○実力考査（中学／3日・4日）
	 ○第2回 避難訓練（17日）
	 ○文化祭「紫紺祭2024」（21日・22日）

【10月】	○中間考査（15日〜18日）
	 ○高Ⅰ特別進学指導講座（生田校舎）
	 ○中学体育祭（24日）

【11月】	○高Ⅲ・修学旅行（沖縄）（11日〜15日）
	 ○芸術祭（19日・鵜澤ホール）
	 ○高Ⅰ特別進学指導講座（駿河台校舎）

【12月】	○期末考査（9日〜13日）
	 ○終業式（24日）

　【1月】	○始業式（8日）
	 ○高校推薦入試（22日）
	 ○（高校・大学）推薦面接試験（25日）
	 ○マンドリン部　定期演奏会（26日）
	 ○生徒会長・副会長選挙（28日）
	 ○スピーチコンテスト（30日）

　【2月】	○中学入試（2日・3日）
	 ○吹奏楽班　定期演奏会（9日）
	 ○高校一般入試（12日）
	 ○応援団 「紫紺の下に」（16日）
	 ○高Ⅲ歓送会（19日）
	 ○期末考査（2月27日〜3月4日）

　【3月】	○高校卒業式（10日）
	 ○終業式（18日）
	 ○中学卒業式（19日）
	 ○中大・高大連携スプリングセミナー

S C H O O L  R E P O R T  2 0 2 4

2024年度 学校報告
年間行事 予定・報告
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School Report     Soumeikai KaihoSchool Report      Soumeikai Annual

下し
も
か
わ川 

勇ゆ
う
き輝 

先
生

●
略
歴

①
１
９
９
８
年
６
月
15
日　

②
神
奈
川
県　

③
早

稲
田
大
学
教
育
学
部
英
語
英
文
学
科
、同
大
学
院

教
育
学
研
究
科
英
語
教
育
専
攻
修
士
課
程　

④

早
稲
田
大
学
高
等
学
院
講
師　

⑤
英
語　

⑥
硬
式

テ
ニ
ス
部

●
明
治
中
学・高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

何
事
に
も
一生
懸
命
に
取
り
組
む
生
徒
が
多
い
印
象

で
す
。特
に
、英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、日
々
と
て
も
頑
張
っ
て
い

る
印
象
が
強
い
で
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

英
語
力
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、英
語
を
使
っ
て
ど

ん
な
こ
と
を
考
え
、発
信
し
た
い
か
を
意
識
し
な
が

ら
日
々
の
学
習
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
自
身
の
抱
負

英
語
担
当
の
先
生
が
下
川
で
よ
か
っ
た
な
と
生
徒
た

ち
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
授
業
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

●
自
己
紹
介

大
学
時
代
は
日
本
じ
ゅ
う
飛
び
回
り
、ほ
と
ん
ど
の

都
道
府
県
に
旅
行
で
行
き
ま
し
た
。今
後
は
海
外
の

さ
ま
ざ
ま
な
国
を
訪
れ
、生
徒
に
経
験
を
伝
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

鈴す
ず
き木 

皓こ
う
だ
い大 

先
生

●
略
歴

①
２
０
０
１
年
５
月
26
日　

②
神
奈
川
県　

③

明
治
大
学
付
属
中
野
八
王
子
高
等
学
校
、
明
治
大

学
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部　

④
な
し　

⑤
英
語　

⑥
陸
上
部
、男
子
硬
式
テ
ニ
ス
部

●
明
治
中
学・高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

新
任
先
生
紹
介

直
系
付
属
校
な
ら
で
は
の
明
治
ら
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、生
徒
た
ち
が
実
直
に
物
事
に
取
り
組

む
姿
勢
に
は
、い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

日
々
の
勉
強
や
部
活
動
に
前
向
き
に
取
り
組
み
な

が
ら
、自
分
が
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
ど
う
生
き
て
い

き
た
い
か
、深
く
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

●
自
身
の
抱
負

生
徒
が
「
楽
し
い
」「
た
め
に
な
っ
た
」と
感
じ
ら
れ

る
英
語
授
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
日
々
教
材
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
自
己
紹
介

念
願
の
教
員
生
活
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
、日
々
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
明
高
中
で
の

教
育
活
動
を
通
じ
て
「
第
一
級
の
人
物
」
の
育
成

に
全
力
で
努
め
て
い
き
ま
す
。

水み

と

お

か

戸
岡 

拓た
く
み海 

先
生

●
略
歴

①
２
０
０
０
年
２
月
８
日　

②
兵
庫
県　

③
明

治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
、
明
治
大
学
理
工
学

部
数
学
科
、
同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
数
学
専
攻

博
士
前
期
課
程　

④
な
し　

⑤
数
学　

⑥
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、マ
ン
ド
リ
ン
部

●
明
治
中
学・高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

勉
強
、
部
活
動
、
行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
対

し
て
、
真
面
目
に
素
直
に
一
生
懸
命
取
り
組
む
印

象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

自
分
の
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
周

り
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、自
分
で
考
え
て
行
動

す
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
自
身
の
抱
負

教
員
と
し
て
、
ま
ず
は
自
分
自
身
が
学
び
続
け
る

姿
勢
を
忘
れ
ず
に
持
ち
、生
徒
に
少
し
で
も
多
く
の

こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
自
己
紹
介

伝
統
あ
る
母
校
に
教
員
と
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が

こ
の
学
校
の
先
生
方
に
数
学
の
面
白
さ
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
私
も
そ
れ
を
生
徒
に
教
え
て
い

け
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

山や
ま
も
り森 

千ち

か花 

先
生

●
略
歴

①
２
０
０
０
年
１
月
26
日　

②
神
奈
川
県　

③
早

稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科
、　

同
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科
修
士
課
程　

④

な
し　

⑤
保
健
体
育　

⑥
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
女
子

硬
式
テ
ニ
ス
部

●
明
治
中
学・高
校
に
赴
任
し
て
の
印
象

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
に
対

し
て
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

●
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

失
敗
を
恐
れ
ず
に
何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
自
身
の
抱
負

生
徒
が
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る
よ

う
、自
分
自
身
も
常
に
向
上
心
を
持
ち
、全
力
で
励

ん
で
い
き
ま
す
。

●
自
己
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
ラ
ク
ロ
ス
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
体
育
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
扱
う

た
め
、今
ま
で
経
験
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
に
も
挑
戦
し

た
い
で
す
。

下川 勇輝 先生鈴木 皓大 先生水戸岡 拓海 先生山森 千花 先生

略
歴
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄

①
生
年
月
日　

②
出
身
地　

③
出
身
校

④
前
職　

⑤
担
当
教
科　

⑥
担
当
ク
ラ
ブ
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【班・部活動の記録】
--------------------------------------------------------------------------------------------
吹奏楽班　
第63回東京都高等学校吹奏楽コンクール
A組 金賞／C組 金賞
令和6年3月23日ウィーン楽友協会黄金の間で単独公演
--------------------------------------------------------------------------------------------
剣道部
第70回文京区民剣道大会
高校生男子の部
準優勝　高ⅡE 石川／3位 高ⅡE 若林
高校生女子の部
優勝　高ⅠD 松下／3位 高ⅡA 小野島

令和5年度東京都高等学校体育連盟主催秋季剣道大会 
女子団体Ⅱ部 準優勝
高ⅡA 小野島／高ⅠA 阿部／高ⅠA 松澤／
高ⅠB 小池／高ⅠD 松下／高ⅠD 吉瀬／高ⅠF 堀野 

令和5年度東京都高等学校新人剣道大会 
男子団体 ベスト16　
女子団体 ベスト32

第65回三鷹市春季剣道大会
男子二段以下の部　2位 高ⅡE 山田／3位 高ⅠG 熊田
女子二段以下の部　2位 高ⅡA 松下／3位 高ⅡB 小池

第42回文京区民少年剣道大会
中学生女子の部
優勝 中3A 石渡／2位 中3A 古野／3位 中3A 大城
--------------------------------------------------------------------------------------------
硬式野球部
令和5年秋季東京都高等学校野球大会　本大会進出
--------------------------------------------------------------------------------------------
中学野球部
第9ブロック秋季新人大会 3位／調布市大会 優勝
--------------------------------------------------------------------------------------------
バスケットボール部　
The Basketball League of International Sports 
Collaboration 2023 (7/25〜7/27)  優勝 高校女子

令和5年度調布市中学校バスケットボール大会
男子の部 準優勝	 中学男子

第9ブロック中学校バスケットボール新人大会
男子の部 準優勝	 中学男子

第74回東京都中学校バスケットボール新人大会
男子の部 ベスト32	 中学男子

第51回多摩地区中学校バスケットボール大会
男子の部 第3位	 中学男子
--------------------------------------------------------------------------------------------

陸上競技部　
第44回東京都高体連陸上競技専門部
第5・6支部学年別選手権大会　
走り幅跳び 優勝　高ⅡD 真木　
800メートル走 第2位　高ⅡD 鈴木

第75回東京都高等学校新人陸上競技大会
第5・6支部予選会　
女子5支部 800m 5位　高ⅡD 鈴木 ※東京都大会出場

第63回調布市民体育祭 
中学3年男子100m　  3位 中3C 中村　　
中学2年男子1500m　3位 中2D 堀内
--------------------------------------------------------------------------------------------
サッカー部
全国高校サッカー選手権東京大会　2次予選進出

第62回中学校総合体育大会兼
第76回東京都中学校サッカー選手権大会
都大会 ベスト8

東京都中学校サッカー新人大会第9支部予選　優勝
--------------------------------------------------------------------------------------------
マンドリン部
令和5年度全国高等学校
ギター・マンドリン音楽コンクール　優秀賞
--------------------------------------------------------------------------------------------
ダンス部
第11回全国高等学校ダンス部選手権　全国大会進出
第12回日本中学校ダンス部選手権　全国決勝大会進出
--------------------------------------------------------------------------------------------
新聞班　
第10回信毎フォトコンテスト 
ジュニア部門 入選  高ⅠA 末永 
--------------------------------------------------------------------------------------------
放送班  
第46回東京都高等学校文化祭
放送部門中央大会朗読部門3年の部  2位 高ⅢA 芦田
--------------------------------------------------------------------------------------------
水泳部　
第46回全国JOCジュニアオリンピックカップ
夏季水泳競技大会 
CSクラス男子200mバタフライ 7位 高ⅢD 髙尾 
--------------------------------------------------------------------------------------------
スキー部　
第59回関東高等学校スキー大会出場 
高ⅢA 滝澤／高ⅢF 吉良／高ⅡC 進／高ⅡG 奥坂 
--------------------------------------------------------------------------------------------
柔道部　
全国高校選手権大会東京都第四支部大会 
73kg級　5位入賞　高ⅡD 星野　※東京都大会進出
--------------------------------------------------------------------------------------------
↖︎

 班・部活動の記録／資格試験・表彰
PTA会報177号〜179号より抜粋
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我
々
、
明
仁
会
の
中
で
も

明
中
出
身
者
は
入
学
時
の
C

組
担
任
が
岸
先
生
だ
っ
た
。

先
生
は
白
髪
頭
に
笑
顔
を
た

た
え
た
好
々
爺
然
と
し
た
佇

ま
い
、
C
組
に
割
り
振
ら
れ

た
筆
者
も
内
心
「
あ
た
り
だ

な
」
と
安
堵
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
岸
先
生
は
好
々
爺
と
は
ほ
ど
遠
く
、
授
業
中
に

簡
単
な
問
い
を
間
違
え
よ
う
も
の
な
ら
「
ば
っ
か
も
～
ん
、
立
っ
と

れ
！
」の
声
。
定
期
テ
ス
ト
の
答
案
返
却
時
も
「
〇
〇
、
お
前
は
最

低
点
だ
！
」と
、
今
の
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
公
開
説
教

を
頂
戴
し
た
者
も
い
た
。
も
ち
ろ
ん
い
つ
も
厳
し
い
わ
け
で
は
な
く
、

成
績
を
挽
回
し
た
際
に
は
「
お
前
は
今
回
、
一
番
頑
張
っ
た
！
」と

満
面
の
笑
み
で
褒
め
た
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
授
業
の
中
で

得
意
の
歌
を
英
語
で
朗
々
と
熱
唱
さ
れ
た
り
、時
に
脱
線
し
て
趣
味

の
釣
り
の
話
、ご
家
族
の
出
来
事
な
ど
も
お
話
し
い
た
だ
い
た
り
と
、

温
か
み
の
あ
る
授
業
で
あ
っ
た
。

　

授
業
以
外
で
は
、
岸
先
生
は
学
級
通
信
「
男
坂
」（
詳
し
く
は

2
0
1
8
年
の
会
報
を
参
照
願
い
た
い
）を
毎
週
欠
か
さ
ず
発
行
さ

れ
て
い
た
。
毎
号
、コ
ラ
ム
も
含
め
原
稿
は
す
べ
て
手
書
き
、先
生
が

描
か
れ
た
イ
ラ
ス
ト
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
中
学
時
代
は
毎

日
、高
校
時
代
も
週
に
１
回
、生
徒
と
昼
食
を
と
も
に
さ
れ
て
い
て
、

常
に
我
々
生
徒
と
の
交
わ
り
を
大
切
に
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

６
月
の
上
旬
、同
期
か
ら
岸
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
と
の
一
報
を
受

け
た
。
中
学
１
年
か
ら
高
校
Ⅲ
年
ま
で
の
６
年
間
、英
語
担
当
の
教

師
と
し
て
、ま
た
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
、や
ん
ち
ゃ
盛
り
の
我
々
は
言

葉
に
は
表
し
き
れ
な
い
ほ
ど
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
我
々
は
岸

チ
ル
ド
レ
ン
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
し
つ
つ
、
安
ら
か
な
ご
永
眠

を
お
祈
り
し
た
い
。　

合
掌

平
成
3
年
卒　

明
仁
会　

矢
代  

亘

--------------------------------------------------------------------------------------------
バドミントン部　
令和5年度調布・狛江・府中地区バドミントン新人大会
女子ダブルス 準優勝 中2D 新子・中1B 岡川

第63回調布市民祭 
2・3年男子シングルス	 3位 中3D 河野
2・3年女子ダブルス	 3位 中2C 佐藤・中2D 新子
1年女子シングルス	 3位 中1C 杉本

東京都高等学校 冬季西ブロック大会
女子団体二部B組 第3位

東京都高等学校関東大会予選　女子団体 ベスト24

東京都高等学校新人戦 女子個人二部 ダブルス大会　
1組優勝 高ⅡC 中川・高ⅡE 吉村　
2組優勝 高ⅡD 根岸・高ⅡG 神　
3組優勝 高ⅡB 小山・高ⅡD 今井
--------------------------------------------------------------------------------------------
男子硬式テニス部　
第40回東京都ジュニアティームテニスチャンピオンシップ
小・中学校の部男子 Eブロック優勝 明治中学校Bチーム　
高校生の部男子 Fブロック優勝 明治高等学校Bチーム

【資格試験・表彰】
--------------------------------------------------------------------------------------------
国語科
日本漢字能力検定  準1級 高ⅢG 磯部／2級 中2D 松野

第15回明治大学文学部読書感想文コンクール 優秀賞
3年連続 高ⅢD 岩瀬／2回目 高ⅢC 南野
2回目 高ⅢC 渡辺／高ⅢC 喜野／高ⅢF 川畑／
高ⅡA 安東／高ⅡA 小野島／高ⅡC 藤田／
高ⅡC 若林／高ⅡF 山田／高ⅡG 湯本／高ⅠA 松澤

第14回いっしょに読もう!新聞コンクール
東京都入選 中1D 内海／中1E 杉山／中1E 平岡

第34回伊藤園お〜いお茶新俳句大賞
佳作特別賞 高ⅠD 山下
↖　

佳作 高ⅠD 山岸／高ⅠE 船橋／高ⅠE 坂庭／
高ⅠF 和田
--------------------------------------------------------------------------------------------
社会科
令和5年度全国中学生人権作文コンテスト
多摩東人権擁護委員協議会長賞　中3C 片岡

調布市人権擁護委員作文コンテスト
審査会賞（優秀賞）　中3C 片岡／中3D 折茂
--------------------------------------------------------------------------------------------
数学科
校内計算検定　1級　中3B 山地
--------------------------------------------------------------------------------------------
英語科
第62回全国高等学校生徒英作文コンテスト
2・3年生の部 入選　高ⅢC 清原／高ⅢE 山口

第15回 IIBC 高校生英語エッセイコンテスト
奨励賞　高ⅢF 神農／高ⅡA 上甲
--------------------------------------------------------------------------------------------
中国語
第29回高校生中国語発表大会暗唱の部
審査員奨励賞　高ⅢE 村井
--------------------------------------------------------------------------------------------
情報
第14回トゥワイス・アウォード『企画インターンワーク』
森永乳業賞「Y8684」
高ⅡA 滝本／高ⅡA 永田／高ⅡC 田中／高ⅡD 久松
江崎グリコ優秀賞「WLG」
高ⅡA 宇佐美／高ⅡB 井本／高ⅡC 深津／高ⅡC 谷口
KDDI優秀賞「blue」
高ⅡC 冨永／高ⅡC 丸橋／高ⅡC 矢野／高ⅡF 里中
シチズン時計優秀賞「いきものがかり」
高ⅡA 松本／高ⅡB 山岸／高ⅡB 吉井
ローソン優秀賞「ゆゆゆ」
高ⅡA 木下／高ⅡC 坂庭／高ⅡF 田／高ⅡG 佐伯
--------------------------------------------------------------------------------------------
令和5年度 公認会計士試験合格者　9名

（明治大学・大学院に在籍する卒業生）

岸先生 Facebook より

 

岸
哲
利
先
生 

追
悼
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TEL 03-3675-9955  携帯 090-3200-6139

ターカム保険企画有限会社
有限会社エヌエスモーターサービス

昭和49年卒
翼　明　会

60

（昭和50年卒 明紫会）

ダイアナ株式会社
代表取締役会長 髙橋郁夫

www.dianashoes.com

中華麺工場

株式会社 浅草開化楼
中華麺工場

株式会社 浅草開化楼
昭和50年 明紫会　坂上　進

〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551
〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551

祝 第60回 総明会総会・懇親会

表参道・南青山のイタリアン有名店より
高級生パスタご用命（旧Twitter）

公式

窪寺弘匡（昭和50年卒 明紫会）
東京都中野区新井1-23-21 プルメリア1F
TEL. 03-5345-5086

ハワイアンダイニング＆バー マハロア

割烹 魚きく

Tel. 03-3386-6128
東京都中野区沼袋3-26-12

（昭和50年卒  明紫会）
山岳部OB

亀井利一

60

モップ清掃用品・集会用テント・カバー
平シート・袋物から大型テント倉庫まで

株式会社  岡  仁
代表取締役　岡本雅仁
昭和 51 年卒　明々会

〒106-0047
東京都港区南麻布 2-4-12
TEL：03－3451－3671
工場：栃木県大田原市

代表取締役

（昭和50年卒・明紫会）

衣 笠  学
株式会社アーバンコア
〒134-0083  東京都江戸川区中葛西5-29-11
TEL.03-6808-3176　FAX.03-6808-3177
E-mail：info@urban-core.jp
https://www.rokusuke-honpo.com

銀座木挽町法律事務所
〒104-0045 東京都中央区築地 4-2-11 新橋演舞場別館 4F
TEL. 03-6228-4487  FAX. 03-6228-4489
URL http: //kobiki law.jp/

東京都中央区日本橋小伝馬町3-10
上嘉ビル2階

TEL 03-3662-5180

男子校根性組（S52年卒）
江原正俊

日比谷線小伝馬町駅より徒歩1分の
居酒屋です。ランチもやってます！

昭和53年卒（バスケット部）

60

題字：小嶋眞作書

如月 徳（きさらぎ とく）

昭和 52 年卒　男子校根性組
 石黒 理樹

℡ 03-3801-9001荒川区荒川 7-26-9

大西静士郎
〒101-0032
千代田区岩本町2-7-13 内田ビル3F
TEL.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 7  
FAX.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 8
http://www.rakuten.co.jp/osparty/

昭
和
五
十
一
年
卒 

明
々
会・バ
ス
ケ
部

パートナーズ総合事務所
司法書士
行政書士菅原　誠
（S52年卒 男子校根性組）

〒110-0008
東京都台東区池之端1-1-1

池之端ビル8階
TEL. 03-3835-8041
FAX. 03-3835-8042

E-mail : ZVC00312@nifty.ne.jp

60

昭和54年卒　バレー部

暮しの衣料  まつざわ
株式会社
        調布松沢屋
代表取締役

行政書士法人
税理士法人

つね    ずみ

常住事務所

代表社員 常住 豊 （昭和54年卒 明誠会）
〒115-0055  東京都北区赤羽西1-5-1-606 
アピレ・赤羽アボードⅠビル内  FAX : 03-5963-7430
E-mail : yutaka@tokyo.email.ne.jp

日本行政書士会連合会 会長／東京都行政書士会 名誉会長／公益社団法人成年後見支援センター ヒルフェ 相談役

☎03-3905-6981相続
遺言 星本 慎児

千葉県鎌ケ谷市軽井沢２０９７－３

TEL　047-446-7312

昭和54年卒（明誠会）
応援指導班OB

有限会社新星興業

昭和54年卒

志村 和哉
明誠会
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http://www.teramura-pack.co.jp

包装資材販売・梱包請負

東京都台東区東上野 1-22-1
TEL 03－5826－4601
FAX 03－5826－4660

代表取締役
公認会計士

https://www.aisan.co.jp

矢ノ目忠税理士事務所

〒135-0048
東京都江東区門前仲町
2－2－16 えとりビル3F

昭和54年卒 明誠会

TEL 03-5639-7761
FAX 03-5639-7762

E-Mail : yanome@yanome.jp

総合建設・不動産

正宗産業株式会社

祝　第60回総明会総会・懇親会祝　第60回総明会総会・懇親会

〒340-0022
草加市瀬崎1-9-1 谷塚コリーナ102号
TEL 048-960-0606 FAX 048-960-0805

祝 第60回 総明会 総会・懇親会

河原 勢朗
昭和 59 年卒　明心会

台東区浅草
 6－4－12

s-kawahara@maruki-net.com

丸喜株式会社

お蔭様で
129 年

文京区本郷1-33-7
TEL：03-3812-4488

井上直樹
（昭和58年卒　明輪会）
都営三田線 水道橋駅
A6出口 徒歩5分

白木そば

60

昭和59年卒

ソニー生命保険株式会社
新宿ライフプランナーセンター第9支社
東京都渋谷区代々木２－１－５

ＪＲ南新宿ビル 15Ｆ
電 話  03－5358－1709
携 帯  090－4376－6146
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OB・OG活動報告
ACTIVITY  REPORT  2024
毎年恒例で各学年の皆さまから寄稿を頂戴し、近況報告をお聞かせいただい

ていますが、今回は幹事学年のテーマにちなんだ思い出の先生やエピソード

などについても触れていただきました。

なつかしい先生
昭和18年（1943年）4月、明治中学に入学。ちょうど太平

洋戦争のまっ最中。先生方は個性的な先生が多かった。
当時、剣道が必須。師範は中村先生。ある時、A君が、先

生の背後にソーッと近づいて竹刀を振りかざしたが、中村先生
は、ただちにサッと振りかえり「コラッ」と一喝。「ワシは後にも目
がついているんだぞ」と言われた。

音楽の先生は、20代。音楽室でピアノをひいて、最初に教
えてくれたのが「帝都のまなか駿河台...」の校歌。また、「明
日(アス)は日曜楽しき日...」という歌も教わった。当時、町中では
「月月火水木金金」という軍歌が流れていたのだが…。ある
時、「これは禁止されている歌だよ」といって「一番乗りをやる
んだと、力んで死んだ戦友の、遺骨を抱いて今入る、シンガポー

第60回総明会開催、おめでとうございます。
幹事学年諸代の皆様には感謝致します。
我々31年卒の会員は本年で88歳という人生最上の節目に

会い、仲間も大分少なくなり寂しさも増して参り、多くの恩師・仲
間が他界され、年々寂しさも倍増して来ました。

本年も14名程の仲間の勇姿が見られ、また総明会本部より
新任の山崎会長他数名の本部役員・幹事・後輩諸氏にご参
加頂きました。後輩の栗田氏には写真の撮影等のお手伝いを
して頂き、後輩諸氏と新旧の交流を図り、終期（？）高齢者を励
まして頂き、感謝感謝でした。

会話の中で一番盛り上がったのは、やはり名物先生のチーター
（体育の松枝先生）の話でした。昔の様に熱血漢溢れる先生
が出て来てほしいと願ってやみません。

ルの街の朝」を教えてくれた。その後まもなく先生は、兵隊にと
られたらしく、戦争が終わっても、もどってこられなかった。

英語は春日英能(ヒデヨシ)先生。私のクラス担任。ニックネー
ムは「象土人」。何となく風貌が似ているからか？英語は中
学に入って一番興味をもっていたのだが、なぜか余り進まない。
戦争の相手のアメリカ軍は、日本語学校を開設して、たくさん
の情報将校を育成。日本では逆に「英語は敵性語。英語を
ペラペラ話す人はスパイ」という風潮。春日英能先生は「そん
な狭い了見で戦争に勝てるか？」と涙を流しておられた。

少し暗い話になったが、明中、明高は本当になつかしい。
母校よ永遠なれ!

少 な い
余生を送っ
ている我々
から 見 た
ら、若手の幹事学年の皆様は孫みたいなもの。幹事学年諸代
の皆様には感謝しています。

色 な々明中高の近況を聞きながら、来年の開催を約束しつつ、
記念撮影をして散会しました。来年度は「米寿」を迎え盛大に
行う約束をして再会を誓いました。

また、この場をお借りして、本部ならびに後輩諸代からお祝い
を頂いたこと、御礼申し上げます。是非来年度は若い諸代も参
加してみてはいかがでしょうか。益々の総明会の御発展を祈念
致します。

明
め い こ う い っ き か い

高一期会　昭和24年卒　内藤　功

明
め い ら く か い

楽会　昭和31年卒　佐藤 健一

1949年卒

1956年卒
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旧雨会を5年ぶりに開催も、皆さまの笑顔に会えて良かった。
旧雨会はCovid-19災禍から4年、休会を余儀なくされました

が、5月18日（土）に5年ぶりに ビアレストラン明治屋「京橋モル
チェ」にて開催いたしました。ゲストに総明会の本年度幹事学年
で実行委員長を務めております平成9年卒・紫雲会の小谷健志
さん、同じく実行委員であります、木本隆史さん2名を招待いたし
まして、総明会のプレゼンテーションもいたしました。実行委員長
の小谷さんの父親が、我 と々同年代であったため“おぉ〜我が息
子ょ”と話もはずみ、寄付金などにも協力させていただきました。懇
親会は5年ぶりとは思えないような盛り上がりで楽しい会になりまし
た。しかしその反面、体調不良、老々介護、奥さんが亡くなられて
出席できない方も多くいらっしゃいました。『我 は々仲間』です。本
格的に終活を考えなければならない歳を迎えております。運営委

コロナウイルスの大流行により同期会を延ばしていたが、その
間に会長の天野洋一君、総明会評議員の倉林貞夫君、幹事
で名簿担当の赤坂正君、幹事の海老沢康弘君の訃報を受け、
急きょ残りの幹事で自立歩行可能者による幹事会を行った。そ
こで、健康な新幹事の増員、生存確認、珊瑚の会の開催をす
べしとの確認をし、準備に入った。

そして、本年4月20日（土）紫紺館に於いて7年ぶりに珊瑚の
会を開催した。判明した60名の逝去した仲間への追悼の意を
表す事から始め、出席した人の健康の秘訣を聞き、欠席した人
の情報交換をして、旧交を暖め合った。

集まった元気なメンバーは以下の通り。
雨宮 健一、五十嵐 建、稲垣 公章、井上 阜、榎本 充史、
小田切 宣夫、小田嶋 伸和、神谷 弘明、北室 清市、

栗原圭介先生の思い出
心弾ませて明治中学に入った1年生で、授業が始まったばかり

の頃の話。工作で使うコンパスを矢の代わりにして黒板に丸を書
いて、何人かが投げっこをして遊び始めた。コンパスが黒板に当
たるたびに、どんどんと音がした。丁度反対側の教室で授業をやっ
ていた栗原圭介先生が教室のドアを急に開けて入ってこられた。
私のコンパスがない。誰かが私のコンパスを矢の代わりにして使っ
ていた。黒板に刺さったままになっていた私のコンパスを取りに行き、
抜いた瞬間が、栗原先生が入って来られたその時である。現行
犯で捕まり、叱られた。その後、教員室で夕方まで立たされ、担任
の先生に十分に説教されて夕方に教員室から出た時に、コンパ
ス遊びをしていたうちの二人が待っていてくれた。一人は、悪かっ
たと謝った。もう一人は、俺の名前を出したかと聞いた。

員会といたしましては、旧雨会はお互いに助け合う情報交換の場
であることを優先的に考えております。これからも情報を整理して
提供できるよう心がけます。最後に44年卒・栗田さん、笑顔を届
けてくれてありがとう。暑い日が続きます。ご自愛ください。

旧雨会担当窓口  秋山義昭  
〠164-0011 東京都中野区中央4-42-5
Tel.Fax/03-3382-4187　メール : aki3583@gmail.com  
公式X（旧Twitter）ハンドルネーム : Gongitune3 

小平 善久、桜井 皓右、椎橋 稔、竹中 武史、田中 榮寿、
時田 武、長塚 光敏、府川 六幸、福原 光義、北東 廉志、
細田 悌治、丸山 哲朗、宮本 卯之助（芳宏）、
森山 次郎、山縣 常浩、渡辺 昭治

（珊瑚の会　連絡先）名簿担当　細田 悌治
〒171-0014 東京都豊島区池袋2-61-8-203
TEL　090-1458-5881

栗原圭介先生は、このこと
について、在学中6年間、何
度もお会いしているが一度も
私に語ったことはない。先生
は、その後、大東文化大学
の教授になられ、我が国屈指
の東洋学の権威になられた。
90才を過ぎても研究に専念さ
れ、総明会でも何回かお招き
をしたが、謙虚で、優しいお人
柄であった。怒るのではなく叱
る。教育では、ここが大事だと
心に残っている。

旧
き ゅ う う か い

雨会　昭和34年卒　秋山 義昭

珊
さ ん ご の か い

瑚の会　昭和35年卒　北室 清市

明
めいしゅんかい

駿会　昭和36年卒　向殿 政男

82才でも頑張っています

1959年卒

1960年卒

1961年卒
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昭和39年卆同期会「三九会＆一一七会」です。
数年前より生徒会OB会の「一一七会」と同期会の「三九会」

が一緒になりまして少し長い会の名前になっています。
2年前にコロナが落ちついた頃に77才喜寿の「祝の会」を計

画していましたが、常設会場の『レストラン日本橋東洋』の社
長、北村君が首の治療で長期療養になりやむをえず延期とな
りました。
「一一七会」は毎年お正月に新年会をレストラン日本橋東洋

で開催しております。今年も元気な同期23名が集まりました。
写真はその時のものです。我学年も今年79才になります。
あと何年元気に会えるかなというような話題がのぼるよう

になり、これからは半年に一回会ってもいいのではという話
になりました。

M41を振り返るさらに高校時代も
5年ぶりの再会を果たしました!　2023年6月10日（土）午

後1時から紫紺館椿山荘で35名が参加しました。
今年は第60回総明会を迎えますが、人間であればめでた

い還暦です。
振り返って我が「M41」は、1967年（昭和42年）からです

ので総明会4期生になります。そうです57年が経過するこ
とになります。

ここで少し振り返ってみましょう!まずM41の命名です
が、卒業は昭和42年3月ですので一般的にはM42と思うの
ですが、最終学年としては昭和41年度になります。そのた
めM41と命名したと聞いております。

所
いわゆる

謂こだわりというものでしょうか⁉︎

そして今年の
7月25日（木）に
暑気払いの会を
レストラン東洋
の2階で行うこ
とになりました。

何といっても集まれる仲間がいる。
これほど幸せなことはありません。
総明会がこれからも永遠と続いていくように我々の「三九

会＆一一七会」も出来る限り続けていきたいです。
喜寿の祝の会が出来なかったので是非傘寿80才のお祝を

元気にやりたいです。

高校時代を振り返ると硬式
野球部は甲子園（もしかする
と中学かも）にも行きました
し、庭球部は国体に出場しま
した。排球部・剣道部・柔道
部なども輝かしい成績を収めました。

文化サークルいや文化部でも各自おおいに活動をしてい
ます。東京〜小田原100km徒歩大会などもいい思い出で
す。しかし記憶はだんだん不確かになって行きます⁉

来年2025年6月（?）にM41同期会開催を予定しております。

幹事団:
朝貝省吾・伊藤謙一・倉又光仁・後藤孝男・佐藤茂和
町田菊男・村西一郎

三
さ ん き ゅ う か い ＆ い い な か い

九会＆一一七会　昭和39年卒　佐藤　仁

M
えむよんじゅういち

4 1   昭和42年卒　伊藤 謙一

懐かしいメダルとバッチ?

仲間たちは八十路　まだまだ続ける同期会
母校を卒業して61年、総明会幹事学年を拝命してから30余

年。還暦、喜寿、そして八十路、時の流れが早いこと。昭和38年
卒業学年同期会「二年に一会」。翌39年の第1回総会・懇親
会から会名通り”2年に1回”半世紀以上に渡り一度も欠かさず開
催してきた（平成20年からは毎年）。

恩師の方 も々多数ご招待、化学の後藤朋智先生おひとりが第1
回から5年前(東洋で開催)の第36回まですべてにご出席、頭が下
がる。欠かさなかった開催もコロナ禍には勝てず、その間近況報告
を募り、喜寿記念小冊子を発刊、配布して「誌上二年に一会」。

コロナ感染が落ち着いた昨秋、4年ぶりに第38回総会・懇親会
を清澄庭園・涼亭で開催（写真）。八十路の同期生諸兄はまだま
だ元気で健やか。本稿締め切り時、秋に第39回の開催を決めている。

本年総明会の
テーマは「おかえ
り〜ここがみんな
の還る場

まなびや

所〜」。
調布校舎も母

校。私たちの年代にとっては駿河台界隈、男坂、猿楽町校舎もま
ぎれもなく母校”まなびや”なのだ。

最後に本会の連絡先を記すとともに、幹事学年の後輩諸兄「紫
雲会」による総明会運営の成功を祈念し、同期会報告とする。

事務局・連絡先  〒135-0005東京都江東区高橋14-20-801　関戸 淳一
TEL/FAX 03-3631-2008   Mobile 090-4390-9355

E-mail sekido-e@amail.plala.or.jp

二
に ね ん に い っ か い

年に一会　昭和38年卒　服部 紀夫1963年卒

1964年卒

1967年卒
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2年ぶりの男坂倶楽部総会を4月21日（日）〜22日（月）に熱
海聚楽ホテルで開催した。当初は古希の節目で泊まりがけの
総会をやろうと意気込んでいたが、コロナ禍には勝てず後期
高齢者入りを目前に控えた今年の開催となった。総会は一週
間前に倶楽部の常連であった水戸くん逝去の報が入ったこ
とがあり、鬼籍に入った仲間たちを偲んでの献杯から始まっ
た。懇親会は50名が参加しコンパニオンのお姐さん方を交え
た大宴会、網走の宅見くんからは40度のじゃがいも焼酎名酒
斜里の差入れも届き、今は亡き恩師の話、参加できなかった
同期の話に花が咲き大いに盛り上がりあっという間に恒例の
校歌斉唱でのお開きとなった。大宴会の後、元気な者はお姐
さん方を引き連れカラオケへ、それぞれ気の合った仲間との
部屋飲み、今回は舞台が明治大学ということもありNHKで放

昨年10月14日（土）に紫紺館にて獅子の会を同期と共に行
いました。当日は福島県、長野県からも遠方にもかかわらず、前
日からホテルに泊まりながらも出席してくれた同期もおりました。

写真の通り、学生時代には想像もつかない程 変わり果てた
姿に、皆も口には出さずとも内心思ったに違いありません。

しかしながら、今は亡きお世話になった諸先生方の思い出話
しに 酒も手伝って、楽しかった学生時代にタイムスリップして心
身共に若返って語り合いました。

私は中学からの入学で、当時の校則は 全員ボーズ刈り!未
だ戦後の面影が少し残っておりました。男女共学の今の後輩
たちには想像もつかないでしょう。体育の松枝先生は特にスパ
ルタ教育で、冬の寒い時でも夏の暑い時でも、パンツ一枚上着
ナシ！今ではそれも楽しい思い出です。

送中の「虎に翼」が話題の中心となり田中くん（法曹会会長）
から資料提供等の裏話を聞いているうちに気が付けば午前
2時を回っていた。翌朝はお守り代わりに掛けていた旅行保
険のおかげもあり、後期高齢者目前の全員を無事に送り出し
散会となった。また来年も元気に会いましょう。

サテ！今年2月は新年会、4月には桜をみる会を中野君のお
店で行いました。

又、恒例の同期の三宅裕司君の公演や、吉田繁夫君のバン
ドのライブなど盛り沢山のイベントを予定しております。

これからも同期の絆を大切にして獅子の会を長く続けていき
たいと思います。

男
お と こ ざ か く ら ぶ

坂倶楽部　昭和44年卒　寺田 康夫

獅
し し の か い

子の会　昭和45年卒　山本 龍三

思い出に残る先生等
やはり、昭和40年代に学生時代を送った我々の思い出に

残る先生と言えば清水紀夫先生になるだろう。
当時を思い浮かべても40〜50代の先生方ばかりだったと

思う。
そこへアイビースタイルの20代の教師が赴任してきたのだ

からかなりの驚きがあったと思う。
可もなく不可もなく学生時代を過ごして来たので清水先生

にお世話になった覚えはないが総明会の幹事学年の後、紫
讚会の仲間と話しているうちにけっこうヤンチャをして世話に
なった仲間がいることを知った。

閑話休題、その清水先生が校長になっているのを知ってま
た驚いた。

教師の職階がどういうものか理解してないが主任、教頭、
副校長等順当に歴任されてきたのだろう。

各学年の同窓会も活発に活動されていると思うが我が紫
讚会も幹事学年以降、総会やゴルフコンペ等を開催、還暦の
年にはW30と称して盛大なパーティーを催した。

ここに清水先生を招待したか記憶にないが、紫讚会ゴルフ
には何度も出席していただいたがコロナウイルスの影響など
で現在、途絶えてしまっているのが残念である。

また、清水先生の何を祝ったか思い出せないが芝浦あたり
の会場でパーティーを開催したのを覚えている。
（誰か、はっきり覚えている同輩諸氏、加筆、修正を願う。）
個人の記憶なんてものは非常に個人差があり後々思い出

すこともあるかも知れないことを記して終わる。

紫
し さ ん か い

讃会　昭和43年卒　荻　誠一1968年卒

1969年卒

1970年卒
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皆さんこんにちは！
昭和49年卒の翼明会です。今回原稿を書いたのは、大前です。それでは

私たちが過ごした、中学からも含めてどんな時代だったかを簡単にお話しし
たいと思います。

まず当時中学生は、坊主で、中学1年の暮れに3億円事件がありました。
中学2年の時には、夏の甲子園で伝説の決勝戦、松山商業対三沢高校の
試合では延長18回引き分け再試合がありました。三沢高校の太田幸司投
手の力投は、今でも記憶にあります。また、このころは学生運動が盛んな時
で、特に学生が暴れる日は授業が午前中で取り止めになり午後の授業は中
止になりました。

皆んなで万歳三唱して、「やったー！明日も暴れろ～！」と叫んだものでした。
アポロ11号が月面着陸に成功したのもこの年です。

そして中学3年になり、大阪で万博が開催され、アポロ11号が持ち帰った
「月の石」が展示されているアメリカのパビリオンには長い行列ができてい
たのをよく覚えています。

三島由紀夫の割腹自殺があったのもこの年です。また暮れには、南志賀
に新しく学寮ができて初めてのスキー学校にも参加しました。

年が明けて卒業式です。信じられない話ですが、私たちの卒業式は、なん
と校庭で行いました。校庭の周りに紅白幕でそれなりに雰囲気を出して行い
ました。やがて高校Ⅰ年になり新しい友達も沢山入って来ました。他の中学か
ら来た友達は、体育の松枝先生(チータ)の授業に面食らってました。

この年の夏、中学1年生の林間学校で、昨年できたばかりの南志賀学寮
が火事になりました。幸いケガ人等はまったくなく、生徒たちは、近くの頌栄
学院の寮に泊まらせていただいたとのことでした。

高Ⅱになりますと楽しい修学旅行です、私たちは南北海道に行きました。

当然新幹線はまだありませんので、青森から青函連絡船です。冬ではありま
せんでしたが、石川さゆりの世界ですね。

修学旅行の最終日、バスガイドさんが我 と々の別れを惜しんで泣いてまし
た。その話を家に帰って話をしたら「バカね！そんなの演技に決まってるじゃ
ない！」と言われ「夢を壊すこと言わないで！」と返したことを思い出しまし
た。男子校だったので皆んな純情だったんですね。

また、この時交換留学生でアメリカからジェーリー・トレント君という方が来ま
した。彼に私たちが習っている英語の教科書を見せて、これ解る？と質問を
したところ全然解らないと言われ、私はその時から英語が嫌いになりました。

そしてこの年の秋には、創立60周年記念式典が行われました。さていよい
よ最終学年の高Ⅲです。私たちの代は野球が強かったので夏の予選では
ベスト4まで行きました。まだ東西に分かれる1年前でしたので、実際には決
勝戦と変わらないかなと思っておりました。

その試合、準決勝でしたが、残念ながら早実に0対1で負けてしまいまし
た。このように楽しい６年間なり3年間を過ごして卒業しました。

さて、昨年コロナが明けて、暮れに久し振り同期会を行いました。約40名
集まりました。その時の写真がこちらです。(明治大学リバティータワー23階の

「燦」で行いました。）
何人かの友達も亡くなりましたが、皆んな一瞬学生時代に戻ったように楽

しいひとときを過ごすことが出来ました。今後は１年おきに集まろうという話で
したので、来年皆さんにお会いできるのが今から楽しみです。これをご覧の
同期の皆様、また是非みんなでお会いしましょう！

翼
よ く め い か い

明会　昭和49年卒　大前 実之

第60回総明会総会・懇親会開催おめでとうございます。
「在学時代に印象に残った先生の思い出」ということで、半

世紀前の思い出を綴ります。
私は明治中学２年生の時にスキー部に入部しました。中学

１年生の時、志賀高原のスキー学校に参加して、スキーの面
白さに魅了され、東京に戻ってもスキーのことが忘れられず
にいたところ、所属していたアイスホッケー愛好会が閉会にな
り、これを機に同じ顧問先生をされていた水落八郎先生のス
キー部に入部することにしました。

水落八郎先生、通称ターザンの思い出は、スキー場から東京
までの列車の中での楽しい時間です。ビニール袋に入ったピー
ナッツ入り柿の種と缶ビールを美味しそうに楽しんでいる姿が思
い出されます。列車のボックスシートに座り、生徒たちに囲まれて

ビールを飲んでいる時間、先生に
とって至福の時ではなかったの
かと想うのは私だけでしょうか。

そして、ターザンは食べること
が大好きでした。高校生の頃、土曜練習終了後に先輩のとこ
ろに行くのでついてきなさいと言われ、ターザンは明治関係者
が営まれている神田のアンコウ鍋の店に連れていってくれたの
でした。また、外神田にあるすき焼きの「いし橋」さん（先代は
応援指導班ＯＢ）にも連れて行っていただきました。高校生で
した自分は、大人になるとこのような美味しいものを食べている
のだと知ることになったのです。

半世紀前の思い出ですが、この場を借りしましてお店の関
係者にお礼申し上げます。

四
よ な よ な ど う し よ う か い

七四七同志酔会　昭和47年卒　戸張　毅

新潟県土樽スキー場にて（中学２年生）
左より山縣清君、金子正弘君、深江英之君、筆者

先生の想い出、そして今
今から去ること55年前、明治高校中学の先生方に強く印

象が残っております。言わずと知れた、冬の雪の日に裸でラン
ニングをする、チーターこと体育のM先生。「燕返し」と称し出
席簿で両頬を叩く生物のA先生、頬に平手でもみじマークを
付けてくれたポンコことM先生、写真の数学のＳ先生の蹴りも
ありました。まさに昭和の男子校の姿です。

体罰を容認するわけではありませんが、生徒は在学中不
登校になる生徒も出ず卒業し、社会人となり会社で失敗し上
司、取引先に怒られ続けてもめげることなく古希を迎えること
が出来ました。

そして今コロナで延期していましたが、昨年10月28日（土）
に、清水先生をお迎えし卒業50周年ならびに古希を祝して錦

糸町「東武ホテルレバント東京」に45名が集まり総会懇親会
を開催いたしました。

会の締めは、元応援団岡田君（元目黒区議会議長）の力
強いエールで校歌斉唱し大盛況でした。今年も元気なうちは
頑張ろうと10月19日（土）に総会懇親会を予定しております。

明
めいちょうかい

潮会　昭和46年卒　木村　茂
1971年卒

1972年卒

1974年卒
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ACTIVITY REPORT 2024      Soumeikai Annual

朝日新聞社、朝日イブニングニュース社主催の第12回全
日本高等学校英語弁論大会のタイトルは“My Hope for a 
New Japan”であった。地区予選を勝ち抜いた者が全国か
ら朝日新聞社の講堂に集まった。私のスピーチが終わった
後に笑顔で出迎えてくれたのが恩師、David Tharp先生で
あった。

スピーチの原稿は私が日本語で書いた。英文に訳したのは
Tharp先生であった。放課後に先生から何度も指導を受けた。
発音、抑揚、ジェスチャー、強調するところ、視線の方向等々。

全国優勝した。先生なくして優勝はあり得なかった。各ス
ピーカーはスピーチ終了後に壇上で質問に英語で答えること
になっていた。私はうまく答えられなかった。

壇上から下りてきた私に先生は「あの質問は的外れだ」と一蹴

されたのを私は覚えている。誠実
で正直な先生の人となりを感じた。

Tharp先生は英語講師として
明高に赴任していたが、実は有楽
町にある日本外国特派員協会で
特派員のお仕事もされていた。

高校卒業後に会員専用のレストランで昼食をご馳走になっ
たこともあった。

先生はその後ジャーナリストを辞め精神科医になられて、阪
神淡路大震災の時にボランティアとして活動された。先生は
2012年（平成24年）に68歳で亡くなられた。もう一度お会いし
て昔話に花を咲かせたかった。

明
め い し か い

紫会　昭和50年卒　荒川 明良

Tharp先生

昭和５１年卒の同期会「明々会」の総会・懇親会は、7月１３日
（土）、昨年と同じ上野の中華「蓬莱閣」に２４名が集まり、盛
大に行われました。我が同期の現・明治高校校長、井家上哲
史君も出席しましたが、昨年は体調がすぐれず出席していた
だけなかった清水紀夫元校長先生が、今年は回復され、何と
一番乗りで会場にお越しくださいました（一同感謝と反省！）。

会場では、清水先生との思い出話に花が咲きましたが、先
生に褒められた話は残念なことにまったく出ず、悪質ないたず
らをして怒られ、クラス全員が連帯責任で正座させられたこと
など、悪さをして叱られた情けない思い出話ばかりを、笑いな
がら語り合いました。

また、総会当日は、同期の山田真也君が監督を務める明治
高校野球部の西東京大会１回戦が行われ、多摩高校を見事

７対３で破り、試合を終えて会場に駆け付けた山田君を万雷
の拍手で迎えました。彼によれば、もっと早い時間にコールド
で終える予定だったとのことですが、勝利を祝う乾杯は格別で
した（次の対戦相手は優勝候補の創価高校ということでした
が、残念ながら総会の二日後に敗れました）。

最後は、昨年忘れた全員集合写真を撮影し、中村光晴君
のエールで校歌を斉唱し、来年もまた元気に会って飲むことを
誓い合いました。

明
め い め い か い

々会　昭和51年卒　萩原 秀紀

新井先生を偲ぶ
私が山岳部に入部したときの顧問が新井先生でした。松枝

先生や後藤先生のような強烈な個性の陰で、物静かな感じの
先生でした。山が好きで、生粋の山男だったと思います。

夏合宿で、北アルプスの剣岳から笠ケ岳への一週間のテン
ト泊縦走に付き添われました。当時雨で全行程の走破が危ぶ
まれたとき、意を決して出発の決断を下され、無事合宿の全行
程を走破することができました。

一週間、お腹を満たすだけの不
ま ず

味い飯を食べてテントで過
ごすのですから、山好きでないと務まらないでしょう。下山したと
きには、駅で「これ美味しいんだぞ、知ってるか」と言って鱒ず
しを食べさせてくれたことも思い出です。

学校にいるときは「先生」なのですが、山に入ると「山好きの

アニキ」のような感覚でした。先生の男気と山を愛でる純粋さ、
そして寛容の心は、当時の若人を薫陶し、今も私の心に生き続
けています。明大明治の「質実剛健」を体現されていたおひと
りだったと思っています。先生がお亡くなりになった後、先生を
偲んで奥様あてに手紙を書いたことがありました。
「主人は、皆さんと山に登っていた時が一番幸せだったと思

います。」と返事が返ってきました。ご冥福をお祈りします。

男
だんしこうこんじょうぐみ

子校根性組　昭和52年卒　菅原　誠

1975年卒

1976年卒

1977年卒
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還暦を過ぎても『明魂会』は元気です!
今年の「明魂会」総会・懇親会は、小雨模様の6月22日

（土）、旧国鉄の「万世橋」駅の遺構を整備した「マーチエ
キュート 神田万世橋」内にある「プラチナフィッシュ」という店
で、すぐ横を走る中央線快速電車を眺めながら、明魂会会員
20名、幹事学年「紫雲会」2名が参加しての開催となりました。
恒例の「近況報告」のメインテーマは、昨年までの「親の介
護」から、遺言書の作成方法など「相続」に移り、還暦記念か
ら1年を経た年月の流れを感じました。我らが矢島リーダー長
のもと、声高らかに校歌を斉唱し、来年の再会を誓って散会。
御茶ノ水駅前での有志による二次会では、明中明高時代の
話、とりわけお世話になった先生方とのエピソードに話の花が
咲き、『先生と生徒との関係を超えた』ディープなエピソードを

聴き、先生方
が私たち生
徒を『大人』
として扱って
くれていたこ
とを再 認 識
しました。

私自身は、大学4年時の社会科の教育実習の際、松枝先
生の体育の授業に参加させていただき、「先輩の気合を見せ
てやれ」とレシーブの特訓を受けたことが想い出に残っていま
す。歴代の先生方が深い愛情をもって接していただいた卒業
生が一同に集い、それぞれの人生の糧となる力を得る「総明
会」であり続けることを祈っています。

明
め い こ ん か い

魂会　昭和57年卒　菊池 正純

「母校の思い出」
学生時代は猿楽町校舎で学びました。新設の体育館・視

聴覚教室や格技室など素晴らしい設備環境の中で青春を謳
歌しました。肝心の教室は一クラスに汗臭い男子生徒60名弱
が押し込まれた劣悪な環境でしたが、それも今は懐かしい思
い出です。

私たちは幾つかの偶然に遭遇した学年だと感じています。
一つは学力別クラス編成を経験しました。卒業生でもこの歴
史的事実は初耳かもしれませんが、同期の飲み会では必ず
この話題を酒のツマミに盛り上がります。二つは総明会の幹
事学年の年に母校が猿楽町から調布に移り、母校の変革の
流れに遭遇しました。この偶然には何か運命的なものを感じ
取り、学年テーマを「新たなる飛翔」に設定しました。総会・懇

親会を調布の新キャンパスで開催するチャレンジングな決断
をしたのも必然だったと思います。この貴重な経験から現在
の調布校舎も思い出の１ページに深く刻まれています。

昨年は60歳の還暦を迎え、想い出の「お茶の水の地」で還
暦パーティーを開催しました。（写真：猿楽町校舎男坂の前で
記念撮影）これからは紫紺館で毎年同期会を開催し、当面の
到達目標は70歳の古希パーティーです。それまで同期やご家
族みんなが健康であることを心より祈念しています。

明
めいしょうかい

翔会　昭和56年卒　蓬田 裕一

6月2日（日）上野にて楽しみな明誠会が開催されました。前回
から半年後の開催となり気心の知れた同期が集まる機会は、発
足当初から主催する熊倉君、志村君、荒井君、矢ノ目君らの幹
部の努力と継続で成り立っています。私は、今回の幹事に指名さ
れ、準備万端の上で、当日盛り上げようと考えていましたが、出張
が入り参加できなくなりました。幹部、幹事の皆様には大変な迷惑
をかけました。同期生徒会本部の総務系プロで、会社時代から
慣れている小高君が、全て実務を担当してもらいました。感謝で
す。前任金子君からの引き継ぎ、諸々の準備、会場選定、そこに
会計担当の島田君が加わって、当日も小田原から駆けつけて、
小高君のサポート有難うございました。会計報告まで完璧に対応
してもらいました。感謝です。バトンは、朝倉君に渡されました。

高校時代にどのクラスだったか、どのクラブに所属していたか、

家まで 行った
か、旅行に行っ
た仲だと、再会
の機会さえあれ
ば、すぐ昔話に花が咲きます。そして、個別のおじさんの会が始ま
る。また、初参加や、久々の参加者が、お酒が入り話が弾むと、皆
に愛されキャラが分かり人気者になるところも見てきました。また、
怖くて話すことも出来なかった奴とも、今は時を経て普通に楽し
い会話ができる。社会の荒波を超え、成功した人、時代の流れに
押し流されざるを得なかった人、もう天国に逝った仲間もいる。同
期の中では相手を思いやることができる関係でいたい。

これからも健康に留意して、また、明誠会で会いたいと思い
ます。あ、明大明治で良かった！

明
め い せ い か い

誠会　昭和54年卒　大熊 義孝1979年卒

1981年卒

1982年卒
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先生の思い出やエピソードは、お一人だけでは語り尽くせ
ないので、我々の高Ⅲ時の学級担任のお名前を挙げます。A
組（山田伸夫先生・数学）、B組（藤田昭造先生・日本史）、C
組（大野正隆先生・英語）、D組（安部友巳先生・国語）、E組

（岸哲利先生・英語）皆さん、覚えていますか。先生方は、現
在もお元気でお過ごしのことと思います。（※6月に寄稿）

我々の代は非常に個性的な生徒が多く、先生方にたくさん
面倒をおかけしたことと思います。振り返ってみると、どの先
生も時に厳しく、時に楽しく、熱心にご指導くださり、卒業後40
年経った今となっては感謝の言葉しかありません。明治高校
も現在は調布市に立派な校舎で共学の学校となりましたが、
我々が猿楽町校舎で過ごした男子校時代の6年間または3
年間は、先生方の思い出とともに、みんなが心の還る場所とし

て一生忘れない学び舎になっています。
2月10日（土）には、コロナ禍を明けて5年ぶりに同期総勢19

人で、山田伸夫先生をお迎えして新年会を開催し、久しぶり
に楽しい一時を過ごすことができました。同期の皆さん、毎年
2月の第二土曜日に新年会、7月の第一土曜日に闘紺会総会
を予定しています。開催の詳細はFacebookの「闘紺会」の
サイトを検索してお気軽にお越しください。お待ちしています。
また、連絡のつく同期への声かけをお願いします。

闘
と う こ ん か い

紺会　昭和60年卒　
矢澤　 徹
和田 直弘

還暦を迎えた代の諸先輩方はこの会報にて「還暦を迎え
る会」の報告をされていらっしゃるようです。が、明輪会はこの
会報を通じてすべての同級生、仲間、いや嫌いな奴もいたか
もしれないけど、に、ぜひ集まろう！と呼びかけたい次第であり
ます。そのまま捨てちゃう人もいるだろうけど・・・( ﾉД`)ｼｸｼｸ…
　昔であれば人生が一巡りする年。クラブ活動、班活動、一緒
に学んで、遊んだ、人には言えないこともした、あのクラスの仲
間と会いたい、ここで会っておかないともう会えないんじゃない
か?実際残念ながら鬼籍に入られた方もいらっしゃいます。

そんな話も含めて
【明輪会　還暦を祝う会】2024年11月16日(土)
午後1時30分〜3時30分　明治大学駿河台キャンパス

　紫紺館4階　貸切 立食パーティ（紫紺館椿山荘）を挙行い

私が明治中学に入学した頃は、山口先生、松枝先生、村
田先生、村野先生、後藤先生、金井先生、小西先生などな
ど、強烈で個性豊かな先生方が大勢いらっしゃって、思い切り

“愛情”を注いでいただきました。
そのおかげで、社会に出てから対人関係での勇気を忘れ

ずに過ごせてきたと今でも感謝しています。
そして中学3年になると数学の横山先生が、高校Ⅰ年になる

と英語の吉田先生が新任され、なにかそれまでとは違う雰囲
気になったことを思い出します。お二人は当時の我 と々年齢
が近かったこともあり、お兄さんのように親しくさせていただき、
個人的な悩みの相談にも親身になって応えてくださいました。

今年で我が明心会は59歳を迎えることになり、お世話に
なった先生方も少なくなりました。

たします。（体育祭風言い回し）
うら若き小田先生の授業の折に教室の入口にチョークの粉

を仕掛けて見事に頭からお被りになられた時の話や、それを
慰めてさしあげたことによって田中徹太郎先生と小田先生が
一緒になるきっかけとなったのではないか？そんな真相にも
迫れるかもしれません！目標は100人です！（本当は60人だ
けど）最後になりましたが総明会の盛会を祈念しております。

近く、在学中本当に親しくさせていただいた吉田先生が勇
退されると聞きたいへん寂しい限りです。今後とも吉田先生の
ご活躍を心よりお祈り申し上げます。

卒業して40年経った今でも私が母校に感謝することは、と
ても個性豊かな多くの先生方からたいへん意味深く贅沢な
ご指導をいただいたことです。それは大学生になるためだけ
ではなく社会人になるためのご指導だったと思います。

我々明心会一同、来年は還暦を迎えることになりますが、在
学中に叩き込まれた“明治魂”にブレることなく頑張ってまいり
ます。

明
め い わ か い

輪会　昭和58年卒　小林　聡

明
め い し ん か い

心会　昭和59年卒　伊東　稔

1983年卒

1984年卒

1985年卒
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同期の安川君より、柴田幹治先生の定年慰労会を新世輝
の先輩方と合同で明猿会の永瀬先輩のお店『みの家』でやる
よと連絡があり。 柴田先生は明治中学1年時の担任で、入学
当日で緊張している我 と々同じく、初めて担任を持つ先生自身も
少し緊張していたな～と、40年以上前の記憶とともに、柴田先生
も定年かと感慨深い気持ちになった。

慰労会当日、地方勤務で参加できない鈴木丈太君から預かっ
た柴田先生への送別品を開催前の『みの家』に持ち込んだ。 
同期で度々利用させていただいている、大人になってからのまなび
や『みの家』に着くと、明治高校・中学の血が騒ぎ、所用で欠席を
撤回し、所用を早 に々切り上げ途中参加することに変更した。 再
度『みの家』に戻ると、新世輝、昭和戊辰乃会以外の代のメンバー
も参加しており、参加者一人一人が柴田先生との思い出や感謝

を伝えていた。柴田先生といえばの『竹鞭』（竹の棒）を送別品と
して渡す人もいて、大変な盛り上りとなった。会の最後に述べられ
た柴田先生のお言葉と流された涙に、私ももらい泣きしてしまった。 

私たちも今年で55歳、送別する側から自分が送別される日も
近づいてきた。半分どころか、人生の4分の3を一緒に過ごして
きた仲間で、老後どうするとか、そんなことまで話せる同期会（ま
なびや）をこれからもやっていきましょう。

 ※柴田先生慰労会の連絡が届かなかった人、ごめんなさい。

昭
しょうわぼしんのかい

和戊辰乃会　昭和63年卒 松田 智之

「もう10年経ったのか!」7月20日(土)に明猿会の同窓会が同窓永瀬君
の店「みの家」にて執り行われ16名の同窓が参加致しました。その際に
今年度幹事学年「紫雲会」の方々から今年が60回目の記念であること
を告げられ、我々の代が50回目であることを思い出し、時間の流れの速
さに思いを馳せるとともに、少数ながら皆頑張ったなあとあらためて感じ
入りました。遡ること10年前、大学でゼミの先輩でもある新世輝の清水先
輩から突然の呼出しがあり、来年度の幹事をやって欲しいと依頼を受け
何をして良いのか右往左往していた日々 、紫紺祭からスタートしてまずは
挨拶をと思い、初めて明治高校の新校舎にお伺いし、高校卒業から音
沙汰のなかった私に対して笑顔で鈴木康巳先生からフルネームで呼ば
れ、覚えて頂いたことに対して驚きを感じたこと、そして20数年の時が舞
い戻った感がありました。その後、仲間も少しずつ増え、そして6人にまで
集まった時点でさらなる拡大を目指し、手分けして学年全体に一斉の電
話を行った日々 。あまりに久しぶり過ぎで結構怪しまれたのも今となっては

良い思い出。その
後、30数名を集め
る事が出来た同
窓会、その会にお
越し頂いた粟野哲也先生、清水克悦先生、星野均先生、鈴木康巳先
生の変わらない姿に、久しぶりとは思えない光景を目の当たりにすること
が出来ました。手探りで始めたことではありながらも何とか無事に会を終
える事が出来た喜びは他には代えがたいと思います。猿楽町で学び、そ
して申（猿）年生まれの我々の代「明猿会」が誕生から仲間と分かち合
えた事、その後幾年も経ても仕事や家庭に時間を取られてなかなか参
加出来るメンバーもまちまちではありますが、集まればしがらみなく当時を
懐かしんだり、現況など他愛のない話題などではありますが良い集まりを
続けております。まだ参加したことのない同期の方も是非覗きに来て頂
ければと思います。

明
め い え ん か い

猿会　昭和62年卒　中澤 彰次郎

我等「新世輝」は、7月13日（土）北千住の同期のお店「佐留丹」
にて、本年度の同期会を開催しました。同期会などになかなか出
てくれない仲間もいますが、同期会に限らず、同期や後輩、先輩方
や先生方と酒を酌み交わしたり、世間話やくだらない会話で盛り上
がっていると、つくづく思う。「もったいないったらありゃしない」と。

少なくとも3年から6年同じ空気を吸い同じ事件出来事を共有
し、しかも時間が経過してると、「いい感じの仲間感」がいい感じ
でできてて。在学中の先輩・後輩も同じである。そして親と同じく
らいの大先輩の方々は、これまた不思議なくらいいい感じでつな
がるんです。教わった先生が同じなのです。先輩方には、当時新
任の先生が、僕らの時は引退間際の名物ベテラン先生だったり
して。これはそのまま、在学が被らない後輩、はたまた校舎も新校
舎に移り共学になった後輩とも状況が逆になって引き継がれるで

あろうし、これこそが私
立、そして本当の一貫
教育のレガシーのひと
つだと強く感じます。

毎年でなくても、たまには同期会などに顔を出してくれるとい
い感じになってると実感するはず。「懐古」とかではなく、在学中
一緒に遊んだグループでなくても「いい感じの仲間・友達感」。作
ろうと思ってもこれから作れるものでもありません。そんな環境で
育った僕らの財産です。

同期会などで在学時ヤンチャだったやつと、それとは正反対
だったやつが、そっくりの格好をして隣に座って、笑顔で「最近ど
うよ」なんて会話してるのをみると、つくづく感じます。「もったいな
いったらありゃしない」。

新
し ん せ い き

世輝　昭和61年卒　吉野 正敏1986年卒

1987年卒

1988年卒
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8月4日（日）、家族の寝静まった深々深夜。
おもむろに、幹事学年・紫雲会からの会報寄稿依頼の封筒を開

ける。手紙には「原稿締切：6/26（水）までです」の文字が躍る…。
しかも、「原稿は、今年の活動テーマに沿ってお書き下さい」だ、と
…。えっ、そうなの？　この５年、毎年、明仁会の活動報告を書いて
きたけど、まーったく触れたことがないよ！　ヤバい（汗）、時間もな
い…（汗汗）。小学生の夏休み読書感想文であれば、ここで「辞書
で調べてみたところ～」の大技が使えるのだろうが、当方、いやしく
も出版業界の端くれに身を置く者、それはプライドが許さない…、け
ど、もう時間がないからやっちゃうよ。ペラペラ（辞書をめくる音）。

「まなびや―学問をする所。学校。また、校舎。」（出展：大辞
泉）。うん、そのまんまだね、何の広がりもないね…。けど、そういえ
ば、自分が通った校舎はもう校舎としては機能していないんだよ
な。それは率直に言えば、寂しい。けれども、今の西調布の素敵
な校舎だって、いつかは古びて建て替えになる。もしかすると、ま

た移転だってするかもしれない。でも、一足先に校舎をなくした身
としては、大切なのは校舎＝箱じゃなくて、恩師・先輩・後輩、そし
て同級生なのだと思う。そんな人とのつながりと思い出があれば、
いつでもどこでも「まなびや」に還れるのではないだろうか。

といささか強引にまとめましたが、去る7月20日（土）紫雲会の
2人も含め総勢18名にて今年の明仁会が無事、執り行われまし
た。久しぶりに会う同期はみな元気、忘年会の開催を約束して解
散となりました。末筆となりましたが、幹事学年を務めて下さった
紫雲会の皆さまに心から感謝いたします。その活動が実を結ん
でいますように。

明
め い じ ん か い

仁会　平成3年卒　山口 一郎

＜印象に残っている先生＞
中学入学～高校卒業までの6年間ほぼお世話になったのは、

新井久雄先生、大野正隆先生、鈴木康巳先生、上小牧正広
先生、小柴仁美先生など、とても印象深いです。西村チャーリー
先生は教員1年目で私たちがお世話をしました(冗談です…)。ま
た何といっても明愛会は、松枝正弘先生最後の教え子(高校3年
間の体育授業、卒業した年の6月にご逝去されました)です。有り
余るご指導を受け、今では大変貴重な経験となっております！

＜同期会情報＞
明愛会は、幹事学年前年の2016年から続いていたイベントが、

コロナの影響により暫く出来ておりませんでしたが、やっと昨年8月に
念願の同期会を開催し20名ほど参加しました。さらに今年の活

動は活発で、明
愛会ゴルフ部が
立ち上がり、1月・
4月にコンペを開
催。総明会活動では、5月の「チャリティゴルフ」に6名が参加。よ
うやく同期交流も復活して参りました！ 暫

しばら

くの間、誰もが「明中・
明高時代の話題ロス」に寂しさを感じておりましたが、何人かが集
まれば、一緒に過ごした当時の逸話ばかり、同じ話を何度聞いて
も飽きない程充実したMEIJI生活を送っていたと、つくづく感じて
おります。明愛会メンバーは今年53歳。そろそろガタが来る身体
にムチを打ち、同期のお店へランチ・呑みに行き、大学ラグビー・野
球観戦をしたりと、やっぱりMEIJIが好きな私たちは、明愛会の仲
間・先輩後輩を何より大事にしております。頑張れ、紫雲会！！

明
め い あ い か い

愛会　平成2年卒　今泉　仁

年号が昭和から平成に変わって最初の3月に、私はこの明治
高校から巣立った。当時はまだ、千代田区猿楽町に校舎を持つ
典型的な男子校であった。あれから平成と共に歳を重ね、再び
縁あって総明会に参画でき現在に至っている。そうした理由から
か、高校時代にお世話になった先生に再会するべく現在の調布
の地に移転した母校を訪ねることがあった。建物や設備が新しく
なっていたことは承知していたが、それ以上に高校を包み込む
空気や雰囲気が、私たちがいた頃とはまったく違うものになって
いたことを感じ、まるで別の高校に来たような感じを覚えた。

時代が平成から令和に変わっていたことがそう思わせたのか
もしれない。昨年の冬、私が携わっている明治大学校友会での
企画による和泉キャンパスツアーに参加する機会に恵まれた。和
泉校舎には大学2年以降ほとんど足を運んでいなかったので、
駅前の街並みから変わっていたことにはとても驚いた。中庭の面

影を除きあらゆる施設が新しくなった中で、正門から入り直進し
た場所にある1号館だけが昔のまま出迎えてくれた。一方、大学
校友会は私より年長者が多くその1号館すら知らない人もいたた
め、あまりにも素晴らしい建物や施設に母校とは思えないと溜息
ばかりが漏れるほどであった。その気持ちたるや、調布に共学校
として大きく変貌した母校を見た私のそれを見る思いだった。

だがこのツアーを終わった後には、かつて在学していた時分と
変わろうともあらためて母校を誇りに思うという姿に変わっていた。
私にとっての明治高校もまた同じ思いである。私の頃と比べ学力
レベルも高くなり、教育内容から高校生活全般まで異なったものに
なっていると思う。それ故に尚のこと母校を誇りに思えるのだ。

こうした誇りを胸に、高校で培った知識や能力を活かし社会に
貢献していくと共に、今後の人生に大きく資する活動をしていきた
いと考えている。

平
へ い せ い か い げ ん か い

成改元会　平成元年卒　小林　太
1989年卒

1990年卒

1991年卒
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コロナ禍の真っ只中で前代未聞の幹事学年の対応に翻弄
されたあの日々から早くも3年。

社会の荒波にもまれながらも隆明会の面々は定期的に集ま
りを重ねています。

飲み会を開いたりゴルフコンペに恩師の方々を招いたりと
節目節目に旧交を温めています。

幹事学年の紫雲会の皆様、大変ご苦労様です。昨年の紫
縁会に続きフルサイズの幹事学年活動で、我々が得られな
かった貴重な体験を共有できること、大変羨ましく思います。

どうか皆様で助け合って次の代にバトンを渡してください。
隆明会は応援しています。

総会・懇親会でお目にかかれる日を楽しみにしております。

隆明会では引き続き同期の皆様のご連絡をお待ちしており
ます。一緒に楽しいひと時過ごしませんか。

詳細は三保谷建介(090-8740-5574)まで
お願い致します。

隆
りゅうめいかい

明会　平成6年卒　三保谷 建介

はじめに、昨年は会報に穴を開けてしまったこと、お詫び申し上
げます。本年のテーマ「おかえり〜ここがみんなの還る場

まなびや

所〜」
に、投稿の機会をいただきましたこと、お礼申し上げます。幹事学
年の皆様、大変お疲れ様です。

明鐘会は変わらずよく交流して（呑んで）ます。近年は、地域、
趣味ごとの集まりが増え、沖縄、蒲田、三鷹、大袋、名古屋、ゴル
フ、釣り、テニス、スキー、皇居ラン、今夏は野球も開催予定。最
も盛り上がっている会の一つが、大袋会（越谷北部）。開催6回
を数えるメジャー飲み会です。参加する誰にとっても遠く、不便。
いかに大袋にたどり着くことが困難かを自慢し、ビールをがぶがぶ
飲む。

二次会は昭和のスナックで大袋のデヴィ夫人とデュエットカラオ
ケ熱唱。終電22:30には、埼玉チームのみ残留し、三次会あん

かけ焼きそばが定番の流れ。常連が初顔を毎回誘って、永遠と
つづく不思議な飲み会です。同期の皆さん、是非大袋会にお越
しください。（他の集まりでも、もちろんOK）

卒業31年、50歳を迎える本年。また一堂に会する会、旅行な
ども企画・開催できたらと考えています。健康に気をつけ、近いう
ちに必ずお会いしましょう。

明
めいしょうかい

鐘会　平成5年卒　横尾 克久

紫雲会の皆さん活動お疲れ様でございます、「快汗、親方」
です。今年のテーマ、いいですね。熱い。では早速、我 の々代の
LINEグループで上がった先生方のエピソードをご紹介いたします。

強烈な印象を与えてくれたのは体育科の水落八郎先生。ピナ
ツボ火山が噴火した修学旅行最終日の夜にそれは起こります。
腕相撲大会、関根正人先生による「冬のリヴィエラ」熱唱といっ
た懇親会チーム渾身のイベントも終盤を迎えたその時、司会から
予兆もなくマイクが水落八郎先生に渡されました。古い顔歌って
締めてくださいな(失礼)、という。ところがマイクを握りしめたまま一
言も発せずに取ったポーズが！映画黎明期の喜劇王が如く、み
んな死ぬほど笑いました。今にしてみればモダン・タイムスよろしく「お
前たちは機械じゃない、ハートを忘れるな！」というメッセージなので
はと思ってみることとします。まあ本当は「マイクいらないじゃん。。。」

と思ってますけど。
その他にもヘヴィメタルバンドのド

ラマーをやってくれた国語科村田
博親先生、英語科村野圭吾先
生の「KEIGO→EIGO」から始
まるテッパンの話、理科の後藤朋
智先生のたくあん嫌いの話、技
術科吉田貞雄先生をはじめ複
数の先生方による試験監督時の
話！そして全生徒が大変お世
話になった事務の島信男さん。

まあ話題はつきませんでした。同期のみんな、今度会ったら他
の先生方の思い出話も聞かせてね！

快
か い か ん  ど す こ い じ ゅ く

汗、どすこい塾　平成4年卒　小畑　啓1992年卒

1993年卒

1994年卒
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明治中・高には『赤い上履きの代はヤバい代だ』という伝説が
あります。今年の同期会は、我々赤い上履きの代を中3～高3ま
での4年間受け持っていただいた尾崎義夫先生、松田孝志先生
にご出席いただきまして、ホテル東京ガーデンパレスにて開催しまし
た。以下に当日の先生方からの挨拶の一部を記します。私たち
の代がどのような学年であったかを分かっていただけるのではない
でしょうか。
「君たちの学年を受け持っていたときは『試練』だった」「教員

の使命は育てることなのだから、色 な々ことがあってもそれは誇り
だ」
「引退して7年経ち、教員時代のことを思い出すが、この学年

が一番だね」「正面から向き合えば必ず通じ合えるのだから、徹
底して付き合おうという意気込みだった」

昨年度の幹事学年を務めました、紫誠会です。
2023年度は「再会・再開 ～誠、明治の人なり～」とのテーマ

を掲げ、コロナ禍で中断を余儀なくされていた対面での飲食を伴
う総会・懇親会や同期会、班部OB会など脈 と々受け継がれてき
た我々明中明高OBの文化が再び紡がれていく喜びや勢いを象
徴すべく華やかな宴席を実現しようと、その裏で涙ぐましい地道な
努力に勤しんだ、紫誠会です。

昨年の血の滲むような刻苦研鑽はもとより、それを温かく導いて下
さった、かくも質実剛健な先輩方のご指導の有難みに素直に感謝
できるようになり、大人（アラフィフ）の仲間入りができた、紫誠会です。

我 は々昨年の活動を通し、一層同期の絆の有難さを噛みしめ、
先日「みの家」さんにて30名ほどの同期で清 し々く同期会を行うこ
とが出来ました。ご臨席を賜りました粟野先生、吉田先生、西村
先生、山口先生、元谷先生に深く感謝申し上げます。紫誠会の

今年の幹事学年「紫雲会」です。思えば昨年幹事学年の
襷を受けてからは「引き継ぎ」という名の懇親会が続き、楽し
いひと時を過ごしました。ただ寒風の帰路で思い出されるの
は諸先輩方からの総明会でのさまざまな逸話ばかり。不思議
と引き継ぎの話は（はて？）とやや消化不良ながらも結局は「う
まくやればいい」と理解し、そのまま本格的な活動期に入りま
した。今では暑い最中、季節が巡って紫雲会メンバーも増え
てヤマも越え、団結力も高まったものと自負しています。

さて、在学時代で印象深い先生の筆頭は、何といっても高
校３年間学年主任であったヤマダ御大（山田伸夫先生）であ
りましょう。「紫雲会」名付け親である御大も、我が代の結束を
案じてこうしてお運びいただきました。御大から繰り広げられ
る緩急鮮やかな言葉の数々に会場では終始笑いに包まれ、
時計の針が止まっていた我が代が再起動するきっかけにもな

さて、伝説の赤い上履きの代は卒業式でも何か事件を起こし
たのではと思われるかもしれません。しかしながら、卒業式では全
員で校歌を腹の底から大声で歌い、最後は学帽を空中に一斉
に投げて締めました。「卒業式が終わってから吸った一服が本
当に美味かったな」という尾崎先生のお言葉がいつまでも忘れら
れません。

みなさん、もちろんこれまで再会できなかった同期の皆も、ぜひ大人
になった姿で再会して、互いに互いを励みとし、あの頃のエネルギー
を思い出して騒ぎ、共に元気を醸造しようではありませんか。

末筆となりますが、今年度幹事学年の紫雲会にエールを送り
つつ結びとしたく存じます。母校明治の名をおいて共通の還る学
び舎をもつ我々が若き血に勇める猛き精鋭たり続けることが出来
るよう、総明会の文化の襷を立派に次代へつないで頂けますよう、
がんばれ！紫雲会！

りました。
11月23日（土・祝）の総会・懇親会では、来場者の皆さまにも

こうした出会いが一つでも多く生まれますことを願いつつ、紫
雲会一同「おかえり」の精神でお迎えいたします。後輩生徒
たちの躍動が息づく調布の学び舎で、皆さまと「再会」できま
すことを楽しみにしております。

紫
し え ん か い

縁会　平成7年卒　藤田　央

紫
し せ い か い

誠会　平成8年卒　林　直幸

紫
し う ん か い

雲会　平成9年卒　佐藤　潤

1995年卒

1996年卒

1997年卒
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素敵な機会がありましたので、平成27年卒を代表して寄稿します。
私たちは今年3月、成人式以来の同窓会を母校調布キャン

パスで開催しました。高校Ⅲ年生の時にお世話になった先生方
をはじめ、卒業生約70名が集まりました。

高校を卒業して9年、成人式の同窓会からは7年と久しぶり
に集まったこともあり、開会するまでは皆緊張の面持ちでした
が、先生方のおかげで、すぐに当時のように打ち解けました。駒
形先生、松下先生、西村先生、石倉先生、青山（山下）先生、
前島先生（クラス順）、ご参加くださりありがとうございました。

先生方、卒業生共に多くの方が二次会、三次会（四次会？）
と参加してくださり、とても盛り上がったことに、開催者である評
議員一同心から嬉しかったです。在学期間を懐かしむ中で、
色々な思い出を振り返ることができ、あらためて明高で過ごした

時間は、人生の中の最高な時間だったな、と実感しました。
大人数では気軽に集まることはできないけれど、同級生の絆

はいつまでも続くと思うので、またどこかで集まれる日を楽しみに
これからも頑張りましょう！

この文章を読んでいて、前回参加できなかった同級生の皆
さん、次はぜひ来てくださいね！次の同窓会はいつになるやら、
ですが、また必ず集まりましょう！

　平成27年卒　柳澤（赤坂） 菜摘

8月31日（土）に同期会を開催致しました。大学卒業の際
に行った2014年3月16日以来、実に10年ぶりの開催でありまし
た。元々、30歳になる年に開催できればと思っていたところです
が、残念ながら、コロナ禍で実現できませんでした。

遅ればせながら、ちょうど10年になる年度に開催でき、禍を転
じて福と為すといった形ではなかろうかと思います。前回はホテ
ルでの開催でありましたが、今回は悠悠自適にお店を貸し切っ
ての開催でした。大学卒業から10年、高校卒業から14年も
経ちますと、皆、過ごしてきた時間は様々であり、学生時代の懐
かしい話をしながら旧交を温めたのはもちろん、社会に出てから
の互いの近況報告で盛り上がる会となりました。

社会での活躍や家庭を持って幸せそう話や苦労話を聞き、
うれしく感じるとともに、よい刺激になりました。会おうと思えばす

ぐに会えたあの頃には感じられなかった、同期会の重みをあら
ためて強く感じることとなりました。いずれまた、開催致したいと
存じます。

残念ながら今回参加できなかったという方にも本会の写真を
より多く共有致したく、ＱＲコードを掲載しました。ぜひご覧くだ
さい。また、同期会のLINEグループもありますので、入ってない
よという方はぜひ、同期の連絡つく人とやりとりしてご参加くださ
い！

次回の開催を今回以上に盛況なものにしたいと思います。
最後に、同期の皆さんの益々のご活躍、ご健勝を
祈念し、結びと致します。

明
め い ゆ う か い

雄会　平成22年卒　亀屋 将紀

校長室に籠城した日～石崎章生先生の思い出～ 
個性的な先生方と過ごした３年間の中で、特に印象に残って

いるのは、平成６年から10年まで第12代校長を務められた石崎
章生先生です。高等学校から入学した私は、教員と生徒が対等
な（否、今から思うと生意気でした）関係であることに驚き、一学期
は授業に付いていけるか心配でした。が、慣れとは怖いもので、二
学期を過ぎる頃には“一家言”持つような、小生意気な高校生に
なっていました。 

私たちの学年は、多かれ少なかれ緊張感のない授業や付属校
のあり方に反抗心や疑問を持っていました。そのことは、1998年刊
行の『過程』46号を紐解くとお分かりいただけるはずです。紫紺祭
実行委員長となった私も、憤

ふんまん

懣遣
や

る方
かた

ない思いを募らせ、日々 を過
ごしていましたが、ひょんなことから校長先生に直談判をしようとい
うことになりました。

その経過についてはまったく記憶がありませんが、同級生２名と

私とで旧２号館の４階、事務室の奥にあった校長室に乗り込んだ
のは年度末だったでしょうか。陰鬱な校長室で対峙された石崎先
生に、授業での課題や付属校の理想像について、三者三様意見
を申し上げました。石崎先生は、反論や意見を述べられるでもなく
話を聞いておられ、釈然としない気持ちで校長室を後にしたことを
覚えています。 

しかしながら、石崎先生は青二才たちが話したことのいくつかを
実現されました。当時は、生徒の要求が通ったと小躍りしていまし
たが、歳を重ね現実社会の辛酸を嘗

な

めることで、さまざまな改革を
断行された石崎先生の気概に思いを馳せることが多くなりました。
立場や世代を問わず人の話に耳を傾けること、そしてその情報を
客観的に判断し、実行される姿は、校長という管理・監督者ではな
く、教育者としての範を示されたのだと思います。

青年期にこのような大人（たいじん）の謦
けいがい

咳に接することができ
たことは、私にとって大きな財産です。

紫
し く は っ く

98倶　平成10年卒　平田　健1998年卒

2010年卒

2015年卒
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放送班OBOG会のうち、故田村晴彦先生に教えを受けた有
志（田村会）で、毎年命日の5月17日に近い5月第3土曜日、田町
駅前のコーヒー店前に16時集合と決め、先生の眠る港区三田
の長久寺へ墓参りと懇親会を行っています。

すっかりコロナ禍が過去の話になったかのような今年は、コロ
ナ前のスタイルでの開催で異論はありませんでした。Zoomで
のオンラインは希望者がいた場合に実施することとしました。

さて、5月18日（土）に田町駅前に集まったのは、今年度幹事
学年で放送班OBの有我君を含め10名。昨年の幹事学年で
放送班OBの下地君や、毎年のこの紫紺の詩の記事を読ん
で参加してくれた昭和62年卒の田島君も参加してくれました。
ほかに、午前中に墓参を済まされたと連絡を頂いた方もいらっ
しゃいましたので、墓参は11名となりました。毎年のメンバーに
幹事学年、1年ぶりでも、初対面でも同窓会らしく一瞬で打ち解

文京区に「明治見心会」という剣道の稽古をしている団体
があります。「明治見心会」の会長は、明治高校剣道部OB・
OG会である「見心会」（以下、「当会」と称する）の名誉会長
を務められている矢光善美先輩です。

会長以下私を含め4名のOBが会員として稽古を積んでお
ります。「明治見心会」は、地元の方々が中心となり稽古をし
てますので、通常であれば、普段参加していないのに突然参
加するのは難しいところがありますが、私たちOB・OGは会長
からのお誘いもあり、気軽に稽古に参加することができます。

私もお誘いを受け、稽古に参加させていただいている一人
です。

今まで、当会会長の鈴木幸男先輩を始め、OB・OGの先輩
方が、時間のできた時に参加してくださり、稽古をつけてくだ
さっています。

け賑 やかに話
の花を咲 か せ
ながら、お寺に向かいます。手際良くお墓を綺麗にし、それぞれ
に先生への報告や想いを胸にお参りしました。

墓参のあとは恒例の懇親会、長久寺の裏に広がる再開発地
区を通り抜けて麻布十番へ。毎年の記念写真も背景が少しず
つ変わってきましたが、再開発が完成する2028年（令和10年）
にはガラッと変わることでしょう。懇親会会場にした店の開店が
遅く、急遽0次会を開催することになりましたが、0次会、1次会と
もに大盛り上がり、毎年のことながらこの楽しい時間を作ってい
ただける故・田村先生に感謝しつつお開きとなりました。

次回は2025年（令和7年）5月17日（土）です。放送班OB・
OGに限らず、田村先生にゆかりのある方もお気軽にご参加く
ださい！

ですので、地域の団体という性格を持ちつつ、当会の実質
的な稽古場という側面も持っています。

さらに、現役中高生も顧問の先生の引率の上で、「明治見
心会」の所属する文京区で主催する昇段審査、区民大会に
参加させていただいております。

学校が調布に移転してから剣道場に足が遠のいた方もい
らっしゃると思いますが、このようにOB・OGと現役中高生が接
点を持てる場所があるということは、大変すばらしいことだと
思います。

剣道部OB・OGのみなさん、卒業後剣道を続けている方で
も剣道から離れてしまった方でも、共に汗を流すことができま
す。ご興味がありましたら、私たちと一緒に稽古するのはいか
がでしょうか。

放送班OBOG会　宮田　健　昭和57年卒

剣道部OB・OG会 見
け ん し ん か い

心会　須志原 法和　平成5年卒

本年度の幹事学年「紫雲会」の皆さまにおかれましては、
第60回総明会活動にご尽力いただき、誠にありがとうござい
ます。第60回の節目の年となります本年度は、母校に還って
総会・懇親会が開催されることにつきまして、大きな喜びを感じ
ております。

さて、我々応援団OB会は本年6月2日（日）に開催しました
定時総会において、廣野宏士（昭和47年卒・四七四七同志
酔会）から鈴木重之（昭和60年卒・闘紺会）へ会長職のバト
ンが渡され、会の名称も「OBOG会」へと変更いたしました。

2008年の共学化を経て、現役の応援指導班員も今や女性
が主役となっており、当会も数年後にはOG会員が半数を超え
る見込みです。

会の活性化による発展と永続的な活動のためには、若い
世代の声をよく取り入れ、OG会員が参加しやすい雰囲気を

醸成し、「参加
したい」と思え
るような活動内
容とすること、そ
して何より、会
員を「おかえり」
と温かく包み込
める組織でなければならないと考えております。

こうした考えを定時総会で共有した後、勢いそのままに懇
親会（ご多忙の中、先生方のご臨席を賜りました！）を開催
し、和気藹

あいあい

々、心からの笑顔を咲かせ合うことができました。
来たる11月23日（土・祝）の総明会総会・懇親会において

も、多くの皆さまとともに母校へ「ただいま！」と言って、声高ら
かに校歌を斉唱できることを、心より楽しみにしております。

応援団OBOG会　幹事長 三谷 知弘 平成6年卒
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本年度幹事学年の先輩方、本誌の編集をはじめ、さまざまな
機会をご用意いただき誠にありがとうございます。おかげさまで、
時として日々 に紛れてしまうこともある記憶を振り返り、懐かしく、そ
して再び伝統のバトンをおつなぎいただけているような躍動感を
感じております。

私たちの在学中（1998年）は長野オリンピックが開催されたこ
ともあり、ウィンタースポーツが盛り上がったいい時期でした。当時
の校舎は都心の一方、スキーブームの中心地ともいえるスポーツ
用品店街の直近と、雪はなくとも、雰囲気では不思議と恵まれた
環境にありました。東京駅、上野駅にも近い立地や、当時、長野
新幹線も開通し自然とスキーへの気運が高まっていたのが思い
出されます。私たちスキー部では、一般的なアルペン競技はもち
ろん、雪上のマラソンとの異名をもつクロスカントリー競技も盛ん
で、リレーもありました。スキー部は合宿が多く競技以外も部員で

さまざまな時間を共有したこともあり、今でも明雪会では時として
競技以上に合宿時の話題で先輩後輩とも盛り上がります。

合宿時には他校との交流機会も多く、切磋琢磨できました。その
甲斐あってか、個人スポーツ色の強い競技ながらも、チーム対抗
意識も芽生え、東京都学校対抗のポイント戦ではシーズン連覇を
経験できました。スキー部を通じ、さまざまな出来事や思いを体感さ
せてもらった、心身とも多感な時期に得た経験はいうまでもなく非
常に大きかった、かけがえのない成長の機会をいただきました。

卒業してはや四半世紀を過ぎるも明治大学付属明治高等学
校・中学校という偉大なコミュニティを通じ、先生、先輩、後輩の皆
様方との「御縁」というものが何気ない瞬間、節目に感謝という言
葉を思い出します。

例年、本誌を通じて知ることの出来る、各代、各班部皆様のご
活躍が励みとなっており、あらためてありがとうございます。

スキー部OB・OG会 明
め い せ つ か い

雪会　印田　誠　平成10年卒

コロナの影響による活動制限がなくなったことを受けて、明水
会も少しずつ活動を再開し始めました。昨年12月8日（金）には、神
保町の「うなぎ かねいち」にて忘年会を行いました。コロナ期間
中は、開催ができなかったため3年ぶりの開催となりましたが、10名
ちょっとの方にご参加頂きました。明水会は、私より下の代が少な
く、全体的に年齢が高めです。しかし諸先輩方は、コロナ期間もお
変わりなく、うなぎの白焼きを食べ、さらにうな重を平らげておりまし
たので、本当に元気でよく食べてよく飲むなぁと感心いたしました。

しかし、このような最中に、浅見尚次郎先輩（昭和58年卒 明輪
会）が、2023年9月に亡くなっていたという訃報を頂きました。私は
高校からの入学なので、学生時代に接点はないのですが、怖い
OBとして記憶されていた一人でありました。実際にお会いしたの
は、明水会でのことで、とても紳士で真面目な方との印象でしたの
で、子どもの頃の話は結構いい加減なものだと思ったものです。

総明会の皆様、平素は硬式野球部並び
に明球会に多大なるご支援を賜り、心より
御礼申し上げます。

硬式野球部のまなびやはグラウンドです。
私たちの時代はつつじヶ丘の明大球場で
した。毎日、京王線つつじヶ丘駅からグラウ
ンドまで走って行き、そして血がにじむような
つらい練習が待っていると思うとその足取り
が重かったことを思い出します。また、御茶
ノ水校舎時代の方は体育祭でお馴染みの
場所であったと思います。現在、つつじヶ丘
明大球場跡地には大型マンションが建ち、
その一角にひっそりと記念碑が建てられて
おります。

また、このような
お人柄なので、明
水会でも次期会長
候補と思われていただけに、会全体で沈んでしまいました。とても
残念で仕方がありません。この浅見さんの訃報を受けて、非公式
行事ではありますが、同期である折原さん、佐藤さんに発起人に
なって頂き、「浅見さんを偲ぶ会」を2月に開催いたしました。この
時は20名近くの方にご出席いただき、浅見さんとの思い出話、学
生時代の練習や合宿の思い出話で盛り上がりました。

また今年の6月8日（土）には、総会懇親会も開催いたしまし
た。こちらは参加者が少なく、寂しかったのですが、また少しず
つ人数を増やしていければいいと考えています。学生時代に
は直接、関わりがなくても「プールのない水泳部」は今も共通で
す。下の世代の皆さんも是非ご参加をお願いします。

一方、現在の硬式野球部のまなびやは
府中市の内海・島岡ボールパークです。つ
つじヶ丘の約2.5倍の75,000㎡の土地に第
一球場、第二球場、室内練習場、そして大
学野球部合宿所を備えております。そして
第一球場の左中間スタンドには島岡監督
の銅像があり、いつもグラウンドを見守って
います。

私たちの時代は島岡監督に日々ご指導
頂いた訳ではありませんが、たまに高校野
球部を覗きに来て頂き、ランニング、キャッチ
ボール、掃除と基礎を教えて頂きました。や
はり、御大、恩師が居てのまなびやだと思い
ます。

水泳部OBOG会 明
め い す い か い

水会　福島 維規 平成元年卒

硬式野球部OB・OG会 明
めいきゅうかい

球会　幹事長　飯野 善明　昭和56年卒

島岡吉郎監督銅像
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恩師・上小牧先生　ご勇退祝賀会のご報告
OB・OGのみなさん、いかがお過ごしでしょうか。
1994年4月創部以来、30年間、見事走破された恩師・上小

牧先生の明治高校ご卒業の節目に際し、駿河台時代の教え
子、調布時代の教え子により、お祝いの会が執り行われました。

コロナにより、越年で遅れていた還暦祝賀も無事に行うこと
ができ、先生への御礼とともに一人一人が当時の走り舎時代
を思い出し、笑顔で語り合うことができました。

また、会報本誌の取材インタビューでも、幹事学年・平成9年
卒の中村武史さんが当時のレース本番さながらに、先生への
質疑を準備しながらも、あっけなく切り返されるやりとりが生じる
など、その夜の調布での会も含め、いつまでもお元気な先生の
豪快さ、常に圧倒され笑顔で包まれる話で盛り上がりました。

また24年度以降、調布・駿河台OB・OG合同で、上小牧先生

との出会いでつながった皆で、こ
の集いの継続を誓い合いました
ので、24年度の合同開催へ向け
て、平成23年卒吉田遥さん、平
成14年卒瀧澤我路さんが中心と
なり、活動を続けてまいりますの
で、OB・OGの皆さま、是非、お気
軽にお声がけくださいませ。

【実行委員会・問合せ先】
櫻井 勝也（平成7年卒）	  sakuraikatsuya22@gmail.com
瀧澤 我路（平成14年卒）	 g8121229t@gmail.com
吉田 　遥（平成23年卒）	 kinawowow@gmail.com

陸上競技部OB・OG会　櫻井 勝也　平成7年卒

駿河台OB有志による祝賀会

調布OB・OG有志による新年お祝いの会

昨年、わが歴史研究部ではＯＢＯＧ会を４年ぶりに開催しま
した。昨年度はＯＢＯＧ会を二部に分け、第一部は前顧問を
務められた粟野哲也先生を始め、現役生による研究発表を
中心に行われました。

発表された研究内容はどれも質が高く、歴史研究部の名
に恥じない素晴らしい内容で、その後の質疑応答についても
活発にやりとりが交わされました。盛会のうちに閉幕した第一
部に続き、第二部は懇親会が執り行われ、新旧ＯＢＯＧたちが
親交を温める場となりました。

本来、歴史研究部のＯＢＯＧ会は、２年ごとに開催されてい
ましたが、昨年度のＯＢＯＧ会の内容が好評を博したため、今
年度も１１月に開催する予定となりました。

活発な活動を再開させた歴史研究部ＯＢＯＧ会ですが、
瞠
どうもく

目するのは現役生の活動です。今年度から新ＯＢ（大学1

コロナ禍で開催が延期となっていたOB・OG総会を、昨年 11 
月 18 日（土）に明治高校・中学校（調布校舎）において開催しま
した。80歳台から20歳台まで多世代にわたる 40名の卒業生の
参列に加え、顧問の由井将雄先生、コーチの石川温之先生、そ
して名誉顧問にして前顧問の櫻井正美先生のご臨席も賜りまし
た。総会は特別教室4にて行われ、15時に開会となりました。はじ
めに活動方針として、OB・OGの親睦を深め、現役部員との交流
も図る目的で「おとなの巡検」と銘打ち、年数回のペースで野外
見学会や講演会を行っていくことが提案され、可決されました。

年生）となった津島聖也君
が、由緒ある歴史研究図書

「 歴 史 研 究 」第 7 1 9 号（ 戎
光祥出版）にその論文が掲
載されるなど、各方面より注
目を集める活発な活動が、
田中元暁先生の熱心な指
導の下続けられております。

歴史研究部ＯＢＯＧ会は、
今後も現役生による活発な
部活が継続されることを心から願っています。また、我 Ｏ々ＢＯ
Ｇ会は、先輩と後輩がつながる場を提供できる存在として今
後も活動してまいります。

つづいて会計報告とOB・OG会の新会長・新事
務局長の選任が行われました。新会長には1965
年（昭和40年）卒業の堀井雅俊先輩が、新事務
局長には1991年（平成3年）卒業の松浦毅先輩が就任されまし
た。総会に続き、櫻井正美先生の米寿を慶する会に移行し、櫻
井先生より学校生活や地理研での思い出を中心にお話を頂戴し
ました。ご講演は約1時間半におよび、終始ご起立の状態でお話
をされ、穏やかでありながらも熱のこもったスピーチになりました。
記念撮影終了後、会場を大会議室に移して、食事を愉しみなが
ら懇親を深め、19 時に散会となりました。先述の通り、「おとなの
巡検」を実施して参ります。予定されている企画の情報は前回総
会時に作成しましたグループ LINE にて共有しております。

ご興味のある方は、yasunobu@meiji.ac.jp までお問い合わ
せください。

歴史研究部OBOG会　山下 征隆　昭和63年卒

地理研究部OB・OG会　地理研究部副顧問　和田 康喜　平成9年卒
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昭和44年当時の明治大学記念館の
屋上練習、後方はドーム屋根

2023年11月23日（木・祝） バスケトーナメント@明治高校体育館

こんにちは。紫縁会の生徒会本部OB森平です。「生徒会
本部 平成有志の会」は、紫縁会での総明会幹事学年の活
動を通じて、紫縁会の中の生徒会本部OB櫻井さん、春日さ
ん、清水さん、森平で、生徒会本部で集まりたいねということ
で、先輩・後輩方にお声がけし、スタートした会です。平成2年
度卒の先輩から平成12年度卒の後輩に参加していただき、
年1〜2回のペースで開催させていただいています。

男子・女子バスケットボール部OB・OGでは現役の高校生・中学生を支援
するために　1、現役の指導協力　2、春/夏合宿での指導協力　3、
大会での応援　の三つをメインに行なっております。

現役の支援はOB・OGが個別に実施するのも良いのですが「OB・OG
が一致団結することで持続的支援が可能になる」 をモットーにOB・OG
同士の親交を深めるべく毎年以下のことを実施しています。

⃝バスケットボールトーナメント（秋）
OB・OGガチンコトーナメントを実施（18歳から50歳代まで参加）、トーナメ

ント終了後は選抜メンバーで現役高校生とも対戦
⃝ゴルフコンペ（秋）

バスケをしないOB・OGも参加できるよう開催
⃝OB・OG総会（冬）

新OB・OGを紹介し、縦のつながりを深めながら会食

引退後もさらなるつながりを深めようということで2017年度から開始したのが

フェンシング部と明治大学記念館
総明会の会報原稿を担当して今年で６年目になるが、そろ

そろネタ切れで、何を書こうか悩んでいたところ、ＮＨＫの連続
テレビ小説「虎に翼」（会報発行の頃は放映終了）を毎日視
聴していて、主人公が通っていた大学はドーム屋根が特徴の
明治大学記念館をモデルにしていることは誰にでも想像でき
ると思う。

この記念館６階にあった体育館では、我がフェンシング部
が昭和20年代後半の同好会発足から昭和40年代後半の運
動部時代まで午後3時半から午後5時半までの2時間、明大
生との合同練習でたっぷり汗を流していた。

そして体育館が使用できない時は写真にもあるとおり記念
館の屋上も練習場として使用しており、通常の練習だけでは
なく、屋上から明大通りの通行人に対し我々の方を振り向くよ

今年の秋こそは、前年か
なわなかった我々世代付近
で生徒会本部の顧問や生
徒指導主任として、また顧問
を退任されてからも合宿に
帯同していただくなど大変お世話になった元副校長の田中徹
太郎先生をお招きして、今年の秋冬に会合を開催予定です。

平成有志の会にご参加いただける方は、下記にご連絡い
ただければと思います。

櫻井 勝也 （平成4年度、平成5年度生徒会本部会計長） 
sakuraikatsuya22@gmail.com
森平 伊織 （平成4年度生徒会本部総長、平成5年度生徒会長） 
kui.morihira@gmail.com

⃝OB・OGチームを発足し、チームでの区民大会への参加
　夏のシニア大会（40歳以上）

昨年はシニア大会の参加だけでなく、バスケトーナメントも4年ぶりに開催
し、春合宿も始まり、活動が平常に戻ってきた一年でした。今年も7月にシニ
ア大会が開催され出場します。今年はこの大会を機に徐々にリアルな活動
に結びつけていき、バスケットボール部は現役との「再会・再開」をOB・OG
一丸となって深めていきます!!

うに、エールの発声や校
歌を斉唱したりして大声
を競い合っていたもので
ある。
「虎に翼」で映る記念

館を見ていて当 時を懐
かしく感じており、「ここ
がフェンシング部の還る
場
まなびや

所」と思っているフェン
シング部のベテランＯＢは
私だけではないと思う。

生徒会本部 平成有志の会　森平 伊織　平成7年卒

バスケットボール部OB・OG会　山下 康彦　平成5年卒

フェンシング部OB・OG会　中村 信也　昭和45年卒
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昨年10月22日（日）に4年ぶりに、バレーボール大会を母校で
開くことができました。OB・OGが57名も集まり、現役部員が男
女合わせて中高全員で約100名なので、その大人数に驚きまし
た。

現役対 OB or OG の試合や、女子中学生対年配OBなどの
試合も行い、第1体育館の4面だけでは足りず、第2体育館まで
使用することになり、私の現役時代の50年前は、中高全員15名
位で練習していたので、隔世の感があります。うれしい限りです。

バレー大会のあとに、OB・OG会のプチ総会を開きました。プ
チ総会では、OB・OG会がどのように運営されているか、初めて
知った人も多かったと思います。なるべく、総会または説明会は
バレー大会と一緒の日に開催して、多くの会員にOB・OG会の
現状を知ってもらうことが必要だと感じました。

今年のバレー大会は、9月16日（月・祝）でした。この原稿は7

昨年の会報誌にて、既に現役後輩たちは逞しく活動を再開している
と書きました。先に速報値として、今年の吹奏楽コンクールでは、当班OG
で音楽科講師の野田先生が小編成の部を指揮して下さいましたが、生
徒たちも初心者や中学生も多い中で一生懸命練習をし爽やかなフォス
ター・メドレーを演奏し見事に金賞を受賞致しました。大編成の部は、細
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十分に楽しめました。ただ、惜しくも銀賞で次の大会へは進むことができ
ませんでした。他の学校を聞いていると、いわゆる爆音系な演奏が多い
中で、技術・表現・音量などのバランスも含め総合的に高順位だと感じま
したが、現実的に少々審査員のレベルも低かったと感じています。

さて、思えば顧問の鈴木先生のデビュー戦も35年前に拝聴しており
ます。この時も大変難曲な課題曲そして逆に楽しい自由曲を明治らし
い暑苦しい演奏をしてくれたと覚えています。そんな鈴木先生も残り数
年で引退予定で、その先は是非とも今年デビューした野田先生に引き
継いで頂けたらと、OB・OG会としては願っています。

OB・OG会も、本格的に活動を再開しなくてはなりません。もちろん、コ

本年度の幹事学年「紫雲会」の皆さまにおかれましては、
第60回総明会活動にご尽力いただき、誠にありがとうござい
ます。

4月27日（土）、明治大学紫紺館6階ラウンジ明治にて、「ヤ
マダ大感謝祭」を開催しました。

我らが大恩師山田伸夫先生を囲んで、先生に感謝しつつ
ワイワイやる会も、今回で第11回を迎えました。

先生の「教育とは教え育てるもの」という教育方針と「身体
を張って全力で取り組み、血と涙と汗が通じ合える深い付き
合いを」という熱意によって、教え育てられた教え子たちが集
い、会の冒頭での先生のご挨拶であらためてそのお言葉を
耳にすると、本当に素晴らしい先生に巡り合えたなぁと、私をは
じめ、参会された皆さまにも深い感謝の気持ちが沸き上がっ
たことと思います。

月上旬に書い
ています 。昨
年 並 み の 参
加者が来てく
れたか、少し
心配です。今
後は、なるべく
バレーボール大会は毎年秋に行うようにします。皆様、予定して
いてください。

それでは、またお会いできることを楽しみにしています。

ごきげんよう。

バレー部OB・OG会HP https://meikouvolley.jimdofree.com/
最近の試合結果等を掲載しています。ぜひご覧ください。

ロナ渦中も含めその前後も、定期演奏会や大会の補助はして参りまし
たが、肝心のOB・OGの活動を進めなくてはなりません。さらに役員の世
代交代も進めていかなくてはなりません。７月に緊急幹事会が開催され
ました。現在の斉木会長がご勇退されるとのことで、早急に次期会長
の選出を進めることになりました。これを読んでくれている若手会員の
皆様、ぜひ新しい体制の吹奏楽班OB・OG会に力を貸して下さい！

私も幹事となってはや35年が過ぎました。この会報誌への寄稿も、幹
事学年の先輩が担当したり、現役の班長に書いて貰ったりと工夫して
参りましたが、基本的には私の担当でございました。実は昨年で担当を
変わったのですが、その担当者が大病を患い急遽またお鉢が回って
参りました。今回が本当に最後の寄稿となります。これまで拙い文章で
申し訳ございませんでした。来年からはフレッシュな内容で現役後輩と
OB・OG会の活動報告をして参りますので、今後とも吹奏楽班OB・OG
会をよろしくお願い致します。また、例年１月最後の日曜日に開催されて
いる定期演奏会は、クラシック音楽のアレンジ・吹奏楽オリジナル・ポップ
スステージと、皆さんが楽しめる内容ですので、どうぞ足をお運び頂きま
してご声援を頂けると有難く存じます。会場でお待ちしております。

総明会山崎秀樹会長より乾杯のご発声を賜り、場にお酒
が馴染んでくるといつもの楽しいヤマダ節も始まりましたが、冒
頭述べられた崇高なお考えを含め、先生のその幅広く懐深
い人間性が大きな魅力となり、29名もの参加者を集め、皆で
校歌を歌えるのだと思います。

来年、再来年、延 と々、いつまでもエネルギッシュな山田先
生で居ていただき、山田先生を中心に毎年皆で集まれること
を今より楽しみにしながら、本稿をしたためております。
来年度のヤマダ大感謝祭の予定は92ページに掲出されている広告を
ご高覧ください。（2025年4月26日㈯開催予定）

バレー部OB・OG会　樋田 哲次　昭和52年卒

吹奏楽班OB・OG会　副会長　深井 重男　平成2年卒

ヤマダ大感謝祭 三谷 知弘 平成6年卒

𠮷
野
正
敏

変わらぬ伝統の味

創業 明治12年厳選したこだわりの素材

絶品の玉子焼き

共栄衡器株式会社
計量システム・計量機器の総合商社　ハカリは共栄

代表取締役　大森規雄（昭和６１年卒）
東京都足立区千住河原町45番6号
TEL.（０３）３８８２－８１０１（代）
FAX.（０３）３８８２－８１７２
https://kyoei-koki.com/

両国力士最中

TEL: 03（3631）5928
FAX: 03（3631）5919

60

紫 雲 会

感性豊かで高品質なカットソー製品を
新しい切り口でご提供致します。

株式会社
ティアンドティ

代表取締役　安川琢哉
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

東京都江戸川区北篠崎2-3-23 
電話 03-3677-1801

（昭和63年卒 昭和戊辰乃会）

代表取締役  郡司 晃浩
硬式野球部OB

株式会社 グンジ
建設資材・建築金物・錠前・電動工具・
作業工具・エクステリア等の販売

〒340-0031
埼玉県草加市新里町 1192-1

TEL 048-927-2643

岡崎正和
昭和63年卒
昭和戊辰乃会
マンドリン部OB

東京都墨田区横川2-2-10
岡崎ビル301   〒130-0003
TEL：03-6240-4262
FAX：03-6240-4263
okazaki@setsu-zeirishi.com

岡崎正和税理士事務所
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〒116-0012　東京都荒川区東尾久1-1-6
電話 03-3895-9494　FAX 03-3809-7779
http://www.yamashitashoji.jp

代表取締役　山下征隆
（昭和63年卒 昭和戊辰乃会）

歴史研究部　宅地建物取引士

2級ファイナンシャルプランナー技能士

ポータルサイト未掲載の当社物件を多数掲載！！

クロップオザキ
検　索

アパレル・ファッションの資材サポーター

 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-1-11 第一坂本ビル（4F・5F）
電話  03-5820-0741（代）　FAX 03-5820-0742（代）　http://www.cropozaki.com

代表取締役社長　尾崎博之  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

 

祝 第60回 総明会 総会・懇親会祝 第60回 総明会 総会・懇親会
昭和63年卒同期会昭和63年卒同期会

しょうわぼしんのかい

川口市・蕨市のお部屋さがしは当店へ

代表取締役 田中一任
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

（硬式野球部OB）
〒335-0002 埼玉県蕨市塚越２－３－１
電 話　０４８－４４１－８５８３
hks8583@warabi.ne.jp

株式会社 八光商事

不動産売買 仲介 管理

バスケット部OB
改元会（平成元年卒）

代表取締役 小柳貴裕

東京都墨田区東向島6-25-13
TEL. 03-3617-6683
FAX. 03-3610-1299

有限会社 三 友 金 型
ゴム金型 設計・製作 短納期対応

火曜定休（その他不定休あり） 営業時間

平日　12：00～13：50／16：30～20：50

土曜　12：00～13：50／16：00～20：50

日祝　12：00～20：20

※ご来店の際は「総明会」とお声掛けください。

都営地下鉄 大江戸線 新宿線「森下」下車

https://www.e-minoya.jp

電話　03-3631-8298
ば  に  く   や

ご予約 044-788-5757
神奈川県川崎市高津区久末 402

ピッツェリア ロベルティーノ

昭和63年卒  昭和戊辰乃会
安齋　聡

ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席
ワンちゃんと一緒に
お食事も可能なウッドテラス席

お持ち帰りもできます！お持ち帰りもできます！
http://pizzeria-robertino.com/

弁護士 三神光滋 （水泳部OB）

〒102-0084 東京都千代田区二番町４番地３
 二番町カシュービル7階

TEL 03-3511-1111　FAX 03-3511-0222
mikami@nomotolaw.com

野本・吉葉法律事務所
（麹町　日テレビル前）

昭
和
63
年
卒

紫 雲 会
応援してます!!

祝 第60回総明会
総会・懇親会

平成改元会（吹奏楽班OB）
総明会 副事務局長
株式会社嶋田プランニング
代表取締役社長　嶋田 剛久

横浜でエクステリアのデザインから施工まで
横浜の中心部に、スピーディな生コンの供給

代表取締役 小川和弘
 （平成元年卒 平成改元会）

日本産業規格表示認証工場
高強度コンクリート大臣認定取得

横浜市保土ヶ谷区宮田町2-155-10
TEL：045-332-1411（代）
FAX：045-335-2421 https://ogawa-yokohama.com

人 と 緑 を つ な ぐ人 と 緑 を つ な ぐ 自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。
自然や緑を通じ
そこに住む皆様の心豊かな生活をご提案します。

〒153-0064 東京都目黒区下目黒３丁目８番５号
TEL. 03-3716-3221  FAX. 03-3716-3226

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）

代表取締役社長 澤 村 大 樹
（平成改元会 硬式野球部ＯＢ）

祝 第60回総明会総会・懇親会開催 

平成元年卒（平成改元会）
硬式野球部ＯＢ一同

田中博樹、村嶋健児、澤村大樹、篠田守建
美濃部健太郎、筧崇彦、吉井昭、四手宏尚

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 
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祝 第60回総明会総会・懇親会開催 

平成元年卒（平成改元会）
硬式野球部ＯＢ一同

田中博樹、村嶋健児、澤村大樹、篠田守建
美濃部健太郎、筧崇彦、吉井昭、四手宏尚

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 
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（平成2年卒 明愛会）

代表／弁理士
特定侵害訴訟付記吉田信彦

〒101-0021
東京都千代田区外神田4-14-2-906
TEL 03-5295-0115

yoshida@shohey.com
https://shohey.com/

昌平坂特許事務所

監督  榎 本 剛 之
（平成 2 年卒）

明治大学体育会ゴルフ部
MEIJI
  UNIVERSITY GOLF CLUB

祝60回 総明会総会・懇親会

meiji_golfteam https://www.meijigolf.com/

（平成2年卒 明愛会）代表弁護士　筒井　剛
筒井綜合法律事務所

〒271-0092 千葉県松戸市松戸 1336-7 東風園ビル 4階

Tel. 047-308-5050  Fax. 047-365-2210
E-mail : tsutsui@tsutsui-lawoffice.com

平成2年卒　明愛会　歴史研究部OB　石渡浩司

太鼓・神輿の新調・メンテナンスの際は、是非当店にご相談下さい

東京都台東区元浅草2-10-10  Tel. 03-3843-3335  e-mail : nanbuya56@nifty.com

太鼓・神輿・祭礼具・神具の製造販売

創業元禄二年 南部屋五郎右衛門

楽天　南部屋五郎右衛門

JR柏駅前東口にて営業中！
柏マルイ館・ファミリかしわ1階

日本酒を試して選べる専門店

合資会社日本屋
平成 2年卒

明愛会 鈴木宏房

@NIHONYA

エックス
（旧Twitter）

祝 第60回総明会総会・懇親会開催 

桜井　敦、桑名　徹、木下英樹
松尾健司、川辺康二

平成２年卒（明愛会）
硬式野球部ＯＢ一同

祝
第 60 回総明会
市川市役所
明治高等学校
卒業生有志

（平成3年卒 明仁会）
弁護士 栗田　隆

Law Office SORA

法律事務所 空

東京都千代田区神田神保町2－2
新世界ビル601号室   〒101-0051
TEL 03-3556-3035  FAX 03-3556-3036

kurita.t@lawoffice-sora.jp

（平成 3年卒 明仁会 ）

取締役  青木貴史

〒171-0033
東京都豊島区高田 3-10-21 東宏ビル

TEL. 03-3200-1370
Takashi.Aoki@toko-shoji.com

有限会社 東宏商事 倉持法律事務所

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-13-3
興和日本橋ビル2階
電話： 03-5614-1420
FAX： 03-5614-1421
http://www.kuramochi-law.jp

弁護士  倉持政勝
（平成3年卒・硬式野球部）

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

不動産売買・仲介・管理不動産売買・仲介・管理
太明地所株式会社太明地所株式会社
代表取締役代表取締役浅倉太明浅倉太明
（平成３年卒　スキー部）（平成３年卒　スキー部）

東京都中央区京橋2-12-6
東信商事ビル 6F

TEL 03-5542-0137  FAX 03-5542-0138
E-Mail   t-idesawa@aojtax.or.jp

いでさわ たかひと
代表社員 出澤 貴人 H3卒

AOJ税理士法人

税理士・不動産証券化協会認定マスター

https://aojtax.or.jp

顧問契約・SPC業務・各種アウトソーシング

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 
60

建設・不動産駿台会
有志一同

建設・不動産駿台会
有志一同

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

〒111-0054  東京都台東区鳥越2-10-15
TEL. 03-3866-6311  FAX.03-3866-6302

代表取締役　小林 健太郎 （平成3年卒）
MAIL  info@kobadenn.co.jp

建築物を彩るイルミネーションなどの
工事を手掛けるのが､私たち｢小林電装｣です

（平成３年卒 明仁会）
税理士 坂田　覚

〒173-0004
東京都板橋区板橋3-41-3 
都営三田線「板橋区役所前駅」徒歩6分

TEL 03-3962-6164

坂田税理士事務所

日本蕎麦堀留町

東京都中央区日本橋堀留町1-11-7

TEL ０３（３６６１）４４８８

藤﨑 信
（平成3年卒　バレー部）

尾張屋
代表取締役  櫻井　崇
（平成3年卒 明仁会）

川崎市川崎区日ノ出2-16-1
TEL  044 (266) 8111

不動産管理・賃貸業 有限会社 明克

https://www.meikoku.co.jp

平成 4年卒  同期会

祝　第60回 総明会 総会懇親会

快汗、どすこい塾

寺土　博昭／石山　　賢／浦　　和正／大山　　聡
栗生　孝雄／佐々木敦史／福田　浩茂／藤井　広之
森　　直樹／相良　　明／今本　辰広／安達　幸彦
高橋　信秀／佐藤　英雄／牧野英太郎

平成4年卒（快汗、どすこい塾）
硬式野球部OB

有限会社 大野商店下町の小さな飾り屋さん
髪飾品製造卸

代表取締役 大野光照 平成4年卒
快汗、どすこい塾

下町の小さな飾り屋さん
amazon店

BASE店

たま～に更新してます
Instagram〒111-0054 東京都台東区鳥越2-7-12

TEL & FAX 03-3851-9929

明治大学体育会ラクロス部OB一同

平成2年卒　坂入 洋人
平成3年卒　佐久間 進、中山　将、山本 英二、山口 一郎
平成4年卒　大山 建次、木下 泰之、森田 慶次郎

祝 第60回 総明会総会・懇親会開催

太平洋セメント株式会社特約店
生コン・壁材料・左官工具及機械

有限会社 福田商店

東京都墨田区押上2-7-8
TEL 03-3625-3309
FAX 03-3625-8395

代表取締役  和田康正
（平成5年卒・バスケ部）

株式会社 東京コンテンツラボ株式会社 東京コンテンツラボ

〈グループ会社〉DramaBase ㈱・㈱ブレインウォッシュ 
　　　　　　　㈱高木通商・㈱エレファント

〈グループ会社〉DramaBase ㈱・㈱ブレインウォッシュ 
　　　　　　　㈱高木通商・㈱エレファント

高木征太郎（平成5年卒）高木征太郎（平成5年卒）
代表取締役／プロデューサー代表取締役／プロデューサー

クオリティの高い映像作品づくりで数々の実績！情熱的なクリエイティブ軍団
映画・TV番組・CM・ドラマ等映像の企画・制作
クオリティの高い映像作品づくりで数々の実績！情熱的なクリエイティブ軍団
映画・TV番組・CM・ドラマ等映像の企画・制作

東京都港区南青山 6-13-2
ブルジョン南青山 6階
☎ 03-6427-9130

東京都港区南青山 6-13-2
ブルジョン南青山 6階
☎ 03-6427-9130

株式会社さくら航産

〒105-0012
東京都港区芝大門1-5-2
須田ビル3F
TEL 03-5472-7400
FAX 03-5472-3500

代表取締役  熊木達朗
（平成6年卒）
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Advertisement

（平成2年卒 明愛会）

代表／弁理士
特定侵害訴訟付記吉田信彦

〒101-0021
東京都千代田区外神田4-14-2-906
TEL 03-5295-0115

yoshida@shohey.com
https://shohey.com/

昌平坂特許事務所

監督  榎 本 剛 之
（平成 2 年卒）

明治大学体育会ゴルフ部
MEIJI
  UNIVERSITY GOLF CLUB

祝60回 総明会総会・懇親会

meiji_golfteam https://www.meijigolf.com/

（平成2年卒 明愛会）代表弁護士　筒井　剛
筒井綜合法律事務所

〒271-0092 千葉県松戸市松戸 1336-7 東風園ビル 4階

Tel. 047-308-5050  Fax. 047-365-2210
E-mail : tsutsui@tsutsui-lawoffice.com

平成2年卒　明愛会　歴史研究部OB　石渡浩司

太鼓・神輿の新調・メンテナンスの際は、是非当店にご相談下さい

東京都台東区元浅草2-10-10  Tel. 03-3843-3335  e-mail : nanbuya56@nifty.com

太鼓・神輿・祭礼具・神具の製造販売

創業元禄二年 南部屋五郎右衛門

楽天　南部屋五郎右衛門

JR柏駅前東口にて営業中！
柏マルイ館・ファミリかしわ1階

日本酒を試して選べる専門店

合資会社日本屋
平成 2年卒

明愛会 鈴木宏房

@NIHONYA

エックス
（旧Twitter）

祝 第60回総明会総会・懇親会開催 

桜井　敦、桑名　徹、木下英樹
松尾健司、川辺康二

平成２年卒（明愛会）
硬式野球部ＯＢ一同

祝
第 60 回総明会
市川市役所
明治高等学校
卒業生有志

（平成3年卒 明仁会）
弁護士 栗田　隆

Law Office SORA

法律事務所 空

東京都千代田区神田神保町2－2
新世界ビル601号室   〒101-0051
TEL 03-3556-3035  FAX 03-3556-3036

kurita.t@lawoffice-sora.jp

（平成 3年卒 明仁会 ）

取締役  青木貴史

〒171-0033
東京都豊島区高田 3-10-21 東宏ビル

TEL. 03-3200-1370
Takashi.Aoki@toko-shoji.com

有限会社 東宏商事 倉持法律事務所

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-13-3
興和日本橋ビル2階
電話： 03-5614-1420
FAX： 03-5614-1421
http://www.kuramochi-law.jp

弁護士  倉持政勝
（平成3年卒・硬式野球部）

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655
FAX 03-3571-0615
ginza@taimeijisho.jp

不動産売買・仲介・管理不動産売買・仲介・管理
太明地所株式会社太明地所株式会社
代表取締役代表取締役浅倉太明浅倉太明
（平成３年卒　スキー部）（平成３年卒　スキー部）

東京都中央区京橋2-12-6
東信商事ビル 6F

TEL 03-5542-0137  FAX 03-5542-0138
E-Mail   t-idesawa@aojtax.or.jp

いでさわ たかひと
代表社員 出澤 貴人 H3卒

AOJ税理士法人

税理士・不動産証券化協会認定マスター

https://aojtax.or.jp

顧問契約・SPC業務・各種アウトソーシング

祝 第５５回 総明会 総会・懇親会 

平成３年卒 

人生の名人たれ 明仁会 
60

建設・不動産駿台会
有志一同

建設・不動産駿台会
有志一同

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

大久保俊治　平成3年卒
浅倉　太明　平成3年卒
富沢　康弘　平成3年卒

〒111-0054  東京都台東区鳥越2-10-15
TEL. 03-3866-6311  FAX.03-3866-6302

代表取締役　小林 健太郎 （平成3年卒）
MAIL  info@kobadenn.co.jp

建築物を彩るイルミネーションなどの
工事を手掛けるのが､私たち｢小林電装｣です

（平成３年卒 明仁会）
税理士 坂田　覚

〒173-0004
東京都板橋区板橋3-41-3 
都営三田線「板橋区役所前駅」徒歩6分

TEL 03-3962-6164

坂田税理士事務所

日本蕎麦堀留町

東京都中央区日本橋堀留町1-11-7

TEL ０３（３６６１）４４８８

藤﨑 信
（平成3年卒　バレー部）

尾張屋
代表取締役  櫻井　崇
（平成3年卒 明仁会）

川崎市川崎区日ノ出2-16-1
TEL  044 (266) 8111

不動産管理・賃貸業 有限会社 明克

https://www.meikoku.co.jp

平成 4年卒  同期会

祝　第60回 総明会 総会懇親会

快汗、どすこい塾

寺土　博昭／石山　　賢／浦　　和正／大山　　聡
栗生　孝雄／佐々木敦史／福田　浩茂／藤井　広之
森　　直樹／相良　　明／今本　辰広／安達　幸彦
高橋　信秀／佐藤　英雄／牧野英太郎

平成4年卒（快汗、どすこい塾）
硬式野球部OB

有限会社 大野商店下町の小さな飾り屋さん
髪飾品製造卸

代表取締役 大野光照 平成4年卒
快汗、どすこい塾

下町の小さな飾り屋さん
amazon店

BASE店

たま～に更新してます
Instagram〒111-0054 東京都台東区鳥越2-7-12

TEL & FAX 03-3851-9929

明治大学体育会ラクロス部OB一同

平成2年卒　坂入 洋人
平成3年卒　佐久間 進、中山　将、山本 英二、山口 一郎
平成4年卒　大山 建次、木下 泰之、森田 慶次郎

祝 第60回 総明会総会・懇親会開催

太平洋セメント株式会社特約店
生コン・壁材料・左官工具及機械

有限会社 福田商店

東京都墨田区押上2-7-8
TEL 03-3625-3309
FAX 03-3625-8395

代表取締役  和田康正
（平成5年卒・バスケ部）

株式会社 東京コンテンツラボ株式会社 東京コンテンツラボ

〈グループ会社〉DramaBase ㈱・㈱ブレインウォッシュ 
　　　　　　　㈱高木通商・㈱エレファント

〈グループ会社〉DramaBase ㈱・㈱ブレインウォッシュ 
　　　　　　　㈱高木通商・㈱エレファント

高木征太郎（平成5年卒）高木征太郎（平成5年卒）
代表取締役／プロデューサー代表取締役／プロデューサー

クオリティの高い映像作品づくりで数々の実績！情熱的なクリエイティブ軍団
映画・TV番組・CM・ドラマ等映像の企画・制作
クオリティの高い映像作品づくりで数々の実績！情熱的なクリエイティブ軍団
映画・TV番組・CM・ドラマ等映像の企画・制作

東京都港区南青山 6-13-2
ブルジョン南青山 6階
☎ 03-6427-9130

東京都港区南青山 6-13-2
ブルジョン南青山 6階
☎ 03-6427-9130

株式会社さくら航産

〒105-0012
東京都港区芝大門1-5-2
須田ビル3F
TEL 03-5472-7400
FAX 03-5472-3500

代表取締役  熊木達朗
（平成6年卒）
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祝　第60回 総明会 総会・懇親会

平成7年卒　紫   縁   会
これからも母校を支援（しえん）していきます

〒150-0043
渋谷区道玄坂1-9-4 ODAビルディング3階
080-3367-6652　takao.senga@ms01.jicpa.or.jp

千賀貴生公認会計士事務所

千 賀 貴 生 平成7年卒　紫縁会
（JRC・IAC OB）

祝　第60回 総明会総会・懇親会

頑張れ！！　紫雲会

平成6年卒同期会 隆  明  会 ペリカンパン売っています

藤田商店
東京都台東区浅草橋 3-27-13

TEL 03-3851-1558

東京都新宿区市谷船河原町1番地
市ヶ谷エスワンビル 6F

電話 03-6240-9760
y.takahashi@step-pat.com

STEP国際特許事務所
代表 弁理士　高橋  豊
（平成6年卒  隆明会  物理部OB）

松島俊行
税理士事務所

代表社員

松 島 俊 行
平成 8年卒
吹奏楽班OB

〒340-0823 埼玉県八潮市古新田 797-1

http://rrbocj.jp/
mail: rrboc_j@yahoo.co.jp 

東日本支部長 寺坂 光正（昭和48年卒）

    事務局長 山﨑 政彦（平成8年卒）

Rolls-Royce and Bentley Owners’ Club of Japan

    千代田区五番町10番地
e-mail:n.nakajima@sousei-audit.or.jp

そうせい監査法人

公認会計士・税理士 中嶋 教晶（平成8年卒）
パートナー

原田　崇（H8年卒 水泳部OB）

東京都杉並区高円寺南 1-22-6
TEL 03-3315-0280
www.tanakakenso.co.jp

田中建装株式会社

常務取締役　森 平 伊 織
                   平成 7年卒（紫縁会）

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋二丁目6番6号
E-MAIL: i.morihira@sankyokasei.or.jp

かやぶき蕎麦 やぶ
新松戸・南流山駅界隈で
蕎麦を楽しむ

Googleマップ

千葉県松戸市新松戸７-６１
TEL.047-342-8103

PID会計事務所
（嶋田税理士公認会計士事務所）

平成8年卒　紫誠会
宮嶋優光（前年度実行委員長）

クライアントの声に耳を傾け、最適な解決策を提案します。

〒105-0003
東京都港区西新橋1丁目 20-3 虎ノ門法曹ビル7階 7012号
                    電話 03-5157-2250／ FAX 03-5157-2251

代表弁護士　鈴木 章浩
（平成9年卒　紫雲会）

本　　社  〒101-0023 東京都千代田区神田松永町18番
 TEL 03-3253-9411　FAX 03-3253-9418
営業本部 〒135-0053 東京都江東区辰巳2丁目3番1号
 TEL 03-5534-7700　FAX 03-5534-7708

大正13年創業。 ご要望の建築資材を、タイムリーに。
オオモリ・マテリクスは、お客様に「信頼」をお届けしています。

株式会社オオモリ・マテリクス
代表取締役 大森清嗣（長男 大森貴之 平成21年卒 野球部ＯＢ）

明高出身 明治大学体育会
アメリカンフットボール部ＯＢ有志

祝60回 総明会 総会・懇親会

村嶋 健児
（Ｈ元年卒　「平成改元会」 　硬式野球部）

嶋田 剛久
（Ｈ元年卒　「平成改元会」　吹奏楽班）

南秋葉原法律事務所
弁護士（東京弁護士会所属）・マンション管理士

大門 誉幸 （平成9年卒 紫雲会）

不動産問題・マンション管理のご相談は当事務所へ！

〒101-0041 東京都千代田区神田須田町2-25
                                 ＧＹＢ秋葉原ビル４階
TEL 03-6859-7339  FAX 03-6736-5511
e-mail : daimon@minamiakihabara-law.com

大家様・マンション
管理組合様は、
お気軽にご相談
ください。
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プルデンシャル生命は世界最大級の金融サービス機関

プルデンシャル・ファイナンシャルの一員です

※「ライフプランナー」はザ・プルデンシャル・インシュアランス・カンパニー・オブ・アメリカの登録商標です。

本社所在地：
東京都千代田区永田町２-13-10

プルデンシャル生命は1987年10月に設立されました。

1875年米国で創業、140年以上の歴史を誇るプルデンシ

ャル・ファイナンシャルグループの一員として「人間愛・家

族愛」の基本理念を受け継ぎ、生命保険の専門家である

ライフプランナー®がオーダーメイドの生命保険をお届け

するということにこだわってまいりました。

首都圏第五支社  支社長 深谷　剣 （昭和62年卒）

首都圏第一支社  ライフプランナー 川口　貴之 （平成元年卒）

汐留支社  ライフプランナー 髙山　剛 （平成 2 年卒）

汐留支社  営業所長 冨樫　展広 （平成 4 年卒）

本社  顧客体験推進チーム 八巻　隆洋 （平成10年卒）

汐留支社  ライフプランナー 平井　隆太 （平成19年卒）

青山第四支社  営業所長 山岸　俊介 （平成19年卒）

佐藤詳悟　平成13年卒　サッカー部OB代表取締役 CCO

株式会社FIREBUG
〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-32-11 Kビル3F

TEL：03-6300-6771 / FAX：03-6300-6774

塚田晃作　平成８年卒　バスケ部OB執行役員 Vice President

弁護士・通関士

増  井  陽  一

横木増井法律事務所
（平成12年卒 バスケ部OB）

東京都港区虎ノ門5丁目2-6
虎ノ門第2ワイコービル 5F
TEL : 03-6277-6359

https://ym-partners.com/

（　　　）

京成上野駅から徒歩 30 秒
大小宴会承ります

東京都台東区上野2-14-29
TEL 03-3831-1763
www.houraikaku.jp

張  春穎 平成 8年卒
水泳部・山岳部

祝
第60回 総明会
総会・懇親会

卯ノ木会

ムーンレイクゴルフクラブ
茂原コース
圏央道茂原北ICで降りて車で約７分

〒297-0073
千葉県茂原市長尾1647
TEL　0475-26-5500
FAX　0475-26-5152
www.pacificgolf.co.jp/moonlake_m/茂原コース

連絡先（事務局・和田）
yasunobu@meiji.ac.jp

10月26日（土）
第2回おとなの巡検を開催します

地理研究部
OB・OG会

祝
第60回総明会総会・懇親会

祝 第60回総明会総会・懇親会

代表取締役  土 田   正 昭
                 （昭和61年卒 新世輝）

代表取締役  近藤  旭
（平成 9年卒　バスケ部）

〒340-0002
埼玉県草加市青柳 2-11-39
TEL : 048-931-5200

HP↓

塗　装 調　色表面処理

株式会社マルシン

魅せろ！明治魂 私達は明治高校を応援しています！

明治高校卒明治大学職員有志一同

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
高橋　建太 平成 5 年卒

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
高橋　建太 平成 5 年卒

近藤　裕樹 平成 6 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
密岡　祐樹 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒

近藤　裕樹 平成 6 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
密岡　祐樹 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒

山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
松本　直子 平成25年卒
三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
下田　祥之 平成27年卒
山中　友貴 平成27年卒
彦惣　俊人 平成28年卒
熊坂　美穂 令和 2 年卒

山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
松本　直子 平成25年卒
三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
下田　祥之 平成27年卒
山中　友貴 平成27年卒
彦惣　俊人 平成28年卒
熊坂　美穂 令和 2 年卒

羽尾 京士
平成9年卒

紫雲会 
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祝 第60回
総明会 総会・懇親会

岸
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大
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吉
之
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洋
二

幹事学年
有志の会
 （平成９年卒）

小 谷 健 志

明治のＯＢも在籍するラグビー部「狭山セコムラガッツ」今季からリーグワン参入。

E:MAIL： ta-kotani@secom.co.jp／brabula39@icloud.com

平成９年卒 卓球部OB

紫雲会 

代表取締役
中村  武史
（平成9年卒）
〒279-0025
千葉県浦安市鉄鋼通り1-4-9

450mm厚までの極厚鉄板など、各種鉄鋼材料を1点から販売します。
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三苫　美鈴 平成25年卒
吉光寺美和子 平成27年卒
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彦惣　俊人 平成28年卒
熊坂　美穂 令和 2 年卒
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羽尾 京士
平成9年卒

紫雲会 

（
明
治
大
学
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
制
作
者
）

祝 第60回
総明会 総会・懇親会
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塚 

大
季

大
森 

吉
之

竹
内 

洋
二

幹事学年
有志の会
 （平成９年卒）

小 谷 健 志

明治のＯＢも在籍するラグビー部「狭山セコムラガッツ」今季からリーグワン参入。

E:MAIL： ta-kotani@secom.co.jp／brabula39@icloud.com

平成９年卒 卓球部OB

紫雲会 

代表取締役
中村  武史
（平成9年卒）
〒279-0025
千葉県浦安市鉄鋼通り1-4-9

450mm厚までの極厚鉄板など、各種鉄鋼材料を1点から販売します。
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事 務 局  渡辺  隆之 （昭和59年卒）
会 　 計  土田  正昭 （昭和61年卒）
事 務 局  山下  征隆 （昭和63年卒）

会 　 長  鴨下  裕彦 （昭和56年卒）
副 会 長  白畑  尚志 （昭和56年卒）
副 会 長  安達  俊幸 （昭和57年卒）
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第12回は令和7年（2025年）4月26日（土）開催予定
楽しい企画を用意して皆様のお越しをお待ちしております。

     藤田　　央（平成７年卒 紫縁会） fujita.hss@gmail.com
     小谷　健志（平成９年卒 紫雲会） brabula39@icloud.com

会　長　鈴木　幸男　　幹事長　伊藤　直孝
副会長　木村　　茂　　会　計　須志原法和
副会長　羽田　郁雄　　監　督　中山　　将

第60回
総明会総会

懇親会

明治大学付属明治高等学校 応援団OBOG会
会　長：鈴木　重之（昭和60年卒）
副会長：米持　貴史（昭和63年卒）  柳澤　菜摘（平成27年卒）
幹事長：三谷　知弘（平成 6 年卒）
副幹事長：熊木　達朗（平成 6 年卒）  藤田　　央（平成 7 年卒）
　　　　関　佑宇斗（平成20年卒）  加藤　　敦（平成21年卒）
　　　　岸　洋次郎（平成21年卒）  高畠周太郎（平成22年卒）
　　　　外山　　潤（平成26年卒）  佐藤　三祐（平成28年卒）
監　査：渡辺　裕之（昭和55年卒）  荘司　康夫（平成 4 年卒）

祝

60

60

祝 第60回総明会総会・懇親会

明治高校ソフトテニス部OB・OG会
会長 山形厚夫（昭和48年卒）

チャレンジ 紫雲会

会長 高橋  直哉（S51年卒）

明治中学・高校水泳部OBOG会

事務局　染谷貴男　090-3205-9735

硬式野球部OB・OG会

明卓会
明治高等学校・中学校卓球部OB・OG会

会長   前原正浩（昭和47年卒）

祝  第60回総明会総会
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2024年度（令和6年度） 総明会活動報告
令和６年度 総明会 役員一覧

令和６年度 総明会 評議員一覧

　　　委員会・役職	 年　卒	     氏　名

名誉会長		  昭和36年	 向殿　　政男
名誉顧問			   柳谷　　　孝
名誉顧問			   上野　　正雄
顧問 		  昭和51年	 井家上　哲史
顧問 		  昭和29年	 山浦　　晟暉
顧問 		  昭和32年	 山崎　　敬生
顧問 		  昭和41年	 尾島　育四郎
顧問 		  昭和43年	 佐久間　洋一
顧問 		  昭和44年	 服部　　雄二
顧問 		  昭和44年	 関谷　　芳久
			 
会長		  昭和50年	 山崎　　秀樹
副会長		  昭和56年	 衛藤　　雅一
副会長		  昭和59年	 平野　　一哉
副会長		  昭和61年	 土田　　正昭
専務理事		  昭和63年	 尾崎　　博之
常務理事		  昭和50年	 近藤　　敏彦
常務理事		  昭和59年	 島村　　武史
会計		  昭和59年	 田中　　重幸
事務局長		  平成元年	 小柳　　貴裕
副事務局長		  平成元年	 嶋田　　剛久
副事務局長		  平成６年	 三谷　　知弘
			 
総会委員会	 委員長	 平成 4 年	 牧野　英太郎
	 副委員長	 平成 2 年	 髙山　　　剛
	 副委員長	 平成 7 年	 金子　　敦史
	 副委員長	 平成 7 年	 石田　　真吾
	 副委員長	 平成 8 年	 髙橋　　潤士

　　  委員会・役職	 年　卒	     氏　名

広報委員会	 委員長	 平成 2 年	 遠藤　　克彦
　	 担当理事	 平成 2 年	 石渡　　浩司
　ホームページ	 副委員長	 平成 3 年	 山口　　一郎
　会報データ管理	 副委員長	 平成 4 年	 木下　　泰之
　会報アーカイブ	 副委員長	 平成 5 年	 小岩井　賢一
　デジタルコンテンツ	 副委員長	 平成 7 年	 櫻井　　勝也
　学校PTA渉外	 副委員長	 平成 9 年	 小林　　達也
　編集校正指導	 副委員長	 平成 9 年	 林　　　直幸
　M編集	 副委員長	 平成23年	 三浦　　直人
企画委員会	 委員長	 昭和54年	 志村　　和哉
　チャリティゴルフ	担当理事	 平成 2 年	 松尾　　健司
　明朗会	 担当理事	 平成 2 年	 今泉　　　仁
　チャリティゴルフ	副委員長	 昭和63年	 安川　　琢哉
　チャリティゴルフ	副委員長	 平成 5 年	 南谷　　吉貴
　チャリティゴルフ	副委員長	 平成 8 年	 原田　　　崇
　明朗会	 副委員長	 平成 4 年	 荘司　　康夫
　明朗会	 副委員長	 平成 7 年	 藤田　　　央
組織委員会	 委員長	 平成元年	 福島　　維規
　法曹部会	 担当理事	 平成 8 年	 酒井　　康生
	 副委員長	 昭和58年	 高橋　　　浩
	 副委員長	 平成元年	 村嶋　　健児
	 副委員長	 平成 2 年	 長谷川　剛央
	 副委員長	 平成 7 年	 遠藤　　智史
	 副委員長	 平成 8 年	 木村　　　允
	 副委員長	 平成 8 年	 関川　　明生
総務委員会	 委員長	 平成 8 年	 宮嶋　　優光
	 副委員長	 昭和61年	 野津　　真男
	 副委員長	 平成22年	 高畠　周太郎
名簿委員会	 委員長※	
			 
監事		  昭和44年	 中河　　孝樹
監事		  昭和57年	 関川　　一浩
※名簿委員長の後任者はしばらく保留、その間は事務局預かりとする。

同期会

評議員の変更、連絡先の変更等ございましたら、
総明会事務局までご連絡を頂けますようお願い
いたします。

（敬称略）

	 卒業年	 名称	 氏名	 氏名
	 昭和12年		  中富　光国	
	 昭和15年	 明中26会	 三笠　光人	
	 昭和19年	 明中２８会	 新田晃太郎	
	 昭和21年	 午巳の会	 小林　昭雄	 斉藤　久也
	 昭和24年	 明高一期会	 内藤　　功	
	 昭和25年	 明二会	 小田川玉城	 高橋　信雄
	 昭和26年	 猿楽会	 熊井　　実	
	 昭和27年	 明高会	 米山　耕右	 渡邉　幹夫
	 昭和28年	 明窓会	 戸田　一郎	 佐藤　欣生
	 昭和29年	 29会	 山本　峰司	 橋崎　正義
	 昭和30年		  宇田川雄弘	 石田　彰之
	 昭和31年	 明楽会	 佐藤　健一	 大出　育男
	 昭和32年	 明治会	 嵯峨　徳治	 太田　喜久
	 昭和33年	 三三会	 鈴木　寿雄	 藤田　義茂
	 昭和34年	 旧雨会	 秋山　義昭	 希代　　章
	 昭和35年	 珊瑚の会	 北室　清市	 山縣　常浩
	 昭和36年	 明駿会	 加藤　眞義	 山田　和孝
	 昭和37年	 三七会	 福島　啓充	 石井嘉一郎
	 昭和38年	 二年に一会	 渡辺　昭宏	 関戸　淳一
	 昭和39年	 三九会 & 一一七会	 佐藤　　仁	 堺　　健一
	 昭和40年	 明優会	 阿部　正行	 大関　清人
	 昭和41年	 41明友会	 廣瀬　準	 菊本　哲也
	 昭和42年	 M41	 伊藤　謙一	
	 昭和43年	 紫讃会	 志村　一夫	 小田嶋保男
	 昭和44年	 男坂倶楽部	 寺田　康夫	 藁谷　　豊
	 昭和45年	 獅子の会	 比留間竹郎	 上野　隆史
	 昭和46年	 明潮会	 木村　　茂	 金子　敏一
	 昭和47年	 四七四七同志酔会	 戸張　　毅	 内田　　茂
	 昭和48年	 波の会	 海老根一介	 雨海　重明
	 昭和49年	 翼明会	 佐藤　眞弘	 大前　実之
	 昭和50年	 明紫会	 三森　　勲	 町田　純一
	 昭和51年	 明々会	 小林　祥悟	 島田　　一
	 昭和52年	 男子校根性組	 佐藤　大英	 有田　幸訓
	 昭和53年	 紫友会	 加藤　裕之	 竹越　利之
	 昭和54年	 明誠会	 荒井　信之	 熊倉　章雄
	 昭和55年	 紫魂会	 吉口　市郎	 渡辺　裕之
	 昭和56年	 明翔会	 寺村　一義	 蓬田　裕一
	 昭和57年	 明魂会	 田中　幹浩	 菊池　正純
	 昭和58年	 明輪会	 山田　寿一	 高橋　　浩
	 昭和59年	 明心会	 伊藤　　稔	 渡邉　文夫
	 昭和60年	 闘紺会	 和田　直弘	 矢澤　　徹

	 卒業年	 名称	 氏名	 氏名
	 昭和61年	 新世輝	 栗本　宜長	 高橋　　誠
	 昭和62年	 明猿会	 赤岩　大輔	 中澤彰次郎
	 昭和63年	 昭和戊辰乃会	 保坂　紀宏	 松田　智之
	 平成元年	 平成改元会	 横島　高之	 杉山　純也
	 平成２年	 明愛会	 大崎　裕和	 神保桂一郎
	 平成３年	 明仁会	 山口　一郎	 斎藤　直宏
	 平成４年	 快汗、どすこい塾	 小畑　　啓	 福田　浩茂
	 平成５年	 明鐘会	 安藤　高利	 長野　吉克
	 平成６年	 隆明会	 三保谷建介	 熊木　達朗
	 平成７年	 紫縁会	 藤田　　央	 金子　敦史
	 平成８年	 紫誠会	 宮嶋　優光	 三村　具永
	 平成９年	 紫雲会	 小谷　健志	 香川　満洋
	 平成10年	 紫９８倶	 秋山　光億	 平田　　健
	 平成11年	 明哲会	 石川　一仁	 戸邊　　寛
	 平成12年	 明瀑会	 玉木万理夫	 保科　大輔
	 平成13年	 明治２１	 大橋　弘頌	 岡庭　朋威
	 平成14年		  上原　康仁	 下田　良征
	 平成15年		  大川　康介	 武　雄一郎
	 平成16年		  杉田　将平	 徳竹　正憲
	 平成17年		  室井　　純	 荒川　佳史
	 平成18年	 白雲会	 山崎　裕貴	 角田　隆悟
	 平成19年		  平井　隆太	 大竹　　惇
	 平成20年		  渡辺　　圭	 早川　慎吾
	 平成21年		  加藤　　敦	 大森　貴之
	 平成22年	 明雄会	 亀屋　将紀	 佐藤亨太郎
	 平成23年	 共楽会	 平田　裕貴	 三浦　直人
	 平成24年		  三浦　　彩	 市川　　陸
	 平成25年		  師岡　忠寛	 押田　華穂
	 平成26年	 ゆいまーる	 岡田　尚也	 柴田加菜子
	 平成27年		  柳澤　菜摘	 渡邉　直人
	 平成28年		  田勢　也子	 少弐　　光
	 平成29年		  佐藤　　陸	 小栗　未琴
	 平成30年		  今井　紗妃	 山田　崇人
	 平成31年		  染谷　早咲	 關口　哲平
	 令和２年		  千鳥　紗英	 浦山　和之
	 令和３年		  中村　勇太	 岩崎　夏音
	 令和４年		  蓮池　龍慈	 井上　朝陽
	 令和５年		  香阪　成洸	 信田悠里加
	 令和６年		  髙嶋　実海	 岩﨑　美桜

名　　称 氏　　名
生 徒 会 本 部
アイスホッケー愛好会（明氷会）
J  R  C 横谷　昌明
柔 道 部 小川　洋一
卓 球 部（ 明 卓 会 ） 前原　正浩
新 聞 班 西山　光彦
地 理 研 究 部 堀井　雅俊
フ ェ ン シ ン グ 部 中村　信也
化 学 部 森　　八一
応 援 指 導 班 鈴木　重之
硬 式 野 球 部（ 明 球 会 ） 世古　俊之
ス キ ー 部（ 明 雪 会 ） 岡本　雅仁
物 理 部（ 明 物 会 ） 上野　雅宏
図 書 班 大西静士郎
剣 道 部（ 見 心 会 ） 羽田　郁雄
バ レ ー 部 樋田　哲次
囲 碁 部 田島　弘資
庭 球 部 奈良部利昭
吹 奏 楽 班 斉木麻州男
放 送 班 宮田　　健
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 並木　　功
マ ン ド リ ン 部 赤岩　大輔
水 泳 部（ 明 水 会 ） 芳澤　　徹
歴 史 研 究 部 山下　征隆
サ ッ カ ー 部 大室　　智
陸 上 競 技 部 櫻井　勝也

班クラブOB・OG会
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Soumeikai Annual

会計報告

令和6年4月1日施行  改正会則第２３条②  「本会の会計年度は、毎年9月1日に始まり、翌年8月31日に終わる」

合 計 10,589,774 円 合 計 10,589,774 円

運営関係費(就活会含) 2,393,887 円

寄付広告収入・利息 7,474,774 円 会報関係費 3,168,944 円

総会懇親会収入 3,115,000 円 総会懇親会関係費 5,026,943 円

26,202,694 円

第５９回　総明会　特別会計報告

（自）令和５年４月１日～（至）令和６年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

周年事業準備金 26,202,694 円 0 円

15,000,000 円

財政基盤基金 11,202,694 円 0 円 11,202,694 円

事業遂行基金 15,000,000 円 0 円

総明会　令和６年度（移行期）　基金会計予算（案）

（自）令和６年４月１日～（至）令和６年８月３１日

基 金 区 分 令和５年度末残金 令和６年度増減額 摘 要 令和６年度末残金

合 計 25,285,173 円 合 計 25,285,173 円

円 次年度繰越金 22,486,373 円

雑入（寄付金・利息） 円 基金へ組入れ 0 円

雑入（会議費、他） 250,000 円 各委員会活動費 1,610,800 円

学年会費 930,000 円 事務通信費他 76,000 円

新入会員終身会費 0 円 会報発送保管費用 132,000 円

新入会員入会金 0 円 交流費（学校、他） 790,000 円

収 入 の 部 支 出 の 部

前年度繰越金 24,105,173 円 会議費 190,000 円

上記のとおり報告致します。

令和6年6月13日 監　事　　中　河　孝　樹 監　事　　関　川　一　浩

総明会　令和６年度（移行期）　一般会計予算（案）

（自）令和６年４月１日～（至）令和６年８月３１日

上記の会計年度の変更に際し、令和６年４月１日から同年８月31日の５ヵ月間を移行期とします。

26,202,694 円

上記のとおり報告致します。

令和6年3月31日 会　長　　山　崎　秀　樹 会　計　　田　中　重　幸

合計 26,202,344 円 0 円

15,000,000 円

財政基盤基金 11,202,344 円 350 円 11,202,694 円

事業遂行基金 15,000,000 円 0 円

総明会　令和５年度　基金会計報告

（自）令和５年４月１日～（至）令和６年３月３１日

基 金 区 分 令和４年度末残金 令和５年度増減額 摘 要 令和５年度末残金

合 計 30,031,087 円 合 計 30,031,087 円

円 次年度繰越金 24,105,173 円

利息他 1,114 円 基金へ組入れ 0 円

寄付金 45,248 円 各委員会活動費 1,710,154 円

学年会費 915,000 円 事務通信費 177,090 円

新入会員終身会費 3,780,000 円 会報発送保管費用 2,510,979 円

新入会員入会金 2,520,000 円 交流費（学校、他） 1,096,181 円

総明会　令和５年度　一般会計報告

（自）令和５年４月１日～（至）令和６年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

前年度繰越金 22,769,725 円 会議費 431,510 円
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昨
年
11
月
25（
土
）日
に
第
一
ホ
テ
ル
東
京
に

て
、第
59
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。今
回
は
会
長・副
会
長
の
改
選
が
行
わ

れ
、昭
和
50
年
卒
、山
崎
秀
樹
副
会
長
が
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。同
時
に
副
会
長
3
名
も
選

任
さ
れ
、新
た
な
体
制
で
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。懇
親
会
は
飲
食
を
伴
い
、マ
ン
ド
リ
ン
と

吹
奏
楽
の
演
奏
、応
援
団
に
よ
る
応
援
歌
と
大
い

に
盛
り
上
が
り
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。今
回
の
懇
親
会
に
は
初
め
て
明
大
八
王

子
高
校
の
O
B
・
O
G
会
で
あ
る「
戸
富
貴
会
」

の
方
も
来
賓
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
月
に
は
明
大
中
野
高
校
O
B
会「
武
陵
会
」と

「
戸
富
貴
会
」と
も
に
幹
部
懇
親
会
が
初
め
て

開
催
さ
れ
、明
治
大
学
付
属
高
校
O
B・O
G
会

の
新
た
な
横
の
つ
な
が
り
も
築
か
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
大
事
な
活
動
と
し
て
、長
年
の
懸

案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
決
算
時
期
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。令
和
6
年
度
移
行
期
間
と
し
て
、令

和
6
年
4
月
か
ら
8
月
ま
で
の
5
カ
月
で
決
算

を
行
い
ま
す
。そ
の
後
、9
月
が
新
た
な
期
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
、以
降
翌
年
の
8
月
を
決
算
月

と
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
決
算
月
の
変
更
に
よ
り

決
算
と
総
会
と
の
期
間
が
正
常
化
し
ま
す
。こ

の
移
行
に
伴
い
理
事
会
、評
議
員
会
の
開
催
が

例
年
よ
り
も
増
え
ま
し
た
が
滞
り
な
く
進
行
し

て
お
り
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

例
年
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、2
月
に
顧
問
会
、

3
月
に
は
明
治
高
校
卒
業
式
、総
明
会
新
入
会

員
歓
迎
会
、4
月
の
明
治
高
校
入
学
式
、5
月
は

令
和
5
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
第
一ホ
テ
ル

東
京
に
て
、4
年
ぶ
り
の
飲
食
を
伴
う
懇
親
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。急
激
な
物

価
上
昇
や
宴
会
需
要
の
急
増
等
の
外
的
要
因

や
ブ
ラ
ン
ク
に
よ
る
引
継
ぎ
の
難
航
、同
期
会
の

減
少
等
が
あ
り
、幹
事
学
年
で
あ
る
紫
誠
会
の

活
動
は
例
年
以
上
に
努
力
を
要
し
た
と
思
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
中
、同
級
生
同
士
が
知
恵
を

絞
り
、団
結
力
を
発
揮
し
成
功
に
導
い
た
姿
は

ま
さ
に
総
明
会
そ
の
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。紫

誠
会
の
皆
様
、本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

さ
て
令
和
6
年
度
の
幹
事
学
年
は
紫
雲
会

と
な
り
ま
す
。本
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
令
和

6
年
11
月
23
日（
土・
祝
）に
調
布
の
明
治
高
校

校
舎
に
て
開
催
と
な
り
ま
す
。第
60
回
と
い
う

節
目
の
開
催
は
是
非
母
校
で
、と
い
う
幹
事
学

年
の
強
い
想
い
か
ら
実
現
と
な
り
ま
し
た
。学

校
で
の
開
催
は
ホ
テ
ル
と
は
異
な
り
い
く
つ
も
の

懸
念
事
項
を
ク
リ
ア
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。紫
雲
会
の
皆
様
も
同
級
生
同
士
の
力
を
集

結
し
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

総
明
会
会
員
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
運
営
を
行
え
る
よ
う
、総
会
委
員
会
と
し
て

も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
、我
々
総
会
委
員
会
に
は
、昨
年
の
幹

事
学
年「
紫
誠
会
」か
ら
下
地
邦
幸
委
員
、髙

橋
潤
士
委
員
が
新
た
に
加
わ
り
、ま
た
嶋
田
剛

久
先
輩
か
ら
総
会
委
員
長
を
小
生
が
引
き
継

が
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
武
陵
会
」の
総
会
懇
親
会
に
参
加
、チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
、就
活
会
の
開
催
、6
月
は
P
T
A
同
窓
会

「
白
駿
会
」の
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し
た
。7
月
以

降
は
学
年
評
議
員・班
ク
ラ
ブ
評
議
員
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
、高
校
3
年
保
護
者
へ
の
総
明
会
説
明
会
、

紫
紺
祭
への
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
の
活
動
予
定
で
す
。

ま
た
、昨
年
よ
り
組
織
委
員
会
の
傘
下
に
法

曹
部
会
が
入
り
、1
名
が
理
事
と
し
て
理
事
会

に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。法
曹
部
会
で

は
明
治
高
校
生
徒
向
け
に
法
律
講
座
、裁
判
傍

聴
、模
擬
裁
判
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

お
り
、法
曹
界
を
目
指
す
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。保
護
者
に
も
大
変
好
評
で
、保

護
者
向
け
の
裁
判
傍
聴
も
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
幹
事
学
年
紫
雲
会（
平
成
9
年

卒
）の
テ
ー
マ
は
総
明
会
60
回
記
念「
お
か
え
り

～
こ
こ
が
み
ん
な
の
還
る
場ま
な
び
や所

～
」で
す
。現
役

生
や
若
手
O
B
・
O
G
に
対
し
て「
男
子
校
時

代
」を
わ
か
り
や
す
く
面
白
く
伝
え
る
と
と
も

に
卒
業
生
の
活
躍
や
同
期
・
先
輩
後
輩
と
の
つ
な

が
り
を
伝
え「
明
高
に
入
っ
て
良
か
っ
た
」と
感

じ
て
も
ら
い
ま
す
。若
手
O
B
・
O
G
の
総
明
会

参
画
を
促
す
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
と
の
思
い

と
、猿
楽
町
で
学
ん
だ
O
B
に
対
し
て
は
共
学

化
し
た
調
布
校
舎
も「
母
校
」と
し
て
認
識
で

き
る
よ
う
に
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、明
治
高
校
調

布
校
舎
に
て
総
会・懇
親
会
を
実
施
し
ま
す
。お

一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
が
幹
事
学
年
の
時
に
先
輩
方
に
助
け

て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、総
会
委
員
会
が
一
丸
と

な
り
後
輩
た
ち
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

調
布
は
遠
く
あ
り
ま
せ
ん
‼️
総
明
会
会
員
の

皆
様
の
総
会
・
懇
親
会
へ
、母
校
明
治
高
校
へ
足

を
お
運
び
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。幹
事
学
年
共
々
、お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

令
和
6
年
度 

活
動
報
告

総
会
委
員
会 

活
動
報
告

　
　
総
明
会  

専
務
理
事   

尾
崎 

博
之

総
会
委
員
会
　
委
員
長  

牧
野 

英
太
郎
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Soumeikai Annual

会
報
は
1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）に
発
刊
さ

れ
本
年
で
50
号
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
先
人
の
努
力
と
挑
戦
に
よ
っ
て
紡
が

れ
た
歴
史
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
、こ
の
バ
ト
ン

を
次
世
代
に
つ
な
い
で
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

「
紫
紺
の
詩
」発
刊
活
動

年
初
よ
り
平
成
9
年
卒「
紫
雲
会
」が
幹
事

学
年
と
し
て
会
報
製
作
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

本
年
の
幹
事
学
年
活
動
テ
ー
マ
は『
総
明
会

60
回
記
念「
お
か
え
り
～
こ
こ
が
み
ん
な
の
還
る

場ま
な
び
や所

～
」』で
あ
り
、猿
楽
町
世
代
と
調
布
世
代

の
文
化
比
較
や
学
生
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
特
集
を
企
画
し
、世
代
や
性
別

を
超
え
た
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
多
く
の
恩
師
や
現
役
教
諭
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
頂
き
、時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
総
明
会
へ
変
革
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な

提
言
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
会
報
発
刊
50
号
記
念
特
集
を
製
作
し
、

向
殿
名
誉
会
長
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
は
じ
め
、

会
報
の
歴
史
と
変
遷
を
振
り
返
る
編
成
と
致

し
ま
し
た
。

「
M
」発
刊
活
動

三
浦
副
委
員
長
を
中
心
に
若
手
会
員
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
の
誌
面
を
制

作
し
て
お
り
ま
す
。平
成
23
年
卒
か
ら
令
和
6

年
卒
ま
で
の
16
人（
林
田
こ
ず
え
さ
ん
、高
橋
凌

士
さ
ん
、三
浦
直
人
さ
ん
、朝
倉
貴
紀
さ
ん
、土

屋
弦
さ
ん
、岩
田
澪
夏
さ
ん
、坂
本
駿
太
さ
ん
、

塩
出
研
史
さ
ん
、垣
日
菜
子
さ
ん
、髙
波
茉
生

さ
ん
、井
畔
杏
里
紗
さ
ん
、橋
本
大
輝
さ
ん
、小

林
麻
衣
さ
ん
、津
島
聖
也
さ
ん
、坂
本
幸
生
喜

さ
ん
、藤
木
優
弥
さ
ん
）が
企
画
、編
集
を
行
っ

て
お
り
、今
年
は
他
大
学
進
学
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
ス
ラ
ッ
ク
ス
導
入
に
関
す
る
先
生
方
へ

の
取
材
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。例
年
通
り
、「
紫

紺
の
詩
」に
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
運
営

石
渡
理
事
を
中
心
に
総
明
会
活
動
、幹
事
学

年
活
動
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
発
信
し
て

お
り
ま
す
。

特
に
幹
事
学
年
活
動
報
告
は
本
年
度
よ
り

頻
度
を
増
や
し
て
掲
載
し
て
お
り
、会
員
様
へ

活
動
内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。ま
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

「SO
U

M
E

I M
A

G
A

ZIN
E

」を
拡
充
し
、会

報
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
関
連
動
画
を
見
ら
れ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
報
と
し
て
よ
り
今
の
時
代
に

合
っ
た
内
容
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、各
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
の
取
材
協
力
や
ご
寄
稿
、情
報
提
供
に
多
大

な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、編
集
校
正
や
印
刷
発
送
作
業
に
ご
尽
力
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、な
ら
び
に
学
校
関
係
者
各
位

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
会
報
制
作
に
携
わ
り
汗
を
流
し
て
下

さ
っ
た
幹
事
学
年
の
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会 

活
動
報
告

広
報
委
員
会
　
委
員
長

遠
藤 

克
彦

総
明
会
会
員
の
皆
様
、い
つ
も
総
明
会
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。総
務
委
員
会
は
総
明
会
の
裏
方

と
し
て
現
在
3
名
に
て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。委
員
会
の
活
動
内
容
に
つ
き
ま
し

て
、ご
存
じ
無
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。簡
単
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　
評
議
員
会
の
準
備・運
営

　
　

年
4
回（
10
月
、2
月
、5
月
、8
月
）

　
　

◆
評
議
員
会
の
案
内
状
送
付
、出
欠
管
理
、

　
　
　

当
日
の
受
付
業
務
、議
事
録
作
成

２　
学
年
評
議
会
。班
ク
ラ
ブ
評
議
員
懇
親

　
　
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備・運
営

　
　

◆
会
場
選
定
、案
内
状
送
付
、出
欠
管
理
、

　
　
　

会
場
と
の
調
整

３　
総
会
で
の
議
事
録
作
成

４　
忘
年
会
の
準
備・運
営

　
　

◆
会
場
選
定
、案
内
状
送
付
、出
欠
管
理
、

　
　
　

会
場
と
の
調
整

活
動
内
容
は
以
上
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
の
幹
事
学
年「
紫
雲
会
」活
動
テ
ー
マ

「
お
か
え
り
～
こ
こ
が
み
ん
な
の
還
る
場ま
な
び
や所
～
」

を
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。10
代
の
多
感
な
時
期

を
共
に
過
ご
し
た
友
人
は
、い
く
つ
に
な
っ
て
も
少

し
話
せ
ば
時
間
を
飛
び
越
え
て
あ
の
頃
に
戻
れ
る

特
別
な
存
在
で
す
。総
務
委
員
会
と
し
て
も
担
当

す
る
各
会
を
通
し
て「
お
か
え
り
」と
言
え
る
温
か

い
総
明
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。是

非
、各
会
へ
の
ご
参
加
は
も
ち
ろ
ん
各
種
案
内
へ
の

返
信
の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、7
月
6
日（
土
）に
は
紫
紺
館
6
階
ラ
ウ

ン
ジ
明
治
に
て
、「
学
年
評
議
員・班
ク
ラ
ブ
評
議
員

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ご
来
賓

の
井
家
上
校
長
先
生
や
、総
明
会
の
理
事
メ
ン
バ
ー

も
含
む
47
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。毎

年
7
月
第
1
週
の
土
曜
日
を
開
催
予
定
日
と
し
て

お
り
ま
す
。来
年
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

総
務
委
員
会 

活
動
報
告

総
務
委
員
会
　
委
員
長

宮
嶋 

優
光
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で
あ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

を
、今
年
度
幹
事

学
年
で
あ
る
我
々

紫
雲
会
一
同
、し
っ

か
り
と
次
年
度
幹

事
学
年
に
引
き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、来
年

の
第
29
回
大
会
に
お
い
て
も
た
く
さ
ん
の「
総
明

会
ゴ
ル
フ
ァ
ー
」に
お
集
ま
り
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

5
月
12
日（
日
）、千
葉
県
茂
原
市
の「
ム
ー
ン

レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
茂
原
コ
ー
ス
」に
て
第
28
回

総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。朝
7
時
、澄
み
わ
た
る
晴
天
の
中
、

I
N
/
O
U
T
組
と
も
無
事
テ
ィ
ー
オ
フ
。午

前
中
は
う
す
曇
り
か
ら
、一
時
、サ
ッ
と
降
雨
の
場

面
が
。午
後
は
時
折
風
も
吹
き
ま
し
た
が
、終
始

天
候
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま

し
た
。恩
師
の
先
生
方
2
名
を
含
む
総
勢
99
名

と
非
常
に
た
く
さ
ん
の
、そ
し
て
最
年
長
者
は
昭

和
31
年
卒
の
先
輩
か
ら
、最
年
少
者
は
平
成
19

年
卒
の
後
輩
ま
で
、そ
の
年
の
差
な
ん
と
51
。実

に
幅
広
い
年
齢
層
の「
総
明
会
ゴ
ル
フ
ァ
ー
」に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。午
後
3
時
か
ら
の
表

彰
式
・
懇
親
会
は
開
会
の
ご
挨
拶
、乾
杯
に
始
ま

り
、各
種
表
彰
、全
員
で
の
校
歌
斉
唱
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
、午
後
4
時
過
ぎ
、爽
や
か
な
晴
天

の
も
と
、お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
は【
新
ペ
リ
ア
方
式
】で
行
わ
れ
、【
個
人

戦
】【
名
人
戦
】【
学
年
、班
、ク
ラ
ブ
対
抗
戦
】を

懸
け
て
の
激
し
い
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。結
果
は【
個
人
戦
】「
蓑
田
克
己
氏（
紫
魂

会
・
昭
和
55
年
卒
）」、【
名
人
戦
】「
小
田
嶋
保

男
氏（
紫
讃
会
・
昭
和
43
年
卒
）」、【
学
年
、班
、

ク
ラ
ブ
対
抗
戦
】「
紫
魂
会（
昭
和
55
年
卒
）」が

そ
れ
ぞ
れ
優
れ
た
成
績
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
さ
れ
た
皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。ま
た
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
賞
品
を

ゲ
ッ
ト
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

幹
事
学
年
か
ら
は
私
を
含
め
て
6
名
が
初
め

て
プ
レ
ー
に
参
加
し
、4
名
が
運
営
サ
ポ
ー
ト
で

現
地
入
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ラ
ウ
ン
ド

で
は
各
自
奮
闘
し
ま
し
た
が
、対
抗
戦
で
ブ
ー

ビ
ー
賞
を
頂
戴
す
る
結
果
に
。ま
だ
ま
だ
修
行

が
足
り
な
い
よ
う
で
す
。そ
れ
で
も
、ゴ
ル
フ
大
会

開
催
の
準
備
か
ら
本
番
ま
で
の
活
動
で
は
、右
も

左
も
わ
か
ら
ぬ
我
々
後
輩
を
思
い
や
り
、厚
い
ご

支
援
と
ご
指
導
を
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
の
あ
り

が
た
さ
、そ
し
て
総
明
会
メ
ン
バ
ー
の
結
束
の
強

さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。ゴ
ル
フ
場
の
受
付
横

で
は
、ご
寄
付
の
お
願
い
と
、さ
さ
や
か
な
が
ら
返

礼
の
品
を
準
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、先

輩
方
か
ら
は
多
大
な
ご
厚
志
と
と
も
に
、温
か
い

応
援
の
お
言
葉
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
、幹
事
学
年

一同
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
度
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
に
向
け
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、大
会
に
際
し
、各
種

ご
協
賛
な
ら
び
に
商
品
の
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た

皆
様
に
、総
明
会
企
画
委
員
会
を
代
表
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
第
28
回
総
明
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
で
す

が
、何
よ
り
も
、参
加
さ
れ
た
皆
様
に
と
っ
て「
日

本
一
楽
し
い
ゴ
ル
フ
大
会
」の
記
憶
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
ら
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

幅
広
い
年
齢
の
総
明
会
メ
ン
バ
ー
が
、同
じ
日
、

同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、共
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

の
は
、ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
醍
醐
味
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
総
明
会
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ

平
成
9
年
卒
　
紫
雲
会
ゴ
ル
フ
委
員
長

木
本 

隆
史

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

 
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

【学年、班、クラブ対抗戦】優勝 紫魂会（昭和 55 年卒）

【個人戦】優勝　蓑田 克己 氏
（紫魂会／昭和 55 年卒）

学校チャリティ金額　11万円

氏　名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 蓑田　克己 紫魂会 39 36 75 3.6 71.4

準優勝 加藤　誠 紫魂会 39 42 81 9.6 71.4

3　位 永井　健 明心会 42 44 86 14.4 71.6

ベスグロ 蓑田　克己 紫魂会 39 36 75

氏　名 卒業年 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 小田嶋　保男 紫讃会 43 41 84 12.0 72.0

準優勝 國井　孝重 紫讃会 41 43 84 10.8 73.2

3　位 中村　裕次 獅子の会 47 49 96 22.8 73.2

卒業年 NET

優　勝 紫魂会 加藤　誠 216.2

準優勝 明誠会 渡辺　欣信 218.6

3　位 明潮会 斉藤　公義 221.6

佐藤　明

志村　和哉

木村　茂 渡辺　弘之

木村　誠

敬称略

名人戦

個人戦

学年対抗戦

代表選手名

蓑田　克己

寄付ご報告
尾島育四郎　様	 金一封	 比留間竹郎　様	 金一封
山崎　秀樹　様	 金一封	 近藤　敏彦　様	 金一封
鴨下　裕彦　様	 金一封	 平野　一哉　様	 金一封
土田　正昭　様	 金一封	 小柳　貴裕　様	 金一封
重盛　元也　様	 金一封	 明楽会一同　様	 グッズ
堀　　眞壽　様	 グッズ	 斉藤　公義　様	 グッズ
岩崎　広人　様	 賞　品	 安齋　　聡　様	 賞　品
今泉　　仁　様	 賞　品
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Soumeikai Annual

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
な
く
な
り
、い
ろ
い
ろ
な
企

画
が
コ
ロ
ナ
前
の
形
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、良
か
っ

た
な
、と
感
じ
た
1
年
で
し
た
。組
織
委
員
会
と
し

て
は
年
1
回
の
就
活
会
と
2
月
の
高
Ⅲ
総
明
会
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョン
、3
月
の
総
明
会
新
入
会
員
歓
迎
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。た
だ
今
年
の
活

動
で一番
の
影
響
は
、「
就
職
活
動
の
早
期
化
」だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。当
初
、総
会
懇
親
会
と
同
日
に
開
催

し
て
い
た
就
活
会
で
す
が
、コ
ロ
ナ
を
機
に
同
時
期
別

会
場
と
な
り
ま
し
た
が
、紫
誠
会（
2
0
2
3
年
幹

事
学
年
）で
は
9
月
、紫
雲
会（
2
0
2
4
年
幹
事

学
年
）で
は
、5
月
と
、学
生
の
要
望
を
取
り
入
れ
な

が
ら
前
倒
し
で
の
開
催
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が一番
の
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。

紫
誠
会
に
よ
る
就
活
会
は
、2
0
2
3
年
9
月

2
日（
土
）に
紫
紺
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。28
名
の

大
学
生
に
ご
参
加
頂
き
、若
手
の
社
会
人
に
よ
る
就

職
活
動
の
様
子（
就
職
活
動
で
行
っ
た
こ
と
、会
社
の

選
び
方
、ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
見
分
け
方
な
ど
を
就
活

体
験
）、幹
事
学
年
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

し
か
た
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
な
ど
、転
職
、キ
ャ

リ
ア
の
あ
り
方
を
問
う
内
容
で
し
た
。

そ
し
て
紫
雲
会
に
よ
る
就
活
会
は
、2
0
2
4

年
5
月
25
日（
土
）に
T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
御

茶
ノ
水
に
て
開
催
、32
名
の
大
学
生
に
ご
参
加
頂
き

ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
か
ら
の
就
職
活
動
に

焦
点
を
当
て
、人
事
担
当
者
に
よ
る
就
職
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
、若
手
社
会
人
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

か
ら
の
就
職
の
話
な
ど
、就
職
活
動
の
早
期
化
に
即

し
た
内
容
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。両
方
の
幹

事
学
年
と
も
学
生
の
こ
と
を
考
え
、準
備
し
た
結

果
、無
料
で
や
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
ぐ
ら
い
の
ク
オ

リ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。両
方
の

幹
事
学
年
の
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
た
、法
曹
部
会
も
明
治
高
校
か
ら
の
法
学
部

進
学
者
、さ
ら
に
は
法
曹
関
係
者
を
増
や
そ
う
と

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。8
月
の
明
治
大
学
法
学

部
主
催
の
法
曹
入
門
講
座（
模
擬
裁
判
）、年
2
回

の
キ
ャ
リ
ア
ク
エ
ス
ト
講
座（
裁
判
傍
聴
）、10
月
の

保
護
者
向
け
の
裁
判
傍
聴
、2
月
の
高
Ⅲ
向
け
講

演
会
と
いっ
た
毎
年
継
続
し
て
い
る
内
容
の
ほ
か
に
、

弁
護
士
事
務
所
で
の
高
校
3
年
生
向
け
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、キ
ャ
リ
ア
ク
エ
ス
ト
講
座（
司
法

試
験
編
）も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
、2
0
1
7
年
に
総
明
塾（
大
学
の

予
備
試
験
講
座
に
参
加
す
る
た
め
の
法
曹
部
会
に

よ
る
個
人
指
導
）に
参
加
さ
れ
た
三
輪
さ
ん
が
司
法

試
験
に
合
格
さ
れ
、司
法
修
習
生
に
な
ら
れ
ま
し

た
。こ
の
三
輪
さ
ん
と
昨
年
弁
護
士
登
録
を
さ
れ
た

西
山
さ
ん
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
ク
エ
ス
ト
講
座（
司
法

試
験
編
）を
5
月
に
開
催
し
、司
法
試
験
へ
の
道
の

り
、ど
ん
な
こ
と
を
勉
強
し
た
ら
よ
い
か
を
講
演
し

て
頂
き
ま
し
た
。中
高
生
50
名
以
上
が
参
加
し
、普

段
の
授
業
よ
り
も
熱
心
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
そ
う
で
、次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
ほ
し
い

と
高
校
か
ら
要
望
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

現
在
、明
治
高
校
か
ら
の
法
学
部
進
学
者
は
毎

年
10
名
程
度
だ
そ
う
で
す
。こ
の
人
数
を
少
し
で
も

増
や
そ
う
と
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

組
織
委
員
会
、法
曹
部
会
と
も
に
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
会

と
し
て
、現
役
の
中
高
生
、若
い
卒
業
生
の
た
め
に

な
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
総
明

会
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、活
動
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

組
織
委
員
会 

活
動
報
告

組
織
委
員
会
　
委
員
長

福
島 

維
規

2
0
2
3
年
9
月
10
日（
日
）に「
明
朗
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、東
京
ド
ー
ム
で
の
プ
ロ
野
球
観
戦（
巨

人
対
中
日
）が
メ
イ
ン
の
企
画
で
し
た
。コ
ロ
ナ
の
影

響
が
完
全
に
な
く
な
り
、4
年
ぶ
り
に
懇
親
会
も

合
わ
せ
て
の
開
催
、観
戦
前
に
巨
人
軍
長
嶋
茂
雄

終
身
名
誉
監
督
ご
用
達
と
し
て
有
名
な
、後
楽
園

飯
店
に
て
美
味
し
い
中
華
を
食
べ
、十
分
な
お
酒
を

い
た
だ
い
た
後
に
東
京
ド
ー
ムへ
移
動
、超
満
員
の

球
場
で
の
デ
ー
ゲ
ー
ム
観
戦
と
な
り
ま
し
た
。

60
歳
以
上
の
大
先
輩
34
名
を
含
め
合
計
51
名

に
参
加
頂
き
、野
球
観
戦
中
も
大
き
な
声
で
の
応

援
、ビ
ー
ル・ハ
イ
ボ
ー
ル
等
沢
山
飲
ん
で
、当
日
の

試
合
結
果
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
も
行
い
、皆
さ

ん
笑
顔
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。ご
参
加
頂
い
た
方
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
試
合
終
了
後
の
写
真
は
、笑
顔・笑
顔
！ 

こ

れ
も
皆
々
様
の
ご
協
力
、ご
支
援
の
賜
物
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。企
画
委
員
会
を
代
表
し
、こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、今
回
も
多
く
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。鈴
木
美
津
夫
様（
昭
和
28
年
卒
）、神
野

武
美
様（
昭
和
36
年
卒
）、中
村
正
容
様（
昭
和
43

年
卒
）、山
﨑
秀
樹
様（
昭
和
50
年
卒
）、近
藤
敏

彦
様（
昭
和
50
年
卒
）、尾
崎
博
之
様（
昭
和
63
年

卒
）。こ
の
度
は
、過
分
な
る
ご
支
援
を
頂
き
、誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も「
明
る
く
朗
ら
か
な
」会
を
企
画
し
て

参
り
ま
す
の
で
、ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
委
員
会
　
担
当
理
事  

今
泉
　
仁

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

 
明
朗
会
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寄付金　協力者一覧 （2024年9月15日現在）

御   

礼

　

こ
の
た
び
は
総
明
会
総
会
開
催
な
ら
び
に
会

報
誌「
紫
紺
の
詩
」の
発
行
に
あ
た
り
、大
変
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄
付
お
よ
び
広
告
掲
載

を
賜
り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
活
動
自
粛
が
解
け
て
２
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、社
会
や
同
窓
の
皆
さ
ま

の
環
境
も
変
わ
り
、寄
付
広
告
集
め
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、諸

先
輩
方
の
母
校
や
後
輩
を
想
う
気
持
ち
を
目

の
当
た
り
に
し
、あ
ら
た
め
て
こ
の
学
校
を
卒

業
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
と
共
に
、我
々
も
今

後
、恩
返
し
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、母
校
な
ら
び
に
総

明
会
の
益
々
の
発
展
と
同
窓
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、御
礼
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

紫
雲
会　

寄
付
広
告
委
員
長

近
藤　

旭

名
簿
委
員
会
は
、毎
年
会
員
の
皆
様
へ
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
会
報
『
紫
紺
の
詩
』
の
発
送
を
は

じ
め
、
評
議
員
会
や
ゴ
ル
フ
、
明
朗
会
等
へ
の
宛

名
シ
ー
ル
、情
報
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

名
簿
委
員
会
は
一
昨
年
よ
り
事
務
局
の
管
轄

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の
方
で
対
応
し
て
お
り

ま
す
が
、
名
簿
の
管
理
に
関
し
て
は
引
き
続
き
尾

崎
専
務
理
事
が
行
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
評
議
員
会
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
、会

報
の
寄
稿
依
頼
、
評
議
員
会
の
宛
名
シ
ー
ル
の
発

行
、
本
年
度
高
校
を
卒
業
し
た
新
入
会
員
の
デ
ー

タ
の
名
簿
へ
追
加
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
中
で
も
大
事
な
仕
事
が
、
名
簿
の
内
容
変
更

連
絡
に
対
す
る
名
簿
の
修
正
で
す
。
会
報
や
各
ご

案
内
が
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
届
く
よ

う
に
名
簿
の
更
新
を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
名
簿
の
更
新
は
ご
連
絡
を
い
た
だ
か

な
い
と
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て

は
、
会
員
の
皆
様
に
お
い
て
転
居
等
情
報
の
変
更

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、ご
一
報
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す（
下
部
に
連
絡
先
記
載
）。

ま
た
、
各
学
年
、
班
ク
ラ
ブ
O
B
O
G
会
に
お

い
て
名
簿
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
ご
希
望
さ
れ
る
場

合
、代
表
の
方
か
ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、こ

ち
ら
で
管
理
し
て
い
る
最
新
情
報
と
の
突
き
合
わ

せ
も
可
能
で
す
の
で
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
同
期
会
の
案
内
を
出
さ
れ
ま
す
幹
事

の
皆
様
に
お
い
て
は
、
ご
要
望
い
た
だ
け
れ
ば
宛

名
シ
ー
ル
の
出
力
も
有
料
に
な
り
ま
す
が
対
応
致

し
ま
す（
１
回
1
0
0
0
円
）。

名
簿
は
大
切
な
個
人
情
報
で
す
の
で
、こ
れ
か

ら
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
厳
格
な
管

理
を
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

名
簿
委
員
会 

活
動
報
告

副
事
務
局
長（
名
簿
担
当
）

三
谷 

知
弘

住所変更・宛名シール出力等の連絡先
総明会専務理事　昭和63年卒　尾崎博之

メールアドレス：hcozaki@cropozaki.com
    TEL ：090-2480-8324
    FAX ：03-5820-0742

※口頭での誤認防止のため、恐れ入りますが
　FAX、メールでのご連絡をお願いします。

※また、同期会の宛名シール出力は、１回1,000円
　となります。ご了承ください。

第
60
回
総
明
会
　
御
寄
付
者
一
覧

◎
個
人
寄
付

金　

十
万
円	

平
野　

一
哉　

昭
和
59
年
卒

金　

五
万
円	

山
崎　

秀
樹　

昭
和
50
年
卒

	

近
藤　

敏
彦　

昭
和
50
年
卒

金　

三
万
円	

宮
嶋　

優
光　

平
成
8
年
卒

金　

二
万
円	

赤
岩　

大
輔　

昭
和
62
年
卒

金　

一
万
円	

佐
久
間
洋
一　

昭
和
43
年
卒

	

廣
野　

宏
士　

昭
和
47
年
卒

	

衣
笠　
　

学　

昭
和
50
年
卒

	

岡
本　

雅
仁　

昭
和
51
年
卒

	

眞
野　
　

大　

昭
和
58
年
卒

	

尾
崎　

博
之　

昭
和
63
年
卒

◎
総
明
会
行
事

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
大
会
参
加
者
有
志
一
同

	

金 

三
十
三
万
五
千
五
百
円

学
年
・
班
ク
ラ
ブ
評
議
員
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

	

金 

九
万
八
千
円

◎
学
校
関
係

明
治
白
駿
会
有
志
一
同	

金 

十
万
三
千
円

◎
同
期
会
・
班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
等

明
楽
会（
昭
和
31
年
卒
）	

金 

二
万
九
千
円

旧
雨
会（
昭
和
34
年
卒
）	

金 

二
万
四
千
円

明
優
会（
昭
和
40
年
卒
）	

金 

四
万
円

明
紫
会（
昭
和
50
年
卒
）	

金 

十
一
万
八
千
円

明
々
会（
昭
和
51
年
卒
）	

金 

九
万
一
千
円

明
誠
会（
昭
和
54
年
卒
）	

金 

十
七
万
円

明
翔
会（
昭
和
56
年
卒
）	

金 

六
万
八
千
円

明
魂
会（
昭
和
57
年
卒
）	

金 

十
三
万
一
千
円

明
輪
会（
昭
和
58
年
卒
）	

金 

六
万
円

明
心
会（
昭
和
59
年
卒
）	

金 

十
三
万
五
千
円

闘
紺
会（
昭
和
60
年
卒
）	

金 

四
万
六
千
円

新
世
輝（
昭
和
61
年
卒
）	

金 

八
万
一
千
円

明
猿
会（
昭
和
62
年
卒
）	
金 

九
万
五
千
円

昭
和
戊
辰
乃
会（
昭
和
63
年
卒
）	

金 

十
一
万
八
千
円

平
成
改
元
会（
平
成
元
年
卒
）	

金 

二
十
六
万
五
千
円

明
愛
会（
平
成
2
年
卒
）	

金 

二
十
一
万
六
千
円

明
仁
会（
平
成
3
年
卒
）	

金 

二
十
万
三
千
円

快
汗
、ど
す
こ
い
塾（
平
成
4
年
卒
）	

金 

七
万
円

隆
明
会（
平
成
6
年
卒
）	

金 

八
万
六
千
円

紫
縁
会（
平
成
7
年
卒
）	

金 

十
万
二
千
円

紫
誠
会（
平
成
8
年
卒
）	

金 

十
一
万
一
千
円

紫
９
８
倶（
平
成
10
年
卒
）	

金 

一
万
円

卯
ノ
木
会	

金 

三
万
円

ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭	

金 

六
万
二
千
円

放
送
班
Ｏ
Ｂ
O
G
会	

金 

七
万
三
千
円

地
理
研
究
部
Ｏ
Ｂ・
O
G
会	

金 

三
万
円

応
援
団
Ｏ
Ｂ
O
G
会	

金 

六
万
二
千
円

明
水
会（
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
O
G
会
）	金 

五
万
五
千
円

マン
ド
リ
ン
部
Ｏ
Ｂ
有
志
一同	

金 

四
万
七
千
円
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Soumeikai Annual

第
1
章	
総
　
則

（
名
称
）

第
1
条	

本
会
は
、総
明
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
2
条	

本
会
は
、
会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図

り
、
且
つ
母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
及
び
会
計
処
理
）

第
3
条	

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

次
の
事
業
を
行
う
。

　
　

1 

母
校
に
対
す
る
賛
助
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
。

　
　

2 

会
員
名
簿
を
整
備
、管
理
す
る
こ
と
。

　
　

3 

会
報
な
ど
の
広
報
物
を
発
行
す
る
こ
と
。

　
　

4 

同
期
会
の
結
成
を
助
成
し
、奨
励
す
る	

こ
と
。

　
　

5 

班
部
O
B
会
の
開
催
を
助
成
し
、奨
励	

す
る
こ
と
。

　
　

6 

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
。

　
　

②	

前
項
に
定
め
る
事
業
は
す
べ
て
一
般
会
計

と
し
て
処
理
す
る
。
た
だ
し
、会
長
は
、理

事
会
の
議
決
と
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
、
前
項
1
号
な
い
し
6
号
に
定
め
る
一

部
も
し
く
は
全
部
を
特
別
会
計
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
、所
在
地
）

第
4
条	

本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
設

け
る
。

　
　

②	

事
務
局
は
、明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学

校
内
に
置
く
。

第
2
章
　
会
　
員

（
会
員
資
格
）

第
5
条	

本
会
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治

大
学
八
丈
高
等
学
校
も
し
く
は
明
治
高

等
学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍

し
た
こ
と
の
あ
る
も
の
を
会
員
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
終
身
会
費
）

第
6
条	

会
員
は
、
入
会
の
時
に
入
会
金
及
び
終
身

会
費
を
本
会
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

入
会
費
及
び
終
身
会
費
の
額
な
ら
び
に
そ

の
徴
収
の
方
法
は
、
理
事
会
が
明
治
大
学

付
属
明
治
高
等
学
校
校
長（
以
下「
校
長
」

と
い
う
）の
同
意
を
得
て
定
め
る
。

（
特
別
会
員
）

第
7
条	

母
校
の
教
職
員
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
職

に
あ
っ
た
も
の
を
特
別
会
員
と
す
る
。

　
　

②	

特
別
会
員
は
、
本
会
が
行
う
事
業
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
3
章
　
役
　
員

（
役
員
の
種
類
及
び
定
員
）

第
8
条	

本
会
に
理
事
10
人
以
上
20
人
以
内
及
び

監
事
2
人
を
置
く
。

　
　

②	

本
会
に
会
長
1
人
、
副
会
長
3
人
以
内
、

専
務
理
事
1
人
、
事
務
局
長
1
人
、
会
計

1
人
を
置
く
。

　
　

③	

必
要
で
あ
れ
ば
、
本
会
に
常
務
理
事
を
若

干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
9
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
は
、
別
に
定
め

る
「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」
に
基

づ
い
て
選
定
し
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会

の
承
認
を
受
け
、
総
会
の
決
議
を
も
っ
て

こ
れ
を
選
任
す
る
。
会
長
及
び
副
会
長
は

そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。但
し
、

任
期
中
途
で
会
長
及
び
副
会
長
を
補
充

す
べ
き
場
合
は
、「
会
長
及
び
副
会
長
選

出
規
定
」
に
準
じ
て
選
定
し
、
理
事
会
及

び
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
選
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
選
任
直
後
の

総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
理
事
並
び
に
監

事（
以
下
「
会
長
選
任
役
員
」と
い
う
）は
、

会
員
の
中
か
ら
、
会
長
が
選
任
す
る
。
会

長
選
任
役
員
は
、
選
任
後
最
初
の
評
議
員

会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、選

任
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
れ

に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た

と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
な
い
よ
う
に
直

ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

③	

専
務
理
事
、
常
務
理
事
及
び
事
務
局
長
並

び
に
会
計
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、会

長
が
理
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

　
　

④	

役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　

⑤	

会
長
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、い
つ
で

も
会
長
選
任
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠

員
が
生
じ
た
と
き
は
、
会
長
は
欠
員
の
無

い
よ
う
に
直
ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑥	

理
事
は
評
議
員
を
兼
務
で
き
な
い
。

（
理
事
会
）

第
10
条	

本
会
の
会
務
の
執
行
は
、
理
事
会
が
こ
れ

を
決
す
る
。

　
　

②	

理
事
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

③	

理
事
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

④	

理
事
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
が
指

名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

⑤	

理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数

で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
議

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　

⑥	

理
事
は
書
面
に
よ
り
理
事
会
の
決
議
に
加

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

⑦	

監
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
長
等
の
職
務
）

第
11
条	
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
、

執
行
す
る
。

　
　

②	

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故

あ
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
し
た

順
位
に
し
た
が
い
会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
　

③	

専
務
理
事
は
、
会
長
の
指
揮
の
も
と
に
会

務
を
総
括
し
て
つ
か
さ
ど
り
、
か
つ
事
務

局
を
総
括
す
る
。

　
　

④	

常
務
理
事
は
、専
務
理
事
を
補
佐
す
る
。

　
　

⑤	

事
務
局
長
は
、
専
務
理
事
の
指
揮
の
も
と

に
事
務
局
を
統
括
す
る
。

　
　

⑥	

会
計
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
行
う
。

　
　

⑦	

理
事
は
、会
務
を
分
担
す
る
。

（
監
事
の
職
務
）

第
12
条	

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況

並
び
に
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　
　

②	

監
事
は
、
監
査
の
結
果
を
定
時
総
会
に
報

告
す
る
。

（
名
誉
役
員
）

第
13
条	

本
会
に
名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧

問
、相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

名
誉
会
長
、
名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、
相
談

役
は
、
本
会
又
は
母
校
に
永
年
に
わ
た
り

特
別
に
功
労
の
あ
っ
た
も
の
の
内
か
ら
理

事
会
が
推
薦
し
、
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

③	

学
校
法
人
明
治
大
学
の
総
長
、
学
長
は
、

そ
の
在
任
中
、
名
誉
顧
問
と
し
て
こ
れ
を

推
戴
す
る
。

　
　

④	

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
の
校
長

は
、そ
の
在
任
中
、顧
問
を
そ
れ
ぞ
れ
推
戴

す
る
。

　
　

⑤	

相
談
役
は
、
会
務
に
永
年
に
わ
た
り
功
労

の
あ
っ
た
者
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦
し
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を

委
嘱
す
る
。

第
4
章
　
総
会
及
び
懇
親
会

（
総
会
の
招
集
）

第
14
条	

定
時
総
会
は
毎
年
1
回
開
催
し
、
臨
時
総

会
は
必
要
の
あ
る
と
き
に
開
催
す
る
。

　
　

②	

総
会
は
、会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

　
　

③	

総
会
の
招
集
は
、
本
会
が
発
行
す
る
会
報

に
掲
載
し
、
も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で

会
員
に
通
知
し
て
行
う
。

（
総
会
の
議
事
）

第
15
条	

総
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び

そ
の
他
の
重
要
な
事
項
の
う
ち
理
事
会
が

総
明
会（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
同
窓
会
） 

会
則
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提
案
し
、
評
議
員
会
が
必
要
と
認
め
た
事

項
を
総
会
に
お
け
る
審
議
事
項
と
し
て
決

議
す
る
。

　
　

②	
総
会
の
議
長
は
、
会
長
又
は
会
長
の
指
名

し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
　

③	
総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
で

こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
時
は
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
懇
親
会
の
開
催
）

第
16
条	

懇
親
会
は
、
会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
て

毎
年
1
回
開
催
す
る
。

　
　

②	

懇
親
会
の
開
催
に
関
す
る
事
項
は
、
理
事

会
が
決
定
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、

会
長
が
会
員
に
通
知
す
る
。こ
の
通
知
は
、

総
会
の
招
集
通
知
に
準
じ
て
行
う
。

第
5
章
　
委
員
会

（
委
員
会
の
設
置
）

第
17
条	

本
会
は
、
第
2
条
の
目
的
の
達
成
及
び
第

3
条
の
規
定
に
掲
げ
る
事
業
の
遂
行
の
た

め
に
必
要
な
事
項
を
調
査
、
研
究
、
審
議

し
、
ま
た
は
実
施
す
る
機
関
と
し
て
委
員

会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
、
会
則
に
定
め
る
ほ
か
理
事
会

の
決
議
に
よ
り
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
は
、
委
員
長
1
人
及
び
委
員
2
人

以
上
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

④	

委
員
長
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長

が
こ
れ
を
委
嘱
し
、委
員
は
、会
員
及
び
特

別
会
員
の
中
か
ら
会
長
の
同
意
を
得
て
委

員
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

　
　

⑤	

委
員
会
は
、委
員
長
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

　
　

⑥	

委
員
長
は
、
そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事
と

な
る
。

第
6
章
　
評
議
員
及
び
評
議
員
会

（
評
議
員
）

第
18
条	

本
会
に
、
卒
業
学
年
毎
に
2
人
以
内
の
評

議
員
を
置
く
。
同
期
会
は
、同
期
会
の
会
員

の
う
ち
か
ら
評
議
員
を
選
任
し
て
本
会
に

届
け
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
総
明
会
に
登

録
し
た
班
部
O
B
会
毎
に
1
人
の
評
議
員

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
評
議
員
を
選
任
し

た
場
合
は
、本
会
に
届
け
る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し

く
は
同
期
会
に
お
い
て
評
議
員
を
選
任
で

き
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、会
長
は
、当

該
学
年
の
た
め
に
同
学
年
の
中
か
ら
仮
評

議
員
を
選
任
で
き
る
。

　
　

③	

総
明
会
に
登
録
す
べ
き
班
部
O
B
会
が
結

成
さ
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
班
部
O
B

会
に
評
議
員
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　

④	

同
期
会
の
評
議
員
と
班
部
O
B
会
の
評

議
員
は
兼
任
で
き
な
い
。

（
評
議
員
の
職
務
）

第
19
条	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
評
議
員
会
に

出
席
す
る
ほ
か
、
本
会
の
事
務
の
う
ち
そ
の

属
す
る
学
年
も
し
く
は
同
期
会
及
び
班
部

O
B
会
の
関
係
で
必
要
な
事
務
を
処
理
す

る
。

　
　

②	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、
適
宜
代
行
者

を
選
任
し
て
評
議
員
会
へ
の
出
席
、
そ
の

他
の
事
務
処
理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
評
議
員
会
）

第
20
条	

評
議
員
会
は
、
こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項

及
び
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
議
決

す
る
。

　
　

②	

評
議
員
会
は
、
会
長
が
適
宜
こ
れ
を
招
集

す
る
。

　
　

③	

評
議
員
会
の
議
長
は
、
会
長
も
し
く
は
評

議
員
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が

あ
た
り
、そ
の
進
行
は
事
務
局
長
が
行
う
。

　
　

④	

評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
評
議
員
、
仮

評
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

第
7
章
　
同
期
会

（
同
期
会
）

第
21
条	

会
員
は
、
学
年
ご
と
に
同
期
会
を
組
織
す

る
も
の
と
す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
名
簿
を
整
備
し
、
運

営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　

③	

同
期
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の
職

務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

④	

同
期
会
は
、
同
期
会
の
総
会
を
開
催
し
た

と
き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
8
章
　
班
部
O
B
会

（
班
部
O
B
会
）

第
22
条	

会
員
は
、
在
学
中
在
籍
し
た
班
部
ご
と
に

班
部
O
B
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　

②	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
名
簿
を
整
備
し
、

運
営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
そ
の
選
任
し
た
評
議

員
の
職
務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
　

④	

班
部
O
B
会
は
、O
B
会
の
総
会
を
開
催

し
た
と
き
は
、
本
会
に
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。

第
9
章
　
会
　
計

（
会
計
の
分
類
と
会
計
年
度
）

第
23
条	

本
会
の
会
計
処
理
は
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
区
分
し
て
行
い
、
特
別
会
計
は
こ

の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
の
他
、
理
事

会
に
お
い
て
特
に
定
め
た
会
計
に
関
す
る

会
計
処
理
、
一
般
会
計
は
特
別
会
計
を
除

い
た
す
べ
て
の
会
計
処
理
と
す
る
。

　
　

②	

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
9
月
1
日
に

始
ま
り
、翌
年
8
月
31
日
に
終
わ
る
。

（
基
金
）

第
24
条	

理
事
会
は
、
本
会
の
財
政
基
盤
を
安
定
さ

せ
、
ま
た
第
3
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行

資
金
を
形
成
す
る
た
め
基
金
を
積
立
て
る

努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	
基
金
は
、特
別
会
計（
以
下「
基
金
特
別
会

計
」と
い
う
）で
処
理
す
る
。

　
　

③	
入
会
費
、
寄
付
金
の
う
ち
理
事
会
で
基
金

に
組
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
、
並

び
に
基
金
へ
組
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
寄
付
金（
以
下
「
特
別
基
金
」
と
い
う
）

は
、
基
金
と
し
て
基
金
特
別
会
計
に
計
上

し
、
こ
の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
を
除

き
支
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

④	

基
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基

金
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　

⑤	

基
金
へ
の
組
入
金
は
、
財
政
基
盤
基
金
の

総
額
に
満
つ
る
ま
で
優
先
し
て
こ
れ
に
充

当
す
る
。

　
　

⑥	

財
政
基
盤
基
金
の
総
額
は
、
総
会
の
決
議

に
よ
り
決
定
し
も
し
く
は
変
更
す
る
。
こ

の
場
合
、
第
28
条
の
定
め（
特
別
決
議
）を

準
用
す
る
。

　
　

⑦	

財
政
基
盤
基
金
は
、
原
則
と
し
て
取
崩
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
総
会
に
お
い

て
承
認
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
、第
28
条
の
定
め（
特
別
決

議
）を
準
用
す
る
。

　
　

⑧	

基
金
の
う
ち
、
財
政
基
盤
基
金
の
総
額
を

超
え
る
額
を
事
業
遂
行
基
金
と
す
る
。

　
　

⑨	

事
業
遂
行
基
金
は
、
第
3
条
1
項
1
号
に

定
め
る
事
業
も
し
く
は
理
事
会
で
決
議
し

た
事
業
に
支
弁
す
る
た
め
、
理
事
会
及
び

評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
こ
れ
を
取
崩

し
、
当
該
事
業
の
た
め
に
支
弁
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
　

⑩	

会
長
は
、
緊
急
に
対
処
を
要
す
る
と
認
め

た
事
項（
以
下
「
緊
急
処
理
事
項
」
と
い

う
）の
た
め
に
、
副
会
長
の
同
意
を
得
て
、

事
業
遂
行
基
金
を
取
崩
し
緊
急
処
理
事

項
に
支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場

合
、
会
長
は
、
緊
急
処
理
事
項
が
生
じ
た

後
、
最
初
に
開
催
さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
、

当
該
事
項
の
緊
急
性
及
び
事
業
遂
行
基

金
取
崩
し
の
必
要
性
を
説
明
し
、
取
崩
し

に
つ
い
て
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

⑪	

事
業
遂
行
基
金
を
支
弁
し
て
行
う
事
業
を

検
討
す
る
た
め
、
本
会
に
基
金
事
業
委
員

会
を
設
置
す
る
。
第
17
条
4
項
の
定
め
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
委
員
会
は
委
員
長
1

人
と
委
員
8
人
を
も
っ
て
構
成
し
委
員
は

理
事
の
中
か
ら
委
員
長
が
選
任
す
る
。

（
経
費
）

第
25
条　

本
会
の
経
費
は
、
入
会
費（
た
だ
し
基
金

組
入
れ
分
を
除
く
）、
終
身
会
費
及
び
寄

1022024  総明会会報 「紫紺の詩」



Soumeikai Annual

付
金（
た
だ
し
基
金
組
入
れ
分
を
除
く
）並

び
に
一
般
会
計
に
属
す
る
財
産
か
ら
生
じ

る
果
実
そ
の
他
特
別
会
計
に
属
さ
な
い
収

入
を
も
っ
て
支
弁
す
る
。

（
予
算
）

第
26
条	
会
長
は
、会
計
年
度
の
終
了
す
る
前
に
、理

事
会
の
承
認
を
得
て
翌
会
計
年
度
の
予
算

を
作
成
す
る
。
翌
会
計
年
度
の
予
算
は
、

評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、
総
会
に
提
出

し
て
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

前
項
に
よ
り
、会
長
は
、そ
の
会
計
年
度
の

最
後
に
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
翌
会
計

年
度
の
予
算
を
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
得

た
場
合
は
、
翌
会
計
年
度
の
初
め
か
ら
総

会
開
催
の
日
ま
で
の
間
、
そ
の
予
算
を
執

行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
決
算
）

第
27
条	

本
会
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
監
事
が
こ

れ
を
監
査
し
、
会
長
が
こ
れ
を
総
会
に
提

出
し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

②	

基
金
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
お
い
て

は
、
財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を

区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
の
概
要
及
び

決
算
時
の
在
り
高
の
ほ
か
、
特
別
基
金
の

累
計
額
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
10
章
　
補
　
則

（
特
別
決
議
）

第
28
条	

本
会
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
に
お
け
る

出
席
会
員
の
4
分
の
3
以
上
の
多
数
に
よ

る
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
29
条	

会
員
は
、氏
名
、住
所
及
び
職
業
を
変
更

し
た
と
き
は
本
会
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

　
　

②	

同
期
会
は
、
同
期
会
員
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の

と
す
る
。

　
　

③	

班
部
O
B
会
は
、
O
B
会
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

附
　
則

（
経
過
措
置
1
）

第
1
条	（
年
会
費
同
期
会
）

	

前
回
の
会
則
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
平
成

11
年
1
月
1
日
以
前
に
会
員
と
な
っ
た

者
で
構
成
さ
れ
る
同
期
会（
以
下
「
年
会

費
同
期
会
」
と
い
う
）
が
納
入
す
る
年
会

費
に
つ
い
て
は
、
次
に
会
則
改
正
の
あ
る

ま
で
改
正
前
の
第
7
条
の
定
め
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	

同
期
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第
25
条

の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
経
過
措
置
2
）

第
1
条	（
年
会
費
班
部
O
B
会
）

	

班
部
O
B
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入

方
法
は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

第
2
条	（
年
会
費
）

	
班
部
O
B
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、
第

25
条
の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
平
成
18
年
12
月
3

日
よ
り
施
行
す
る
。

（
参
考
）

改
正
前
第
7
条（
年
会
費
）

	

同
期
会
は
、
本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充

て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と

す
る
。
年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入
方
法

は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

（
経
過
措
置
３
）

第
1
条（
会
計
年
度
）

	

経
過
措
置
と
し
て
令
和
6
年
4
月
1
日

か
ら
8
月
31
日
の
5
ヵ
月
と
い
う
会
計
期

間
を
設
け
、
総
会
に
お
い
て
会
計
報
告
及

び
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
令
和
6
年

9
月
1
日
か
ら
通
常
通
り
会
計
期
間
を

12
ヵ
月
に
移
行
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、
令
和
５
年
11
月
25

日
よ
り
施
行
す
る
。

（
参
考
）

改
正
前
第
23
条
②（
会
計
年
度
）

	

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
4
月
1
日
に

始
ま
り
、翌
年
3
月
31
日
に
終
わ
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

総
明
会
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定

会
則
第
9
条
1
項
に
基
づ
き
、
会
長
及
び
副
会
長

の
選
出
は
本
規
程
に
よ
り
行
う
。

（
選
出
委
員
会
の
設
置
、解
散
、委
員
の
選
出
）

第
1
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
行
う
場
合
は

「
選
出
委
員
会
」（
以
下
委
員
会
と
い
う
）

を
設
置
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
は
役
員
改
選
又
は
補
充
の
時
期

に
合
わ
せ
て
、十
分
な
期
間
を
考
慮
し
、理

事
会
が
設
置
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
の
構
成
は
、
委
員
長
1
人
、
委
員

6
人
と
す
る
。
委
員
の
選
出
は
理
事
会
及

び
評
議
員
会
で
各
々
3
人
と
す
る
。
委
員

長
は
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ

た
る
。

　
　

④	

委
員
会
の
解
散
は
、
総
会
に
お
い
て
会
長

及
び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
た
時
点
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
選
出
、承
認
に
つ
い
て
）

第
2
条	

委
員
会
は
、
会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に

あ
た
り
、推
薦
及
び
立
候
補
を
受
付
け
、そ

の
者
を
も
っ
て
候
補
者
と
す
る
。

　
　

②	

候
補
者
の
中
よ
り
、
会
長
及
び
副
会
長
候

補
者
を
選
出
す
る
。
選
出
に
お
い
て
は
全

員
一
致
を
原
則
と
す
る
が
、
定
員
に
絞
り

込
め
な
い
場
合
は
、
そ
の
状
態
で
選
出
終

了
と
す
る
。

　
　

③	
理
事
会
は
、
委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

④	
評
議
員
会
は
、
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
候

補
者
の
承
認
を
行
う
。

　
　

⑤	

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
会
長
、

副
会
長
は
、総
会
の
決
議
を
も
っ
て
、こ
れ

を
選
任
す
る
。

（
理
事
会
の
承
認
）

第
3
条	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者

が
1
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い
て
過

半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

　
　

②	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補

者
が
2
名
以
上
の
場
合
、
理
事
会
に
お

い
て
投
票
を
行
い
、
最
も
得
票
数
の
多

い
候
補
者
を
会
長
候
補
者
と
し
て
承

認
す
る
。

　
　

③	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
3
名
の
場
合
、
理
事
会
に
お
い

て
過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。

　
　

④	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
4
名
以
上
の
場
合
、理
事
会
に

お
い
て
投
票
を
行
い
、
得
票
数
の
多
い

順
に
3
名
を
副
会
長
候
補
者
と
し
て

承
認
す
る
。

（
評
議
員
会
の
承
認
）

第
4
条	

理
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
及
び
副

会
長
候
補
者
は
、
評
議
員
会
に
お
い
て

過
半
数
の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た

も
の
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
資
格
）

第
5
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
資
格
は
次
の
各

号
の
い
ず
れ
を
も
満
た
す
も
の
と
す
る
。

　
　

1	

総
明
会
会
員
と
し
て
20
年
以
上
在
籍

し
て
い
る
こ
と
。

　
　

2	

評
議
員
又
は
理
事
を
経
験
し
て
い
る

こ
と
。

　
　

3	

立
候
補
届
出
締
め
切
り
時
の
年
齢
が

70
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

	

こ
の
規
定
は
、平
成
26
年
11
月
16
日
よ	

	

り
施
行
す
る
も
の
と
す
る
。
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ら
に
強
固
に
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、こ
の
強
固
な
絆
に
よ
り
総
明
会
が

よ
り
一
層
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。そ
し
て
、本
年
度
の
幹
事
学
年
で
あ
る
紫

雲
会
に
も
多
く
の
期
待
を
寄
せ
つ
つ
、引
き
続

き
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
つ
つ
、簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
ら
た
め
て
、昨
年
度

の
総
会
・
懇
親
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
皆
様
、そ
し
て
ご
支
援
と
、ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
皆
様
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。前
年
度
の
実
行
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
紫
誠
会
の
宮

嶋
で
す
。

前
年
度
は
、皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、無
事
に
総
明
会
総
会・懇
親
会
を
開
催

し
、テ
ー
マ
で
あ
る「
再
会
・
再
開
」を
、1
年
を

通
し
て
実
現
で
き
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、私
た

ち
は
4
年
間
に
わ
た
り
、直
接
顔
を
合
わ
せ
る

こ
と
、肩
を
組
ん
で
校
歌
を
斉
唱
す
る
こ
と
が

難
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。し
か
し
、

昨
年
は
よ
う
や
く
懇
親
会
を
、飲
食
を
伴
う
形

で
開
催
し
、多
く
の
皆
様
と
再
び「
再
会
」す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。ま
た
、皆
様
と
総
明
会
活
動
を
本
格
的
に

「
再
開
」で
き
た
こ
と
も
、私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の「
再
会・再
開
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
活
動

で
は
、か
つ
て
の
仲
間
た
ち
と
過
ご
し
た
懐
か
し

い
時
間
を
思
い
出
し
な
が
ら
、新
た
な
絆
を
育

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。皆
様
と
の
再
会
を
通

じ
て
、こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
友
情
が
さ
ら
に
深

ま
り
、ま
た
、異
な
る
世
代
の
同
窓
生
同
士
が
交

流
し
、世
代
を
超
え
た
友
情
も
新
た
に
生
ま
れ

た
こ
と
は
、私
た
ち
の
母
校
と
の
結
び
つ
き
を
さ

の
還
る
場ま
な
び
や所
～
」
に
込
め
ら
れ
た
想
い
に
胸
を
熱

く
し
、
固
い
結
束
の
も
と
先
輩
方
が
準
備
を
進
め

ら
れ
て
い
る
様
子
が
、
高
校
生
の
当
時
に
文
化
祭

準
備
委
員
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
先
輩
方
に
重

な
っ
て
い
ま
し
た
。
次
の
幹
事
学
年
と
し
て
、
久

し
ぶ
り
の
同
期
の
つ
な
が
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

準
備
が
進
め
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
初
の
課
題
は
、実
行
委
員
会
の
体
制
づ
く
り

…
引
き
続
き
同
期
学
年
メ
ン
バ
ー
の
情
報
を
集

め
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ム
へ
の
連
絡
先
入
力
が
未

了
の
方
は
、
担
当
の
古
宇
田（koudadai0107@

gm
ail.com

）
ま
で
直
接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、

同
期
学
年
で
拡
散
中
のLIN

E

の
リ
ン
ク
か
ら

フ
ォ
ー
ム
へ
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
事
か
ら
の
書
き
出
し
で
恐
縮
で
す
が
、
現
在

千
葉
県
の
私
立
学
校
で
教
員
を
勤
め
て
い
る
自

分
は
、
こ
の
原
稿
を
河
口
湖
の
あ
る
民
宿
で
執
筆

し
て
い
ま
す
。
本
日
は
自
分
が
顧
問
を
し
て
い
る

鉄
道
研
究
部
の
合
宿
三
日
目
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
よ

る
束
縛
か
ら
解
か
れ
、
部
活
動
の
合
宿
が
再
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
32
年
前
、
中
1
の
自
分
が
初
め
て
経
験

し
た
生
徒
会
本
部
の
「
合
宿
」は
、
幼
い
自
分
の

想
像
を
超
え
る
圧
倒
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
日
々
の
活
動
で
つ
な
が
っ
て
い
る
中
高
6

学
年
に
留
ま
ら
ず
、
大
学
や
社
会
人
の
先
輩
Ｏ
Ｂ

ま
で
が
寝
食
を
共
に
す
る
そ
の
行
事
に
は
、
ま
さ

に
明
大
明
治
の
生
徒
と
し
て
の
連
帯
が
強
く
感

じ
ら
れ
る
機
会
の
一
つ
で
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
先
輩
の
姿
に
憧
れ
、
将
来
の
自

分
を
重
ね
た
も
の
で
す
。
合
宿
中
に
限
ら
ず
、
在

学
中
の
先
輩
方
か
ら
の
ご
指
導
、
後
輩
と
の
学
び

あ
い
は
大
き
な
糧
と
な
り
、
自
分
の
中
に
「
明
治

愛
」が
育
ま
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
98
年
卒
の
同
期
会
「
紫
９
８

倶
」が
次
年
度
の
総
明
会
幹
事
学
年
と
し
て
動
き

出
し
ま
す
。
過
日
、
紫
雲
会
の
会
合
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身

は
紫
雲
会
の
先
輩
方
が
幹
事
を
務
め
ら
れ
る
今

年
の
活
動
テ
ー
マ
「
お
か
え
り
～
こ
こ
が
み
ん
な

次
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

前
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

古
宇
田 

大
介

宮
嶋 

優
光

第
61
回
総
明
会 

実
行
委
員
会

平
成
10
年
卒  

紫
９
８
倶

第
59
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
8
年
卒  

紫
誠
会

第59回総明会「総会・懇親会」後の幹事学年打ち上げにて恩師の皆様を囲んで
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Greeting      Soumeikai Annual

Ｔ
Ａ
会
長
に
大
学
職
員
ま
で
い
る
。実
に
頼
も
し
い

限
り
で
す
。３
年
前
、こ
れ
ま
で一
度
も
式
典
参
加

経
験
が
な
く
、大
阪
の
な
ん
ば
で
暮
ら
す
似
合
わ

な
い
パ
ー
マ
頭
の
自
分
に
、最
初
に
手
を
差
し
伸
べ

て
く
れ
た
の
が
盟
友
の
美
藤
隆
二
で
し
た
。高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
23
年
経
っ
て
初
め
て
同
期
の
グ

ル
ー
プ
チ
ャッ
ト
が
誕
生
し
、徐
々
に
メ
ン
バ
ー
も
増

え
、自
分
は
大
船
に
乗
っ
た
つ
も
り
で
こ
こ
ま
で
辿

り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
１
年
、総
明
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
自
分
た
ち
の
考
え
るSD

G
s

達
成
に
資
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。そ
の
集
大

成
が
秋
の
式
典
で
す
。11
月
23
日（
土
・
祝
）、調

布
の
本
学
で
開
催
す
る
60
回
目
の「
総
会・懇
親

会
」。決
し
て
派
手
な
演
出
や
煌
び
や
か
な
ビ
ッ
グ

ス
タ
ー
の
登
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
手
づ

く
り
で
精
いっ
ぱ
い
の
お
も
て
な
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。山
崎
会
長
が
提
唱
す
る
日
本
一の
同

窓
会
、ひ
い
て
は
世
界
一と
胸
を
張
れ
る
会
を
未
来

へ
継
承
す
る
た
め
に
。ど
う
か
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ま
と
お
目
に
か
か
れ
ま
す
こ
と
を
夢
見
て
。ご

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

総
明
会
の
先
輩
諸
兄
、同
僚
後
輩
諸
兄
姉
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。節
目
と
な
る

60
回
目
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く「
紫
雲
会
」で

実
行
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
小
谷
で
す
。

幼
少
期
の
自
分
は“
重
戦
車
Ｆ
Ｗ
”と
呼
ば
れ

た
明
治
の
ラ
グ
ビ
ー
に
魅
せ
ら
れ
、紫
紺
の
ジ
ャ
ー

ジ
ー
に
憧
憬
の
念
を
抱
く
小
学
生
で
し
た
。そ
し

て
中
学
受
験
の
折
、な
ぜ
か
ラ
グ
ビ
ー
部
の
な
い
明

大
明
治
を
第
一志
望
校
に
選
ん
だ
頓
珍
漢
な
人
間

で
す
。こ
の
世
に
は
あ
る
種
の
狂
想
的
な“
明
治
信

者
”が
存
在
し
ま
す
が
、自
分
も
た
ぶ
ん
に
漏
れ
ず

そ
の
部
類
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
か
つ
て
の
明
高
生
た
ち
も
ま
た
、そ
ん
な

「
M
」に
憑
り
つ
か
れ
た
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。だ
が
し
か
し
、今
で
は
ま
る
で
時
代
が

違
い
ま
す
。校
舎
も
移
転
し
男
女
共
学
と
な
り
、

校
内
の
雰
囲
気
は
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。次
代
を

見
据
え
れ
ば
こ
そ
、同
窓
会
組
織
に
も
変
革
は
必

要
で
す
。い
つ
ま
で
も
自
分
み
た
い
な「
明
治
大
好

き
っ
子
」じ
ゃ
な
い
と
務
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。そ
ん
な
課
題
意
識
を
持
っ
て
幹
事

学
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、人
材
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

も
知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。

紫
雲
会
は
あ
る
意
味
で
ツ
イ
て
る
ね
、ノ
ッ
て
る

ね（
古
い
…
）で
し
た
。明
高
の
専
任
教
諭
が
い
て
Ｐ

本
年
度
幹
事
学
年
挨
拶

小
谷 

健
志

第
60
回
総
明
会 

実
行
委
員
長

平
成
9
年
卒  

紫
雲
会

【
編
集
後
記
】

　
平
成
9
年
卒  

紫
雲
会  

会
報
委
員

　
　
　
　
　

大
西 

貴
之

同
期
か
ら
協
力
を
頼
ま
れ
、会
報
委
員
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。卒
業
以
来
、母
校

に
対
し
て
何
か
を
す
る
機
会
が
あ
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、同
期

と
久
し
ぶ
り
に
再
会
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、

と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

S
N
S
で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
の
多
い
時
代
で

す
が
、実
際
に
顔
を
合
わ
せ
協
力
し
て
事
を
成

す
機
会
を
得
て
、本
当
の
意
味
で
の
人
の
つ
な
が

り
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。

何
年
も
疎
遠
だ
っ
た
同
期
だ
け
で
な
く
、学
生

時
代
に
は
あ
ま
り
縁
の
な
か
っ
た
同
期
と
も
話
す

よ
う
に
な
り
、こ
の
経
験
は
自
分
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
財
産
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
先
生
方

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、母
校
と
の
つ
な
が

り
が
再
び
太
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

物
書
き
の
経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
私
で
す

が
、い
ざ
や
っ
て
み
る
と
自
分
の
思
い
を
文
章
に
起

こ
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。同
期
や
諸
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
、自
分
と
し

て
は
満
足
の
い
く
記
事
を
書
く
こ
と
が
で
き
、充

実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

最
後
に
、広
報
委
員
会
の
先
輩
方
を
は
じ
め
、

多
く
の
先
輩
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
、心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
経
験
を
通
じ
て
得

た
も
の
は
、私
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重
な
も
の
で

あ
り
、こ
れ
か
ら
も
母
校
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

中
村 

武
史

昨
年
、知
り
合
い
の
記
者
か
ら
日
刊
産
業
新
聞

へ
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。フ
リ
ー
テ
ー
マ

で
１
０
０
０
文
字
前
後
と
い
う
こ
と
で
、原
稿
料

は
８
０
０
０
円
。小
学
２
年
生
の
息
子
に
そ
の
こ

と
を
伝
え
て「
作
文
を
ち
ゃ
ん
と
書
け
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
た
ら
、将
来
作
文
の
御
礼
に
お
金

を
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
よ
」と
学
習
意
欲

を
刺
激
し
た
私
。

そ
ん
な
や
り
取
り
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

て
、上
小
牧
先
生
と
小
柴
先
生
の
退
任
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
今
回
。

録
音
内
容
を
A
I
で
文
字
起
こ
し
し
た
合
計
約

７
万
４
０
０
０
文
字
の
内
容
か
ら
約
８
０
０
０
文

字
の
記
事
を
書
く
作
業
で
し
た
が
、帰
宅
後
の
時

間
を
使
い
数
日
が
か
り
で
な
ん
と
か
完
成
さ
せ

ま
し
た
。息
子
に
伝
え
る
と
、４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
で
20
枚
分
と
い
う
膨
大
な
量
に
驚
き
な

が
ら「
す
ご
い
ね
！　

大
変
だ
っ
た
ね
！
」と
労
っ

て
く
れ
た
後「
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
書
い
た
ら
い

く
ら
も
ら
え
る
の
!?
」と
の
発
言
。思
わ
ず
吹
き

出
し
つ
つ「
今
回
は
ね
、み
ん
な
無
料
で
が
ん
ば
っ

た
ん
だ
よ
」「
そ
っ
か
！
」

先
生
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、意
外
な
一
面

や
組
織
の
中
で
の
想
い
な
ど
赤
裸
々
に
語
っ
て
も

ら
い
、プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。内

容
の
濃
い
退
任
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

中
山 

智
之

ま
ず
は
紫
雲
会
各
位
、総
明
会
関
係
各
位
、田

嶋
先
輩
、そ
の
他
ご
協
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の

皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。幹
事
活
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動
を
通
じ
て
、色
々
な
方
と
の
関
係
を
再
構
築
&

新
規
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
は
調
布
校
舎
に
伺
っ
た
の
は
今
年
が
初
め
て

で
し
た
。当
然
、猿
楽
町
の
男
子
校
時
代
と
は
何

か
ら
何
ま
で
違
う
の
で
す
が
、そ
れ
で
も「
や
っ
ぱ

り
こ
こ
は
母
校
な
の
だ
な
」と
確
信
で
き
る
も
の

が
随
所
に
あ
り
ま
し
た
。恐
ら
く
こ
の
活
動
に
携

わ
ら
な
か
っ
た
ら「
自
分
の
母
校
は
廃
校
に
な
っ

た
も
同
然
」と
い
う
気
持
ち
の
ま
ま
一
生
を
過
ご

す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、今
な
ら
そ

れ
が
明
確
に
違
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

特
に
男
子
校
時
代
の
O
B
の
皆
さ
ん
に
こ
そ
、

今
の
明
治
高
校
を
実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
ほ

し
い
で
す
ね
。誰
か
が
き
っ
と「
お
か
え
り
」っ
て

出
迎
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。今
は
居
ら
れ
な
い

先
生
の
魂
も
き
っ
と
こ
こ
に
居
る
。

あ
、そ
う
そ
う
。今
年
に
入
っ
て
か
ら
な
ぜ
か

土
岐
先
生
が
た
ま
に
夢
に
出
て
く
る
ん
で
す
よ
。

土
岐
先
生
が
突
然
現
れ
て
満
面
の
笑
み
で「
ハ

イ
、来
ま
し
た
よ
ー
♪
」と
言
っ
た
直
後
に
目
が

覚
め
る
こ
と
が
3
回
も
あ
り
ま
し
た
。自
分
の
死

期
が
近
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば

良
い
の
で
す
が
…（
苦
笑
）

何
は
と
も
あ
れ
、会
報
委
員
引
き
受
け
て
よ

か
っ
た
で
す
。あ
ら
た
め
て
皆
さ
ま
に
感
謝
！

　
　
　
　
　

羽
尾 

京
士

高
校
時
代
の
部
活
同
期
が
実
行
委
員
長
、大

学
時
代
の
ゼ
ミ
仲
間
が
事
務
局
長
を
担
う
か
ら

に
は
、自
分
も
何
か
や
ら
ね
ば
と
思
い
、会
報
委

員
に
参
画
し
ま
し
た
。遠
方
か
ら
の
参
加
と
い
う

こ
と
で
、在
京
メ
ン
バ
ー
か
ら
来
る
依
頼
を
も
と

に
原
稿
作
成
す
れ
ば
良
い
か
な
ぐ
ら
い
で
考
え

て
い
ま
し
た
が
、結
局
複
数
回
上
京
す
る
こ
と
に

（
笑
）。し
か
し
な
が
ら
、そ
の
過
程
の
中
で
御
茶

ノ
水
、調
布
を
訪
れ
、過
去
を
懐
か
し
ん
だ
り
、イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
参
加
し
た
り
と
、楽
し
く
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

共
楽
会
の
三
浦
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
自

身
の
仕
事
に
取
り
組
む
上
で
の
気
付
き
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
現
役
教
諭
の
秋
元
先
生
、内
田

先
生
、平
田
先
生
、和
田
先
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

通
じ
て
、現
在
の
明
治
高
校
も
い
か
に
素
晴
ら
し

い
環
境
で
あ
る
か
を
伺
い
、我
が
子
を
明
治
高
校

に
進
学
さ
せ
た
い
思
い
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。こ
の

場
を
借
り
て
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
多
数
の
同
期
と
再
会
し
、旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、色
々

な
場
所
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
、非
常
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。諸
先
輩

方
、同
期
の
み
な
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
今
回
紡
が
れ
た
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

星
澤 
宏
嗣

年
初
に
同
期
よ
り
会
報
委
員
へ
の
協
力
を
頼

ま
れ
た
も
の
の
、関
西
と
東
京
を
往
復
す
る
生
活

で
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
記
事
制
作
に
参
加
で
き
ず
、

校
正
会
か
ら
の
合
流
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

心
の
中
で「
な
か
な
か
協
力
で
き
ず
申
し
訳

な
い
」と
思
い
な
が
ら
参
加
し
た
２
回
の
校
正
会

だ
っ
た
が
、経
験
し
て
非
常
に
良
か
っ
た
。約
20

年
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
と
時
間
を
超
え
て
和
気

藹
々
と
で
き
る
こ
と
は
貴
重
だ
な
と
い
う
実
感

が
あ
り
、ま
た
仕
上
が
り
つ
つ
あ
る
会
報
記
事
か

ら
伝
わ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
記
事
を
作
成
し
た
仲

間
の
頑
張
り
、現
在
の
学
校
や
学
生
の
様
子
な
ど

な
ど
。数
時
間
と
い
う
集
中
力
を
要
す
る
校
正

の
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
感
じ
で

あ
っ
た
。

8
月
10
日（
土
）の
校
正
会
の
後
に
は
19
名
の

同
級
生
と
恩
師
の
山
田
先
生
、藤
田
先
生
、清
水

先
生
、前
島
先
生
を
囲
む
会
や
二
次
会
が
行
わ

れ
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、先
生
や
皆
と「
あ

い
つ
は
あ
の
時
…
」、「
修
学
旅
行
で
は
…
」な
ん

て
話
が
飛
び
交
い
、あ
ら
た
め
て
俺
た
ち
は
明
治

高
校
の
O
B
な
ん
だ
な
と
実
感
で
き
た
。

自
分
も
含
め
、こ
れ
ま
で
O
B
会
な
ど
に
興

味
の
な
か
っ
た
人
も
、今
後
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う

総
明
会
や
同
期
会
に
一
度
は
参
加
し
て
ほ
し
い
と

思
う
。紫
雲
会
の
幹
事
学
年
は
終
わ
っ
て
し
ま
う

が
、活
動
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の
ル
ー
ツ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

宗
石 

勘
九
郎

恩
師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
校
正
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。卒
後
25
年
以
上
に
も
な
る
中
年

な
が
ら
、恩
師
を
目
の
前
に
す
る
と
あ
っ
と
い
う

間
に
学
生
当
時
に
戻
っ
た
よ
う
な
感
覚
に
な
り
、

若
干
の
緊
張
感
は
あ
り
な
が
ら
も
、充
実
し
た

時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。校
正
会
で
は
、同
窓
生

の
皆
様
よ
り
ひ
と
足
先
に
会
報
の
内
容
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
文
章

か
ら
母
校
や
同
窓
生
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
、母
校
を
軸
と
し
た
同
窓
生

の
つ
な
が
り
の
強
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー・校
正
会
の
ほ
か
同
期
会
も

行
わ
れ
、卒
業
以
来
会
っ
て
い
な
か
っ
た
友
達
と
も

再
会
し「
声
を
聞
く
ま
で
誰
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
」と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、学
生
時
代
に
戻
っ
た

か
の
よ
う
に
会
話
が
弾
み
、40
代
中
盤
を
過
ぎ
た

今
も
な
お
、人
に
よ
っ
て
は
20
年
以
上
ぶ
り
の
再

会
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
時
の
ま
ま
の
関
係
で
居

ら
れ
る
こ
と
に
、中
高
６
年
間
と
い
う
時
間
が
い

か
に
濃
厚
だ
っ
た
の
か
と
身
に
沁
み
ま
し
た
。

同
窓
会
が
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

恩
師
・
同
級
生
と
会
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、あ
ら
た
め
て
我
が
母
校
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
や
会
報
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
先
輩

後
輩
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

渡
邉 

宏
之

紫
雲
会
の
テ
ー
マ「
お
か
え
り
～
こ
こ
が
み
ん

な
の
還
る
場な

ま
び
や所
～
」に
関
連
し
、た
だ
い
ま
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
し
て
、明
高
を
卒
業
さ
れ
母
校
の
教
壇

に
立
っ
た
先
生
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。私
た

ち
が
現
役
の
頃
に
お
世
話
に
な
り
、退
任
さ
れ
た

先
生
と
現
役
の
先
生
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
材
を
通

じ
、中
高
通
じ
て
恵
ま
れ
た
環
境
で
学
ん
で
い
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。移
転

前
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
当
時
の
教
師
や
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語
ら
れ
て
お
り
、比
較
し
て

読
む
こ
と
で
答
え
合
わ
せ
の
よ
う
な
新
た
な
発

見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
、調
布
へ
の
移
転
と
と
も
に
別
の
学

校
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
感
じ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、先
生
方
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
実
際
に
調
布
校
舎
を
訪
れ
る
こ
と
で
、猿
楽
町

時
代
か
ら
の
変
化
や
進
化
を
実
感
し「
こ
こ
が
還

る
場ま

な
び
や所
」と
い
う
言
葉
を
腹
落
ち
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
、縁
あ
っ
て
会
報
委
員
と
し
て
参
画
し
、特

集
記
事
を
手
探
り
の
中
作
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
一つ

の
挑
戦
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会

を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
先
生
方
や
先
輩
方
、紫
雲
会
同
期
の

み
ん
な
に
お
世
話
に
な
り
助
け
ら
れ
ま
し
た
。こ

の
場
を
借
り
て
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

この会報誌発行にあたり、多くの総明会の皆様から、ご寄稿及び貴重なお写
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同
窓
会
が
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

恩
師
・
同
級
生
と
会
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、あ
ら
た
め
て
我
が
母
校
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
や
会
報
作
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
先
輩

後
輩
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

渡
邉 

宏
之

紫
雲
会
の
テ
ー
マ「
お
か
え
り
～
こ
こ
が
み
ん

な
の
還
る
場な

ま
び
や所
～
」に
関
連
し
、た
だ
い
ま
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
と
し
て
、明
高
を
卒
業
さ
れ
母
校
の
教
壇

に
立
っ
た
先
生
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。私
た

ち
が
現
役
の
頃
に
お
世
話
に
な
り
、退
任
さ
れ
た

先
生
と
現
役
の
先
生
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
材
を
通

じ
、中
高
通
じ
て
恵
ま
れ
た
環
境
で
学
ん
で
い
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。移
転

前
後
の
変
化
に
つ
い
て
は
当
時
の
教
師
や
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語
ら
れ
て
お
り
、比
較
し
て

読
む
こ
と
で
答
え
合
わ
せ
の
よ
う
な
新
た
な
発

見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
、調
布
へ
の
移
転
と
と
も
に
別
の
学

校
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
感
じ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、先
生
方
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
実
際
に
調
布
校
舎
を
訪
れ
る
こ
と
で
、猿
楽
町

時
代
か
ら
の
変
化
や
進
化
を
実
感
し「
こ
こ
が
還

る
場ま

な
び
や所
」と
い
う
言
葉
を
腹
落
ち
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
、縁
あ
っ
て
会
報
委
員
と
し
て
参
画
し
、特

集
記
事
を
手
探
り
の
中
作
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
は
一つ

の
挑
戦
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会

を
得
ら
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。そ
し
て
先
生
方
や
先
輩
方
、紫
雲
会
同
期
の

み
ん
な
に
お
世
話
に
な
り
助
け
ら
れ
ま
し
た
。こ

の
場
を
借
り
て
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

この会報誌発行にあたり、多くの総明会の皆様から、ご寄稿及び貴重なお写
真の提供をいただきました。広報委員会一同心よりお礼申し上げます。
紙面の都合上、全てを掲載することができませんでした。この場を借りてお詫
び申し上げます。また、文章中においても、万人が読みやすい表現に統一を
はかるため、広報委員の責任で割愛・表現の変更をさせていただきました。
広報委員全員で文章を校正致しましたが、至らぬ点もあるかと思います。
何卒ご了解いただきます様お願い申し上げます。
※本誌掲載の記事、写真、イラスト、図表の無断転載は固くお断りいたします。
　乱丁・落丁本はお取り替えいたします。

お礼とお詫び
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総明会では、総明会会報・総明会
からのお知らせが皆様のお手元に
一通でも多く確実に届くよう各学
年の評議員を通じて総明会会員名
簿の管理を行っております。
お引越しなどで住所が変わられた
方はお手数ですが、右記総明会事
務局担当者までご連絡いただきま
すようお願いいたします。

住所変更時のお願い

E-mail : hcozaki@cropozaki.com

（勤務先：株式会社クロップオザキ 代表取締役）

FAX 03-5820-0742

TEL 090-2480-8324

総明会 専務理事 尾崎 博之
連絡先 

紫雲会 平成９年卒

実行委員長 小谷　健志 （学年評議員／卓球部）

実行副委員長・会計 岸塚　大季 （マンドリン部）

会計 有我　誠蔵 （放送班）

式典委員長 和田　康喜 （地理研究部・吟詠研究部）

式典副委員長 大門　誉幸 （将棋部）

式典委員 鈴木　章浩 （水泳部）

式典委員 吉田　諭史 （物理部）

寄付広告委員長 近藤　　旭 （バスケットボール部）

寄付広告委員 大川　真樹 （吹奏楽班・JRC部・書道部）

寄付広告委員 香川　満洋 （学年評議員/図書班）

寄付広告委員 杉野　　佳 （硬式野球部）

寄付広告委員 田口　公彦 （バスケットボール部）

ゴルフ委員長 木本　隆史 （高校軟式野球部）

ゴルフ副委員長 米村　卓雄 （JRC部・コンピューター部）

会報副委員長 羽尾　京士 （卓球部）

会報委員 大西　貴之 （マンドリン部）

会報委員 中村　武史 （バスケットボール部・陸上部・英語部）

会報委員 中山　智之 （吹奏楽班・地理研究部）

会報委員 星澤　宏嗣 （マンドリン部・スキー部）

会報委員 宗石勘九郎 （サッカー部）

会報委員 渡邉　宏之 （サッカー部）

就活会委員長 美藤　隆二 （水泳部）

就活会副委員長 茂出木孝祐 （水泳部）

就活会委員 嶋田　史郎 （柔道部）

事務局長 佐藤　　潤 （JRC部・バレーボール部）

総明会実行委員会
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